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履
修
系
統
図

（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ツ
リ
ー
）

福
⼭
⼤
学
薬
学
部

平
成
31
（
20

19
）
年
4⽉

1⽇
現
在

（
基
礎
資
料
１
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー

[注
]資
質
・
能
⼒
を
卒
業
時
に
⾝
に
つ
け
る
た
め
の
、
体
系
性
と
科
⽬
の
順
次
性
（
学
年
・
学
期

進
⾏
に
よ
る
学
習
順
序
）
が
わ
か
る
よ
う
な
図
を
⽰
し
て
く
だ
さ
い
。
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6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

資
質
１
：
臨
床
で
活
躍
す
る
た
め
の
薬
剤
師
と
し
て
の
⼼
構
え

豊
か
な
⼈
間
性
に
基
づ
い
た
患
者
・
⽣
活
者
本
位
の
視
点
と
⽣
命
の
尊
厳
に
配
慮
す
る
医
療
⼈
の
視
点
を
備
え
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て

患
者
・
⽣
活
者
と
接
す
る
と
と
も
に
薬
剤
師
と
し
て
の
使
命
感
、
責
任
感
及
び
倫
理
観
に
基
づ
い
て
⾏
動
で
き
る
能
⼒
を
⾝
に
つ
け
て
い
る
。

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬

地
域
薬
局

薬
剤
師
を
取
り
巻
く
法
規

薬
学
⼊
⾨
Ⅰ

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン

交
流
学
習

⽣
命
倫
理

医
薬
品
管
理

事
前
学
習

病
院
・
薬
局
実
務
実
習

実
務
実
習
後
学
習

調
剤

薬
学
⼊
⾨
Ⅱ

患
者
の
視
点
に
⽴
っ
た
⾏
動

医
薬
品
の
安
定
供
給
と
社
会
保
障
制
度

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅰ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅲ

2

2



6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⼈
体
の
成
り
⽴
ち
と
機
能
Ⅱ
、
⽣
体
機
能
の
調
節
Ⅰ
、
⽣

命
体
の
基
本
単
位
と
し
て
の
細
胞
、

実
践
薬
学
演
習

⼈
体
の
成
り
⽴
ち
と
機
能
Ⅰ
A

薬
の
効
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
⽣
体
機
能
の
調
節
Ⅱ

⽣
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
、
⽣
命
活
動
を
担
う
ア
ミ
ノ
酸
・

タ
ン
パ
ク
質
代
謝
系
、
末
梢
神
経
に
作
⽤
す
る
薬

⽣
体
調
節
分
⼦

実
習
Ⅲ
（
⽣
体
成
分
お
よ
び
細

菌
の
検
出
法
/⽣
薬
・
漢
⽅
製

剤
）

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬

資
質
3、

4、
5、

6、
7、

8へ

資
質
2：

医
薬
品
・
化
学
物
質
等
が
⽣
体
及
び
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
す
る
た
め
の
科
学
⼒

中
項
⽬
5：

⽣
命
の
連
続
性
(恒
常
性
)と
⼈
体
の
成
り
⽴
ち
を
理
解
し
て
い
る
。

3

（
以
下
の
科
⽬
群
に
つ
い
て
総
括
的
評
価
）
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6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⽣
命
体
の
基
本
単
位
と
し
て
の
細
胞
、
⽣
命
情
報
を
担
う

遺
伝
⼦
、
⽣
体
機
能
の
調
節
Ⅰ

実
践
薬
学
演
習

⼈
体
の
成
り
⽴
ち
と
機
能
Ⅰ
A

薬
の
効
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
⽣
体
機
能
の
調
節
Ⅱ

⽣
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
、
⽣
命
活
動
を
担
う
ア
ミ
ノ
酸
・

タ
ン
パ
ク
質
代
謝
系
、
末
梢
神
経
に
作
⽤
す
る
薬

⽣
体
調
節
分
⼦

実
習
Ⅲ
（
⽣
体
成
分
お
よ
び
細

菌
の
検
出
法
/⽣
薬
・
漢
⽅
製

剤
）

資
質
2：

医
薬
品
・
化
学
物
質
等
が
⽣
体
及
び
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
す
る
た
め
の
科
学
⼒

中
項
⽬
6：

⽣
命
活
動
を
⽀
え
る
物
質
と
⽣
体
内
化
学
反
応
を
理
解
し
て
い
る
。

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬

資
質
3、

4、
5、

6、
7、

8へ

4

（
以
下
の
科
⽬
群
に
つ
い
て
総
括
的
評
価
）

4



6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬

資
質
2：

医
薬
品
・
化
学
物
質
等
が
⽣
体
及
び
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
す
る
た
め
の
科
学
⼒

中
項
⽬
7：

医
薬
品
の
作
⽤
を
⽣
体
と
の
反
応
に
基
づ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

実
践
薬
学
演
習

資
質
3、

4、
5、

6、
7、

8へ

バ
イ
オ
・
細
胞
医
薬

⽣
体
調
節
分
⼦

⽣
命
情
報
を
担
う
遺
伝
⼦
、
⽣
命
体
の
基
本
単

位
と
し
て
の
細
胞

ゲ
ノ
ム
情
報
と
創
薬
、
⽣
体
機
能
の
調
節
Ⅱ
、

薬
の
効
く
メ
カ
ニ
ズ
ム

⽣
命
活
動
を
担
う
ア
ミ
ノ
酸
・
タ
ン
パ
ク
質
代

謝
系
、
⽣
体
エ
ネ
ギ
ー
代
謝

⽣
体
分
⼦
の
構
造
と
化
学
的
性
質

薬
物
の
臓
器
へ

の
到
達
と
消
失

実
習
Ⅳ
（
薬
物
作
⽤
の

解
析
/放

射
性
同
位
元
素

の
取
り
扱
い
/健

康
と
環

境
関
連
指
標
の
測
定
）

実
習
Ⅲ
（
⽣
体
成
分
お

よ
び
細
菌
の
検
出
法
/⽣

薬
・
漢
⽅
製
剤
）

⽣
殖
器
系
・
内
分
泌

系
疾
患
の
薬
・
病

態
・
治
療

中
枢
神
経
系
疾
患
の
薬
・
病

態
・
治
療
Ⅱ
、
免
疫
・
炎
症
・

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
薬
物
治
療

中
枢
神
経
系
疾
患
の

薬
・
病
態
・
治
療
Ⅰ

代
謝
系
・
呼
吸
器
系

疾
患
の
薬
・
病
態
・

治
療

消
化
器
系
疾
患
の

薬
・
病
態
・
治
療

循
環
器
系
・
腎
疾
患

の
薬
・
病
態
・
治
療

⾎
液
・
造
⾎
器
系
疾

患
の
薬
・
病
態
・
治

療悪
性
腫
瘍
の
薬
・
病

態
・
治
療
、
感
染
症

の
薬
物
治
療

5

（
以
下
の
科
⽬
群
に
つ
い
て
総
括
的
評
価
）
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6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬

資
質
2：

医
薬
品
・
化
学
物
質
等
が
⽣
体
及
び
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
す
る
た
め
の
科
学
⼒

中
項
⽬
8：

⽣
体
及
び
環
境
に
作
⽤
す
る
医
薬
品
・
化
学
物
質
の
構
造
と
性
質
を
理
解
し
て
い
る
。

基
礎
薬
学
演
習

基
礎
分
析
化
学
A

物
質
の
エ
ネ
ル

ギ
ー

物
質
の
構
造
と
相

互
作
⽤
、
物
質
の

状
態

機
器
分
析
学

分
析
技
術
の
臨
床

応
⽤

物
質
の
構
造
と
放

射
線

化
学
反
応
速
度

薬
局
⽅
収
載
の
試

験
法

応
⽤
分
析
科
学

漢
⽅
医
学
概
説

薬
に
な
る
動
植

鉱
物

天
然
物
化
学

薬
物
の
宝
庫
と

し
て
の
天
然
物

漢
⽅
薬
物
治
療

実
習
Ⅰ
（
実
験
の
基
本
的
⼿
技
と

容
量
分
析
）

実
習
Ⅱ
（
化
学
物
質
の
合
成
・

構
造
解
析
・
定
量
/反

応
速
度
の

解
析
/天

然
⽣
物
活
性
物
質
）

実
習
Ⅲ
（
⽣
体
成
分
お
よ
び
細
菌

の
検
出
法
/⽣

薬
・
漢
⽅
製
剤
）

実
習
Ⅳ
（
薬
物
作
⽤
の
解
析
/放

射
性
同
位
元
素
の
取
り
扱
い
/健

康
と
環
境
関
連
指
標
の
測
定
）

資
質
3、

4、
5、

6、
7、

8へ

⽣
体
分
⼦
の
構
造
と
化
学
的

性
質

医
薬
品
の
化
学
構
造
と
性
質

薬
学
の
基
礎
と
な
る
化
学
A・

基
礎
有
機
化
学
Ⅰ

有
機
化
学
Ⅰ

有
機
化
学
Ⅱ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
分
⼦
の
合
成

基
礎
有
機
化
学
Ⅱ

薬
学
の
基
礎
と
し

て
の
数
学
A

6

（
以
下
の
科
⽬
群
に
つ
い
て
総
括
的
評
価
）

（
以
下
の
科
⽬
群
に
つ
い
て
総
括
的
評
価
）
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6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬

資
質
2：

医
薬
品
・
化
学
物
質
等
が
⽣
体
及
び
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
を
理
解
す
る
た
め
の
科
学
⼒

中
項
⽬
９
：
⽣
体
及
び
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
化
学
物
質
や
微
⽣
物
を
理
解
し
て
い
る
。

基
礎
薬
学
演
習

ゲ
ノ
ム
情
報
と
創
薬

病
原
体
と
し
て

の
微
⽣
物

病
原
微
⽣
物
と

感
染
症

免
疫
と
疾
患

物
質
の
構
造
と

放
射
線

免
疫
の
し
く
み

化
学
物
質
の
⽣

体
へ
の
影
響

実
習
Ⅱ
（
化
学
物
質
の
合
成
・
構
造
解
析
・
定

量
/反

応
速
度
の
解
析
/天

然
⽣
物
活
性
物
質
）

実
習
Ⅳ
（
薬
物
作
⽤
の
解
析
/放

射
性
同
位
元
素

の
取
り
扱
い
/健

康
と
環
境
関
連
指
標
の
測
定
）

実
習
Ⅲ
（
⽣
体
成
分
お
よ
び
細
菌
の
検
出
法
/⽣

薬
・
漢
⽅
製
剤
）

資
質
3、

4、
5、

6、
7、

8へ

（
以
下
の
科
⽬
群
に
つ
い
て
総
括
的
評
価
）

7



6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬

薬
学
⼊
⾨
Ⅱ

薬
学
⼊
⾨
Ⅰ

漢
⽅
薬
物
治
療

漢
⽅
医
学
概
説

資 質 2

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
学
習

臨
床
検
査

事
前
学
習
、
患
者

の
視
点
に
⽴
っ
た

⾏
動
、
地
域
薬
局

臨
床
推
論

演
習

病
院
・
薬
局
実
務
実
習

調
剤

資
質
3：

医
薬
品
の
適
正
使
⽤
を
実
施
す
る
た
め
の
処
⽅
せ
ん
調
剤
を
実
践
す
る
能
⼒

医
薬
品
の
適
正
使
⽤
の
観
点
か
ら
処
⽅
せ
ん
監
査
、
疑
義
照
会
,調
剤
,医
薬
品
の
供
給
と
管
理
,安
全
管
理
,服
薬
指
導
を
実
践
す
る
能
⼒
を
⾝
に

つ
け
て
い
る
。

⽣
命
倫
理

実
務
実
習
後
学
習

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅰ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅲ

⽣
殖
器
系
・
内
分
泌

系
疾
患
の
薬
・
病

態
・
治
療

中
枢
神
経
系
疾
患
の
薬
・
病

態
・
治
療
Ⅱ
、
免
疫
・
炎
症
・

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
薬
物
治
療

中
枢
神
経
系
疾
患
の

薬
・
病
態
・
治
療
Ⅰ

代
謝
系
・
呼
吸
器
系

疾
患
の
薬
・
病
態
・

治
療

消
化
器
系
疾
患
の

薬
・
病
態
・
治
療

循
環
器
系
・
腎
疾
患

の
薬
・
病
態
・
治
療

⾎
液
・
造
⾎
器
系
疾

患
の
薬
・
病
態
・
治

療悪
性
腫
瘍
の
薬
・
病

態
・
治
療
、
感
染
症

の
薬
物
治
療

医
薬
品
管
理
、

医
薬
品
の
安

定
供
給
と
社

会
保
障
制
度

薬
剤
師
を
取

り
巻
く
法
規

化
学
物
質
の

⽣
体
へ
の
影

響 ⽣
活
環
境

と
健
康

⾷
品
衛
⽣

疾
病
の
予
防
、

社
会
・
集
団

と
健
康

薬
物
の
臓
器
へ
の
到

達
と
消
失

実
習
Ⅴ
（
製
剤
の
調

製
/投

与
計
画
/医

薬
品
情
報
の
検
索
）

薬
物
動
態
解
析
、
製

剤
と
DD

S、
製
剤
の

性
質

8

8



6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬

資
質
4：

チ
ー
ム
医
療
の
中
で
最
適
・
安
全
な
薬
物
療
法
を
提
供
す
る
た
め
の
実
践
的
能
⼒

薬
物
療
法
で
主
体
的
な
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
他
職
種
と
連
携
し
て
患
者
情
報
を
収
集
し
,薬
物
療
法
に
お
け
る
効
果
と
副
作
⽤
を
評
価
す
る

と
と
も
に
処
⽅
設
計
の
提
案
を
実
践
す
る
能
⼒
を
有
す
る
。

薬
学
⼊
⾨
Ⅱ

薬
学
⼊
⾨
Ⅰ

資 質 2

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
交
流
学
習

臨
床
検
査

事
前
学
習
、
患
者

の
視
点
に
⽴
っ
た

⾏
動
、
地
域
薬
局

臨
床
推
論
演
習

病
院
・
薬
局
実
務
実
習

調
剤

⽣
命
倫
理

実
務
実
習
後
学
習

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅰ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅲ

薬
物
の
臓
器
へ
の
到

達
と
消
失

実
習
Ⅴ
（
製
剤
の
調

製
/投

与
計
画
/医

薬
品
情
報
の
検
索
）

薬
物
動
態
解
析
、
製

剤
と
DD

S

漢
⽅
薬
物
治
療

漢
⽅
医
学
概
説

⽣
殖
器
系
・
内
分
泌

系
疾
患
の
薬
・
病

態
・
治
療

中
枢
神
経
系
疾
患
の
薬
・
病

態
・
治
療
Ⅱ
、
免
疫
・
炎
症
・

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
薬
物
治
療

中
枢
神
経
系
疾
患
の

薬
・
病
態
・
治
療
Ⅰ

代
謝
系
・
呼
吸
器
系

疾
患
の
薬
・
病
態
・

治
療

消
化
器
系
疾
患
の

薬
・
病
態
・
治
療

循
環
器
系
・
腎
疾
患

の
薬
・
病
態
・
治
療

⾎
液
・
造
⾎
器
系
疾

患
の
薬
・
病
態
・
治

療悪
性
腫
瘍
の
薬
・
病

態
・
治
療
、
感
染
症

の
薬
物
治
療

化
学
物
質
の

⽣
体
へ
の
影

響 ⽣
活
環
境

と
健
康

⾷
品
衛
⽣

9

9



6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬
医 療 系 専 ⾨ 科 ⽬

臨
床
推

論
演
習

物 理 系 専 ⾨ 科 ⽬

化 学 系 専 ⾨ 科 ⽬

⽣ 物 系 専 ⾨ 科 ⽬

専 ⾨ 基 礎 科 ⽬

実
習
Ⅱ
（
化
学
物
質
の
合
成
・
構

造
解
析
・
定
量
/反
応
速
度
の
解

析
/天
然
⽣
物
活
性
物
質
）

実
習
Ⅲ
（
⽣
体
成
分
お
よ
び
細
菌

の
検
出
法
/⽣
薬
・
漢
⽅
製
剤
）

実
習
Ⅳ
（
薬
物
作
⽤
の
解
析
/放

射
性
同
位
元
素
の
取
り
扱
い
/健

康
と
環
境
関
連
指
標
の
測
定
）

実
習
Ⅰ
（
実
験
の
基
本
的
⼿
技
と

容
量
分
析
）

実
習
Ⅴ
（
製
剤
の

調
製
/投
与
計
画
/

医
薬
品
情
報
の
検

索
）

衛 ⽣ 系 専 ⾨ 科 ⽬

課 題 研 究

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅰ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅲ

法 ・ 制 度 系 専 ⾨ 科 ⽬

10

病
院
・
薬
局
実
務
実
習
関
連
科
⽬

資
質
5：

医
療
の
進
歩
と
改
善
に
寄
与
す
る
た
め
の
研
究
能
⼒

科
学
的
な
知
識
に
基
づ
い
た
論
理
的
思
考
に
よ
る
問
題
発
⾒
能
⼒
と
問
題
解
決
の
た
め
の
基
礎
的
な
実
験
・
研
究
能
⼒
を
⾝
に
つ
け
て
い
る
。

実
践
薬
学

演
習

基
礎
薬
学

演
習

10



6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬

薬
学
⼊
⾨
Ⅱ

薬
学
⼊
⾨
Ⅰ

漢
⽅
薬
物
治
療

漢
⽅
医
学
概
説

資 質 2

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

交
流
学
習

臨
床
検
査

事
前
学
習
、
患
者

の
視
点
に
⽴
っ
た

⾏
動
、
地
域
薬
局

臨
床
推
論

演
習

病
院
・
薬
局
実
務
実
習

調
剤

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅰ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅲ

実
習
Ⅳ
（
薬
物
作
⽤

の
解
析
/放
射
性
同
位

元
素
の
取
り
扱
い
/健

康
と
環
境
関
連
指
標

の
測
定
）

資
質
6：

地
域
住
⺠
の
健
康
を
守
る
た
め
の
実
践
的
能
⼒

地
域
の
医
療
、
保
健
・
福
祉
、
介
護
及
び
⾏
政
等
に
参
画
・
連
携
し
て
、
地
域
医
療
の
推
進
及
び
⼈
々
の
健
康
・
公
衆
衛
⽣
の
向
上
に
貢
献
す

る
能
⼒
を
⾝
に
つ
け
て
い
る
。

⾷
品
衛
⽣
、
⽣

体
分
⼦
の
構
造

と
化
学
的
性
質

化
学
物
質
の
⽣

体
へ
の
影

⽣
活
環
境
と
健

康
、
物
質
の
構

造
と
放
射
線

社
会
・
集
団
と

健
康
、
疾
病
の

予
防

⽣
命
倫
理

⽣
殖
器
系
・
内
分
泌

系
疾
患
の
薬
・
病

態
・
治
療

中
枢
神
経
系
疾
患
の
薬
・
病

態
・
治
療
Ⅱ
、
免
疫
・
炎
症
・

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
薬
物
治
療

中
枢
神
経
系
疾
患
の

薬
・
病
態
・
治
療
Ⅰ

代
謝
系
・
呼
吸
器
系

疾
患
の
薬
・
病
態
・

治
療

消
化
器
系
疾
患
の

薬
・
病
態
・
治
療

循
環
器
系
・
腎
疾
患

の
薬
・
病
態
・
治
療

⾎
液
・
造
⾎
器
系
疾

患
の
薬
・
病
態
・
治

療悪
性
腫
瘍
の
薬
・
病

態
・
治
療
、
感
染
症

の
薬
物
治
療

11

11



6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬

資
質
7：

医
療
の
進
歩
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
⾃
⼰
研
鑽
と
教
育
能
⼒

向
上
⼼
を
持
ち
、
た
ゆ
ま
ず
⾃
⼰
研
鑽
を
続
け
る
姿
勢
と
次
世
代
を
担
う
医
療
⼈
を
育
成
す
る
意
欲
と
態
度
を
⾝
に
つ
け
て
い
る
。

医 療 系 専 ⾨ 科 ⽬

臨
床
推

論
演
習

物 理 系 専 ⾨ 科 ⽬

化 学 系 専 ⾨ 科 ⽬

⽣ 物 系 専 ⾨ 科 ⽬

専 ⾨ 基 礎 科 ⽬

実
習
Ⅱ
（
化
学
物
質
の
合
成
・
構

造
解
析
・
定
量
/反
応
速
度
の
解

析
/天
然
⽣
物
活
性
物
質
）

実
習
Ⅲ
（
⽣
体
成
分
お
よ
び
細
菌

の
検
出
法
/⽣
薬
・
漢
⽅
製
剤
）

実
習
Ⅳ
（
薬
物
作
⽤
の
解
析
/放

射
性
同
位
元
素
の
取
り
扱
い
/健

康
と
環
境
関
連
指
標
の
測
定
）

実
習
Ⅰ
（
実
験
の
基
本
的
⼿
技
と

容
量
分
析
）

実
習
Ⅴ
（
製
剤
の

調
製
/投
与
計
画
/

医
薬
品
情
報
の
検

索
）

実
践
薬
学

演
習

基
礎
薬
学

演
習

総
合
薬
学

演
習

衛 ⽣ 系 専 ⾨ 科 ⽬

課 題 研 究

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅰ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅲ

法 ・ 制 度 系 専 ⾨ 科 ⽬

12

病
院
・
薬
局
実
務
実
習
関
連
科
⽬

12



6年
次

後 前

5年
次

後 前

4年
次

後 前

3年
次

後 前

2年
次

後 前

1年
次

後 前

⾃ ⽴対 話社 会 参 加⾃ ⼰ 実 現

共 通 教 育 科 ⽬
医 療 薬 学 系 専 ⾨ 科 ⽬

法 ・ 制 度 系 専 ⾨ 科 ⽬

臨
床
推

論
演
習

物 理 系 専 ⾨ 科 ⽬

化 学 系 専 ⾨ 科 ⽬

⽣ 物 系 専 ⾨ 科 ⽬

専 ⾨ 基 礎 科 ⽬

実
習
Ⅱ
（
化
学
物
質
の
合
成
・
構

造
解
析
・
定
量
/反
応
速
度
の
解

析
/天
然
⽣
物
活
性
物
質
）

実
習
Ⅲ
（
⽣
体
成
分
お
よ
び
細
菌

の
検
出
法
/⽣
薬
・
漢
⽅
製
剤
）

実
習
Ⅳ
（
薬
物
作
⽤
の
解
析
/放

射
性
同
位
元
素
の
取
り
扱
い
/健

康
と
環
境
関
連
指
標
の
測
定
）

実
習
Ⅰ
（
実
験
の
基
本
的
⼿
技
と

容
量
分
析
）

実
習
Ⅴ
（
製
剤
の

調
製
/投
与
計
画
/

医
薬
品
情
報
の
検

索
）

実
践
薬
学

演
習

基
礎
薬
学

演
習

総
合
薬
学

演
習

衛 ⽣ 系 専 ⾨ 科 ⽬

病
院
・
薬
局
実
務
実
習
関
連
科
⽬

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅰ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
総
合
演
習
Ⅲ

資
質
8：

薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
総
合
的
な
知
識

薬
剤
師
に
な
る
た
め
に
必
要
な
総
合
的
な
知
識
を
有
し
て
い
る
。

薬 学 総 論

13

13
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基礎資料2





1年
2年

3年
4年

5年
6年

Ａ
　

基
本

事
項

（
1）

薬
剤

師
の

使
命

SB
O

【
①

医
療

人
と

し
て

】

1
1）

常
に

患
者

・
生

活
者

の
視

点
に

立
ち

、
医

療
の

担
い

手
と

し
て

ふ
さ

わ
し

い
態

度
で

行
動

す
る

。
（

態
度

）
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

交
流

学
習

生
命

倫
理

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

PC
総

合
演

習
⑤

2
  2

）
患

者
・

生
活

者
の

健
康

の
回

復
と

維
持

に
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
へ

の
責

任
感

を
持

つ
。

（
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

生
命

倫
理

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

PC
総

合
演

習
⑤

 , 
⑬

3
3）

チ
ー

ム
医

療
や

地
域

保
健

・
医

療
・

福
祉

を
担

う
一

員
と

し
て

の
責

任
を

自
覚

し
行

動
す

る
。

（
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

生
命

倫
理

疾
病

の
予

防
臨

床
推

論
演

習
事

前
学

習

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

PC
総

合
演

習
⑤

 , 
⑬

4
4）

患
者

・
患

者
家

族
・

生
活

者
が

求
め

る
医

療
人

に
つ

い
て

、
自

ら
の

考
え

を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
生

命
倫

理

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動

PC
総

合
演

習
⑤

5
5）

生
と

死
を

通
し

て
、

生
き

る
意

味
や

役
割

に
つ

い
て

、
自

ら
の

考
え

を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

生
命

倫
理

PC
総

合
演

習
⑨

6
6）

一
人

の
人

間
と

し
て

、
自

分
が

生
き

て
い

る
意

味
や

役
割

を
問

い
直

し
、

自
ら

の
考

え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習
生

命
倫

理

7
7）

様
々

な
死

生
観

・
価

値
観

・
信

条
等

を
受

容
す

る
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い

て
、

自
ら

の
言

葉
で

説

明
す

る
。

（
知

識
・

 態
度

）
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

交
流

学
習

生
命

倫
理

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動

PC
総

合
演

習
⑱

【
②

薬
剤

師
が

果
た

す
べ

き
役

割
】

8
　

1）
患

者
・

生
活

者
の

た
め

に
薬

剤
師

が
果

た
す

べ
き

役
割

を
自
覚

す
る

。
（

態
度

）
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
生

命
倫

理
地

域
薬

局
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
総

合
演

習
⑤

9
2）

薬
剤

師
の

活
動

分
野

（
医

療
機

関
、

薬
局

、
製

薬
企

業
、

衛
生

行
政

等
）

と
社

会
に

お
け

る
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
生

命
倫

理
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

地
域

薬
局

PC
総

合
演

習
⑬

10
3）

医
薬

品
の

適
正

使
用

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

と
フ

ァ
ー

マ
シ

ュ
ー

テ
ィ

カ
ル

ケ
ア

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

漢
方

医
学

概
説

（
選

）

生
命

倫
理

調
剤

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

PC
総

合
演

習
⑤

 , 
⑬

11
　

4）
医

薬
品

の
効

果
が

確
率

論
的

で
あ

る
こ

と
を

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
総

合
薬

学
演

習
統

計
解

析
と

臨
床

研
究

12
　

5）
医

薬
品

の
創

製
（

研
究

開
発

、
生

産
等

）
に

お
け

る
薬

剤
師
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅱ
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

13
6）

健
康

管
理

、
疾

病
予

防
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
及

び
公

衆
衛

生
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
食

品
衛

生
（

選
）

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習
地

域
薬

局
PC

総
合

演
習

⑤
 , 
⑬

14
　

7）
薬

物
乱

用
防

止
、

自
殺

防
止

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習

15
8）

現
代

社
会

が
抱

え
る

課
題

（
少

子
・

超
高

齢
社

会
等

）
に

対
し

て
、

薬
剤

師
が

果
た

す
べ

き
役

割
を

提
案

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

生
命

倫
理

実
習

Ⅳ
社

会
・

集
団

と
健

康
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

実
務

実
習

後
学

習

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

15



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
③

患
者

安
全

と
薬

害
の

防
止

】

16
　

1）
医

薬
品

の
リ

ス
ク

を
認

識
し

、
患

者
を

守
る

責
任

と
義

務
を
自

覚
す

る
。

（
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
生

命
倫

理
臨

床
推

論
演

習
事

前
学

習
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
総

合
演

習
⑤

17
　

2）
W

H
O
に

よ
る
患

者
安

全
の

考
え

方
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
生

命
倫

理
総

合
薬

学
演

習

18
　

3）
医

療
に

関
す

る
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

け
る

薬
剤

師
の
責

任
と

義
務

を
説

明
で

き
る

。
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

医
薬

品
管

理
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑤

19
　

4）
医

薬
品

が
関

わ
る

代
表

的
な

医
療

過
誤

や
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の
事

例
を

列
挙

し
、

そ
の

原
因

と
防

止
策

を
説

明
で

き
る

。
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

調
剤

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

20
　

5）
重

篤
な

副
作

用
の

例
に

つ
い

て
、

患
者

や
家

族
の

苦
痛

を
理
解

し
、

こ
れ

ら
を

回
避

す
る

た
め

の
手

段
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

生
命

倫
理

医
薬

品
管

理
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

B

21
　

6）
代

表
的

な
薬

害
の

例
（

サ
リ

ド
マ

イ
ド

、
ス

モ
ン

、
非

加
熱
血

液
製

剤
、

ソ
リ

ブ
ジ

ン
等

）
に

つ
い

て
、

そ
の

原
因

と
社

会
的

背
景

及
び

そ
の

後
の

対
応

を
説

明
で

き
る

。
生

命
倫

理
総

合
薬

学
演

習

22
　

7）
代

表
的

な
薬

害
に

つ
い

て
、

患
者

や
家

族
の

苦
痛

を
理

解
し
、

こ
れ

ら
を

回
避

す
る

た
め

の
手

段
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

生
命

倫
理

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

B

【
④

薬
学

の
歴

史
と

未
来

】

23
　

1）
薬

学
の

歴
史

的
な

流
れ

と
医

療
に

お
い

て
薬

学
が

果
た

し
て
き

た
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅱ

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
薬

局
方

収
載

の
試

験
法

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

24
　

2）
薬

物
療

法
の

歴
史

と
、

人
類

に
与

え
て

き
た

影
響

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅱ

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
総

合
薬

学
演

習

25
3）

薬
剤

師
の

誕
生

か
ら

現
在

ま
で

の
役

割
の

変
遷

の
歴

史
（

医
薬

分
業

を
含

む
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅱ
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

26
　

4）
将

来
の

薬
剤

師
と

薬
学

が
果

た
す

役
割

に
つ

い
て

討
議

す
る
。

（
知

識
・

態
度

）
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

漢
方

薬
物

治
療

生
命

倫
理

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

（
2）

薬
剤

師
に

求
め

ら
れ

る
倫

理
観

【
①

生
命

倫
理

】

27
　

1）
生

命
の

尊
厳

に
つ

い
て

、
自

ら
の

言
葉

で
説

明
で

き
る

。
（
知

識
・

態
度

）
生

命
倫

理

28
　

2）
生

命
倫

理
の

諸
原

則
（

自
律

尊
重

、
無

危
害

、
善

行
、

正
義
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
倫

理
総

合
薬

学
演

習

29
　

3）
生

と
死

に
関

わ
る

倫
理

的
問

題
に

つ
い

て
討

議
し

、
自

ら
の
考

え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）
生

命
倫

理
PC

総
合

演
習

⑬

30
　

4）
科

学
技

術
の

進
歩

、
社

会
情

勢
の

変
化

に
伴

う
生

命
観

の
変
遷

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

生
命

倫
理

総
合

薬
学

演
習

16



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
②

医
療

倫
理

】

31
　

1）
医

療
倫

理
に

関
す

る
規

範
（

ジ
ュ

ネ
ー

ブ
宣

言
等

）
に

つ
い
て

概
説

で
き

る
。

生
命

倫
理

総
合

薬
学

演
習

32
2）

薬
剤

師
が

遵
守

す
べ

き
倫

理
規

範
（

薬
剤

師
綱

領
、

薬
剤

師
倫

理
規

定
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
倫

理
調

剤
総

合
薬

学
演

習

33
　

3）
医

療
の

進
歩

に
伴

う
倫

理
的

問
題

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

生
命

倫
理

総
合

薬
学

演
習

【
③

患
者

の
権

利
】

34
　

1）
患

者
の

価
値

観
、

人
間

性
に

配
慮

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
認
識

す
る

。
（

態
度

）
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
生

命
倫

理
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

行
動

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
PC

総
合

演
習

⑤
 ,⑬

35
　

2）
患

者
の

基
本

的
権

利
の

内
容

（
リ

ス
ボ

ン
宣

言
等

）
に

つ
い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

倫
理

総
合

薬
学

演
習

36
　

3）
患

者
の

自
己

決
定

権
と

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

の
意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

倫
理

事
前

学
習

総
合

薬
学

演
習

37
4）

知
り

得
た

情
報

の
守

秘
義

務
と

患
者

等
へ

の
情

報
提

供
の

重
要

性
を

理
解

し
、

適
切

な
取

扱
い

が

で
き

る
。

（
知

識
・

 技
能

・
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

生
命

倫
理

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

【
④

研
究

倫
理

】

38
　

1）
臨

床
研

究
に

お
け

る
倫

理
規

範
（

ヘ
ル

シ
ン

キ
宣

言
等

）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

倫
理

総
合

薬
学

演
習

39
　

2）
「

ヒ
ト

を
対

象
と

す
る

研
究

に
お

い
て

遵
守

す
べ

き
倫

理
指
針

」
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
生

命
倫

理
総

合
薬

学
演

習

40
　

3）
正

義
性

、
社

会
性

、
誠

実
性

に
配

慮
し

、
法

規
範

を
遵

守
し
て

研
究

に
取

り
組

む
。

（
態

度
）

課
題

研
究

課
題

研
究

課
題

研
究

課
題

研
究

（
3）

信
頼

関
係

の
構

築

【
①

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
】

41
　

1）
意

思
、

情
報

の
伝

達
に

必
要

な
要

素
に

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

17

42
　

2）
言

語
的

及
び

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

17

43
3）

相
手

の
立

場
、

文
化

、
習

慣
等

に
よ

っ
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
在

り
方

が
異

な
る

こ
と

を
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

17

44
　

4）
対

人
関

係
に

影
響

を
及

ぼ
す

心
理

的
要

因
に

つ
い

て
概

説
で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

17

45
　

5）
相

手
の

心
理

状
態

と
そ

の
変

化
に

配
慮

し
、

対
応

す
る

。
（
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

行
動

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

17

46
　

6）
自

分
の

心
理

状
態

を
意

識
し

て
、

他
者

と
接

す
る

こ
と

が
で
き

る
。

（
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

行
動

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

17

17



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

47
7）

適
切

な
聴

き
方

、
質

問
を

通
じ

て
相

手
の

考
え

や
感

情
を

理
解

す
る

よ
う

に
努

め
る

。
（

技
能

・
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

行
動

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

17
,1

3

48
　

8）
適

切
な

手
段

に
よ

り
自

分
の

考
え

や
感

情
を

相
手

に
伝

え
る
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

交
流

学
習

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

実
務

実
習

後
学

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

17
,1

3

49
9）

他
者

の
意

見
を

尊
重

し
、

協
力

し
て

よ
り

よ
い

解
決

法
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

・
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習
生

命
倫

理
課

題
研

究

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
臨

床
推

論
演

習
事

前
学

習
課

題
研

究

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
課

題
研

究

課
題

研
究

PC
総

合
演

習
⑤

 
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

 
17

【
②

患
者

・
生

活
者

と
薬

剤
師

】

50
　

1）
患

者
や

家
族

、
周

囲
の

人
々

の
心

身
に

及
ぼ

す
病

気
や

ケ
ア
の

影
響

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

倫
理

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

17

51
　

2）
患

者
・

家
族

・
生

活
者

の
心

身
の

状
態

や
多

様
な

価
値

観
に
配

慮
し

て
行

動
す

る
。

（
態

度
）

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習
生

命
倫

理

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
臨

床
推

論
演

習
事

前
学

習

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

17
, 1

3

（
4）

多
職

種
連

携
協

働
と

チ
ー

ム
医

療

52
1）

保
健

、
医

療
、

福
祉

、
介

護
に

お
け

る
多

職
種

連
携

協
働

及
び

チ
ー

ム
医

療
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

生
命

倫
理

調
剤

地
域

薬
局

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑬

53
　

2）
多

職
種

連
携

協
働

に
関

わ
る

薬
剤

師
、

各
職

種
及

び
行

政
の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
生

命
倫

理
調

剤
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑬

54
　

3）
チ

ー
ム

医
療

に
関

わ
る

薬
剤

師
、

各
職

種
、

患
者

・
家

族
の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
生

命
倫

理
調

剤
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

PC
総

合
演

習
⑬

55
　

4）
自

己
の

能
力

の
限

界
を

認
識

し
、

状
況

に
応

じ
て

他
者

に
協
力

・
支

援
を

求
め

る
。

（
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習
課

題
研

究
課

題
研

究
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

課
題

研
究

課
題

研
究

56
5）

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
情

報
共

有
の

重
要

性
を

理
解

し
、

チ
ー

ム
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
積

極
的

に
果

た
す

よ
う

に
努

め
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

課
題

研
究

地
域

薬
局

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

課
題

研
究

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
課

題
研

究
課

題
研

究

（
5）

自
己

研
鑽

と
次

世
代

を
担

う
人

材
の

育
成

【
①

学
習

の
在

り
方

】

57
1）

医
療

・
福

祉
・

医
薬

品
に

関
わ

る
問

題
、

社
会

的
動

向
、

科
学

の
進

歩
に

常
に

目
を

向
け

、
自

ら
課

題
を

見
出

し
、

解
決

に
向

け
て

努
力

す
る

。
（

態
度

）
実

習
Ⅳ

課
題

研
究

課
題

研
究

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
課

題
研

究
課

題
研

究

58
2）

講
義

、
国

内
外

の
教

科
書

・
論

文
、

検
索

情
報

等
の

内
容

に
つ

い
て

、
重

要
事

項
や

問
題

点
を

抽
出

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

課
題

研
究

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

実
習

Ⅴ
課

題
研

究

薬
学

英
語

演
習

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
課

題
研

究

薬
学

英
語

演
習

課
題

研
究

18
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デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ
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（

SB
O
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該

　
当

　
科

　
目

59
　

3）
必

要
な

情
報

を
的

確
に

収
集

し
、

信
憑

性
に

つ
い

て
判

断
で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
課

題
研

究

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

実
習

Ⅴ
課

題
研

究

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

課
題

研
究

課
題

研
究

PC
総

合
演

習
⑤

60
4）

得
ら

れ
た

情
報

を
論

理
的

に
統

合
・

整
理

し
、

自
ら

の
考

え
と

と
も

に
分

か
り

や
す

く
表

現
で

き
る

。
（

技
能

）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

生
体

機
能

の
調

節
Ⅰ

（
選

）

生
命

倫
理

実
習

Ⅳ
基

礎
薬

学
演

習
課
題

研
究

臨
床

推
論

演
習

実
践

薬
学

演
習

事
前

学
習

課
題

研
究

薬
学

英
語

演
習

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

課
題

研
究

薬
学

英
語

演
習

課
題

研
究

PC
総

合
演

習
⑤

61
5）

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
情

報
が

持
つ

意
味

・
特

徴
を

知
り

、
情

報
倫

理
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
配

慮
し

て
活

用
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

情
報

処
理

基
礎

（
共

通
基

礎
科

目
）

課
題

研
究

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

課
題

研
究

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

課
題

研
究

課
題

研
究

【
②

薬
学

教
育

の
概

要
】

62
　

1）
「

薬
剤

師
と

し
て

求
め

ら
れ

る
基

本
的

な
資

質
」

に
つ

い
て
、

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅱ

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
基

礎
薬

学
演

習
課

題
研

究

実
践

薬
学

演
習

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

課
題

研
究

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
実

務
実

習
後

学
習

課
題

研
究

課
題

研
究

63
2）

薬
学

が
総

合
科

学
で

あ
る

こ
と

を
認

識
し

、
薬

剤
師

の
役

割
と

学
習

内
容

を
関

連
づ

け
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅱ
生

命
倫

理
課

題
研

究

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

課
題

研
究

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
課

題
研

究
課

題
研

究

【
③

生
涯

学
習

】

64
　

1）
生

涯
に

わ
た

っ
て

自
ら

学
習

す
る

重
要

性
を

認
識

し
、

そ
の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
課

題
研

究
事

前
学

習
課

題
研

究
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

課
題

研
究

課
題

研
究

65
　

2）
生

涯
に

わ
た

っ
て

継
続

的
に

学
習

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報
を

収
集

で
き

る
。

（
技

能
）

課
題

研
究

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

実
習

Ⅴ
課

題
研

究

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
課

題
研

究
課

題
研

究

【
④

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成
】

66
1）

薬
剤

師
の

使
命

に
後

輩
等

の
育

成
が

含
ま

れ
る

こ
と

を
認

識
し

、
ロ

ー
ル

モ
デ

ル
と

な
る

よ
う

に
努

め
る

。
（

態
度

）
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
課

題
研

究
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

課
題

研
究

課
題

研
究

67
　

2）
後

輩
等

へ
の

適
切

な
指

導
を

実
践

す
る

。
（

技
能

・
態

度
）

課
題

研
究

課
題

研
究

課
題

研
究

Ｂ
　

薬
学

と
社

会

（
1）

人
と

社
会

に
関

わ
る

薬
剤

師

68
　

1）
人

の
行

動
が

ど
の

よ
う

な
要

因
に

よ
っ

て
決

定
さ

れ
る

の
か
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅱ

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
交

流
学

習
生

命
倫

理
患

者
の

視
点

に
立

っ
た

行
動

総
合

薬
学

演
習

69
　

2）
人

・
社

会
が

医
薬

品
に

対
し

て
抱

く
考

え
方

や
思

い
の

多
様
性

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
（

態
度

）
薬

学
入

門
Ⅰ

生
命

倫
理

70
3）

人
・

社
会

の
視

点
か

ら
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
様

々
な

仕
組

み
と

規
制

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
（

態
度

）
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
事

前
学

習

71
　

4）
薬

剤
師

が
倫

理
規

範
や

法
令

を
守

る
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い
て

討
議

す
る

。
（

態
度

）
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
生

命
倫

理

72
　

5）
倫

理
規

範
や

法
令

に
則

し
た

行
動

を
取

る
。

（
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

生
命

倫
理

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

19



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

（
2）

薬
剤

師
と

医
薬

品
等

に
係

る
法

規
範

【
①

薬
剤

師
の

社
会

的
位

置
づ

け
と

責
任

に
係

る
法

規
範

】

73
　

1）
薬

剤
師

に
関

わ
る

法
令

と
そ

の
構

成
に

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

74
　

2）
薬

剤
師

免
許

に
関

す
る

薬
剤

師
法

の
規

定
に

つ
い

て
説

明
で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

75
　

3）
薬

剤
師

の
任

務
や

業
務

に
関

す
る

薬
剤

師
法

の
規

定
と

そ
の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

76
　

4）
薬

剤
師

以
外

の
医

療
職

種
の

任
務

に
関

す
る

法
令

の
規

定
に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

77
5）

医
療

の
理

念
と

医
療

の
担

い
手

の
責

務
に

関
す

る
医

療
法

の
規

定
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

78
　

6）
医

療
提

供
体

制
に

関
す

る
医

療
法

の
規

定
と

そ
の

意
義

に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

79
　

7）
個

人
情

報
の

取
扱

い
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

交
流

学
習

調
剤

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）

患
者

の
視

点
に

立
っ

た
行

動
総

合
薬

学
演

習

80
　

8）
薬

剤
師

の
刑

事
責

任
、

民
事

責
任

（
製

造
物

責
任

を
含

む
）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
②

医
薬

品
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
に

係
る

法
規

範
】

81
1）

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

目
的

及
び

医
薬

品
等

（
医

薬
品

（
薬

局
医

薬
品

、
要

指
導

医
薬

品
、

一
般

用
医

薬
品

）
、

医
薬

部
外

品
、

化
粧

品
、

医
療

機
器

、
再
生

医
療

等
 製

品
）

の
定

義
に

つ
い

て
説

明
で
き

る
。

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
総

合
薬

学
演

習

82
　

2）
医

薬
品

の
開

発
か

ら
承

認
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

と
法

規
範

に
つ
い

て
概

説
で

き
る

。
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
総

合
薬

学
演

習

83
　

3）
治

験
の

意
義

と
仕

組
み

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

4

84
　

4）
医

薬
品

等
の

製
造

販
売

及
び

製
造

に
係

る
法

規
範

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
総

合
薬

学
演

習

20



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

85
　

5）
製

造
販

売
後

調
査

制
度

及
び

製
造

販
売

後
安

全
対

策
に

つ
い
て

説
明

で
き

る
。

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）
医

薬
品

管
理

総
合

薬
学

演
習

86
　

6）
薬

局
、

医
薬

品
販

売
業

及
び

医
療

機
器

販
売

業
に

係
る

法
規
範

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）
医

薬
品

管
理

総
合

薬
学

演
習

87
7）

医
薬

品
等

の
取

扱
い

に
関

す
る

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

規
定

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

88
　

8）
日

本
薬

局
方

の
意

義
と

構
成

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

実
習

Ⅰ
実

習
Ⅱ

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）
薬

局
方

収
載

の
試

験
法

（
選

）

総
合

薬
学

演
習

89
　

9）
生

物
由

来
製

品
の

取
扱

い
と

血
液

供
給

体
制

に
係

る
法

規
範
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
医

薬
品

管
理

医
薬

品
管

理
総

合
薬

学
演

習

90
　

10
）

健
康

被
害

救
済

制
度

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
管

理
医

薬
品

管
理

総
合

薬
学

演
習

91
　

11
）

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

の
必

要
性

と
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
③

特
別

な
管

理
を

要
す

る
薬

物
等

に
係

る
法

規
範

】

92
　

1）
麻

薬
、

向
精

神
薬

、
覚

醒
剤

原
料

等
の

取
扱

い
に

係
る

規
定
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

医
薬

品
管

理
総

合
薬

学
演

習

93
　

2）
覚

醒
剤

、
大

麻
、

あ
へ

ん
、

指
定

薬
物

等
の

乱
用

防
止

規
制
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

医
薬

品
管

理
総

合
薬

学
演

習

94
　

3）
毒

物
劇

物
の

取
扱

い
に

係
る

規
定

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

医
薬

品
管

理
総

合
薬

学
演

習

（
3）

社
会

保
障

制
度

と
医

療
経

済

【
①

医
療

、
福

祉
、

介
護

の
制

度
】

95
　

1）
日

本
の

社
会

保
障

制
度

の
枠

組
み

と
特

徴
に

つ
い

て
説

明
で
き

る
。

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
総

合
薬

学
演

習

96
　

2）
医

療
保

険
制

度
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
総

合
薬

学
演

習

97
　

3）
療

養
担

当
規

則
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
医

薬
品

の
安

定
供

給
と

社
会

保
障

制
度

総
合

薬
学

演
習

98
　

4）
公

費
負

担
医

療
制

度
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医

薬
品

の
安

定
供

給
と

社
会

保
障

制
度

総
合

薬
学

演
習

99
　

5）
介

護
保

険
制

度
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医

薬
品

の
安

定
供

給
と

社
会

保
障

制
度

総
合

薬
学

演
習

21
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当
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目

10
0

　
6）

薬
価

基
準

制
度

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
総

合
薬

学
演

習

10
1

　
7）

調
剤

報
酬

、
診

療
報

酬
及

び
介

護
報

酬
の

仕
組

み
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

地
域

薬
局

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
総

合
薬

学
演

習

【
②

医
薬

品
と

医
療

の
経

済
性

】

10
2

　
1）

医
薬

品
の

市
場

の
特

徴
と

流
通

の
仕

組
み

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
総

合
薬

学
演

習

10
3

　
2）

国
民

医
療

費
の

動
向

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅱ
医

薬
品

の
安

定
供

給
と

社
会

保
障

制
度

総
合

薬
学

演
習

10
4

　
3）

後
発

医
薬

品
と

そ
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ

地
域

薬
局

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
総

合
薬

学
演

習

10
5

　
4）

薬
物

療
法

の
経

済
評

価
手

法
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医

薬
品

の
安

定
供

給
と

社
会

保
障

制
度

総
合

薬
学

演
習

（
4）

地
域

に
お

け
る

薬
局

と
薬

剤
師

【
①

地
域

に
お

け
る

薬
局

の
役

割
】

10
6

　
1）

地
域

に
お

け
る

薬
局

の
機

能
と

業
務

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
調

剤
地

域
薬

局
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

PC
総

合
演

習
⑬

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

3

10
7

　
2）

医
薬

分
業

の
意

義
と

動
向

を
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

3

10
8

　
3）

か
か

り
つ

け
薬

局
・

薬
剤

師
に

よ
る

薬
学

的
管

理
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
調

剤
地

域
薬

局
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

PC
総

合
演

習
⑬

10
9

　
4）

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
薬

局
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

食
品

衛
生

（
選

）

地
域

薬
局

疾
病

の
予

防
医

薬
品

管
理

総
合

薬
学

演
習

11
0

　
5）

災
害

時
の

薬
局

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

薬
学

入
門

Ⅱ

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

11
1

　
6）

医
療

費
の

適
正

化
に

薬
局

が
果

た
す

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習

【
②

地
域

に
お

け
る

保
健

、
医

療
、

福
祉

の
連

携
体

制
と

薬
剤

師
】

11
2

　
1）

地
域

包
括

ケ
ア

の
理

念
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
調

剤
地

域
薬

局
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

PC
総

合
演

習
⑬

22
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デ
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リ
キ

ュ
ラ
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（
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O

s）
該

　
当

　
科

　
目

11
3

　
2）

在
宅

医
療

及
び

居
宅

介
護

に
お

け
る

薬
局

と
薬

剤
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
入

門
Ⅰ

地
域

薬
局

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑬

11
4

　
3）

学
校

薬
剤

師
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

地
域

薬
局

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習

11
5

　
4）

地
域

の
保

健
、

医
療

、
福

祉
に

お
い

て
利

用
可

能
な

社
会

資
源

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

地
域

薬
局

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑬

11
6

5）
地

域
か

ら
求

め
ら

れ
る

医
療

提
供

施
設

、
福

祉
施

設
及

び
行

政
と

の
連

携
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・
態

度
）

疾
病

の
予

防

C
　

薬
学

基
礎

C
1　

物
質

の
物

理
的

性
質

（
1）

物
質

の
構

造

【
①

化
学

結
合

】

11
7

　
1）

化
学

結
合

の
様

式
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

11
8

　
2）

分
子

軌
道

の
基

本
概

念
お

よ
び

軌
道

の
混

成
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

11
9

　
3）

共
役

や
共

鳴
の

概
念

を
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

【
②

分
子

間
相

互
作

用
】

12
0

　
1）

フ
ァ

ン
デ

ル
ワ

ー
ル

ス
力

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
構

造
と

相
互

作
用

（
選

）
物

質
の

構
造

と
放

射
線

総
合

薬
学

演
習

12
1

　
2）

静
電

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

12
2

　
3）

双
極

子
間

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

12
3

　
4）

分
散

力
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
構

造
と

相
互

作
用

（
選

）
物

質
の

構
造

と
放

射
線

総
合

薬
学

演
習

12
4

　
5）

水
素

結
合

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

12
5

　
6）

電
荷

移
動

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

12
6

　
7）

疎
水

性
相

互
作

用
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
構

造
と

相
互

作
用

（
選

）
物

質
の

構
造

と
放

射
線

総
合

薬
学

演
習

【
③

原
子

・
分

子
の

挙
動

】

12
7

　
1）

電
磁

波
の

性
質

お
よ

び
物

質
と

の
相

互
作

用
を

説
明

で
き

る
。

物
質

の
構

造
と

相
互

作
用

（
選

）
物

質
の

構
造

と
放

射
線

総
合

薬
学

演
習
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12
8

　
2）

分
子

の
振

動
、

回
転

、
電

子
遷

移
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

12
9

　
3）

電
子

や
核

の
ス

ピ
ン

と
そ

の
磁

気
共

鳴
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

13
0

　
4）

光
の

屈
折

、
偏

光
、

お
よ

び
旋

光
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
構

造
と

相
互

作
用

（
選

）
物

質
の

構
造

と
放

射
線

総
合

薬
学

演
習

13
1

　
5）

光
の

散
乱

お
よ

び
干

渉
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

13
2

　
6）

結
晶

構
造

と
回

折
現

象
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
相

互
作

用
（

選
）

物
質

の
構

造
と

放
射

線
総

合
薬

学
演

習

【
④

放
射

線
と

放
射

能
】

13
3

　
1）

原
子

の
構

造
と

放
射

壊
変

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
構

造
と

放
射

線
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

13
4

2）
電

離
放

射
線

の
種

類
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

性
質

お
よ

び
物

質
と

の
相

互
作

用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
放

射
線

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

13
5

　
3）

代
表

的
な

放
射

性
核

種
の

物
理

的
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
放

射
線

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

13
6

　
4）

核
反

応
お

よ
び

放
射

平
衡

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
構

造
と

放
射

線
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

13
7

　
5）

放
射

線
測

定
の

原
理

と
利

用
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
放

射
線

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

（
2）

物
質

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
平

衡

【
①

気
体

の
微

視
的

状
態

と
巨

視
的

状
態

】

13
8

　
1）

フ
ァ

ン
デ

ル
ワ

ー
ル

ス
の

状
態

方
程

式
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

選
）

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

13
9

　
2）

気
体

の
分

子
運

動
と

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

関
係

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
選

）
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

14
0

　
3）

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

量
子

化
と

ボ
ル

ツ
マ

ン
分

布
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

選
）

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

【
②

エ
ネ

ル
ギ

ー
】

14
1

　
1）

熱
力

学
に

お
け

る
系

、
外

界
、

境
界

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
選

）
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

14
2

　
2）

熱
力

学
第

一
法

則
を

説
明

で
き

る
。

物
質

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
選

）
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

14
3

　
3）

状
態

関
数

と
経

路
関

数
の

違
い

を
説

明
で

き
る

。
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

選
）

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

14
4

　
4）

定
圧

過
程

、
定

容
過

程
、

等
温

過
程

、
断

熱
過

程
を

説
明

で
き

る
。

物
質

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
選

）
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

14
5

　
5）

定
容

熱
容

量
お

よ
び

定
圧

熱
容

量
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

選
）

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

14
6

　
6）

エ
ン

タ
ル

ピ
ー

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
選

）
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

14
7

　
7）

化
学

変
化

に
伴

う
エ

ン
タ

ル
ピ

ー
変

化
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

選
）

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

24
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【
③

自
発

的
な

変
化

】

14
8

　
1）

エ
ン

ト
ロ

ピ
ー

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
選

）
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

14
9

　
2）

熱
力

学
第

二
法

則
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

選
）

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

15
0

　
3）

熱
力

学
第

三
法

則
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

選
）

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

15
1

　
4）

ギ
ブ

ズ
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
選

）
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

15
2

　
5）

熱
力

学
関

数
を

使
い

、
自

発
的

な
変

化
の

方
向

と
程

度
を

予
測

で
き

る
。

物
質

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
選

）
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

【
④

化
学

平
衡

の
原

理
】

15
3

　
1）

ギ
ブ

ズ
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
化

学
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
の

関
係

を
説

明
で

き
る

。
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

選
）

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

15
4

　
2）

ギ
ブ

ズ
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
平

衡
定

数
の

関
係

を
説

明
で

き
る

。
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

選
）

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

15
5

　
3）

平
衡

定
数

に
及

ぼ
す

圧
力

お
よ

び
温

度
の

影
響

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

（
選

）
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

15
6

　
4）

共
役

反
応

の
原

理
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
（

選
）

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

【
⑤

相
平

衡
】

15
7

　
1）

相
変

化
に

伴
う

熱
の

移
動

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

15
8

　
2）

相
平

衡
と

相
律

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

15
9

　
3）

状
態

図
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

【
⑥

溶
液

の
性

質
】

16
0

　
1）

希
薄

溶
液

の
束

一
的

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

16
1

　
2）

活
量

と
活

量
係

数
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

16
2

　
3）

電
解

質
溶

液
の

電
気

伝
導

率
お

よ
び

モ
ル

伝
導

率
の

濃
度

に
よ

る
変

化
を

説
明

で
き

る
。

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

16
3

  4
）

イ
オ

ン
強

度
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

【
⑦

電
気

化
学

】

16
4

　
1）

起
電

力
と

ギ
ブ

ズ
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
関

係
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

質
の

状
態

総
合

薬
学

演
習

16
5

　
2）

電
極

電
位

（
酸

化
還

元
電

位
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
質

の
状

態
総

合
薬

学
演

習

（
3）

物
質

の
変

化

【
①

反
応

速
度

】

16
6

　
1）

反
応

次
数

と
速

度
定

数
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅱ

化
学

反
応

速
度

総
合

薬
学

演
習

16
7

　
2）

微
分

型
速

度
式

を
積

分
型

速
度

式
に

変
換

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
実

習
Ⅱ

化
学

反
応

速
度

総
合

薬
学

演
習

16
8

　
3）

代
表

的
な

反
応

次
数

の
決

定
法

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅱ

化
学

反
応

速
度

総
合

薬
学

演
習

16
9

4）
代

表
的

な
(擬

)一
次

反
応

の
反

応
速

度
を

測
定

し
、

速
度

定
数

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

技
能

）
実

習
Ⅱ

17
0

5）
代

表
的

な
複

合
反

応
（

可
逆

反
応

、
平

行
反

応
、

連
続

反
応

な
ど

）
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

化
学

反
応

速
度

総
合

薬
学

演
習

25



1年
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平
成
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年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（
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O

s）
該

　
当

　
科

　
目

17
1

　
6）

反
応

速
度

と
温

度
と

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

実
習

Ⅱ
化

学
反

応
速

度
総

合
薬

学
演

習

17
2

　
7）

代
表

的
な

触
媒

反
応

（
酸

・
塩

基
触

媒
反

応
、

酵
素

反
応

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅱ

化
学

反
応

速
度

総
合

薬
学

演
習

C
2　

化
学

物
質

の
分

析

（
1）

分
析

の
基

礎

【
①

分
析

の
基

本
】

17
3

　
1）

分
析

に
用

い
る

器
具

を
正

し
く

使
用

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
実

習
Ⅰ

実
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習

17
4

   
2）

測
定

値
を

適
切

に
取

り
扱

う
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
実

習
Ⅰ

実
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習

17
5

　
3）

分
析

法
の

バ
リ

デ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅱ

薬
局

方
収

載
の

試
験

法
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

（
2）

溶
液

中
の

化
学

平
衡

【
①

酸
・

塩
基

平
衡

】

17
6

　
1）

酸
・

塩
基

平
衡

の
概

念
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
基

礎
分

析
化

学
A

/B
総

合
薬

学
演

習

17
7

　
2）

pH
 お

よ
び

解
離

定
数

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（
知

識
・
技

能
）

基
礎

分
析

化
学

A
/B

実
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習

17
8

　
3）

溶
液

の
 p

H
 を

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

実
習

Ⅰ
実

習
Ⅱ

17
9

　
4）

緩
衝

作
用

や
緩

衝
液

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

分
析

化
学

A
/B

実
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習

【
②

各
種

の
化

学
平

衡
】

18
0

　
1）

錯
体

・
キ

レ
ー

ト
生

成
平

衡
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
基

礎
分

析
化

学
A

/B
総

合
薬

学
演

習

18
1

　
2）

沈
殿

平
衡

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

分
析

化
学

A
/B

総
合

薬
学

演
習

18
2

　
3）

酸
化

還
元

平
衡

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

分
析

化
学

A
/B

総
合

薬
学

演
習

18
3

　
4）

分
配

平
衡

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

分
析

化
学

A
/B

応
用

分
析

科
学

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

（
3）

化
学

物
質

の
定

性
分

析
・

定
量

分
析

【
①

定
性

分
析

】

18
4

  1
）

代
表

的
な

無
機

イ
オ

ン
の

定
性

反
応

を
説

明
で

き
る

。
基

礎
分

析
化

学
A

/B
総

合
薬

学
演

習

18
5

　
2）

日
本

薬
局

方
収

載
の

代
表

的
な

医
薬

品
の

確
認

試
験

を
列

挙
し

、
そ

の
内

容
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

分
析

化
学

A
/B

実
習

Ⅱ
薬

局
方

収
載

の
試

験
法

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
②

定
量

分
析

（
容

量
分

析
・

重
量

分
析

）
】

18
6

　
1）

中
和

滴
定

（
非

水
滴

定
を

含
む

）
の

原
理

、
操

作
法

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
基

礎
分

析
化

学
A

/B
実
習

Ⅰ
薬

局
方

収
載

の
試

験
法

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

18
7

　
2）

キ
レ

ー
ト

滴
定

の
原

理
、

操
作

法
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

分
析

化
学

A
/B

薬
局

方
収

載
の

試
験

法
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

18
8

　
3）

沈
殿

滴
定

の
原

理
、

操
作

法
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

分
析

化
学

A
/B

薬
局

方
収

載
の

試
験

法
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

18
9

　
4）

酸
化

還
元

滴
定

の
原

理
、

操
作

法
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

分
析

化
学

A
/B

薬
局

方
収

載
の

試
験

法
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

19
0

　
5）

日
本

薬
局

方
収

載
の

代
表

的
な

医
薬

品
の

容
量

分
析

を
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

実
習

Ⅰ
薬

局
方

収
載

の
試

験
法

（
選

）

26
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該

　
当

　
科

　
目

19
1

　
6）

日
本

薬
局

方
収

載
の

代
表

的
な

純
度

試
験

を
列

挙
し

、
そ

の
内

容
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

分
析

化
学

A
/B

薬
局

方
収

載
の

試
験

法
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

19
2

  7
）

日
本

薬
局

方
収

載
の

重
量

分
析

法
の

原
理

お
よ

び
操

作
法

を
説
明

で
き

る
。

基
礎

分
析

化
学

A
/B

薬
局

方
収

載
の

試
験

法
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

（
4）

機
器

を
用

い
る

分
析

法

【
①

分
光

分
析

法
】

19
3

　
1）

紫
外

可
視

吸
光

度
測

定
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

実
習

Ⅱ
機

器
分

析
学

総
合

薬
学

演
習

19
4

　
2）

蛍
光

光
度

法
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
機

器
分

析
学

総
合

薬
学

演
習

19
5

　
3）

赤
外

吸
収

（
IR

）
ス

ペ
ク

ト
ル

測
定

法
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
機

器
分

析
学

薬
局

方
収

載
の

試
験

法
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

19
6

4）
原

子
吸

光
光

度
法

、
誘

導
結

合
プ

ラ
ズ

マ
（

IC
P）

発
光

分
光

分
析

法
お

よ
び

IC
P
質

量
分

析
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

機
器

分
析

学
総

合
薬

学
演

習

19
7

　
5）

旋
光

度
測

定
法

（
旋

光
分

散
）

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

機
器

分
析

学
総

合
薬

学
演

習

19
8

6）
分

光
分

析
法

を
用

い
て

、
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
医

薬
品

の
分

析
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

実
習

Ⅱ

【
②

核
磁

気
共

鳴
（

N
M

R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

】

19
9

　
1）

核
磁

気
共

鳴
（

N
M

R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

機
器

分
析

学
総

合
薬

学
演

習

【
③

質
量

分
析

法
】

20
0

  1
）

質
量

分
析

法
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
機

器
分

析
学

総
合

薬
学

演
習

【
④

Ｘ
線

分
析

法
】

20
1

  1
）

X線
結

晶
解

析
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
概

説
で

き
る

。
機

器
分

析
学

総
合

薬
学

演
習

20
2

　
2）

粉
末

X線
回

折
測

定
法

の
原

理
と

利
用

法
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

器
分

析
学

総
合

薬
学

演
習

【
⑤

熱
分

析
】

20
3

　
1）

熱
重

量
測

定
法

の
原

理
を

説
明

で
き

る
。

機
器

分
析

学
薬

局
方

収
載

の
試

験
法

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

20
4

　
2）

示
差

熱
分

析
法

お
よ

び
示

差
走

査
熱

量
測

定
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

機
器

分
析

学
薬

局
方

収
載

の
試

験
法

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

（
5）

分
離

分
析

法

【
①

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
】

20
5

　
1）

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
の

分
離

機
構

を
説

明
で

き
る

。
分

析
技

術
の

臨
床

応
用

総
合

薬
学

演
習

20
6

　
2）

薄
層

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
の

特
徴

と
代

表
的

な
検

出
法

を
説

明
で

き
る

。
分

析
技

術
の

臨
床

応
用

総
合

薬
学

演
習

20
7

　
3）

液
体

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
の

特
徴

と
代

表
的

な
検

出
法

を
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅱ

分
析

技
術

の
臨

床
応

用
総

合
薬

学
演

習

20
8

　
4）

ガ
ス

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
の

特
徴

と
代

表
的

な
検

出
法

を
説

明
で

き
る

。
分

析
技

術
の

臨
床

応
用

総
合

薬
学

演
習

20
9

　
5）

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
を

用
い

て
試

料
を

定
性

・
定

量
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

実
習

Ⅱ

27
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【
②

電
気

泳
動

法
】

21
0

　
1）

電
気

泳
動

法
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
分

析
技

術
の

臨
床

応
用

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

総
合

薬
学

演
習

（
6）

臨
床

現
場

で
用

い
る

分
析

技
術

【
①

分
析

の
準

備
】

21
1

　
1）

分
析

目
的

に
即

し
た

試
料

の
前

処
理

法
を

説
明

で
き

る
。

分
析

技
術

の
臨

床
応

用
総

合
薬

学
演

習

21
2

　
2）

臨
床

分
析

に
お

け
る

精
度

管
理

お
よ

び
標

準
物

質
の

意
義

を
説

明
で

き
る

。
分

析
技

術
の

臨
床

応
用

総
合

薬
学

演
習

【
②

分
析

技
術

】

21
3

　
1）

臨
床

分
析

で
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

分
析

法
を

列
挙

で
き

る
。

分
析

技
術

の
臨

床
応

用
免

疫
と

疾
患

総
合

薬
学

演
習

　
免

疫
と

疾
患

21
4

　
2）

免
疫

化
学

的
測

定
法

の
原

理
を

説
明

で
き

る
。

分
析

技
術

の
臨

床
応

用
免

疫
と

疾
患

免
疫

の
し

く
み

総
合

薬
学

演
習

免
疫

と
疾

患

21
5

　
3）

酵
素

を
用

い
た

代
表

的
な

分
析

法
の

原
理

を
説

明
で

き
る

。
分

析
技

術
の

臨
床

応
用

免
疫

の
し

く
み

総
合

薬
学

演
習

21
6

　
4）

代
表

的
な

ド
ラ

イ
ケ

ミ
ス

ト
リ

ー
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
分

析
技

術
の

臨
床

応
用

総
合

薬
学

演
習

21
7

5）
代

表
的

な
画

像
診

断
技

術
（

X
線

検
査

、
M

R
I、

超
音

波
、

内
視

鏡
検

査
、

核
医

学
検

査
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

分
析

技
術

の
臨

床
応

用
総

合
薬

学
演

習

C
3 

 化
学

物
質

の
性

質
と

反
応

（
1）

化
学

物
質

の
基

本
的

性
質

【
①

基
本

事
項

】

21
8

　
1）

代
表

的
な

化
合

物
を

 IU
PA

C
 規

則
に

基
づ

い
て

命
名

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
基

礎
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

21
9

　
2）

薬
学

領
域

で
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

化
合

物
を

慣
用

名
で

記
述

で
き

る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

22
0

  3
）

基
本

的
な

化
合

物
を

、
ル

イ
ス

構
造

式
で

書
く

こ
と

が
で

き
る
。

薬
学

の
基

礎
と

な
る

化
学

A
/B

22
1

  4
）

有
機

化
合

物
の

性
質

と
共

鳴
の

関
係

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
基

礎
と

な
る

化
学

A
/B

総
合

薬
学

演
習

22
2

　
5）

ル
イ

ス
酸

・
塩

基
、

ブ
レ

ン
ス

テ
ッ

ド
酸

・
塩

基
を

定
義

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
薬

学
の

基
礎

と
な

る
化

学
A

/B
総

合
薬

学
演

習

22
3

  6
）

基
本

的
な

有
機

反
応

（
置

換
、

付
加

、
脱

離
）

の
特

徴
を

理
解
し

、
分

類
で

き
る

。
基

礎
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

22
4

7）
炭

素
原

子
を

含
む

反
応

中
間

体
（

カ
ル

ボ
カ

チ
オ

ン
、

カ
ル

ボ
ア

ニ
オ

ン
、

ラ
ジ

カ
ル

）
の

構
造

と
性

質
を

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
基

礎
と

な
る

化
学

A
/B

基
礎

有
機

化
学

Ⅱ
（

選
）

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

有
機

化
学

Ⅱ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

28



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

22
5

　
8）

反
応

の
過

程
を

、
エ

ネ
ル

ギ
ー

図
を

用
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
の

基
礎

と
な

る
化

学
A

/B
基

礎
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

22
6

  9
）

基
本

的
な

有
機

反
応

機
構

を
、

電
子

の
動

き
を

示
す

矢
印

を
用
い

て
表

す
こ

と
が

で
き

る
。

(技
能

)
薬

学
の

基
礎

と
な

る
化

学
A

/B
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）

【
②

有
機

化
合

物
の

立
体

構
造

】

22
7

　
1）

構
造

異
性

体
と

立
体

異
性

体
の

違
い

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

22
8

  2
）

キ
ラ

リ
テ

ィ
ー

と
光

学
活

性
の

関
係

を
概

説
で

き
る

。
基

礎
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

22
9

  3
）

エ
ナ

ン
チ

オ
マ

ー
と

ジ
ア

ス
テ

レ
オ

マ
ー

に
つ

い
て

説
明

で
き
る

。
基

礎
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

23
0

  4
）

ラ
セ

ミ
体

と
メ

ソ
体

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

23
1

5）
絶

対
配

置
の

表
示

法
を

説
明

し
、

キ
ラ

ル
化

合
物

の
構

造
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
(知

識
、

技

能
)

基
礎

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

23
2

6）
炭

素
―
炭

素
二

重
結

合
の

立
体

異
性

（
ci

s,
tr

an
s
な

ら
び

に
E

,Z
異

性
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

23
3

7）
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
投

影
式

と
ニ

ュ
ー

マ
ン

投
影

式
を

用
い

て
有

機
化

合
物

の
構

造
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
(技

能
)

基
礎

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

23
4

　
8）

エ
タ

ン
、

ブ
タ

ン
の

立
体

配
座

と
そ

の
安

定
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

（
2）

有
機

化
合

物
の

基
本

骨
格

の
構

造
と

反
応

【
①

ア
ル

カ
ン

】

23
5

　
1）

ア
ル

カ
ン

の
基

本
的

な
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
基

礎
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

23
6

  2
）

ア
ル

カ
ン

の
構

造
異

性
体

を
図

示
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

(技
能

)
基

礎
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）

23
7

  3
）

シ
ク

ロ
ア

ル
カ

ン
の

環
の

ひ
ず

み
を

決
定

す
る

要
因

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
基

礎
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

29



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

23
8

4）
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

の
い

す
形

配
座

に
お

け
る

水
素

の
結

合
方

向
（

ア
キ

シ
ア

ル
、

エ
ク

ア
ト

リ
ア

ル
）

を
図

示
で

き
る

。
(技

能
)

基
礎

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

23
9

　
5）

置
換

シ
ク

ロ
ヘ

キ
サ

ン
の

安
定

な
立

体
配

座
を

決
定

す
る

要
因

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
②

ア
ル

ケ
ン

・
ア

ル
キ

ン
】

24
0

　
1）

ア
ル

ケ
ン

へ
の

代
表

的
な

付
加

反
応

を
列

挙
し

、
そ

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅱ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

24
1

  2
）

ア
ル

ケ
ン

の
代

表
的

な
酸

化
、

還
元

反
応

を
列

挙
し

、
そ

の
特
徴

を
説

明
で

き
る

。
基

礎
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

24
2

  3
）

ア
ル

キ
ン

の
代

表
的

な
反

応
を

列
挙

し
、

そ
の

特
徴

を
説

明
で
き

る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅱ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
③

芳
香

族
化

合
物

】

24
3

  1
）

代
表

的
な

芳
香

族
炭

化
水

素
化

合
物

の
性

質
と

反
応

性
を

説
明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

24
4

  2
）

芳
香

族
性

の
概

念
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
性

質
総

合
薬

学
演

習

24
5

3）
芳

香
族

炭
化

水
素

化
合

物
の

求
電

子
置

換
反

応
の

反
応

性
、

配
向

性
、

置
換

基
の

効
果

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
性

質
総

合
薬

学
演

習

24
6

  4
）

代
表

的
な

芳
香

族
複

素
環

化
合

物
の

性
質

を
芳

香
族

性
と

関
連
づ

け
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
性

質
総

合
薬

学
演

習

24
7

5）
代

表
的

な
芳

香
族

複
素

環
の

求
電

子
置

換
反

応
の

反
応

性
、

配
向

性
、

置
換

基
の

効
果

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
性

質
総

合
薬

学
演

習

（
3）

官
能

基
の

性
質

と
反

応

【
①

概
説

】

24
8

　
1）

代
表

的
な

官
能

基
を

列
挙

し
、

性
質

を
説

明
で

き
る

。
基

礎
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
実

習
Ⅱ

タ
ー

ゲ
ッ

ト
分

子
の

合
成

総
合

薬
学

演
習

24
9

  2
）

官
能

基
の

性
質

を
利

用
し

た
分

離
精

製
を

実
施

で
き

る
。

（
技
能

）
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
実

習
Ⅱ

【
②

有
機

ハ
ロ

ゲ
ン

化
合

物
】

25
0

　
1）

有
機

ハ
ロ

ゲ
ン

化
合

物
の

基
本

的
な

性
質

と
反

応
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅱ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

25
1

  ２
）

求
核

置
換

反
応

の
特

徴
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
基

礎
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

25
2

　
３

）
脱

離
反

応
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅱ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

30



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
③

ア
ル

コ
ー

ル
･
フ

ェ
ノ

ー
ル

･
エ

ー
テ

ル
】

25
3

　
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ

ェ
ノ

ー
ル

類
の

基
本

的
な

性
質

と
反

応
を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

25
4

  2
）

エ
ー

テ
ル

類
の

基
本

的
な

性
質

と
反

応
を

列
挙

し
、

説
明

で
き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
④

ア
ル

デ
ヒ

ド
・

ケ
ト

ン
・

カ
ル

ボ
ン

酸
・

カ
ル

ボ
ン

酸
誘

導
体

】

25
5

　
1）

ア
ル

デ
ヒ

ド
類

お
よ

び
ケ

ト
ン

類
の

基
本

的
な

性
質

と
反

応
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

タ
ー

ゲ
ッ

ト
分

子
の

合
成

総
合

薬
学

演
習

25
6

  2
）

カ
ル

ボ
ン

酸
の

基
本

的
性

質
と

反
応

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る
。

実
習

Ⅱ
タ

ー
ゲ

ッ
ト

分
子

の
合

成
総

合
薬

学
演

習

25
7

3）
カ

ル
ボ

ン
酸

誘
導

体
（

酸
ハ

ロ
ゲ

ン
化

物
、

酸
無

水
物

、
エ

ス
テ

ル
、

ア
ミ

ド
）

の
基

本
的

性
質

と
反

応
を

列
挙

し
、
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅱ

タ
ー

ゲ
ッ

ト
分

子
の

合
成

総
合

薬
学

演
習

【
⑤

ア
ミ

ン
】

25
8

　
1）

ア
ミ

ン
類

の
基

本
的

性
質

と
反

応
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
⑥

電
子

効
果

】

25
9

　
1）

官
能

基
が

及
ぼ

す
電

子
効

果
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
基

礎
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
有

機
化

学
Ⅱ

（
選

）
タ

ー
ゲ

ッ
ト

分
子

の
合

成
総

合
薬

学
演

習

【
⑦

酸
性

度
・

塩
基

性
度

】

26
0

1）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ

ェ
ノ

ー
ル

、
カ

ル
ボ

ン
酸

、
炭

素
酸

な
ど

の
酸

性
度

を
比

較
し

て
説

明
で

き
る
。

基
礎

有
機

化
学

Ⅱ
（

選
）

タ
ー

ゲ
ッ

ト
分

子
の

合
成

総
合

薬
学

演
習

26
1

  2
）

含
窒

素
化

合
物

の
塩

基
性

度
を

比
較

し
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

（
4）

化
学

物
質

の
構

造
決

定

【
①

核
磁

気
共

鳴
（

N
M

R
）

】

26
2

　
1）

1 H
 お

よ
び

 13
C

 N
M

R
 ス

ペ
ク

ト
ル

よ
り

得
ら

れ
る

情
報

を
概

説
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
実

習
Ⅱ

機
器

分
析

学
総

合
薬

学
演

習

26
3

2）
有

機
化

合
物

中
の

代
表

的
プ

ロ
ト

ン
に

つ
い

て
、

お
お

よ
そ

の
化

学
シ

フ
ト

値
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

。

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

実
習

Ⅱ
機

器
分

析
学

総
合

薬
学

演
習

26
4

　
3）

1 H
 N

M
R

 の
積

分
値

の
意

味
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

実
習

Ⅱ
機

器
分

析
学

総
合

薬
学

演
習

26
5

4）
1 H

N
M

R
シ

グ
ナ

ル
が

近
接

プ
ロ

ト
ン

に
よ

り
分

裂
（

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

）
す

る
基

本
的

な
分

裂
様

式
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

実
習

Ⅱ
機

器
分

析
学

総
合

薬
学

演
習

26
6

　
5）

代
表

的
な

化
合

物
の

部
分

構
造

を
 1 H

 N
M

R
 か

ら
決

定
で

き
る

。
(技

能
)

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

実
習

Ⅱ

【
②

赤
外

吸
収

（
IR

）
】

26
7

　
1）

IR
 ス

ペ
ク

ト
ル
よ

り
得

ら
れ

る
情

報
を

概
説

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

実
習

Ⅱ
薬

局
方

収
載

の
試

験
法

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

26
8

2）
IR

ス
ペ

ク
ト

ル
上

の
基

本
的

な
官

能
基

の
特

性
吸

収
を

列
挙

し
、

帰
属

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

実
習

Ⅱ
薬

局
方

収
載

の
試

験
法

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

31
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【
③

質
量

分
析

】

26
9

　
1）

マ
ス

ス
ペ

ク
ト

ル
よ

り
得

ら
れ

る
情

報
を

概
説

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

実
習

Ⅱ
機

器
分

析
学

総
合

薬
学

演
習

27
0

　
2）

測
定

化
合

物
に

適
し

た
イ

オ
ン

化
法

を
選

択
で

き
る

。
（

技
能

）
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
実

習
Ⅱ

27
1

3）
ピ

ー
ク

の
種

類
（

基
準

ピ
ー

ク
、

分
子

イ
オ

ン
ピ

ー
ク

、
同

位
体

ピ
ー

ク
、

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

ピ
ー

ク
）

を
説

明
で

き
る
。

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

実
習

Ⅱ
機

器
分

析
学

総
合

薬
学

演
習

27
2

　
4）

代
表

的
な

化
合

物
の

マ
ス

ス
ペ

ク
ト

ル
を

解
析

で
き

る
。

（
技

能
）

有
機

化
学

Ⅰ
（

選
）

実
習

Ⅱ

【
④

総
合

演
習

】

27
3

　
1）

代
表

的
な

機
器

分
析

法
を

用
い

て
、

代
表

的
な

化
合

物
の

構
造

決
定

が
で

き
る

。
（

技
能

）
有

機
化

学
Ⅰ

（
選

）
実

習
Ⅱ

（
5）

無
機

化
合

物
・

錯
体

の
構

造
と

性
質

【
①

無
機

化
合

物
・

錯
体

】

27
4

　
1）

代
表

的
な

典
型

元
素

と
遷

移
元

素
を

列
挙

で
き

る
。

薬
学

の
基

礎
と

な
る

化
学

A
/B

総
合

薬
学

演
習

27
5

　
2）

代
表

的
な

無
機

酸
化

物
、

オ
キ

ソ
化

合
物

の
名

称
、

構
造

、
性

質
を

列
挙

で
き

る
。

薬
学

の
基

礎
と

な
る

化
学

A
/B

総
合

薬
学

演
習

27
6

　
3）

活
性

酸
素

と
窒

素
酸

化
物

の
名

称
、

構
造

、
性

質
を

列
挙

で
き

る
。

薬
学

の
基

礎
と

な
る

化
学

A
/B

総
合

薬
学

演
習

27
7

　
4）

代
表

的
な

錯
体

の
名

称
、

構
造

、
基

本
的

な
性

質
を

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
基

礎
と

な
る

化
学

A
/B

総
合

薬
学

演
習

27
8

　
5）

医
薬

品
と

し
て

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
無

機
化

合
物

、
お

よ
び

錯
体

を
列

挙
で

き
る

。
薬

学
の

基
礎

と
な

る
化

学
A

/B
総

合
薬

学
演

習

C
4 

 生
体

分
子

・
医

薬
品

の
化

学
に

よ
る

理
解

（
1）

医
薬

品
の

標
的

と
な

る
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

な
性

質

【
①

医
薬

品
の

標
的

と
な

る
生

体
高

分
子

の
化

学
構

造
】

27
9

1）
代

表
的

な
生

体
高

分
子

を
構

成
す

る
小

分
子

（
ア

ミ
ノ

酸
、

糖
、

脂
質

、
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
な

ど
）

の
構

造
に

基
づ

く
化
学

的
性

質
を

説
明

で
き

る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

28
0

2）
医

薬
品

の
標

的
と

な
る

生
体

高
分

子
（

タ
ン

パ
ク

質
、

核
酸

な
ど

）
の

立
体

構
造

と
そ

れ
を

規
定

す
る

化
学

結
合

、
相
互

作
用

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
性

質

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
②

生
体

内
で

機
能

す
る

小
分

子
】

28
1

1）
細

胞
膜

受
容

体
お

よ
び

細
胞

内
（

核
内

）
受

容
体

の
代

表
的

な
内

因
性

リ
ガ

ン
ド

の
構

造
と

性
質

に
つ

い
て
概

説
で

き
る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

28
2

2）
代

表
的

な
補

酵
素

が
酵

素
反

応
で

果
た

す
役

割
に

つ
い

て
、

有
機

反
応

機
構

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

28
3

　
3）

活
性

酸
素

、
一

酸
化

窒
素

の
構

造
に

基
づ

く
生

体
内

反
応

を
化

学
的

に
説

明
で

き
る

。
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

28
4

　
4）

生
体

内
に

存
在

す
る

代
表

的
な

金
属

イ
オ

ン
お

よ
び

錯
体

の
機

能
を

化
学

的
に

説
明

で
き

る
。

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
性

質
総

合
薬

学
演

習

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

32
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（
2）

生
体

反
応

の
化

学
に

よ
る

理
解

【
①

生
体

内
で

機
能

す
る

リ
ン

、
硫

黄
化

合
物

】

28
5

1）
リ

ン
化

合
物

（
リ

ン
酸

誘
導

体
な

ど
）

お
よ

び
硫

黄
化

合
物

（
チ

オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
な

ど
）
の

構
造

と
化

学
的

性
質

を
説

明
で

き
る

。
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

28
6

2）
リ

ン
化

合
物

（
リ

ン
酸

誘
導

体
な

ど
）

お
よ

び
硫

黄
化

合
物

（
チ

オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
な

ど
）
の

生
体

内
で

の
機

能
を

化
学

的
性

質
に

基
づ

き
説

明
で

き
る

。
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

【
②

酵
素

阻
害

剤
と

作
用

様
式

】

28
7

　
1）

不
可

逆
的

酵
素

阻
害

薬
の

作
用

を
酵

素
の

反
応

機
構

に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

28
8

　
2）

基
質

ア
ナ

ロ
グ

が
競

合
阻

害
薬

と
な

る
こ

と
を

酵
素

の
反

応
機

構
に

基
づ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
性

質
総

合
薬

学
演

習

28
9

3）
遷

移
状

態
ア

ナ
ロ

グ
が

競
合

阻
害

薬
と

な
る

こ
と

を
酵

素
の

反
応

機
構

に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

【
③

受
容

体
の

ア
ゴ

ニ
ス

ト
お

よ
び

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
】

29
0

1）
代

表
的

な
受

容
体

の
ア

ゴ
ニ

ス
ト

（
作

用
薬

、
作

動
薬

、
刺

激
薬

）
と

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

と
の
相

違
点

に
つ

い
て

、
内

因
性

リ
ガ

ン
ド

の
構

造
と

比
較

し
て

説
明

で
き

る
。

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
性

質
総

合
薬

学
演

習

29
1

　
2）

低
分

子
内

因
性

リ
ガ

ン
ド

誘
導

体
が

医
薬

品
と

し
て

用
い

ら
れ

て
い

る
理

由
を

説
明

で
き

る
。

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
性

質
総

合
薬

学
演

習

【
④

生
体

内
で

起
こ

る
有

機
反

応
】

29
2

1）
代

表
的

な
生

体
分

子
（

脂
肪

酸
、

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
な

ど
）

の
代

謝
反

応
を

有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

29
3

2）
異

物
代

謝
の

反
応

（
発

が
ん

性
物

質
の

代
謝

的
活

性
化

な
ど

）
を

有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
生

体
分

子
の

構
造

と
化

学
的

性
質

総
合

薬
学

演
習

（
3）

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
、

作
用

【
①

医
薬

品
と

生
体

分
子

の
相

互
作

用
】

29
4

1）
医

薬
品

と
生

体
分

子
と

の
相

互
作

用
を

化
学

的
な

観
点

（
結

合
親

和
性

と
自

由
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
化

、
電

子
効

果
、

立
体

効
果

な
ど

）
か

ら
説

明
で

き
る

。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

【
②

医
薬

品
の

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

】

29
5

1）
医

薬
品

の
構

造
か

ら
そ

の
物

理
化

学
的

性
質

（
酸

性
、

塩
基

性
、

疎
水

性
、

親
水

性
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

29
6

　
2）

プ
ロ

ド
ラ

ッ
グ

な
ど

の
薬

物
動

態
を

考
慮

し
た

医
薬

品
の

化
学

構
造

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

【
③

医
薬

品
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
】

29
7

　
1）

代
表

的
な

医
薬

品
の

フ
ァ

ー
マ

コ
フ

ォ
ア

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

29
8

2）
バ

イ
オ

ア
イ

ソ
ス

タ
ー

（
生

物
学

的
等

価
体

）
に

つ
い

て
、

代
表

的
な

例
を

挙
げ

て
概

説
で

き
る

。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

33
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4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

29
9

3）
医

薬
品

に
含

ま
れ

る
代

表
的

な
複

素
環

を
構

造
に

基
づ

い
て

分
類

し
、

医
薬

品
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

と
し

て
の

性
質

を
説
明

で
き

る
。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

【
④

酵
素

に
作

用
す

る
医

薬
品

の
構

造
と

性
質

】

30
0

1）
ヌ

ク
レ

オ
シ

ド
お

よ
び

核
酸

塩
基

ア
ナ

ロ
グ

を
有

す
る

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ
い
て

説
明

で
き

る
。

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

30
1

2）
フ

ェ
ニ

ル
酢

酸
、

フ
ェ

ニ
ル

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

構
造

な
ど

を
も

つ
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

30
2

3）
ス

ル
ホ

ン
ア

ミ
ド

構
造

を
も

つ
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

30
3

4）
キ

ノ
ロ

ン
骨

格
を

も
つ

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

30
4

5）
β-
ラ

ク
タ

ム
構

造
を

も
つ

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
実

習
Ⅲ

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

30
5

6）
ペ

プ
チ

ド
ア

ナ
ロ

グ
の

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

【
⑤

受
容

体
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

30
6

1）
カ

テ
コ

ー
ル

ア
ミ

ン
骨

格
を

有
す

る
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

30
7

2）
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン

ア
ナ

ロ
グ

の
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

30
8

3）
ス

テ
ロ

イ
ド

ア
ナ

ロ
グ

の
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

30
9

4）
ベ

ン
ゾ

ジ
ア

ゼ
ピ

ン
骨

格
お

よ
び

バ
ル

ビ
タ

ー
ル

骨
格

を
有

す
る

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

31
0

5）
オ

ピ
オ

イ
ド

ア
ナ

ロ
グ

の
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

【
⑥

D
N

A
 に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

31
1

1）
D

N
A
と

結
合

す
る

医
薬

品
（

ア
ル

キ
ル

化
剤

、
シ

ス
プ

ラ
チ
ン

類
）

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
化

学
構

造
と

反
応

機
構

を
説

明
で

き
る

。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習
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O
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該

　
当

　
科

　
目

31
2

2）
D

N
A
に

イ
ン

タ
ー

カ
レ

ー
ト

す
る

医
薬

品
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

構
造

上
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

31
3

　
3）

D
N

A
鎖

を
切

断
す

る
医

薬
品

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
構

造
上
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
医

薬
品

の
化

学
構

造
と

性
質

総
合

薬
学

演
習

【
⑦

イ
オ

ン
チ

ャ
ネ

ル
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

31
4

1）
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

に
作

用
す

る
医

薬
品

の
代

表
的

な
基

本
構

造
（

ジ
ヒ

ド
ロ

ピ
リ

ジ
ン

な
ど

）
の

特
徴

を
説

明
で

き
る
。

医
薬

品
の

化
学

構
造

と
性

質
総

合
薬

学
演

習

C
5 

 自
然

が
生

み
出

す
薬

物

（
1）

薬
に

な
る

動
植

鉱
物

【
①

薬
用

植
物

】

31
5

　
1）

代
表

的
な

薬
用

植
物

の
学

名
、

薬
用

部
位

、
薬

効
な

ど
を

挙
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

薬
に

な
る

動
植

鉱
物

実
習

Ⅲ
(漢

方
・

生
薬

)
総

合
薬

学
演

習

31
6

　
2）

代
表

的
な

薬
用

植
物

を
外

部
形

態
か

ら
説

明
し

、
区

別
で

き
る

。
（

知
識

、
技

能
）

実
習

Ⅲ
(漢

方
・

生
薬

)
総

合
薬

学
演

習

31
7

　
3）

植
物

の
主

な
内

部
形

態
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
総

合
薬

学
演

習

31
8

　
4）

法
律

に
よ

っ
て

取
り

扱
い

が
規

制
さ

れ
て

い
る

植
物

（
ケ

シ
、

ア
サ

）
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
総

合
薬

学
演

習

【
②

生
薬

の
基

原
】

31
9

1）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
生

薬
（

植
物

、
動

物
、

藻
類

、
菌

類
由

来
）

を
列

挙
し

、
そ

の
基

原
、

薬
用

部
位

を
説
明

で
き

る
。

薬
に

な
る

動
植

鉱
物

実
習

Ⅲ
(漢

方
・

生
薬

)
総

合
薬

学
演

習

【
③

生
薬

の
用

途
】

32
0

1）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
生

薬
（

植
物

、
動

物
、

藻
類

、
菌

類
、

鉱
物

由
来

）
の

薬
効

、
成

分
、

用
途

な
ど

を
説
明

で
き

る
。

薬
に

な
る

動
植

鉱
物

実
習

Ⅲ
(漢

方
・

生
薬

)
総

合
薬

学
演

習

32
1

　
2）

副
作

用
や

使
用

上
の

注
意

が
必

要
な

代
表

的
な

生
薬

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
実

習
Ⅲ

(漢
方

・
生

薬
)

総
合

薬
学

演
習

【
④

生
薬

の
同

定
と

品
質

評
価

】

32
2

  1
）

生
薬

の
同

定
と

品
質

評
価

法
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
実

習
Ⅲ

(漢
方

・
生

薬
)

総
合

薬
学

演
習

32
3

　
2）

日
本

薬
局

方
の

生
薬

総
則

お
よ

び
生

薬
試

験
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
に

な
る

動
植

鉱
物

総
合

薬
学

演
習

32
4

　
3）

代
表

的
な

生
薬

を
鑑

別
で

き
る

。
（

技
能

）
実

習
Ⅲ

(漢
方

・
生

薬
)

32
5

　
4）

代
表

的
な

生
薬

の
確

認
試

験
を

説
明

で
き

る
。

薬
に

な
る

動
植

鉱
物

実
習

Ⅲ
(漢

方
・

生
薬

)
総

合
薬

学
演

習

32
6

　
5）

代
表

的
な

生
薬

の
純

度
試

験
を

説
明

で
き

る
。

薬
に

な
る

動
植

鉱
物

総
合

薬
学

演
習

（
2）

薬
の

宝
庫

と
し

て
の

天
然

物

【
①

生
薬

由
来

の
生

物
活

性
物

質
の

構
造

と
作

用
】

32
7

1）
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
化

学
構

造
に

基
づ

い
て

分
類

し
、

そ
れ

ら
の

生
合

成
経

路
を

概
説

で
き

る
。

天
然

物
化

学
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
薬

物
の

宝
庫

と
し

て
の

天
然

物
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

35
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32
8

2）
脂

質
や

糖
質

に
分

類
さ

れ
る

生
薬

由
来

の
代

表
的

な
生

物
活

性
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

作
用

を
説

明
で

き
る

。

天
然

物
化

学
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
実

習
Ⅲ

(漢
方

・
生

薬
)

薬
物

の
宝

庫
と

し
て

の
天

然
物

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

32
9

3）
芳

香
族

化
合

物
に

分
類

さ
れ

る
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

天
然

物
化

学
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
実

習
Ⅲ

(漢
方

・
生

薬
)

薬
物

の
宝

庫
と

し
て

の
天

然
物

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

33
0

4）
テ

ル
ペ

ノ
イ

ド
、

ス
テ

ロ
イ

ド
に

分
類

さ
れ

る
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

天
然

物
化

学
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
実

習
Ⅲ

(漢
方

・
生

薬
)

薬
物

の
宝

庫
と

し
て

の
天

然
物

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

33
1

5）
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
に

分
類

さ
れ

る
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

天
然

物
化

学
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
実

習
Ⅲ

(漢
方

・
生

薬
)

薬
物

の
宝

庫
と

し
て

の
天

然
物

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
②

微
生

物
由

来
の

生
物

活
性

物
質

の
構

造
と

作
用

】

33
2

　
1）

微
生

物
由

来
の

生
物

活
性

物
質

を
化

学
構

造
に

基
づ

い
て

分
類

で
き

る
。

天
然

物
化

学
薬

物
の

宝
庫

と
し

て
の

天
然

物
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

33
3

  2
）

微
生

物
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作
用

を
説

明
で

き
る

。
天

然
物

化
学

薬
物

の
宝

庫
と

し
て

の
天

然
物

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
③

天
然

生
物

活
性

物
質

の
取

扱
い

】

33
4

1）
天

然
生

物
活

性
物

質
の

代
表

的
な

抽
出

法
、

分
離

精
製

法
を

概
説

し
、

実
施

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）
天

然
物

化
学

実
習

Ⅱ
薬

物
の

宝
庫

と
し

て
の

天
然

物
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
④

天
然

生
物

活
性

物
質

の
利

用
】

33
5

1）
医

薬
品

と
し

て
使

わ
れ

て
い

る
代

表
的

な
天

然
生

物
活

性
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

用
途

を
説

明
で

き
る
。

天
然

物
化

学
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
薬

物
の

宝
庫

と
し

て
の

天
然

物
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

33
6

2）
天

然
生

物
活

性
物

質
を

基
に

化
学

修
飾

等
に

よ
り

開
発

さ
れ

た
代

表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
、
リ

ー
ド
化
合

物
を

説
明

で
き

る
。

天
然

物
化

学
薬

に
な

る
動

植
鉱

物
薬

物
の

宝
庫

と
し

て
の

天
然

物
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

33
7

3）
農

薬
や

香
粧

品
な

ど
と

し
て

使
わ

れ
て

い
る

代
表

的
な

天
然

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
を

説
明
で

き
る
。

天
然

物
化

学
薬

物
の

宝
庫

と
し

て
の

天
然

物
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

C
6 

 生
命

現
象

の
基

礎

（
1）

細
胞

の
構

造
と

機
能

【
①

細
胞

膜
】

33
8

1）
細

胞
膜

を
構

成
す

る
代

表
的

な
生

体
成

分
を

列
挙

し
、

そ
の

機
能

を
分

子
レ

ベ
ル

で
説

明
で

き
る

。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
生

命
体

の
基

本
単

位
と

し
て

の
細

胞

総
合

薬
学

演
習

33
9

　
2）

エ
ン

ド
サ

イ
ト

ー
シ

ス
と

エ
キ

ソ
サ

イ
ト

ー
シ

ス
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
体

の
基

本
単

位
と

し
て

の
細

胞
総

合
薬

学
演

習

【
②

細
胞

小
器

官
】

34
0

1）
細

胞
小

器
官

（
核

、
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

、
小

胞
体

、
リ

ソ
ソ

ー
ム

、
ゴ

ル
ジ

体
、

ペ
ル

オ
キ

シ
ソ

ー
ム

な
ど

）
や

リ
ボ

ソ
ー

ム
の

構
造

と
機

能
を

説
明

で
き

る
。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

総
合

薬
学

演
習

【
③

細
胞

骨
格

】

34
1

　
1）

細
胞

骨
格

の
構

造
と

機
能

を
説

明
で

き
る

。
生

命
体

の
基

本
単

位
と

し
て

の
細

胞
総

合
薬

学
演

習

（
2）

生
命

現
象

を
担

う
分

子

【
①

脂
質

】

34
2

　
1）

代
表

的
な

脂
質

の
種

類
、

構
造

、
性

質
、

役
割

を
説

明
で

き
る

。
生

命
体

の
基

本
単

位
と

し
て

の
細

胞
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

食
品

衛
生

（
選

）
生

体
調

節
分

子
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

36
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薬
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教
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ル

・
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ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
②

糖
質

】

34
3

　
1）

代
表

的
な

単
糖

、
二

糖
の

種
類

、
構

造
、

性
質

、
役

割
を

説
明

で
き

る
。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

食
品

衛
生

（
選

）
生

体
調

節
分

子
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

34
4

　
2）

代
表

的
な

多
糖

の
種

類
、

構
造

、
性

質
、

役
割

を
説

明
で

き
る

。
生

命
体

の
基

本
単

位
と

し
て

の
細

胞
食

品
衛

生
（

選
）

生
体

調
節

分
子

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
③

ア
ミ

ノ
酸

】

34
5

　
1）

ア
ミ

ノ
酸

を
列

挙
し

、
そ

の
構

造
に

基
づ

い
て

性
質

を
説

明
で

き
る

。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

生
命

活
動

を
担

う
ア

ミ
ノ

酸
・

タ
ン

パ
ク

質
代

謝
系

食
品

衛
生

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
④

タ
ン

パ
ク

質
】

34
6

　
1）

タ
ン

パ
ク

質
の

構
造

（
一

次
、

二
次

、
三

次
、

四
次

構
造

）
と

性
質

を
説

明
で

き
る

。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

生
命

活
動

を
担

う
ア

ミ
ノ

酸
・

タ
ン

パ
ク

質
代

謝
系

総
合

薬
学

演
習

【
⑤

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

と
核

酸
】

34
7

　
1）

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

と
核

酸
（

D
N

A
、

R
N

A
）

の
種

類
、

構
造

、
性

質
を

説
明

で
き

る
。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

総
合

薬
学

演
習

【
⑥

ビ
タ

ミ
ン

】

34
8

　
1）

代
表

的
な

ビ
タ

ミ
ン

の
種

類
、

構
造

、
性

質
、

役
割

を
説

明
で

き
る

。
生

命
体

の
基

本
単

位
と

し
て

の
細

胞
生

命
活

動
を

担
う

ア
ミ

ノ
酸

・
タ

ン
パ

ク
質

代
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
⑦

微
量

元
素

】

34
9

　
1）

代
表

的
な

必
須

微
量

元
素

の
種

類
、

役
割

を
説

明
で

き
る

。
生

命
体

の
基

本
単

位
と

し
て

の
細

胞
生

命
活

動
を

担
う

ア
ミ

ノ
酸

・
タ

ン
パ

ク
質

代
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
⑧

生
体

分
子

の
定

性
、

定
量

】

35
0

1）
脂

質
、

糖
質

、
ア

ミ
ノ

酸
、

タ
ン

パ
ク

質
、

も
し

く
は

核
酸

の
定

性
ま

た
は

定
量

試
験

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
実

習
Ⅲ

（
3）

生
命

活
動

を
担

う
タ

ン
パ

ク
質

【
①

タ
ン

パ
ク

質
の

構
造

と
機

能
】

35
1

1）
多

彩
な

機
能

を
も

つ
タ

ン
パ

ク
質

（
酵

素
、

受
容

体
、

シ
グ

ナ
ル

分
子

、
膜

輸
送

体
、

運
搬

・
輸

送
タ

ン
パ

ク
質

、
貯

蔵
タ

ン
パ

ク
質

、
構

造
タ

ン
パ

ク
質

、
接

着
タ

ン
パ

ク
質

、
防

御
タ

ン
パ

ク
質

、
調

節
タ

ン
パ

ク
質

）
を

列
挙

し
概

説
で

き
る

。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

生
命

活
動

を
担

う
ア

ミ
ノ

酸
・

タ
ン

パ
ク

質
代

謝
系

総
合

薬
学

演
習

【
②

タ
ン

パ
ク

質
の

成
熟

と
分

解
】

35
2

1）
タ

ン
パ

ク
質

の
翻

訳
後

の
成

熟
過

程
（

細
胞

小
器

官
間

の
輸

送
や

翻
訳

後
修

飾
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

生
命

活
動

を
担

う
ア

ミ
ノ

酸
・

タ
ン

パ
ク

質
代

謝
系

総
合

薬
学

演
習

35
3

　
2）

タ
ン

パ
ク

質
の

細
胞

内
で

の
分

解
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
活

動
を

担
う

ア
ミ

ノ
酸

・
タ

ン
パ

ク
質

代
謝

系
総

合
薬

学
演

習

37
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・
薬
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デ
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・
コ
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リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
③

酵
素

】

35
4

  1
）

酵
素

反
応

の
特

性
と

反
応

速
度

論
を

説
明

で
き

る
。

生
命

活
動

を
担

う
ア

ミ
ノ

酸
・

タ
ン

パ
ク

質
代

謝
系

.
総

合
薬

学
演

習

35
5

　
2）

酵
素

反
応

に
お

け
る

補
酵

素
、

微
量

金
属

の
役

割
を

説
明

で
き

る
。

生
命

活
動

を
担

う
ア

ミ
ノ

酸
・

タ
ン

パ
ク

質
代

謝
系

総
合

薬
学

演
習

35
6

　
3）

代
表

的
な

酵
素

活
性

調
節

機
構

を
説

明
で

き
る

。
生

命
活

動
を

担
う

ア
ミ

ノ
酸

・
タ

ン
パ

ク
質

代
謝

系
総

合
薬

学
演

習

35
7

  4
）

酵
素

反
応

速
度

を
測

定
し

、
解

析
で

き
る

。
(技

能
)

実
習

Ⅲ

【
④

酵
素

以
外

の
タ

ン
パ

ク
質

】

35
8

　
1）

膜
輸

送
体

の
種

類
、

構
造

、
機

能
を

説
明

で
き

る
。

生
命

活
動

を
担

う
ア

ミ
ノ

酸
・

タ
ン

パ
ク

質
代

謝
系

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

35
9

　
2）

血
漿

リ
ポ

タ
ン

パ
ク

質
の

種
類

、
構

造
、

機
能

を
説

明
で

き
る

。
生

命
活

動
を

担
う

ア
ミ

ノ
酸

・
タ

ン
パ

ク
質

代
生

体
調

節
分

子
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

（
4）

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

【
①

概
論

】

36
0

　
1）

遺
伝

情
報

の
保

存
と

発
現

の
流

れ
を

説
明

で
き

る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

36
1

　
2）

D
N

A
、

遺
伝

子
、

染
色

体
、

ゲ
ノ

ム
と

は
何

か
を

説
明

で
き
る

。
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子
（

選
）

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
②

遺
伝

情
報

を
担

う
分

子
】

36
2

1）
染

色
体

の
構

造
（

ヌ
ク

レ
オ

ソ
ー

ム
、

ク
ロ

マ
チ

ン
、

セ
ン

ト
ロ

メ
ア

、
テ

ロ
メ

ア
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子
（

選
）

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

36
3

2）
遺

伝
子

の
構

造
（

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

、
エ

ン
ハ

ン
サ

ー
、

エ
キ

ソ
ン

、
イ

ン
ト

ロ
ン

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

36
4

　
3）

R
N

A
 の

種
類

(h
nR

N
A
、

m
R

N
A
、

rR
N

A
、

tR
N

A
 な

ど
)と

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
③

遺
伝

子
の

複
製

】

36
5

　
1）

D
N

A
 の

複
製
の

過
程

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
④

転
写

・
翻

訳
の

過
程

と
調

節
】

36
6

　
1）

D
N

A
 か

ら
 R

N
A

 へ
の

転
写

の
過

程
に

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
総

合
薬

学
演

習

38
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該

　
当
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36
7

　
2）

エ
ピ

ジ
ェ

ネ
テ

ィ
ッ

ク
な

転
写

制
御

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
総

合
薬

学
演

習

36
8

　
3）

転
写

因
子

に
よ

る
転

写
制

御
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子
（

選
）

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

総
合

薬
学

演
習

36
9

4）
R

N
A

の
プ

ロ
セ

シ
ン

グ
（

キ
ャ

ッ
プ

構
造

、
ス

プ
ラ

イ
シ

ン
グ

、
sn

R
N

P、
ポ

リ
A
鎖

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子
（

選
）

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

総
合

薬
学

演
習

37
0

　
5）

R
N

A
 か

ら
タ

ン
パ

ク
質

へ
の

翻
訳

の
過

程
に

つ
い

て
説

明
で
き

る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
総

合
薬

学
演

習

【
⑤

遺
伝

子
の

変
異

・
修

復
】

37
1

　
1）

D
N

A
 の

変
異
と

修
復

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
総

合
薬

学
演

習

【
⑥

組
換

え
 D

N
A
】

37
2

1）
遺

伝
子

工
学

技
術

（
遺

伝
子

ク
ロ

ー
ニ

ン
グ

、
cD

N
A

ク
ロ

ー
ニ

ン
グ

、
PC

R
、

組
換

え
タ

ン
パ

ク
質

発
現

法
な

ど
）
を

概
説

で
き

る
。

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

総
合

薬
学

演
習

37
3

2）
遺

伝
子

改
変

生
物

（
遺

伝
子

導
入

•欠
損

動
物

、
ク

ロ
ー

ン
動

物
、

遺
伝

子
組

換
え

植
物

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
総

合
薬

学
演

習

（
5）

生
体

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

生
命

活
動

を
支

え
る

代
謝

系

【
①

 概
論

】

37
4

　
1）

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
の

概
要

を
説

明
で

き
る

。
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

総
合

薬
学

演
習

【
②

A
TP

 の
産

生
と

糖
質

代
謝

】

37
5

　
1）

解
糖

系
及

び
乳

酸
の

生
成

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
体

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
食

品
衛

生
（

選
）

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習

37
6

　
2）

ク
エ

ン
酸

回
路

(T
C

A
 サ

イ
ク

ル
)に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

食
品

衛
生

（
選

）
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

37
7

　
3）

電
子

伝
達

系
（

酸
化

的
リ

ン
酸

化
）

と
 A

TP
 合

成
酵

素
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

食
品

衛
生

（
選

）
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

37
8

　
4）

グ
リ

コ
ー

ゲ
ン

の
代

謝
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

食
品

衛
生

（
選

）
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

37
9

　
5）

糖
新

生
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

食
品

衛
生

（
選

）
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

【
③

脂
質

代
謝

】

38
0

　
1）

脂
肪

酸
の

生
合

成
と
β酸

化
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

食
品

衛
生

（
選

）
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

38
1

　
2）

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
の

生
合

成
と

代
謝

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
体

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
食

品
衛

生
（

選
）

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習

【
④

飢
餓

状
態

と
飽

食
状

態
】

38
2

　
1）

飢
餓

状
態

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

（
ケ

ト
ン

体
の

利
用

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

食
品

衛
生

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

39
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38
3

　
2）

余
剰

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

を
蓄

え
る

し
く

み
を

説
明

で
き

る
。

生
体

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
食

品
衛

生
（

選
）

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習

【
⑤

そ
の

他
の

代
謝

系
】

38
4

　
1）

ア
ミ

ノ
酸

分
子

中
の

炭
素

お
よ

び
窒

素
の

代
謝

（
尿

素
回

路
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

活
動

を
担

う
ア

ミ
ノ

酸
・

タ
ン

パ
ク

質
代

食
品

衛
生

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

38
5

　
2）

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

の
生

合
成

と
分

解
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

38
6

　
3）

ペ
ン

ト
ー

ス
リ

ン
酸

回
路

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
体

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
総

合
薬

学
演

習

（
6）

細
胞

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
細

胞
内

情
報

伝
達

【
①

 概
論

】

38
7

　
1）

細
胞

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

情
報

伝
達

様
式

を
説

明
で

き
る

。
人

体
の

成
り

立
ち

と
機

能
Ⅰ

A
/B

免
疫

の
し

く
み

総
合

薬
学

演
習

【
②

細
胞

内
情

報
伝

達
】

38
8

　
1）

細
胞

膜
チ

ャ
ネ

ル
内

蔵
型

受
容

体
を

介
す

る
細

胞
内

情
報

伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

総
合

薬
学

演
習

38
9

　
2）

細
胞

膜
受

容
体

か
ら

 G
 タ

ン
パ

ク
系

を
介

す
る

細
胞

内
情

報
伝

達
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

総
合

薬
学

演
習

39
0

3）
細

胞
膜

受
容

体
タ

ン
パ

ク
質

な
ど

の
リ

ン
酸

化
を

介
す

る
細

胞
内

情
報

伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
生

命
活

動
を

担
う

ア
ミ

ノ
酸

・
タ

ン
パ

ク
質
代

総
合

薬
学

演
習

39
1

　
4）

細
胞

内
情

報
伝

達
に

お
け

る
セ

カ
ン

ド
メ

ッ
セ

ン
ジ

ャ
ー

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
総

合
薬

学
演

習

39
2

　
5）

細
胞

内
（

核
内

）
受

容
体

を
介

す
る

細
胞

内
情

報
伝

達
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子
（

選
）

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
総

合
薬

学
演

習

【
③

細
胞

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】

39
3

　
1）

細
胞

間
の

接
着

構
造

、
主

な
細

胞
接

着
分

子
の

種
類

と
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

総
合

薬
学

演
習

39
4

　
2）

主
な

細
胞

外
マ

ト
リ

ッ
ク

ス
分

子
の

種
類

と
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

総
合

薬
学

演
習

（
7）

細
胞

の
分

裂
と

死

【
①

細
胞

分
裂

】

39
5

　
1）

細
胞

周
期

と
そ

の
制

御
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
体

の
基

本
単

位
と

し
て

の
細

胞
総

合
薬

学
演

習

39
6

　
2）

体
細

胞
と

生
殖

細
胞

の
細

胞
分

裂
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

命
体

の
基

本
単

位
と

し
て

の
細

胞
総

合
薬

学
演

習

【
②

細
胞

死
】

39
7

　
1）

細
胞

死
（

ア
ポ

ト
ー

シ
ス

と
ネ

ク
ロ

ー
シ

ス
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

総
合

薬
学

演
習

【
③

が
ん

細
胞

】

39
8

　
1）

正
常

細
胞

と
が

ん
細

胞
の

違
い

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

総
合

薬
学

演
習

40
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39
9

　
2）

が
ん

遺
伝

子
と

が
ん

抑
制

遺
伝

子
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

C
7 

 人
体

の
成

り
立

ち
と

生
体

機
能

の
調

節

（
1）

人
体

の
成

り
立

ち

【
①

遺
伝

】

40
0

　
１

）
遺

伝
子

と
遺

伝
の

し
く

み
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
総

合
薬

学
演

習

40
1

  2
）

遺
伝

子
多

型
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

40
2

　
3）

代
表

的
な

遺
伝

疾
患

を
概

説
で

き
る

。
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
総

合
薬

学
演

習

【
②

発
生

】

40
3

　
1）

個
体

発
生

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

総
合

薬
学

演
習

40
4

　
2）

細
胞

の
分

化
に

お
け

る
幹

細
胞

、
前

駆
細

胞
の

役
割

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

免
疫

の
し

く
み

総
合

薬
学

演
習

【
③

器
官

系
概

論
】

40
5

1）
人

体
を

構
成

す
る

器
官

、
器

官
系

の
名

称
、

形
態

、
体

内
で

の
位

置
お

よ
び

機
能

を
説

明
で

き
る

。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
総

合
薬

学
演

習

40
6

2）
組

織
、

器
官

を
構

成
す

る
代

表
的

な
細

胞
の

種
類

（
上

皮
、

内
皮

、
間

葉
系

な
ど

）
を

列
挙

し
、

形
態

的
お

よ
び
機

能
的

特
徴
を

説
明

で
き

る
。

生
命

体
の

基
本

単
位

と
し

て
の

細
胞

総
合

薬
学

演
習

40
7

3）
実

験
動

物
・

人
体

模
型

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

な
ど

を
用

い
て

各
種

臓
器

の
名

称
と

位
置

を
確

認
で

き
る

。
（

技
能

）

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B

40
8

　
4）

代
表

的
な

器
官

の
組

織
や

細
胞

を
顕

微
鏡

で
観

察
で

き
る

。
（

技
能

）
実

習
Ⅲ

【
④

神
経

系
】

40
9

　
1）

中
枢

神
経

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
人

体
の

成
り

立
ち

と
機

能
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

41
0

　
2）

末
梢

（
体

性
・

自
律

）
神

経
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
総

合
薬

学
演

習

【
⑤

骨
格

系
・

筋
肉

系
】

41
1

　
1）

骨
、

筋
肉

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
生

体
調

節
分

子
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

41
2

　
2）

代
表

的
な

骨
格

筋
お

よ
び

関
節

の
名

称
を

挙
げ

、
位

置
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

。
人

体
の

成
り

立
ち

と
機

能
Ⅰ

A
/B

総
合

薬
学

演
習

【
⑥

皮
膚

】

41
3

　
1）

皮
膚

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習

【
⑦

循
環

器
系

】

41
4

　
1）

心
臓

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
生

体
機

能
の

調
節

Ⅰ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

41
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育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

41
5

　
2）

血
管

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
生

体
機

能
の

調
節

Ⅰ
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

41
6

  3
）

リ
ン

パ
管

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

【
⑧

呼
吸

器
系

】

41
7

　
1）

肺
、

気
管

支
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
生

体
機

能
の

調
節

Ⅰ
（

選
）

生
体

調
節

分
子

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
⑨

消
化

器
系

】

41
8

　
1）

胃
、

小
腸

、
大

腸
な

ど
の

消
化

管
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
人

体
の

成
り

立
ち

と
機

能
Ⅱ

生
体

調
節

分
子

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

41
9

　
2）

肝
臓

、
膵

臓
、

胆
囊

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習

【
⑩

泌
尿

器
系

】

42
0

　
1）

泌
尿

器
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習

【
⑪

生
殖

器
系

】

42
1

　
1）

生
殖

器
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習

【
⑫

内
分

泌
系

】

42
2

　
1）

内
分

泌
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅱ 生
体

機
能

の
調

節
Ⅰ

（
選

）

総
合

薬
学

演
習

【
⑬

感
覚

器
系

】

42
3

　
1）

感
覚

器
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅱ 生
体

機
能

の
調

節
Ⅰ

（
選

）

総
合

薬
学

演
習

【
⑭

血
液

・
造

血
器

系
】

42
4

　
1）

血
液

・
造

血
器

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
人

体
の

成
り

立
ち

と
機

能
Ⅰ

A
/B

総
合

薬
学

演
習

(2
)　

生
体

機
能

の
調

節

【
①

神
経

に
よ

る
調

節
機

構
】

42
5

　
1）

神
経

細
胞

の
興

奮
と

伝
導

、
シ

ナ
プ

ス
伝

達
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
人

体
の

成
り

立
ち

と
機

能
Ⅱ 生

体
機

能
の

調
節

Ⅰ
（

選
）

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

42



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

42
6

　
2）

代
表

的
な

神
経

伝
達

物
質

を
挙

げ
、

生
理

活
性

お
よ

び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅰ
A

/B
人

体
の

成
り

立
ち

と
機

能
Ⅱ 生

体
機

能
の

調
節

Ⅰ
（

選
）

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

42
7

3）
神

経
系

、
感

覚
器

を
介

す
る

ホ
メ

オ
ス

タ
シ

ス
の

調
節

機
構

の
代

表
例

を
列

挙
し

、
概

説
で

き
る

。
生

体
機

能
の

調
節

Ⅰ
（

選
）

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

42
8

　
4）

神
経

に
よ

る
筋

収
縮

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
人

体
の

成
り

立
ち

と
機

能
Ⅰ

A
/B

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
体

調
節

分
子

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
②

ホ
ル

モ
ン

・
内

分
泌

系
に

よ
る

調
節

機
構

】

42
9

1）
代

表
的

な
ホ

ル
モ

ン
を

挙
げ

、
そ

の
産

生
器

官
、

生
理

活
性

お
よ

び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅱ
生

体
機

能
の

調
節

Ⅱ
生

体
調

節
分

子
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
③

オ
ー

タ
コ

イ
ド

に
よ

る
調

節
機

構
】

43
0

　
1）

代
表

的
な

オ
ー

タ
コ

イ
ド

を
挙

げ
、

生
理

活
性

お
よ

び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
生

体
機

能
の

調
節

Ⅱ
生

体
調

節
分

子
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
④

サ
イ

ト
カ

イ
ン

・
増

殖
因

子
に

よ
る

調
節

機
構

】

43
1

1）
代

表
的

な
サ

イ
ト

カ
イ

ン
、

増
殖

因
子

を
挙

げ
、

生
理

活
性

お
よ

び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る
。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

【
⑤

血
圧

の
調

節
機

構
】

43
2

　
1）

血
圧

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅱ 生
体

機
能

の
調

節
Ⅰ

（
選

）

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
体

調
節

分
子

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
⑥

血
糖

の
調

節
機

構
】

43
3

　
1）

血
糖

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
生

体
機

能
の

調
節

Ⅰ
（

選
）

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
体

調
節

分
子

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
⑦

体
液

の
調

節
】

43
4

　
1）

体
液

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
生

体
機

能
の

調
節

Ⅰ
（

選
）

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

43
5

　
2）

尿
の

生
成

機
構

、
尿

量
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

人
体

の
成

り
立

ち
と

機
能

Ⅱ 生
体

機
能

の
調

節
Ⅰ

（
選

）

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

【
⑧

体
温

の
調

節
】

43
6

　
1）

体
温

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
生

体
機

能
の

調
節

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習

【
⑨

血
液

凝
固

・
線

溶
系

】

43
7

　
1）

血
液

凝
固

・
線

溶
系

の
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
生

体
機

能
の

調
節

Ⅱ
血

液
・

造
血

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

生
体

調
節

分
子

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
⑩

性
周

期
の

調
節

】

43
8

　
1）

性
周

期
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

43
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C
8 

 生
体

防
御

と
微

生
物

（
1）

身
体

を
ま

も
る

【
①

 生
体

防
御

反
応

】

43
9

1）
異

物
の

侵
入

に
対

す
る

物
理

的
、

生
理

的
、

化
学

的
バ

リ
ア

ー
、

お
よ

び
補

体
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

の
し

く
み

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

44
0

2）
免

疫
反

応
の

特
徴

（
自

己
と

非
自

己
の

識
別

、
特

異
性

、
多

様
性

、
ク

ロ
ー

ン
性

、
記

憶
、

寛
容

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

の
し

く
み

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

44
1

　
3）

自
然

免
疫

と
獲

得
免

疫
、

お
よ

び
両

者
の

関
係

を
説

明
で

き
る

。
免

疫
の

し
く

み
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

44
2

　
4）

体
液

性
免

疫
と

細
胞

性
免

疫
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
免

疫
の

し
く

み
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

【
②

免
疫

を
担

当
す

る
組

織
・

細
胞

】

44
3

　
1）

免
疫

に
関

与
す

る
組

織
を

列
挙

し
、

そ
の

役
割

を
説

明
で

き
る

。
免

疫
の

し
く

み
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

44
4

　
2）

免
疫

担
当

細
胞

の
種

類
と

役
割

を
説

明
で

き
る

。
免

疫
の

し
く

み
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

44
5

　
3）

免
疫

反
応

に
お

け
る

主
な

細
胞

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
免

疫
の

し
く

み
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

【
③

分
子

レ
ベ

ル
で

見
た

免
疫

の
し

く
み

】

44
6

　
1）

自
然

免
疫

お
よ

び
獲

得
免

疫
に

お
け

る
異

物
の

認
識

を
比

較
し

て
説

明
で

き
る

。
免

疫
の

し
く

み
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

44
7

　
2）

M
H

C
 抗

原
の

構
造

と
機

能
お

よ
び

抗
原

提
示

で
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

の
し

く
み

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

44



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

44
8

3）
T
細

胞
と

B
細

胞
に

よ
る

抗
原

認
識

の
多

様
性

（
遺

伝
子

再
構

成
）

と
活

性
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

の
し

く
み

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

44
9

　
4）

抗
体

分
子

の
基

本
構

造
、

種
類

、
役

割
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

の
し

く
み

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

45
0

　
5）

免
疫

系
に

関
わ

る
主

な
サ

イ
ト

カ
イ

ン
を

挙
げ

、
そ

の
作

用
を

概
説

で
き

る
。

免
疫

の
し

く
み

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

（
2）

免
疫

系
の

制
御

と
そ

の
破

綻
・

免
疫

系
の

応
用

【
①

 免
疫

応
答

の
制

御
と

破
綻

】

45
1

　
１

）
炎

症
の

一
般

的
症

状
、

担
当

細
胞

お
よ

び
反

応
機

構
に

つ
い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

と
疾

患
（

選
）

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

45
2

  ２
）

ア
レ

ル
ギ

ー
を

分
類

し
、

担
当

細
胞

お
よ

び
反

応
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
免

疫
と

疾
患

（
選

）
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

45
3

　
３

）
自

己
免

疫
疾

患
と

免
疫

不
全

症
候

群
に

つ
い

て
概

説
で

き
る
。

免
疫

と
疾

患
（

選
）

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

45
4

４
）

臓
器

移
植

と
免

疫
反

応
の

関
わ

り
（

拒
絶

反
応

、
免

疫
抑

制
剤

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
免

疫
と

疾
患

（
選

）
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

45
5

　
５

）
感

染
症

と
免

疫
応

答
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

と
疾

患
（

選
）

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

45
6

　
６

）
腫

瘍
排

除
に

関
与

す
る

免
疫

反
応

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

と
疾

患
（

選
）

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
②

 免
疫

反
応

の
利

用
】

45
7

１
）

ワ
ク

チ
ン

の
原

理
と

種
類

（
生

ワ
ク

チ
ン

、
不

活
化

ワ
ク

チ
ン

、
ト

キ
ソ

イ
ド

、
混

合
ワ

ク
チ

ン
な

ど
）

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
免

疫
と

疾
患

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療

45



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

45
8

　
２

）
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル

抗
体

と
ポ

リ
ク

ロ
ー

ナ
ル

抗
体

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
免

疫
と

疾
患

（
選

）

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

45
9

　
３

）
血

清
療

法
と

抗
体

医
薬

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

免
疫

と
疾

患
（

選
）

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

46
0

４
）

抗
原

抗
体

反
応

を
利

用
し

た
検

査
方

法
（

E
LI

SA
法

、
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
な

ど
）

を
実

施
で

き
る

。
(技

能
）

免
疫

の
し

く
み

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

（
３

）
微

生
物

の
基

本

【
①

 総
論

】

46
1

　
１

）
原

核
生

物
、

真
核

生
物

お
よ

び
ウ

イ
ル

ス
の

特
徴

を
説

明
で
き

る
。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

生
命

情
報

を
担

う
遺

伝
子

（
選

）

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
②

 細
菌

】

46
2

１
）

細
菌

の
分

類
や

性
質

（
系

統
学

的
分

類
、

グ
ラ

ム
陽

性
菌

と
陰

性
菌

、
好

気
性

菌
と

嫌
気

性
菌

な
ど

）
を

説
明

で
き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

46
3

  ２
）

細
菌

の
構

造
と

増
殖

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

46
4

　
３

）
細

菌
の

異
化

作
用

（
呼

吸
と

発
酵

）
お

よ
び

同
化

作
用

に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
総

合
薬

学
演

習

46
5

　
４

）
細

菌
の

遺
伝

子
伝

達
（

接
合

、
形

質
導

入
、

形
質

転
換

）
に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

総
合

薬
学

演
習

46
6

　
５

）
薬

剤
耐

性
菌

お
よ

び
薬

剤
耐

性
化

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

46
7

　
６

）
代

表
的

な
細

菌
毒

素
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

【
③

 ウ
イ

ル
ス

】

46
8

　
１

）
ウ

イ
ル

ス
の

構
造

、
分

類
、

お
よ

び
増

殖
機

構
に

つ
い

て
説
明

で
き

る
。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
④

 真
菌

・
原

虫
・

蠕
虫

】

46
9

　
１

）
真

菌
の

性
状

を
概

説
で

き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

47
0

  ２
）

原
虫

お
よ

び
蠕

虫
の

性
状

を
概

説
で

き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

46
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該
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目

【
⑤

 消
毒

と
滅

菌
】

47
1

　
１

）
滅

菌
、

消
毒

お
よ

び
殺

菌
、

静
菌

の
概

念
を

説
明

で
き

る
。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

実
習

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

16

47
2

  ２
）

主
な

滅
菌

法
お

よ
び

消
毒

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

16

【
⑥

 検
出

方
法

】

47
3

　
１

）
グ

ラ
ム

染
色

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
実

習
Ⅲ

47
4

  ２
）

無
菌

操
作

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
実

習
Ⅲ

47
5

  ３
）

代
表

的
な

細
菌

ま
た

は
真

菌
の

分
離

培
養

、
純

培
養

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
実

習
Ⅲ

（
４

）
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物

【
①

感
染

の
成

立
と

共
生

】

47
6

１
）

感
染

の
成

立
（

感
染

源
、

感
染

経
路

、
侵

入
門

戸
な

ど
）

と
共

生
（

腸
内

細
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

16

47
7

　
２

）
日

和
見

感
染

と
院

内
感

染
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

16

【
②

代
表

的
な

病
原

体
】

47
8

１
）

D
N

A
ウ

イ
ル

ス
（

ヒ
ト

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

、
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

、
パ

ピ
ロ

ー
マ

ウ
イ

ル
ス

、

B
 型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

47
9

２
）

R
N

A
ウ

イ
ル

ス
（

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

、
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
、

ポ
リ

オ
ウ

イ
ル

ス
、

コ
ク

サ
ッ

キ
ー

ウ

イ
ル

ス
、

エ
コ

ー
ウ

イ
ル

ス
、

ラ
イ

ノ
ウ

イ
ル

ス
、

Ａ
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

、
C

型
肝

炎
ウ

イ
ル

ス
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
ウ

イ
ル

ス
、

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

、
風

疹
ウ

イ
ル

ス
、

日
本

脳
炎

ウ
イ

ル
ス

、
狂

犬
病

ウ
イ

ル
ス

、
ム

ン
プ

ス
ウ

イ
ル

ス
、

H
IV

、
H

TL
V

 な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

48
0

３
）

グ
ラ

ム
陽

性
球

菌
（

ブ
ド

ウ
球

菌
、

レ
ン

サ
球

菌
な

ど
）

お
よ

び
グ

ラ
ム

陽
性

桿
菌

（
破

傷
風

菌
、

ガ
ス

壊
疽

菌
、

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
菌

、
ジ

フ
テ

リ
ア

菌
、

炭
疽

菌
、

セ
レ

ウ
ス

菌
、

デ
ィ

フ
ィ

シ
ル

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

48
1

４
）

グ
ラ

ム
陰

性
球

菌
（

淋
菌

、
髄

膜
炎

菌
な

ど
）

お
よ

び
グ

ラ
ム

陰
性

桿
菌

（
大

腸
菌

、
赤

痢
菌

、
サ

ル
モ

ネ
ラ

属
菌

、
チ

フ
ス

菌
、

エ
ル

シ
ニ

ア
属

菌
、

ク
レ

ブ
シ

エ
ラ

属
菌

、
コ

レ
ラ

菌
、

百
日

咳
菌

、
腸

炎
ビ

ブ
リ

オ
、

緑
膿

菌
、

レ
ジ

オ
ネ

ラ
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

48
2

５
）

グ
ラ

ム
陰

性
ら

せ
ん

菌
（

ヘ
リ

コ
バ

ク
タ

ー
・

ピ
ロ

リ
、

カ
ン

ピ
ロ

バ
ク

タ
ー

・
ジ

ェ
ジ

ュ
ニ

／
コ

リ
な

ど
）

お
よ
び

ス
ピ

ロ
ヘ

ー
タ

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

48
3

　
６

）
抗

酸
菌

（
結

核
菌

、
ら

い
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る
。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

実
習

Ⅲ
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

48
4

　
７

）
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

、
リ

ケ
ッ

チ
ア

、
ク

ラ
ミ

ジ
ア

に
つ

い
て
概

説
で

き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

47
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ュ
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SB
O
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該

　
当

　
科

　
目

48
5

８
）

真
菌

（
ア

ス
ペ

ル
ギ

ル
ス

、
ク

リ
プ

ト
コ

ッ
ク

ス
、

カ
ン

ジ
ダ

、
ム

ー
コ

ル
、

白
癬

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き
る

。
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

48
6

９
）

原
虫

（
マ

ラ
リ

ア
原

虫
、

ト
キ

ソ
プ

ラ
ズ

マ
、

腟
ト

リ
コ

モ
ナ

ス
、

ク
リ

プ
ト

ス
ポ

リ
ジ

ウ
ム

、
赤

痢
ア

メ
ー

バ
な

ど
）

、
蠕

虫
（

回
虫

、
鞭

虫
、

ア
ニ

サ
キ

ス
、

エ
キ

ノ
コ

ッ
ク

ス
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

病
原

体
と

し
て

の
微

生
物

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

D
　

衛
生

薬
学

D
1　

健
康

（
１

）
社

会
・

集
団

と
健

康

【
①

健
康

と
疾

病
の

概
念

】

48
7

　
１

）
健

康
と

疾
病

の
概

念
の

変
遷

と
、

そ
の

理
由

を
説

明
で

き
る
。

社
会

・
集

団
と

健
康

（
選

）
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

【
②

保
健

統
計

】

48
8

１
）

集
団

の
健

康
と

疾
病

の
現

状
お

よ
び

そ
の

影
響

要
因

を
把

握
す

る
上

で
の

人
口

統
計

の
意

義
を

概
説

で
き

る
。

実
習

Ⅳ
社

会
・

集
団

と
健

康
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

48
9

　
２

）
人

口
統

計
お

よ
び

傷
病

統
計

に
関

す
る

指
標

に
つ

い
て

説
明
で

き
る

。
実

習
Ⅳ

社
会

・
集

団
と

健
康

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

49
0

  ３
）

人
口

動
態

（
死

因
別

死
亡

率
な

ど
）

の
変

遷
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅲ

実
習

Ⅳ
社

会
・

集
団

と
健

康
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
③

疫
学

】

49
1

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
お

け
る

疫
学

の
役

割
を

説
明

で
き

る
。

社
会

・
集

団
と

健
康

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

49
2

　
２

）
疫

学
の

三
要

因
（

病
因

、
環

境
要

因
、

宿
主

要
因

）
に

つ
い
て

説
明

で
き

る
。

社
会

・
集

団
と

健
康

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

49
3

　
３

）
疫

学
の

種
類

（
記

述
疫

学
、

分
析

疫
学

な
ど

）
と

そ
の

方
法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
社

会
・

集
団

と
健

康
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

49
4

４
）

リ
ス

ク
要

因
の

評
価

と
し

て
、

オ
ッ

ズ
比

、
相

対
危

険
度

、
寄

与
危

険
度

お
よ

び
信

頼
区

間
に

つ
い

て
説

明
し

、
計
算

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
実

習
Ⅳ

社
会

・
集

団
と

健
康

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

48



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

（
２

）
疾

病
の

予
防

【
①

疾
病

の
予

防
と

は
】

49
5

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
つ

い
て

、
一

次
、

二
次

、
三

次
予

防
と

い
う
言

葉
を

用
い

て
説

明
で

き
る

。
社

会
・

集
団

と
健

康
（

選
）

実
習

Ⅳ

疾
病

の
予

防
社

会
・

集
団

と
健

康
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

13

49
6

　
２

）
健

康
増

進
政

策
（

健
康

日
本

２
１

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で
き

る
。

実
習

Ⅳ
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

13

【
②

感
染

症
と

そ
の

予
防

】

49
7

１
）

現
代

に
お

け
る

感
染

症
（

日
和

見
感

染
、

院
内

感
染

、
新

興
感

染
症

、
再

興
感

染
症

な
ど

）
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明
で

き
る

。
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）

疾
病

の
予

防
社

会
・

集
団

と
健

康
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

16

49
8

　
２

）
感

染
症

法
に

お
け

る
、

感
染

症
と

そ
の

分
類

に
つ

い
て

説
明
で

き
る

。
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）

疾
病

の
予

防
社

会
・

集
団

と
健

康
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

16

49
9

　
３

）
代

表
的

な
性

感
染

症
を

列
挙

し
、

そ
の

予
防

対
策

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）

疾
病

の
予

防
社

会
・

集
団

と
健

康
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

50
0

　
４

）
予

防
接

種
の

意
義

と
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
病

原
微

生
物

と
感

染
症

（
選

）

疾
病

の
予

防
社

会
・

集
団

と
健

康
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

16

【
③

生
活

習
慣

病
と

そ
の

予
防

】

50
1

　
１

）
生

活
習

慣
病

の
種

類
と

そ
の

動
向

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

実
習

Ⅳ
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

50
2

　
２

）
生

活
習

慣
病

の
代

表
的

な
リ

ス
ク

要
因

を
列

挙
し

、
そ

の
予
防

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅳ

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

13
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

D

50
3

　
３

）
食

生
活

や
喫

煙
な

ど
の

生
活

習
慣

と
疾

病
の

関
わ

り
に

つ
い
て

討
議

す
る

。
（

態
度

）
実

習
Ⅳ

疾
病

の
予

防

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

13
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

D

【
④

母
子

保
健

】

50
4

１
）

新
生

児
マ

ス
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
し

、
代

表
的

な
検

査
項

目
を

列
挙

で
き

る
。

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習

50
5

　
２

）
母

子
感

染
す

る
代

表
的

な
疾

患
を

列
挙

し
、

そ
の

予
防

対
策
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

49



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
⑤

労
働

衛
生

】

50
6

　
１

）
代

表
的

な
労

働
災

害
、

職
業

性
疾

病
に

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

50
7

　
２

）
労

働
衛

生
管

理
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

（
３

）
栄

養
と

健
康

【
①

栄
養

】

50
8

　
１

）
五

大
栄

養
素

を
列

挙
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

に
つ

い
て

説
明
で

き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

50
9

　
２

）
各

栄
養

素
の

消
化

、
吸

収
、

代
謝

の
プ

ロ
セ

ス
を

概
説

で
き
る

。
生

体
機

能
の

調
節

Ⅰ
（

選
）

食
品

衛
生

（
選

）
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑦

51
0

　
３

）
食

品
中

の
三

大
栄

養
素

の
栄

養
的

な
価

値
を

説
明

で
き

る
。

生
体

調
節

分
子

（
選

）
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

51
1

４
）

五
大

栄
養

素
以

外
の

食
品

成
分

（
食

物
繊

維
、

抗
酸

化
物

質
な

ど
）

の
機

能
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

51
2

５
）

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
に

関
わ

る
基

礎
代

謝
量

、
呼

吸
商

、
推

定
エ

ネ
ル

ギ
ー

必
要

量
の

意
味

を
説

明
で

き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

51
3

　
６

）
日

本
人

の
食

事
摂

取
基

準
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

51
4

　
７

）
栄

養
素

の
過

不
足

に
よ

る
主

な
疾

病
を

列
挙

し
、

説
明

で
き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

疾
病

の
予

防
　

　
　

　
　

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

13

51
5

　
８

）
疾

病
治

療
に

お
け

る
栄

養
の

重
要

性
を

説
明

で
き

る
。

食
品

衛
生

（
選

）
疾

病
の

予
防

　
　

　
　

　
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑦
、

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

13

【
②

食
品

機
能

と
食

品
衛

生
】

51
6

　
１

）
炭

水
化

物
・

タ
ン

パ
ク

質
が

変
質

す
る

機
構

に
つ

い
て

説
明
で

き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

51
7

　
２

）
油

脂
が

変
敗

す
る

機
構

を
説

明
し

、
油

脂
の

変
質

試
験

を
実
施

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
食

品
衛

生
（

選
）

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

51
8

　
３

）
食

品
の

変
質

を
防

ぐ
方

法
（

保
存

法
）

を
説

明
で

き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

51
9

　
４

）
食

品
成

分
由

来
の

発
が

ん
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
生

成
機
構

を
説

明
で

き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

52
0

　
５

）
代

表
的

な
食

品
添

加
物

を
用

途
別

に
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
働
き

を
説

明
で

き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

52
1

  ６
）

特
別

用
途

食
品

と
保

健
機

能
食

品
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

52
2

  ７
）

食
品

衛
生

に
関

す
る

法
的

規
制

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

食
品

衛
生

（
選

）
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

50



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
③

食
中

毒
と

食
品

汚
染

】

52
3

１
）

代
表

的
な

細
菌

性
・

ウ
イ

ル
ス

性
食

中
毒

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
原

因
と

な
る

微
生

物
の

性
質

、
症

状
、

原
因

食
品

お
よ

び
予

防
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
食

品
衛

生
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

52
4

２
）

食
中

毒
の

原
因

と
な

る
代

表
的

な
自

然
毒

を
列

挙
し

、
そ

の
原

因
物

質
、

作
用

機
構

、
症

状
の

特
徴

を
説

明
で

き
る
。

食
品

衛
生

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

52
5

３
）

化
学

物
質

（
重

金
属

、
残

留
農

薬
な

ど
）

や
カ

ビ
に

よ
る

食
品

汚
染

の
具

体
例

を
挙

げ
、

ヒ
ト

の
健

康
に

及
ぼ

す
影
響

を
説

明
で

き
る

。

食
品

衛
生

（
選

）
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

実
習

Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

D
2　

環
境

（
１

）
化

学
物

質
・

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

【
①

化
学

物
質

の
毒

性
】

52
6

１
）

代
表

的
な

有
害

化
学

物
質

の
吸

収
、

分
布

、
代

謝
、

排
泄

の
基

本
的

な
プ

ロ
セ

ス
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

総
合

薬
学

演
習

52
7

　
２

）
肝

臓
、

腎
臓

、
神

経
な

ど
に

特
異

的
に

毒
性

を
示

す
代

表
的
な

化
学

物
質

を
列

挙
で

き
る

。
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

総
合

薬
学

演
習

52
8

３
）

重
金

属
、

PC
B
、

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

な
ど

の
代

表
的

な
有

害
化

学
物

質
や

農
薬

の
急

性
毒

性
、

慢
性

毒
性

の
特

徴
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

総
合

薬
学

演
習

52
9

４
）

重
金

属
や

活
性

酸
素

に
よ

る
障

害
を

防
ぐ

た
め

の
生

体
防

御
因

子
に

つ
い

て
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影
響

総
合

薬
学

演
習

53
0

　
５

）
薬

物
の

乱
用

に
よ

る
健

康
へ

の
影

響
に

つ
い

て
説

明
し

、
討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

53
1

　
６

）
代

表
的

な
中

毒
原

因
物

質
の

解
毒

処
置

法
を

説
明

で
き

る
。

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

53
2

　
７

）
代

表
的

な
中

毒
原

因
物

質
（

乱
用

薬
物

を
含

む
）

の
試

験
法
を

列
挙

し
、

概
説

で
き

る
。

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
総

合
薬

学
演

習

【
②

化
学

物
質

の
安

全
性

評
価

と
適

正
使

用
】

53
3

１
）

個
々

の
化

学
物

質
の

使
用

目
的

に
鑑

み
、

適
正

使
用

と
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態
度

）
実

習
Ⅳ

53
4

　
２

）
化

学
物

質
の

毒
性

を
評

価
す

る
た

め
の

主
な

試
験

法
を

列
挙
し

、
概

説
で

き
る

。
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

総
合

薬
学

演
習

53
5

３
）

毒
性

試
験

の
結

果
を

評
価

す
る

の
に

必
要

な
量

-反
応

関
係

、
閾

値
、

無
毒

性
量

（
N

O
A

E
L）

な
ど

に
つ

い
て
概

説
で

き
る

。
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

総
合

薬
学

演
習

53
6

　
４

）
化

学
物

質
の

安
全

摂
取

量
（

1日
許

容
摂

取
量

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

総
合

薬
学

演
習

53
7

５
）

有
害

化
学

物
質

に
よ

る
人

体
影

響
を

防
ぐ

た
め

の
法

的
規

制
（

化
審

法
、

化
管

法
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

総
合

薬
学

演
習

【
③

化
学

物
質

に
よ

る
発

が
ん

】

53
8

　
１

）
発

が
ん

性
物

質
な

ど
の

代
謝

的
活

性
化

の
機

構
を

列
挙

し
、
そ

の
反

応
機

構
を

説
明

で
き

る
。

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
総

合
薬

学
演

習

51
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薬
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コ
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キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

53
9

　
２

）
遺

伝
毒

性
試

験
（

A
m

es
試

験
な

ど
）

の
原

理
を

説
明

で
き

る
。

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
総

合
薬

学
演

習

54
0

３
）

発
が

ん
に

至
る

過
程

（
イ

ニ
シ

エ
ー

シ
ョ

ン
、

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
総

合
薬

学
演

習

【
④

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

】

54
1

　
１

）
電

離
放

射
線

を
列

挙
し

、
生

体
へ

の
影

響
を

説
明

で
き

る
。

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影
響

総
合

薬
学

演
習

54
2

　
２

）
代

表
的

な
放

射
性

核
種

（
天

然
、

人
工

）
と

生
体

と
の

相
互
作

用
を

説
明

で
き

る
。

物
質

の
構

造
と

放
射

線
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

総
合

薬
学

演
習

54
3

　
３

）
電

離
放

射
線

を
防

御
す

る
方

法
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
放

射
線

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
総

合
薬

学
演

習

54
4

　
４

）
非

電
離

放
射

線
（

紫
外

線
、

赤
外

線
な

ど
）

を
列

挙
し

、
生
体

へ
の

影
響

を
説

明
で

き
る

。
物

質
の

構
造

と
放

射
線

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
総

合
薬

学
演

習

（
２

）
生

活
環

境
と

健
康

【
①

地
球

環
境

と
生

態
系

】

54
5

　
１

）
地

球
規

模
の

環
境

問
題

の
成

因
、

人
に

与
え

る
影

響
に

つ
い
て

説
明

で
き

る
。

生
活

環
境

と
健

康
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

54
6

　
２

）
生

態
系

の
構

成
員

を
列

挙
し

、
そ

の
特

徴
と

相
互

関
係

を
説
明

で
き

る
。

生
活

環
境

と
健

康
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

54
7

　
３

）
化

学
物

質
の

環
境

内
動

態
（

生
物

濃
縮

な
ど

）
に

つ
い

て
例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
生

活
環

境
と

健
康

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

54
8

　
４

）
地

球
環

境
の

保
全

に
関

す
る

国
際

的
な

取
り

組
み

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
生

活
環

境
と

健
康

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響
実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

54
9

　
５

）
人

が
生

態
系

の
一

員
で

あ
る

こ
と

を
ふ

ま
え

て
環

境
問

題
を
討

議
す

る
。

（
態

度
）

生
活

環
境

と
健

康
実

習
Ⅳ

【
②

環
境

保
全

と
法

的
規

制
】

55
0

　
１

）
典

型
七

公
害

と
そ

の
現

状
、

お
よ

び
四

大
公

害
に

つ
い

て
説
明

で
き

る
。

生
活

環
境

と
健

康
総

合
薬

学
演

習

55
1

　
２

）
環

境
基

本
法

の
理

念
を

説
明

で
き

る
。

生
活

環
境

と
健

康
総

合
薬

学
演

習

55
2

３
）

環
境

汚
染

（
大

気
汚

染
、

水
質

汚
濁

、
土

壌
汚

染
な

ど
）

を
防

止
す

る
た

め
の

法
規

制
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

活
環

境
と

健
康

総
合

薬
学

演
習

【
③

水
環

境
】

55
3

　
１

）
原

水
の

種
類

を
挙

げ
、

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
生

活
環

境
と

健
康

総
合

薬
学

演
習

55
4

　
２

）
水

の
浄

化
法

、
塩

素
処

理
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

活
環

境
と

健
康

総
合

薬
学

演
習

55
5

　
３

）
水

道
水

の
水

質
基

準
の

主
な

項
目

を
列

挙
し

、
測

定
で

き
る
。

（
知

識
・

技
能

）
生

活
環

境
と

健
康

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

55
6

　
４

）
下

水
処

理
お

よ
び

排
水

処
理

の
主

な
方

法
に

つ
い

て
説

明
で
き

る
。

生
活

環
境

と
健

康
総

合
薬

学
演

習

52
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O
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目

55
7

　
５

）
水

質
汚

濁
の

主
な

指
標

を
列

挙
し

、
測

定
で

き
る

。
（

知
識
・

技
能

）
生

活
環

境
と

健
康

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

55
8

　
６

）
富

栄
養

化
の

原
因

と
そ

れ
に

よ
っ

て
も

た
ら

さ
れ

る
問

題
点
を

挙
げ

、
対

策
を

説
明

で
き

る
。

生
活

環
境

と
健

康
総

合
薬

学
演

習

【
④

大
気

環
境

】

55
9

　
１

）
主

な
大

気
汚

染
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

推
移

と
発

生
源

、
健
康

影
響

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
活

環
境

と
健

康
総

合
薬

学
演

習

56
0

　
２

）
主

な
大

気
汚

染
物

質
を

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

生
活

環
境

と
健

康
実

習
Ⅳ

56
1

  ３
）

大
気

汚
染

に
影

響
す

る
気

象
要

因
（

逆
転

層
な

ど
）

を
概

説
で

き
る

。
生

活
環

境
と

健
康

総
合

薬
学

演
習

【
⑤

室
内

環
境

】

56
2

　
１

）
室

内
環

境
を

評
価

す
る

た
め

の
代

表
的

な
指

標
を

列
挙

し
、
測

定
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

生
活

環
境

と
健

康
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

56
3

　
２

）
室

内
環

境
と

健
康

と
の

関
係

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
活

環
境

と
健

康
総

合
薬

学
演

習

【
⑥

廃
棄

物
】

56
4

　
１

）
廃

棄
物

の
種

類
と

処
理

方
法

を
列

挙
で

き
る

。
生

活
環

境
と

健
康

実
習

Ⅱ
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

56
5

　
２

）
廃

棄
物

処
理

の
問

題
点

を
列

挙
し

、
そ

の
対

策
を

説
明

で
き
る

。
生

活
環

境
と

健
康

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

56
6

  ３
）

マ
ニ

フ
ェ

ス
ト

制
度

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
活

環
境

と
健

康
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

E
　

医
療

薬
学

E
1　

薬
の

作
用

と
体

の
変

化

（
１

）
薬

の
作

用

【
①

薬
の

作
用

】

56
7

　
１

）
薬

の
用

量
と

作
用

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

56
8

２
）

ア
ゴ

ニ
ス

ト
（

作
用

薬
、

作
動

薬
、

刺
激

薬
）

と
ア

ン
タ

ゴ
ニ

ス
ト

（
拮

抗
薬

、
遮

断
薬

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

56
9

３
）

薬
物

が
作

用
す

る
し

く
み

に
つ

い
て

、
受

容
体

、
酵

素
、

イ
オ

ン
チ

ャ
ネ

ル
お

よ
び

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
ー

を
例

に
挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
人

体
の

成
り

立
ち

と
機

能
Ⅰ

A
/B

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

57
0

４
）

代
表

的
な

受
容

体
を

列
挙

し
、

刺
激

あ
る

い
は

遮
断

さ
れ

た
場

合
の

生
理

反
応

を
説

明
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

57
1

５
）

薬
物

の
作

用
発

現
に

関
連

す
る

代
表

的
な

細
胞

内
情

報
伝

達
系

を
列

挙
し

、
活

性
化

あ
る

い
は

抑
制

さ
れ

た
場

合
の
生

理
反

応
を

説
明

で
き

る
。

（
C

6(
6)
【

②
細

胞
内

情
報

伝
達

】
1.
～

 5
. 参

照
）

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

53
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57
2

６
）

薬
物

の
体

内
動

態
（

吸
収

、
分

布
、

代
謝

、
排

泄
）

と
薬

効
発

現
の

関
わ

り
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
（

E
4（

1）
【

②
吸

収
】

、
【

③
分

布
】

、
【

④
代

謝
】

、
【

⑤
排

泄
】

参
照

）
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

B

57
3

７
）

薬
物

の
選

択
（

禁
忌

を
含

む
）

、
用

法
、

用
量

の
変

更
が

必
要

と
な

る
要

因
（

年
齢

、
疾

病
、

妊
娠

等
）

に
つ

い
て
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

57
4

８
）

薬
理

作
用

に
由

来
す

る
代

表
的

な
薬

物
相

互
作

用
を

列
挙

し
、

そ
の

機
序

を
説

明
で

き
る

。
（

E
4（

1）
【

②
吸

収
】

5.
【

④
代

謝
】

5.
【

⑤
排

泄
】

5.
参

照
）

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

B

57
5

　
９

）
薬

物
依

存
性

、
耐

性
に

つ
い

て
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

総
合

薬
学

演
習

【
②

動
物

実
験

】

57
6

　
１

）
動

物
実

験
に

お
け

る
倫

理
に

つ
い

て
配

慮
で

き
る

。
（

態
度
）

実
習

Ⅳ

57
7

　
２

）
実

験
動

物
を

適
正

に
取

り
扱

う
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

実
習

Ⅳ

57
8

　
３

）
実

験
動

物
で

の
代

表
的

な
投

与
方

法
が

実
施

で
き

る
。

（
技
能

）
実

習
Ⅳ

【
③

日
本

薬
局

方
】

57
9

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
生

物
学

的
定

量
法

の
特

徴
を

説
明

で
き
る

。
薬

局
方

収
載

の
試

験
法

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

（
２

）
身

体
の

病
的

変
化

を
知

る

【
①

症
候

】

58
0

１
）

以
下

の
症

候
・

病
態

に
つ

い
て

、
生

じ
る

原
因

と
そ

れ
ら

を
伴

う
代

表
的

疾
患

を
挙

げ
、

患
者

情
報

を
も

と
に

疾
患
を

推
測

で
き

る
。

シ
ョ

ッ
ク

、
高

血
圧

、
低

血
圧

、
発

熱
、

け
い

れ
ん

、
意

識
障

害
・

失
神

、
チ

ア
ノ

ー
ゼ

、
脱

水
、

全
身

倦
怠

感
、

肥
満

・
や

せ
、

黄
疸

、
発

疹
、

貧
血

、
出

血
傾

向
、

リ
ン

パ
節

腫
脹

、
浮

腫
、

心
悸

亢
進

・
動

悸
、

胸
水

、
胸

痛
、

呼
吸

困
難

、
咳

・
痰

、
血

痰
・

喀
血

、
め

ま
い

、
頭

痛
、

運
動

麻
痺

・
不

随
意

運
動

・
筋

力
低

下
、

腹
痛

、
悪

心
・

嘔
吐

、
嚥

下
困

難
・

障
害

、
食

欲
不

振
、

下
痢

・
便

秘
、

吐
血

・
下

血
、

腹
部

膨
満

（
腹

水
を

含
む

）
、

タ
ン

パ
ク

尿
、

血
尿

、
尿

量
・

排
尿

の
異

常
、

月
経

異
常

、
関

節
痛

・
関

節
腫

脹
、

腰
背

部
痛

、
記

憶
障

害
、

知
覚

異
常

（
し

び
れ

を
含

む
）

・
神

経
痛

、
視

力
障

害
、

聴
力

障
害

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

総
合

薬
学

演
習

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

【
②

病
態

・
臨

床
検

査
】

58
1

　
１

）
尿

検
査

お
よ

び
糞

便
検

査
の

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

臨
床

検
査

総
合

薬
学

演
習

58
2

２
）

血
液

検
査

、
血

液
凝

固
機

能
検

査
お

よ
び

脳
脊

髄
液

検
査

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き
る

。
臨

床
検

査
総

合
薬

学
演

習

58
3

　
３

）
血

液
生

化
学

検
査

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所
見

を
説

明
で

き
る

。
臨

床
検

査
総

合
薬

学
演

習

58
4

　
４

）
免

疫
学

的
検

査
の

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見
を

説
明

で
き

る
。

臨
床

検
査

総
合

薬
学

演
習

54



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

58
5

　
５

）
動

脈
血

ガ
ス

分
析

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所
見

を
説

明
で

き
る

。
臨

床
検

査
総

合
薬

学
演

習

58
6

６
）

代
表

的
な

生
理

機
能

検
査

（
心

機
能

、
腎

機
能

、
肝

機
能

、
呼

吸
機

能
等

）
、

病
理

組
織

検
査

お
よ

び
画

像
検

査
の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

臨
床

検
査

分
析

技
術

の
臨

床
応

用
総

合
薬

学
演

習

58
7

　
７

）
代

表
的

な
微

生
物

検
査

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
臨

床
検

査
総

合
薬

学
演

習

58
8

８
）

代
表

的
な

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
臨

床
検

査
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e-

12
、

13

（
３

）
薬

物
治

療
の

位
置

づ
け

58
9

１
）

代
表

的
な

疾
患

に
お

け
る

薬
物

治
療

、
食

事
療

法
、

そ
の

他
の

非
薬

物
治

療
（

外
科

手
術

な
ど

）
の

位
置

づ
け

を
説

明
で

き
る

。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

食
品

衛
生

（
選

）
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

 
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

59
0

２
）

代
表

的
な

疾
患

に
お

け
る

薬
物

治
療

の
役

割
に

つ
い

て
、

病
態

、
薬

効
薬

理
、

薬
物

動
態

に
基

づ
い

て
討

議
す

る
。
（

知
識

・
技

能
）

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系

・
腎

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

消
化

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

中
枢

神
経

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅰ

（
選

）
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

（
４

）
医

薬
品

の
安

全
性

59
1

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
と

副
作

用
、

毒
性

と
の

関
連

に
つ

い
て

説
明
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

総
合

薬
学

演
習

59
2

　
２

）
薬

物
の

副
作

用
と

有
害

事
象

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

B

59
3

３
）

以
下

の
障

害
を

呈
す

る
代

表
的

な
副

作
用

疾
患

に
つ

い
て

、
推

定
さ

れ
る

原
因

医
薬

品
、

身
体

所
見

、
検

査
所

見
お
よ

び
対

処
方

法
を

説
明

で
き

る
。

 
血

液
障

害
・

電
解

質
異

常
、

肝
障

害
、

腎
障

害
、

消
化

器
障

害
、

循
環

器
障

害
、

精
神

障
害

、
皮

膚
障

害
、

呼
吸

器
障

害
、

薬
物

ア
レ

ル
ギ

ー
（

シ
ョ

ッ
ク

を
含

む
）

、
代

謝
障

害
、

筋
障

害

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
総

合
薬

学
演

習

59
4

　
４

）
代

表
的

薬
害

、
薬

物
乱

用
に

つ
い

て
、

健
康

リ
ス

ク
の

観
点
か

ら
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

実
習

Ⅳ

E
2　

薬
理

・
病

態
・

薬
物

治
療

（
１

）
神

経
系

の
疾

患
と

薬

【
①

自
律

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
】

55



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

59
5

１
）

交
感

神
経

系
に

作
用

し
、

そ
の

支
配

器
官

の
機

能
を

修
飾

す
る

代
表

的
な

薬
物

を
挙

げ
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

総
合

薬
学

演
習

59
6

２
）

副
交

感
神

経
系

に
作

用
し

、
そ

の
支

配
器

官
の

機
能

を
修

飾
す

る
代

表
的

な
薬

物
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主
な

副
作

用
を

説
明

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
総

合
薬

学
演

習

59
7

３
）

神
経

節
に

作
用

す
る

代
表

的
な

薬
物

を
挙

げ
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
を

説
明

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
総

合
薬

学
演

習

59
8

  ４
）

自
律

神
経

系
に

作
用

す
る

代
表

的
な

薬
物

の
効

果
を

動
物

実
験

で
測

定
で

き
る

。
（

技
能

）
実

習
Ⅳ

【
②

体
性

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
・

筋
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

59
9

１
）

知
覚

神
経

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
（

局
所

麻
酔

薬
な

ど
）

を
挙

げ
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
を

説
明
で

き
る

。
末

梢
神

経
系

に
作

用
す

る
薬

総
合

薬
学

演
習

60
0

２
）

運
動

神
経

系
に

作
用

す
る

代
表

的
な

薬
物

を
挙

げ
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
を

説
明

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
実

習
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

60
1

３
）

知
覚

神
経

、
運

動
神

経
に

作
用

す
る

代
表

的
な

薬
物

の
効

果
を

動
物

実
験

で
測

定
で

き
る

。
（

技
能

）
実

習
Ⅳ

60
2

　
４

）
以

下
の
疾

患
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
進

行
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

、
G

ui
lla

in
-B

ar
re
́
（

ギ
ラ

ン
・

バ
レ

ー
）

症
候

群
、

重
症

筋
無

力
症

（
重
複

）

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
総

合
薬

学
演

習

【
③

中
枢

神
経

系
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

60
3

１
）

全
身

麻
酔

薬
、

催
眠

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。

中
枢

神
経

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅰ

（
選

）
実

習
Ⅳ

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

60
4

２
）

麻
薬

性
鎮

痛
薬

、
非

麻
薬

性
鎮

痛
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床

適
用

（
W

H
O
三

段
階

除
痛

ラ
ダ

ー
を

含
む

）
を

説
明

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬

中
枢

神
経

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅰ

（
選

）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

60
5

  ３
）

中
枢

興
奮

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

60
6

４
）

統
合

失
調

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

中
枢

神
経

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅰ

（
選

）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

10

60
7

５
）

う
つ

病
、

躁
う

つ
病

（
双

極
性

障
害

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

中
枢

神
経

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅰ

（
選

）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

10

60
8

６
）

不
安

神
経

症
（

パ
ニ

ッ
ク

障
害

と
全

般
性

不
安

障
害

）
、

心
身

症
、

不
眠

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等
）

を
説

明
で

き
る

。

中
枢

神
経

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅰ

（
選

）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

56
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O
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該
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科
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60
9

７
）

て
ん

か
ん

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

61
0

８
）

脳
血

管
疾

患
（

脳
内

出
血

、
脳

梗
塞

（
脳

血
栓

、
脳

塞
栓

、
一

過
性

脳
虚

血
）

、
く

も
膜

下
出

血
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

 選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

61
1

９
）

Pa
rk

in
so

n（
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
）

病
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

61
2

10
）

認
知

症
（

A
lz

he
im

er
（

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
）

型
認

知
症

、
脳

血
管

性
認

知
症

等
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

61
3

11
）

片
頭

痛
に

つ
い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

61
4

  1
2）

中
枢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
物

の
効

果
を

動
物

実
験

で
測

定
で

き
る

。
（

技
能

）
実

習
Ⅳ

61
5

13
）

中
枢

神
経

系
疾

患
の

社
会

生
活

へ
の

影
響

お
よ

び
薬

物
治

療
の

重
要

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

臨
床

推
論

演
習

61
6

  1
4）

以
下

の
疾

患
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
脳

炎
・

髄
膜

炎
（

重
複

）
、

多
発

性
硬

化
症

（
重

複
）

、
筋

萎
縮

性
側

索
硬

化
症

、
N

ar
co

le
ps

y（
ナ

ル
コ

レ
プ

シ
ー

）
、

薬
物

依
存

症
、

ア
ル

コ
ー
ル

依
存

症

中
枢

神
経

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅰ

（
選

）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

61
7

１
）

神
経

系
の

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

関
連

を
概

説
で

き
る
。

中
枢

神
経

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅰ

（
選

）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

（
２

）
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

お
よ

び
骨

・
関

節
の

疾
患

と
薬

【
①

抗
炎

症
薬

】

61
8

１
）

抗
炎

症
薬

（
ス

テ
ロ

イ
ド

性
お

よ
び

非
ス

テ
ロ

イ
ド

性
）

お
よ

び
解

熱
性

鎮
痛

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

61
9

　
２

）
抗

炎
症

薬
の

作
用

機
序

に
基

づ
い

て
炎

症
に

つ
い

て
説

明
で
き

る
。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

57
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O
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該
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科

　
目

62
0

　
３

）
創

傷
治

癒
の

過
程

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
②

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

62
1

１
）

ア
レ

ル
ギ

ー
治

療
薬

（
抗

ヒ
ス

タ
ミ

ン
薬

、
抗

ア
レ

ル
ギ

ー
薬

等
）

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

62
2

２
）

免
疫

抑
制

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

62
3

３
）

以
下

の
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎

、
蕁

麻
疹

、
接

触
性

皮
膚

炎
、

ア
レ

ル
ギ

ー
性

鼻
炎

、
ア

レ
ル

ギ
ー

性
結

膜
炎

、
花

粉
症

、
消
化

管
ア

レ
ル

ギ
ー

、
気

管
支

喘
息

（
重

複
）

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

62
4

４
）

以
下

の
薬

物
ア

レ
ル

ギ
ー

に
つ

い
て

、
原

因
薬

物
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ

び
対

処
法

を
説

明
で

き
る
。

St
ev

en
s-

Jo
hn

so
n（

ス
テ

ィ
ー

ブ
ン

ス
-ジ

ョ
ン

ソ
ン

）
症

候
群

、
中

毒
性

表
皮

壊
死

症
（

重
複

）
、

薬
剤

性
過

敏
症

症
候

群
、

薬
疹

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

62
5

５
）

ア
ナ

フ
ィ

ラ
キ

シ
ー

シ
ョ

ッ
ク

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

62
6

６
）

以
下

の
疾

患
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

尋
常

性
乾

癬
、

水
疱

症
、

光
線

過
敏

症
、

ベ
ー

チ
ェ

ッ
ト

病

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

62
7

７
）

以
下

の
臓

器
特

異
的

自
己

免
疫

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
バ

セ
ド

ウ
病

（
重

複
）

、
橋

本
病

（
重

複
）

、
悪

性
貧

血
(重

複
）

、
ア

ジ
ソ

ン
病

、
1型

糖
尿

病
（

重
複

）
、

重
症

筋
無

力
症

、
多

発
性

硬
化

症
、

特
発

性
血

小
板

減
少

性
紫

斑
病

、
自

己
免

疫
性

溶
血

性
貧

血
（

重
複

）
、

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

62
8

８
）

以
下

の
全

身
性

自
己

免
疫

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
全

身
性

エ
リ
テ

マ
ト

ー
デ

ス
、

強
皮

症
、

多
発

筋
炎

／
皮

膚
筋

炎
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

（
重

複
）

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

62
9

９
）

臓
器

移
植

（
腎

臓
、

肝
臓

、
骨

髄
、

臍
帯

血
、

輸
血

）
に

つ
い

て
、

拒
絶

反
応

お
よ

び
移

植
片

対
宿

主
病

（
G

V
H

D
）

の
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

58



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
③

骨
・

関
節

・
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

63
0

１
）

関
節

リ
ウ

マ
チ

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

63
1

２
）

骨
粗

鬆
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

63
2

３
）

変
形

性
関

節
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

63
3

４
）

カ
ル

シ
ウ

ム
代

謝
の

異
常

を
伴

う
疾

患
（

副
甲

状
腺

機
能

亢
進

（
低

下
）

症
、

骨
軟

化
症

（
く

る
病

を
含

む
）

、
悪

性
腫

瘍
に

伴
う

高
カ

ル
シ

ウ
ム

血
症

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

63
4

１
）

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

（
３

）
循

環
器

系
・

血
液

系
・

造
血

器
系

・
泌

尿
器

系
・

生
殖

器
系

の
疾

患
と

薬

【
①

循
環

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

63
5

１
）

以
下

の
不

整
脈

お
よ

び
関

連
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

不
整

脈
の

例
示

：
上

室
性

期
外

収
縮

（
PA

C
）

、
心

室
性

期
外

収
縮

（
PV

C
）

、
心

房
細

動

（
A

f）
、

発
作

性
上

室
頻

拍
（

PS
V

T)
、

W
PW

症
候

群
、

心
室

頻
拍

（
V

T）
、

心
室

細
動

（
V

f）
、

房
室

ブ
ロ

ッ
ク

、
Q

T延
長

症
候

群

循
環

器
系

・
腎

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

63
6

２
）

急
性

お
よ

び
慢

性
心

不
全

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

循
環

器
系

・
腎

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

63
7

３
）

虚
血

性
心

疾
患

（
狭

心
症

、
心

筋
梗

塞
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

循
環

器
系

・
腎

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

63
8

４
）

以
下

の
高

血
圧

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
本

態
性

高
血
圧

症
、

二
次

性
高

血
圧

症
（

腎
性

高
血

圧
症

、
腎

血
管

性
高

血
圧

症
を

含
む

）

循
環

器
系

・
腎

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

実
習

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習

63
9

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
　

　
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
（

A
SO

）
、

心
原

性
シ

ョ
ッ

ク
、

弁
膜

症
、

先
天

性
心

疾
患

循
環

器
系

・
腎

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

64
0

　
６

）
循

環
器

系
に

作
用

す
る

薬
物

の
効

果
を

動
物

実
験

で
測

定
で
き

る
。

（
技

能
）

実
習

Ⅳ

【
②

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

64
1

　
１

）
止

血
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
血

液
・

造
血

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

59



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

64
2

２
）

抗
血

栓
薬

、
抗

凝
固

薬
お

よ
び

血
栓

溶
解

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説
明

で
き

る
。

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習

64
3

３
）

以
下

の
貧

血
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
鉄

欠
乏

性
貧

血
、

巨
赤

芽
球

性
貧

血
(悪

性
貧

血
等

）
、

再
生

不
良

性
貧

血
、

自
己

免
疫

性
溶

血

性
貧

血
（

A
IH

A
）

、
腎

性
貧

血
、

鉄
芽

球
性

貧
血

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習

64
4

　
４

）
播

種
性

血
管

内
凝

固
症

候
群

（
D

IC
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習

64
5

５
）

以
下

の
疾

患
に

つ
い

て
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
血

友
病

、
血

栓
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
（

TT
P）

、
白

血
球

減
少

症
、

血
栓

塞
栓

症
、

白
血

病
（

重
複

）
、

悪
性

リ
ン

パ
腫

（
重

複
）

（
E

2（
7）

【
⑧

悪
性

腫
瘍

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
参

照
）

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習

【
③

泌
尿

器
系

、
生

殖
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
薬

物
治

療
】

64
6

　
１

）
利

尿
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習

64
7

２
）

急
性

お
よ

び
慢

性
腎

不
全

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

64
8

３
）

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
症

候
群

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

64
9

４
）

過
活

動
膀

胱
お

よ
び

低
活

動
膀

胱
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

65
0

５
）

以
下

の
泌

尿
器

系
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
慢

性
腎

臓
病

（
C

K
D
）

、
糸

球
体

腎
炎

（
重

複
）

、
糖

尿
病

性
腎

症
（

重
複

）
、

薬
剤

性
腎

症
（

重
複

）
、

腎
盂

腎
炎

（
重

複
）

、
膀

胱
炎

（
重

複
）

、
尿

路
感

染
症

（
重

複
）

、
尿

路
結

石

循
環

器
系

・
腎

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

65
1

６
）

以
下

の
生

殖
器

系
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
前

立
腺

肥
大
症

、
子

宮
内

膜
症

、
子

宮
筋

腫

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

65
2

７
）

妊
娠

・
分

娩
・

避
妊

に
関

連
し

て
用

い
ら

れ
る

薬
物

に
つ

い
て

、
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

65
3

　
８

）
以

下
の

生
殖

器
系

疾
患

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

異
常

妊
娠

、
異

常
分

娩
、

不
妊

症

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

循
環

器
系

・
腎

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

60



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

65
4

１
）

循
環

系
・

泌
尿

器
系

・
生

殖
器

系
疾

患
の

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物
動

態
）

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

循
環

器
系

・
腎

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

（
４

）
呼

吸
器

系
・

消
化

器
系

の
疾

患
と

薬

【
①

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

65
5

１
）

気
管

支
喘

息
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習

65
6

２
）

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

お
よ

び
喫

煙
に

関
連

す
る

疾
患

（
ニ

コ
チ

ン
依

存
症

を
含

む
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

実
習

Ⅳ

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習

65
7

３
）

間
質

性
肺

炎
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習

65
8

４
）

鎮
咳

薬
、

去
痰

薬
、

呼
吸

興
奮

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る
。

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
②

消
化

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

65
9

１
）

以
下

の
上

部
消

化
器

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

胃
食

道
逆

流
症

（
逆

流
性

食
道

炎
を

含
む

）
、

消
化

性
潰

瘍
、

胃
炎

消
化

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

66
0

２
）

炎
症

性
腸

疾
患

（
潰

瘍
性

大
腸

炎
、

ク
ロ

ー
ン

病
等

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

消
化

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

66
1

３
）

肝
疾

患
（

肝
炎

、
肝

硬
変

（
ウ

イ
ル

ス
性

を
含

む
）

、
薬

剤
性

肝
障

害
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

消
化

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

66
2

４
）

膵
炎

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

消
化

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

66
3

５
）

胆
道

疾
患

（
胆

石
症

、
胆

道
炎

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

消
化

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

66
4

６
）

機
能

性
消

化
管

障
害

（
過

敏
性

腸
症

候
群

を
含

む
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る
。

消
化

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

66
5

７
）

便
秘

・
下

痢
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習

66
6

８
）

悪
心

・
嘔

吐
に

つ
い

て
、

治
療

薬
お

よ
び

関
連

薬
物

（
催

吐
薬

）
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

消
化

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

66
7

９
）

痔
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習

61



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】

66
8

１
）

呼
吸

器
系

・
消

化
器

系
の

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

関
連
を

概
説

で
き

る
。

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

（
５

）
代

謝
系

・
内

分
泌

系
の

疾
患

と
薬

【
①

代
謝

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

66
9

１
）

糖
尿

病
と

そ
の

合
併

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習

67
0

２
）

脂
質

異
常

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

D

67
1

３
）

高
尿

酸
血

症
・

痛
風

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
②

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

67
2

１
）

性
ホ

ル
モ

ン
関

連
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

67
3

２
）

B
as

ed
ow

（
バ

セ
ド

ウ
）

病
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

67
4

３
）

甲
状

腺
炎

（
慢

性
（

橋
本

病
）

、
亜

急
性

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

67
5

４
）

尿
崩

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

67
6

　
５

）
以

下
の

疾
患
に

つ
い

て
説

明
で
き

る
。

先
端

巨
大

症
、

高
プ

ロ
ラ

ク
チ

ン
血

症
、

下
垂

体
機

能
低

下
症

、
A

D
H
不

適
合

分
泌

症
候

群

（
SI

A
D

H
）

、
副

甲
状

腺
機

能
亢

進
症

•低
下

症
、

C
us

hi
ng

（
ク
ッ

シ
ン

グ
）

症
候

群
、

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
症

、
褐

色
細

胞
腫

、
副

腎
不

全
（

急
性

、
慢

性
）

、
子

宮
内

膜
症

（
重

複
）

、
ア

ジ
ソ

ン
病

（
重

複
）

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】

67
7

１
）

代
謝

系
・

内
分

布
系

の
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

の
関

連
を
概

説
で

き
る

。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

62



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

（
６

）
感

覚
器

・
皮

膚
の

疾
患

と
薬

【
①

眼
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

67
8

１
）

緑
内

障
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
総

合
薬

学
演

習

67
9

２
）

白
内

障
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
総

合
薬

学
演

習

68
0

３
）

加
齢

性
黄

斑
変

性
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
末

梢
神

経
系

に
作

用
す

る
薬

総
合

薬
学

演
習

68
1

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

 
　

　
　

結
膜

炎
（

重
複

）
、

網
膜

症
、

ぶ
ど

う
膜

炎
、

網
膜

色
素

変
性

症
末

梢
神

経
系

に
作

用
す

る
薬

総
合

薬
学

演
習

【
②

耳
鼻

咽
喉

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

68
2

１
）

め
ま

い
（

動
揺

病
、

M
en

ie
re
（

メ
ニ

エ
ー

ル
）

病
等

）
に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る
。

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

68
3

　
２

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

 
ア

レ
ル

ギ
ー

性
鼻

炎
（

重
複

）
、

花
粉

症
（

重
複

）
、

副
鼻

腔
炎

（
重

複
）

、
中

耳
炎

（
重

複
）

、
口

内
炎

・
咽

頭
炎

・
扁

桃
腺

炎
(重

複
)、

喉
頭

蓋
炎

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
③

皮
膚

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

68
4

１
）

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
（

E
2

（
2）

【
②

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
の
薬

、
病

態
、

治
療

】
参
照

）

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

68
5

２
）

皮
膚

真
菌

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

（
E

2（
7）

【
⑤

真

菌
感

染
症

の
薬

、
病
態

、
治

療
】

 参
照

）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

68
6

３
）

褥
瘡

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

68
7

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

蕁
麻

疹
（

重
複

）
、

薬
疹

（
重

複
）

、
水

疱
症

（
重

複
）

、
乾

癬
(重

複
）

、
接

触
性

皮
膚

炎

（
重

複
）

、
光

線
過

敏
症

（
重

複
)

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

68
8

１
）

感
覚

器
・

皮
膚

の
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

の
関

連
を

概
説
で

き
る

。
末

梢
神

経
系

に
作

用
す

る
薬

総
合

薬
学

演
習

（
７

）
病

原
微

生
物

（
感

染
症

）
・

悪
性

新
生

物
（

が
ん

）
と

薬

【
①

抗
菌

薬
】

68
9

１
）

以
下

の
抗

菌
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

抗
菌

ス
ペ

ク
ト

ル
、

主
な

副
作

用
、

相
互

作
用

、
組

織
移

行
性

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
β-
ラ

ク
タ

ム
系

、
テ

ト
ラ

サ
イ

ク
リ

ン
系

、
マ

ク
ロ

ラ
イ

ド
系

、
ア

ミ
ノ

配
糖

体
（

ア
ミ

ノ
グ

リ

コ
シ

ド
）

系
、

キ
ノ

ロ
ン

系
、

グ
リ

コ
ペ

プ
チ

ド
系

、
抗

結
核

薬
、

サ
ル

フ
ァ

剤
（

ST
合

剤
を

含
む

）
、

そ
の

他
の

抗
菌

薬

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

69
0

２
）

細
菌

感
染

症
に

関
係

す
る

代
表

的
な

生
物

学
的

製
剤

（
ワ

ク
チ

ン
等

）
を

挙
げ

、
そ

の
作

用
機

序
を

説
明

で
き

る
。

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

63



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
②

抗
菌

薬
の

耐
性

】

69
1

　
１

）
主

要
な

抗
菌

薬
の

耐
性

獲
得

機
構

お
よ

び
耐

性
菌

出
現

へ
の
対

応
を

説
明

で
き

る
。

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
③

細
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

69
2

１
）

以
下

の
呼

吸
器

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

お
よ

び
薬

物
治

療
（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
上

気
道

炎
（

か
ぜ

症
候

群
（

大
部

分
が

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

を
含

む
）

、
気

管
支

炎
、

扁
桃

炎
、

細
菌

性
肺

炎
、

肺
結

核
、

レ
ジ

オ
ネ

ラ
感

染
症

、
百

日
咳

、
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

肺
炎

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

69
3

２
）

以
下

の
消

化
器

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説
明

で
き

る
。

急
性

虫
垂

炎
、

胆
囊

炎
、

胆
管

炎
、

病
原

性
大

腸
菌

感
染

症
、

食
中

毒
、

ヘ
リ

コ
バ

ク
タ

ー
・

ピ
ロ

リ
感

染
症

、
赤
痢

、
コ

レ
ラ

、
腸

チ
フ

ス
、

パ
ラ

チ
フ

ス
、

偽
膜

性
大

腸
炎

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

69
4

３
）

以
下

の
感

覚
器

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き
る

。
　

　
　

副
鼻

腔
炎

、
中

耳
炎

、
結

膜
炎

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

69
5

４
）

以
下

の
尿

路
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明
で

き
る

。
　

　
　

腎
盂

腎
炎

、
膀

胱
炎

、
尿

道
炎

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

69
6

５
）

以
下

の
性

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

、
予

防
方

法
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

梅
毒

、
淋

病
、

ク
ラ

ミ
ジ

ア
症

等

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

69
7

６
）

脳
炎

、
髄

膜
炎

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き
る

。
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

69
8

７
）

以
下

の
皮

膚
細

菌
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

伝
染

性
膿

痂
疹

、
丹

毒
、

癰
、

毛
囊

炎
、

ハ
ン

セ
ン

病

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

69
9

８
）

感
染

性
心

内
膜

炎
、

胸
膜

炎
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

 を
説

明
で

き
る

。
感

染
症

の
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習

70
0

９
）

以
下

の
薬

剤
耐

性
菌

に
よ

る
院

内
感

染
に

つ
い

て
、

感
染

経
路

と
予

防
方

法
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
M

R
SA

、
V

R
E
、

セ
ラ

チ
ア

、
緑

膿
菌

等

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

16

70
1

10
）

以
下

の
全

身
性

細
菌

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
ジ

フ
テ

リ
ア

、
劇

症
型

A
群
β溶

血
性

連
鎖

球
菌

感
染

症
、

新
生

児
B
群

連
鎖

球
菌

感
染

症
、

破
傷

風
、

敗
血

症

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
④

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
お

よ
び

プ
リ

オ
ン

病
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

70
2

１
）

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
（

単
純

ヘ
ル

ペ
ス

、
水

痘
・

帯
状

疱
疹

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

予
防

方
法

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

70
3

２
）

サ
イ

ト
メ

ガ
ロ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

64
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訂
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・
コ
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キ

ュ
ラ
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SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

70
4

３
）

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

70
5

４
）

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
（

H
A

V
、

H
B

V
、

H
C

V
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

（
急

性
肝

炎
、

慢
性

肝
炎

、
肝

硬
変

、
肝

細
胞

が
ん

）
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
（

重
複

）

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

70
6

５
）

後
天

性
免

疫
不

全
症

候
群

（
A

ID
S）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明
で
き

る
。

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

感
染

症
の

薬
物

治
療

70
7

６
）

以
下

の
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

（
プ

リ
オ

ン
病

を
含

む
）

に
つ

い
て

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
伝

染
性

紅
斑

（
リ

ン
ゴ

病
）

、
手

足
口

病
、

伝
染

性
単

核
球

症
、

突
発

性
発

疹
、

咽
頭

結
膜

熱
、

ウ
イ

ル
ス

性
下

痢
症

、
麻

疹
、

風
疹

、
流

行
性

耳
下

腺
炎

、
風

邪
症

候
群

、
C

re
ut

zf
el

dt
-J

ak
ob

（
ク

ロ
イ

ツ
フ

ェ
ル

ト
-ヤ

コ
ブ

）
病

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
⑤

真
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

70
8

　
１

）
抗

真
菌

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

70
9

２
）

以
下

の
真

菌
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
皮

膚
真

菌
症

、
カ

ン
ジ

ダ
症

、
ニ

ュ
ー

モ
シ

ス
チ

ス
肺

炎
、

肺
ア

ス
ペ

ル
ギ

ル
ス

症
、

ク
リ

プ
ト

コ
ッ
ク

ス
症

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
⑥

原
虫

・
寄

生
虫

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

71
0

１
）

以
下

の
原

虫
感

染
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

マ
ラ

リ
ア

、
ト

キ
ソ

プ
ラ

ズ
マ

症
、

ト
リ

コ
モ

ナ
ス

症
、

ア
メ

ー
バ

赤
痢

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

71
1

２
）

以
下

の
寄

生
虫

感
染

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

回
虫

症
、

蟯
虫

症
、

ア
ニ

サ
キ

ス
症

病
原

微
生

物
と

感
染

症
（

選
）

感
染

症
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

【
⑦

悪
性

腫
瘍

】

71
2

　
１

）
腫

瘍
の

定
義

（
良

性
腫

瘍
と

悪
性

腫
瘍

の
違

い
）

を
説

明
で
き

る
。

臨
床

検
査

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

71
3

　
２

）
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

以
下

の
項

目
を

概
説

で
き

る
。

組
織

型
分

類
お

よ
び

病
期

分
類

、
悪

性
腫

瘍
の

検
査

（
細

胞
診

、
組

織
診

、
画

像
診

断
、

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

（
腫

瘍
関

連
の

変
異

遺
伝

子
、

遺
伝

子
産

物
を

含
む

）
）

、
悪

性
腫

瘍
の

疫
学

（
が

ん
罹

患
の

現
状

お
よ

び
が

ん
死

亡
の

現
状

）
、

悪
性

腫
瘍

の
リ

ス
ク

お
よ

び
予

防
要

因

臨
床

検
査

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14

71
4

　
３

）
悪

性
腫

瘍
の

治
療

に
お

け
る

薬
物

治
療

の
位

置
づ

け
を

概
説
で

き
る

。
臨

床
検

査
化

学
物

質
の

生
体

へ
の

影
響

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14
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【
⑧

悪
性

腫
瘍

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

71
5

１
）

以
下

の
抗

悪
性

腫
瘍

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

、
相

互
作

用
、

組
織

移
行

性
）

お
よ

び
臨

床
適
用

を
説

明
で

き
る

。
ア

ル
キ

ル
化

薬
、

代
謝

拮
抗

薬
、

抗
腫

瘍
抗

生
物

質
、

微
小

管
阻

害
薬

、
ト

ポ
イ

ソ
メ

ラ
ー

ゼ
阻

害
薬

、
抗

腫
瘍

ホ
ル

モ
ン

関
連

薬
、

白
金

製
剤

、
分

子
標

的
治

療
薬

、
そ

の
他

の
抗

悪
性

腫
瘍

薬

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

71
6

　
２

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
に

対
す

る
耐

性
獲

得
機

構
を

説
明

で
き

る
。

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

71
7

３
）

抗
悪

性
腫

瘍
薬

の
主

な
副

作
用

（
下

痢
、

悪
心

・
嘔

吐
、

白
血

球
減

少
、

皮
膚

障
害

（
手

足
症

候
群

を
含

む
）

、
血
小

板
減

少
等

）
の

軽
減

の
た

め
の

対
処

法
を

説
明

で
き

る
。

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14

71
8

４
）

代
表

的
な

が
ん

化
学

療
法

の
レ

ジ
メ

ン
（

FO
LF

O
X等

）
に

つ
い

て
、

構
成

薬
物

お
よ

び
そ

の
役

割
、

副
作

用
、

対
象

疾
患

を
概

説
で

き
る

。

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14

71
9

５
）

以
下

の
白

血
病

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

急
性

（
慢

性
）

骨
髄

性
白

血
病

、
急

性
（

慢
性

）
リ

ン
パ

性
白

血
病

、
成

人
T
細

胞
白

血
病

（
A

TL
）

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習

72
0

６
）

悪
性

リ
ン

パ
腫

お
よ

び
多

発
性

骨
髄

腫
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習

72
1

７
）

骨
肉

腫
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
末

梢
神

経
系

に
作

用
す

る
薬

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

72
2

８
）

以
下

の
消

化
器

系
の

悪
性

腫
瘍

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

胃
癌

、
食

道
癌

、
肝

癌
、

大
腸

癌
、

胆
囊

・
胆

管
癌

、
膵

癌

消
化

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

72
3

９
）

肺
癌

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14

72
4

10
）

以
下

の
頭

頸
部

お
よ

び
感

覚
器

の
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

脳
腫

瘍
、

網
膜

芽
細

胞
腫

、
喉

頭
、

咽
頭

、
鼻

腔
・

副
鼻

腔
、

口
腔

の
悪

性
腫

瘍

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

72
5

11
）

以
下

の
生

殖
器

の
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

前
立

腺
癌

、
子

宮
癌

、
卵

巣
癌

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習
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6

12
）

腎
・

尿
路

系
の

悪
性

腫
瘍

（
腎

癌
、

膀
胱

癌
）

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

72
7

13
）

乳
癌

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

生
体

機
能

の
調

節
Ⅱ

生
殖

器
系

・
内

分
泌

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
（

選
）

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
⑨

が
ん

終
末

期
医

療
と

緩
和

ケ
ア

】

72
8

　
１

）
が

ん
終

末
期

の
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
と

治
療

を
説
明

で
き

る
。

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

８

72
9

２
）

が
ん

性
疼

痛
の

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

と
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

８

【
⑩

化
学

構
造

と
薬

効
】

73
0

１
）

病
原

微
生

物
・

悪
性

新
生

物
が

関
わ

る
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動
態

）
の

関
連

を
概

説
で

き
る

。
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習
感

染
症

の
薬

物
治

療

（
８

）
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

と
ゲ

ノ
ム

情
報

【
①

組
換

え
体

医
薬

品
】

73
1

　
１

）
組

換
え

体
医

薬
品

の
特

色
と

有
用

性
を

説
明

で
き

る
。

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

73
2

　
２

）
代

表
的

な
組

換
え

体
医

薬
品

を
列

挙
で

き
る

。
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

73
3

  ３
）

組
換

え
体

医
薬

品
の

安
全

性
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
②

遺
伝

子
治

療
】

73
4

１
）

遺
伝

子
治

療
の

原
理

、
方

法
と

手
順

、
現

状
、

お
よ

び
倫

理
的

問
題

点
を

概
説

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
ゲ

ノ
ム

情
報

と
創

薬
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

（
選

）
総

合
薬

学
演

習

【
③

細
胞

、
組

織
を

利
用

し
た

移
植

医
療

】

73
5

１
）

移
植

医
療

の
原

理
、

方
法

と
手

順
、

現
状

お
よ

び
ゲ

ノ
ム

情
報

の
取

り
扱

い
に

関
す

る
倫

理
的

問
題

点
を

概
説

で
き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

73
6

　
２

）
摘

出
お

よ
び

培
養

組
織

を
用

い
た

移
植

医
療

に
つ

い
て

説
明
で

き
る

。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

73
7

３
）

臍
帯

血
、

末
梢

血
お

よ
び

骨
髄

に
由

来
す

る
血

液
幹

細
胞

を
用

い
た

移
植

医
療

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

67
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73
8

４
）

胚
性

幹
細

胞
（

E
S細

胞
）

、
人

工
多

能
性

幹
細

胞
（

iP
S細

胞
）

を
用

い
た

細
胞

移
植

医
療

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

（
９

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

と
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

73
9

１
）

地
域

に
お

け
る

疾
病

予
防

、
健

康
維

持
増

進
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

た
め

に
薬

剤
師

が
果

た
す

役
割

を
概
説

で
き

る
。

地
域

薬
局

疾
病

の
予

防
総

合
薬

学
演

習

74
0

２
）

要
指

導
医

薬
品

お
よ

び
一

般
用

医
薬

品
（

リ
ス

ク
の

程
度

に
応

じ
た

区
分

（
第

一
類

、
第

二
類

、
第

三
類

）
も

含
む

）
に

つ
い

て
説

明
し

、
各

分
類

に
含

ま
れ

る
代

表
的

な
製

剤
を

列
挙

で
き

る
。

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

74
1

３
）

代
表

的
な

症
候

に
つ

い
て

、
関

連
す

る
頻

度
の

高
い

疾
患

、
見

逃
し

て
は

い
け

な
い

疾
患

を
列

挙
で

き
る

。
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習

74
2

４
）

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
の

選
択

、
受

診
勧

奨
の

要
否

を
判

断
す

る
た

め
に

必
要

な
患

者
情

報
を

収
集

で
き
る

。
（

技
能

）
地

域
薬

局

74
3

５
）

以
下

の
疾

患
・

症
候

に
対

す
る

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

用
い

る
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

等
に

含
ま
れ

る
成

分
・

作
用

・
副

作
用

を
列

挙
で

き
る

。
発

熱
、

痛
み

、
か

ゆ
み

、
消

化
器

症
状

、
呼

吸
器

症
状

、
ア

レ
ル

ギ
ー

、
細

菌
・

真
菌

感
染

症
、

生
活

習
慣

病
　
等

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

74
4

６
）

主
な

養
生

法
（

運
動

・
食

事
療

法
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
保

健
機

能
食

品
を

含
む

）
と

そ
の

健
康

の
保

持
・

促
進

に
お
け

る
意

義
を

説
明

で
き

る
。

食
品

衛
生

（
選

）
地

域
薬

局
疾

病
の

予
防

総
合

薬
学

演
習

74
5

７
）

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
と

医
療

用
医

薬
品

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

保
健

機
能

食
品

等
と

の
代

表
的

な
相

互
作
用

を
説

明
で

き
る

。
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習

74
6

８
）

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
等

に
よ

る
治

療
効

果
と

副
作

用
を

判
定

す
る

た
め

の
情

報
を

収
集

し
評

価
で

き
る
。

（
技

能
）

地
域

薬
局

（
10

）
医

療
の

中
の

漢
方

薬

【
①

漢
方

薬
の

基
礎

】

74
7

　
１

）
漢

方
の

特
徴

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
漢

方
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑤

74
8

　
２

）
以

下
の

漢
方

の
基

本
用

語
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

陰
陽

、
虚

実
、

寒
熱

、
表

裏
、

気
血

水
、

証
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

漢
方

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

PC
総

合
演

習
⑤

74
9

  ３
）

配
合

生
薬

の
組

み
合

わ
せ

に
よ

る
漢

方
薬

の
系

統
的

な
分

類
が

説
明

で
き

る
。

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
漢

方
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑤

75
0

４
）

漢
方

薬
と

西
洋

薬
、

民
間

薬
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
保

健
機

能
食

品
な

ど
と

の
相

違
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

PC
総

合
演

習
⑤

【
②

漢
方

薬
の

応
用

】

75
1

　
１

）
漢

方
医

学
に

お
け

る
診

断
法

、
体

質
や

病
態

の
捉

え
方

、
治
療

法
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

漢
方

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

PC
総

合
演

習
⑤
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75
2

２
）

日
本

薬
局

方
に

収
載

さ
れ

る
漢

方
薬

の
適

応
と

な
る

証
、

症
状

や
疾

患
に

つ
い

て
例

示
し

て
説

明
で

き
る

。
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

漢
方

薬
物

治
療

実
習

Ⅲ
(漢

方
・

生
薬

)
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑤

75
3

　
３

）
現

代
医

療
に

お
け

る
漢

方
薬

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
漢

方
薬

物
治

療
総

合
薬

学
演

習
PC

総
合

演
習

⑤

【
③

漢
方

薬
の

注
意

点
】

75
4

　
１

）
漢

方
薬

の
副

作
用

と
使

用
上

の
注

意
点

を
例

示
し

て
説

明
で
き

る
。

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
漢

方
薬

物
治

療
実

習
Ⅲ

(漢
方

・
生

薬
)

総
合

薬
学

演
習

PC
総

合
演

習
⑤

（
11

）
薬

物
治

療
の

最
適

化

【
①

総
合

演
習

】

75
5

１
）

代
表

的
な

疾
患

の
症

例
に

つ
い

て
、

患
者

情
報

お
よ

び
医

薬
品

情
報

な
ど

の
情

報
に

基
づ

い
て

薬
物

治
療

の
最

適
化
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

D

75
6

２
）

過
剰

量
の

医
薬

品
に

よ
る

副
作

用
へ

の
対

応
（

解
毒

薬
を

含
む

）
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

末
梢

神
経

に
作

用
す

る
薬

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

75
7

３
）

長
期

療
養

に
付

随
す

る
合

併
症

を
列

挙
し

、
そ

の
薬

物
治

療
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
生

命
倫

理
臨

床
推

論
演

習
事

前
学

習

E
3 
薬

物
治

療
に

役
立

つ
情

報

（
１

）
医

薬
品

情
報

【
①

情
報

】

75
8

　
１

）
医

薬
品

を
使

用
し

た
り

取
り

扱
う

上
で

、
必

須
の

医
薬

品
情
報

を
列

挙
で

き
る

。

臨
床

推
論

演
習

実
習

Ⅴ
事

前
学

習
総

合
薬

学
演

習

75
9

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
関

わ
っ

て
い

る
職

種
を

列
挙

し
、

そ
の

役
割
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
臨

床
推

論
演

習
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

76
0

３
）

医
薬

品
（

後
発

医
薬

品
等

を
含

む
）

の
開

発
過

程
で

行
わ

れ
る

試
験

（
非

臨
床

試
験

、
臨

床
試

験
、

安
定

性
試

験
等
）

と
得

ら
れ

る
医

薬
品

情
報

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

76
1

４
）

医
薬

品
の

市
販

後
に

行
わ

れ
る

調
査

・
試

験
と

得
ら

れ
る

医
薬

品
情

報
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

76
2

５
）

医
薬

品
情

報
に

関
係

す
る

代
表

的
な

法
律

・
制

度
（

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
、

G
C

P、
G

V
P、

G
PS

P、
R

M
P
な

ど
）

と
レ

ギ
ュ

ラ
ト

リ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

医
薬

品
の

安
定

供
給

と
社

会
保

障
制

度
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
法

規
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

【
②

情
報

源
】

76
3

　
１

）
医

薬
品

情
報

源
の

一
次

資
料

、
二

次
資

料
、

三
次

資
料

の
分
類

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

69



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

76
4

２
）

医
薬

品
情

報
源

と
し

て
代

表
的

な
二

次
資

料
、

三
次

資
料

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
特

徴
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

76
5

３
）

厚
生

労
働

省
、

医
薬

品
医

療
機

器
総

合
機

構
、

製
薬

企
業

な
ど

の
発

行
す

る
資

料
を

列
挙

し
、

概
説

で
き

る
。

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

76
6

　
４

）
医

薬
品

添
付

文
書

（
医

療
用

、
一

般
用

）
の

法
的

位
置

づ
け
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

76
7

５
）

医
薬

品
添

付
文

書
（

医
療

用
、

一
般

用
）

の
記

載
項

目
（

警
告

、
禁

忌
、

効
能

・
効

果
、

用
法

・
用

量
、

使
用

上
の

注
意

な
ど

）
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

意
味

や
記

載
す

べ
き

内
容

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

76
8

６
）

医
薬

品
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
フ

ォ
ー

ム
の

位
置

づ
け

と
医

薬
品

添
付

文
書

と
の

違
い

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

【
③

収
集

・
評

価
・

加
工

・
提

供
・

管
理

】

76
9

１
）

目
的

（
効

能
効

果
、

副
作

用
、

相
互

作
用

、
薬

剤
鑑

別
、

妊
婦

へ
の

投
与

、
中

毒
な

ど
）

に
合

っ
た

適
切

な
情

報
源

を
選

択
し

、
必

要
な

情
報

を
検

索
、

収
集

で
き

る
。

（
技

能
）

実
習

Ⅴ
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

77
0

２
）

M
E

D
LI

N
E
な

ど
の

医
学

・
薬

学
文

献
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
検

索
に

お
け

る
キ

ー
ワ

ー
ド

、
シ

ソ
ー

ラ
ス

の
重

要
性

を
理
解

し
、

検
索

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

77
1

３
）

医
薬

品
情

報
の

信
頼

性
、

科
学

的
妥

当
性

な
ど

を
評

価
す

る
際

に
必

要
な

基
本

的
項

目
を

列
挙

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

　
　

　
　

統
計

解
析

と
臨

床
研

究

77
2

４
）

臨
床

試
験

な
ど

の
原

著
論

文
お

よ
び

三
次

資
料

に
つ

い
て

医
薬

品
情

報
の

質
を

評
価

で
き

る
。

（
技

能
）

実
習

Ⅴ
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

1

77
3

５
）

医
薬

品
情

報
を

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
て

加
工

・
提

供
し

管
理

す
る

際
の

方
法

と
注

意
点

（
知

的
所

有
権

、
守

秘
義

務
な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

【
④

E
B

M
（

E
vi

de
nc

e-
ba

se
d 

M
ed

ic
in

e
）

】

77
4

  １
）

E
B

M
の

基
本

概
念

と
実

践
の

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

77
5

２
）

代
表

的
な

臨
床

研
究

法
（

ラ
ン

ダ
ム

化
比

較
試

験
、

コ
ホ

ー
ト

研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

研
究

な
ど

）
の

長
所

と
短

所
を

挙
げ

、
そ

れ
ら

の
エ

ビ
デ

ン
ス

レ
ベ

ル
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
統

計
解

析
と

臨
床

研
究

総
合

薬
学

演
習

70



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

77
6

３
）

臨
床

研
究

論
文

の
批

判
的

吟
味

に
必

要
な

基
本

的
項

目
を

列
挙

し
、

内
的

妥
当

性
（

研
究

結
果

の
正

確
度

や
再

現
性

）
と

外
的

妥
当

性
（

研
究

結
果

の
一

般
化

の
可

能
性

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
（

E
3（

1）
【

③
収

集
・

評
価

・
加

 工
・

提
供

・
管

理
】

参
照

）

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

77
7

  ４
）

メ
タ

ア
ナ

リ
シ

ス
の

概
念

を
理

解
し

、
結

果
を

説
明

で
き

る
。

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

【
⑤

生
物

統
計

】

77
8

１
）

臨
床

研
究

に
お

け
る

基
本

的
な

統
計

量
（

平
均

値
、

中
央

値
、

標
準

偏
差

、
標

準
誤

差
、

信
頼

区
間

な
ど

）
の

意
味
と

違
い

を
説

明
で

き
る

。

社
会

・
集

団
と

健
康

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

77
9

　
２

）
帰

無
仮

説
の

概
念

お
よ

び
検

定
と

推
定

の
違

い
を

説
明

で
き
る

。
社

会
・

集
団

と
健

康
統

計
解

析
と

臨
床

研
究

総
合

薬
学

演
習

78
0

３
）

代
表

的
な

分
布

（
正

規
分

布
、

ｔ
分

布
、

二
項

分
布

、
ポ

ア
ソ

ン
分

布
、
χ2 分

布
、

F分
布

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

社
会

・
集

団
と

健
康

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

78
1

４
）

主
な

パ
ラ

メ
ト

リ
ッ

ク
検

定
と

ノ
ン

パ
ラ

メ
ト

リ
ッ

ク
検

定
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

使
い

分
け

を
説

明
で

き
る

。
統

計
解

析
と

臨
床

研
究

総
合

薬
学

演
習

78
2

　
５

）
二

群
間

の
差

の
検

定
（

ｔ
検

定
、
χ2 検

定
な

ど
）

を
実

施
で
き

る
。

（
技

能
）

統
計

解
析

と
臨

床
研

究

78
3

６
）

主
な

回
帰

分
析

（
直

線
回

帰
、

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ッ

ク
回

帰
な

ど
）

と
相

関
係

数
の

検
定

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

78
4

　
７

）
基

本
的

な
生

存
時

間
解

析
法

（
カ

プ
ラ

ン
・

マ
イ

ヤ
ー

曲
線
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

【
⑥

臨
床

研
究

デ
ザ

イ
ン

と
解

析
】

78
5

１
）

臨
床

研
究

（
治

験
を

含
む

）
の

代
表

的
な

手
法

（
介

入
研

究
、

観
察

研
究

）
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

特
徴

を
概

説
で
き

る
。

社
会

・
集

団
と

健
康

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

78
6

　
２

）
臨

床
研

究
に

お
け

る
バ

イ
ア

ス
・

交
絡

に
つ

い
て

概
説

で
き
る

。
社

会
・

集
団

と
健

康
統

計
解

析
と

臨
床

研
究

総
合

薬
学

演
習

71



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

78
7

３
）

観
察

研
究

で
の

主
な

疫
学

研
究

デ
ザ

イ
ン

（
症

例
報

告
、

症
例

集
積

、
コ

ホ
ー

ト
研

究
、

ケ
ー

ス
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
研

究
、

ネ
ス

テ
ッ

ド
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ホ

ー
ト

研
究

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

社
会

・
集

団
と

健
康

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

78
8

４
）

副
作

用
の

因
果

関
係

を
評

価
す

る
た

め
の

方
法

（
副

作
用

判
定

ア
ル

ゴ
リ

ズ
ム

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
統

計
解

析
と

臨
床

研
究

総
合

薬
学

演
習

78
9

　
５

）
優

越
性

試
験

と
非

劣
性

試
験

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る
。

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

79
0

６
）

介
入

研
究

の
計

画
上

の
技

法
（

症
例

数
設

定
、

ラ
ン

ダ
ム

化
、

盲
検

化
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

79
1

　
７

）
統

計
解

析
時

の
注

意
点

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

79
2

８
）

介
入

研
究

の
効

果
指

標
（

真
の

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
と

代
用

の
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

、
主

要
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

と
副

次
的
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

）
の

違
い

を
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
統

計
解

析
と

臨
床

研
究

総
合

薬
学

演
習

79
3

９
）

臨
床

研
究

の
結

果
（

有
効

性
、

安
全

性
）

の
主

な
パ

ラ
メ

ー
タ

（
相

対
リ

ス
ク

、
相

対
リ

ス
ク

減
少

、
絶

対
リ

ス
ク

、
絶

対
リ

ス
ク

減
少

、
治

療
必

要
数

、
オ

ッ
ズ

比
、

発
生

率
、

発
生

割
合

）
を

説
明

し
、

計
算

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）

統
計

解
析

と
臨

床
研

究
総

合
薬

学
演

習

【
⑦

医
薬

品
の

比
較

・
評

価
】

79
4

１
）

病
院

や
薬

局
に

お
い

て
医

薬
品

を
採

用
・

選
択

す
る

際
に

検
討

す
べ

き
項

目
を

列
挙

し
、

そ
の

意
義

を
説

明
で

き
る
。

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

79
5

２
）

医
薬

品
情

報
に

も
と

づ
い

て
、

代
表

的
な

同
種

同
効

薬
の

有
効

性
や

安
全

性
に

つ
い

て
比

較
・

評
価

で
き

る
。

（
技
能

）
地

域
薬

局
実

習
Ⅴ

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

79
6

３
）

医
薬

品
情

報
に

も
と

づ
い

て
、

先
発

医
薬

品
と

後
発

医
薬

品
の

品
質

、
安

全
性

、
経

済
性

な
ど

に
つ

い
て

、
比

較
・
評

価
で

き
る

。
（

技
能

）
地

域
薬

局
実

習
Ⅴ

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

（
２

）
患

者
情

報

【
①

情
報

と
情

報
源

】

79
7

　
１

）
薬

物
治

療
に

必
要

な
患

者
基

本
情

報
を

列
挙

で
き

る
。

臨
床

推
論

演
習

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

72



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

79
8

　
２

）
患

者
情

報
源

の
種

類
を

列
挙

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
違

い
を

説
明
で

き
る

。
臨

床
推

論
演

習
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習

【
②

収
集

・
評

価
・

管
理

】

79
9

　
１

）
問

題
志

向
型

シ
ス

テ
ム

（
PO

S）
を

説
明

で
き

る
。

調
剤

臨
床

推
論

演
習

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

80
0

　
２

）
SO

A
P形

式
な
ど

の
患

者
情

報
の

記
録

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

調
剤

臨
床

推
論

演
習

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

80
1

　
３

）
医

薬
品

の
効

果
や

副
作

用
を

評
価

す
る

た
め

に
必

要
な

患
者
情

報
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
臨

床
推

論
演

習
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14

80
2

　
４

）
患

者
情

報
の

取
扱

い
に

お
け

る
守

秘
義

務
と

管
理

の
重

要
性
を

説
明

で
き

る
。

　
　

 （
A
（

2）
【

③
患

者
の

権
利

】
参

照
）

生
命

倫
理

臨
床

推
論

演
習

総
合

薬
学

演
習

（
３

）
個

別
化

医
療

【
①

遺
伝

的
素

因
】

80
3

１
）

薬
物

の
主

作
用

お
よ

び
副

作
用

に
影

響
す

る
代

表
的

な
遺

伝
的

素
因

に
つ

い
て

、
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14

80
4

２
）

薬
物

動
態

に
影

響
す

る
代

表
的

な
遺

伝
的

素
因

（
薬

物
代

謝
酵

素
・

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
ー

の
遺

伝
子

変
異

な
ど

）
に
つ

い
て

、
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

80
5

　
３

）
遺

伝
的

素
因

を
考

慮
し

た
薬

物
治

療
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ
て

説
明

で
き

る
。

ゲ
ノ

ム
情

報
と

創
薬

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14

【
②

年
齢

的
要

因
】

80
6

１
）

低
出

生
体

重
児

、
新

生
児

、
乳

児
、

幼
児

、
小

児
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
で

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で
き

る
。

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A

80
7

　
２

）
高

齢
者

に
お

け
る

薬
物

動
態

と
、

薬
物

治
療

で
注

意
す

べ
き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A

73



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

【
③

臓
器

機
能

低
下

】

80
8

１
）

腎
疾

患
・

腎
機

能
低

下
時

に
お

け
る

薬
物

動
態

と
、

薬
物

治
療

・
投

与
設

計
に

お
い

て
注

意
す

べ
き

点
を

説
明

で
き
る

。
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A
P C

ar
eプ

ロ
グ

ラ
ム

11

80
9

２
）

肝
疾

患
・

肝
機

能
低

下
時

に
お

け
る

薬
物

動
態

と
、

薬
物

治
療

・
投

与
設

計
に

お
い

て
注

意
す

べ
き

点
を

説
明

で
き
る

。
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A

81
0

３
）

心
臓

疾
患

を
伴

っ
た

患
者

に
お

け
る

薬
物

動
態

と
、

薬
物

治
療

・
投

与
設

計
に

お
い

て
注

意
す

べ
き

点
を

説
明

で
き
る

。
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

【
④

そ
の

他
の

要
因

】

81
1

１
）

薬
物

の
効

果
に

影
響

す
る

生
理

的
要

因
（

性
差

、
閉

経
、

日
内

変
動

な
ど

）
を

列
挙

で
き

る
。

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A

81
2

２
）

妊
娠

・
授

乳
期

に
お

け
る

薬
物

動
態

と
、

生
殖

・
妊

娠
・

授
乳

期
の

薬
物

治
療

で
注

意
す

べ
き

点
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A
81

3
３

）
栄

養
状

態
の

異
な

る
患

者
（

肥
満

、
低

ア
ル

ブ
ミ

ン
血

症
、

腹
水

な
ど

）
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
で

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A
【

⑤
個

別
化

医
療

の
計

画
・

立
案

】

81
4

１
）

個
別

の
患

者
情

報
（

遺
伝

的
素

因
、

年
齢

的
要

因
、

臓
器

機
能

な
ど

）
と

医
薬

品
情

報
を

も
と

に
、

薬
物

治
療

を
計
画

・
立

案
で

き
る

。
（

技
能

）
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A
P C

ar
eプ

ロ
グ

ラ
ム

11

81
5

２
）

コ
ン

パ
ニ

オ
ン

診
断

に
も

と
づ

く
薬

物
治

療
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失

バ
イ

オ
・

細
胞

医
薬

品
（

選
）

総
合

薬
学

演
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14

E
4 
薬

の
生

体
内

運
命

（
１

）
薬

物
の

体
内

動
態

【
①

生
体

膜
透

過
】

81
6

１
）

薬
物

の
生

体
膜

透
過

に
お

け
る

単
純

拡
散

、
促

進
拡

散
お

よ
び

能
動

輸
送

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響

総
合

薬
学

演
習

81
7

２
）

薬
物

の
生

体
膜

透
過

に
関

わ
る

ト
ラ

ン
ス

ポ
ー

タ
ー

の
例

を
挙

げ
、

そ
の

特
徴

と
薬

物
動

態
に

お
け

る
役

割
を

説
明
で

き
る

。
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

【
②

吸
収

】

81
8

１
）

経
口

投
与

さ
れ

た
薬

物
の

吸
収

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

81
9

２
）

非
経

口
的

に
投

与
さ

れ
る

薬
物

の
吸

収
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

82
0

３
）

薬
物

の
吸

収
に

影
響

す
る

因
子

（
薬

物
の

物
性

、
生

理
学

的
要

因
な

ど
）

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

82
1

４
）

薬
物

の
吸

収
過

程
に

お
け

る
相

互
作

用
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
、

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

82
2

５
）

初
回

通
過

効
果

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

【
③

分
布

】

82
3

１
）

薬
物

が
結

合
す

る
代

表
的

な
血

漿
タ

ン
パ

ク
質

を
挙

げ
、

タ
ン

パ
ク

結
合

の
強

い
薬

物
を

列
挙

で
き

る
。

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

74
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リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

82
4

２
）

薬
物

の
組

織
移

行
性

（
分

布
容

積
）

と
血

漿
タ

ン
パ

ク
結

合
な

ら
び

に
組

織
結

合
と

の
関

係
を

、
定

量
的

に
説

明
で

き
る

。
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

82
5

３
）

薬
物

の
タ

ン
パ

ク
結

合
お

よ
び

結
合

阻
害

の
測

定
・

解
析

方
法

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

82
6

４
）

血
液

－
組

織
関

門
の

構
造

・
機

能
と

、
薬

物
の

脳
や

胎
児

等
へ

の
移

行
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響

総
合

薬
学

演
習

82
7

５
）

薬
物

の
リ

ン
パ

お
よ

び
乳

汁
中

へ
の

移
行

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

82
8

６
）

薬
物

の
分

布
過

程
に

お
け

る
相

互
作

用
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
、

説
明

で
き

る
。

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

【
④

代
謝

】

82
9

１
）

代
表

的
な

薬
物

代
謝

酵
素

を
列

挙
し

、
そ

の
代

謝
反

応
が

起
こ

る
組

織
な

ら
び

に
細

胞
内

小
器

官
、

反
応

様
式

に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

83
0

２
）

薬
物

代
謝

の
第

Ⅰ
相

反
応

（
酸

化
・

還
元

・
加

水
分

解
）

、
第

Ⅱ
相

反
応

（
抱

合
）

に
つ

い
て

、
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響

総
合

薬
学

演
習

83
1

３
）

代
表

的
な

薬
物

代
謝

酵
素

（
分

子
種

）
に

よ
り

代
謝

さ
れ

る
薬

物
を

列
挙

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

83
2

４
）

プ
ロ

ド
ラ

ッ
グ

と
活

性
代

謝
物

に
つ

い
て

、
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
製
剤

と
D

D
S

総
合

薬
学

演
習

83
3

５
）

薬
物

代
謝

酵
素

の
阻

害
お

よ
び

誘
導

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
、

そ
れ

ら
に

関
連

し
て

起
こ

る
相

互
作

用
に

つ
い

て
、

例
を
挙

げ
、

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

【
⑤

排
泄

】

83
4

１
）

薬
物

の
尿

中
排

泄
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

83
5

２
）

腎
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
と

、
糸

球
体

ろ
過

、
分

泌
、

再
吸

収
の

関
係

を
定

量
的

に
説

明
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

83
6

３
）

代
表

的
な

腎
排

泄
型

薬
物

を
列

挙
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

総
合

薬
学

演
習

83
7

４
）

薬
物

の
胆

汁
中

排
泄

と
腸

肝
循

環
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

の
効

く
メ

カ
ニ

ズ
ム

薬
物

の
臓

器
へ

の
到

達
と

消
失

化
学

物
質

の
生

体
へ

の
影

響

総
合

薬
学

演
習

83
8

５
）

薬
物

の
排

泄
過

程
に

お
け

る
相

互
作

用
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
、

説
明

で
き

る
。

薬
の

効
く

メ
カ

ニ
ズ

ム
薬

物
の

臓
器

へ
の

到
達

と
消

失
総

合
薬

学
演

習

（
２

）
薬

物
動

態
の

解
析

【
①

薬
物

速
度

論
】

83
9

１
）

線
形

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

モ
デ

ル
と

、
関

連
す

る
薬

物
動

態
パ

ラ
メ

ー
タ

（
全

身
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
、

分
布

容
積

、
消
失

半
減

期
、

生
物

学
的

利
用

能
な

ど
）

の
概

念
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

解
析

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

84
0

２
）

線
形

１
－

コ
ン

パ
ー

ト
メ

ン
ト

モ
デ

ル
に

基
づ

い
た

解
析

が
で

き
る

（
急

速
静

注
・

経
口

投
与

［
単

回
お

よ
び

反
復
投

与
］

、
定

速
静

注
）

。
（

知
識

、
技

能
）

薬
物

動
態

解
析

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

75
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訂
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学
教
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ア
カ
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キ
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ラ
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O
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該

　
当

　
科

　
目

84
1

３
）

体
内

動
態

が
非

線
形

性
を

示
す

薬
物

の
例

を
挙

げ
、

非
線

形
モ

デ
ル

に
基

づ
い

た
解

析
が

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能
）

薬
物

動
態

解
析

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

84
2

　
４

）
モ

ー
メ

ン
ト

解
析

の
意

味
と

、
関

連
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

の
計
算

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
解

析
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

84
3

５
）

組
織

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

（
肝

、
腎

）
お

よ
び

固
有

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

の
意

味
と

、
そ

れ
ら

の
関

係
に

つ
い

て
、

数
式

を
使
っ

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
解

析
総

合
薬

学
演

習
実

習
Ⅴ

84
4

　
６

）
薬

物
動

態
学

－
薬

力
学

解
析

（
PK

-P
D
解

析
）

に
つ

い
て
概

説
で

き
る

。
薬

物
動

態
解

析
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

【
②

TD
M

 (T
he

ra
pe

ut
ic

 D
ru

g 
M

on
ito

ri
ng

)
と

投
与

設
計

】

84
5

１
）

治
療

薬
物

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

（
TD

M
）

の
意

義
を

説
明

し
、

TD
M
が

有
効

な
薬

物
を

列
挙

で
き

る
。

薬
物

動
態

解
析

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

84
6

　
２

）
TD

M
を

行
う

際
の

採
血

ポ
イ

ン
ト

、
試

料
の

取
り

扱
い

、
測

定
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

解
析

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

84
7

　
３

）
薬

物
動

態
パ

ラ
メ

ー
タ

を
用

い
て

患
者

ご
と

の
薬

物
投

与
設
計

が
で

き
る

。
（

知
識

、
技

能
）

薬
物

動
態

解
析

実
習

Ⅴ
PC

ar
eプ

ロ
グ

ラ
ム

11

84
8

　
４

）
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
フ

ァ
ー

マ
コ

キ
ネ

テ
ィ

ク
ス

の
概

念
と
応

用
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

物
動

態
解

析
総

合
薬

学
演

習
PC

ar
eプ

ロ
グ

ラ
ム

11

E
5 
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

（
１

）
製

剤
の

性
質

【
①

固
形

材
料

】

84
9

　
１

）
粉

体
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

の
性

質
総

合
薬

学
演

習

85
0

２
）

結
晶

（
安

定
形

お
よ

び
準

安
定

形
）

や
非

晶
質

、
無

水
物

や
水

和
物

の
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
の

性
質

総
合

薬
学

演
習

85
1

３
）

固
形

材
料

の
溶

解
現

象
（

溶
解

度
、

溶
解

平
衡

な
ど

）
や

溶
解

し
た

物
質

の
拡

散
と

溶
解

速
度

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（
C

2（
2）

【
①

酸
・

塩
基

平
衡

】
1.
及

び
【

②
各

種
の

化
学

平
衡

】
2.
参

照
）

製
剤

の
性

質
総

合
薬

学
演

習

85
2

　
４

）
固

形
材

料
の

溶
解

に
影

響
を

及
ぼ

す
因

子
（

pH
や

温
度

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
の

性
質

総
合

薬
学

演
習

85
3

５
）

固
形

材
料

の
溶

解
度

や
溶

解
速

度
を

高
め

る
代

表
的

な
製

剤
的

手
法

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
製

剤
の

性
質

総
合

薬
学

演
習

【
②

半
固

形
・

液
状

材
料

】

85
4

　
１

）
流

動
と

変
形

（
レ

オ
ロ

ジ
ー

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
の

性
質

総
合

薬
学

演
習

76
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O
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該

　
当

　
科

　
目

85
5

　
２

）
高

分
子

の
構

造
と

高
分

子
溶

液
の

性
質

（
粘

度
な

ど
）

に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
の

性
質

総
合

薬
学

演
習

【
③

分
散

系
材

料
】

85
6

１
）

界
面

の
性

質
（

界
面

張
力

、
分

配
平

衡
、

吸
着

な
ど

）
や

代
表

的
な

界
面

活
性

剤
の

種
類

と
性

質
に

つ
い

て
説

明
で
き

る
。

（
C

2（
2）

【
②

各
種

の
化

学
平

衡
】

4.
参

照
）

製
剤

の
性

質
総

合
薬

学
演

習

85
7

２
）

代
表

的
な

分
散

系
（

分
子

集
合

体
、

コ
ロ

イ
ド

、
乳

剤
、

懸
濁

剤
な

ど
）

を
列

挙
し

、
そ

の
性

質
に

つ
い

て
説

明
で
き

る
。

製
剤

の
性

質
総

合
薬

学
演

習

85
8

　
３

）
分

散
し

た
粒

子
の

安
定

性
と

分
離

現
象

（
沈

降
な

ど
）

に
つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
の

性
質

総
合

薬
学

演
習

85
9

  ４
）

分
散

安
定

性
を

高
め

る
代

表
的

な
製

剤
的

手
法

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
製

剤
の

性
質

総
合

薬
学

演
習

【
④

薬
物

及
び

製
剤

材
料

の
物

性
】

86
0

　
１

）
製

剤
分

野
で

汎
用

さ
れ

る
高

分
子

の
構

造
を

理
解

し
、

そ
の
物

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
の

性
質

総
合

薬
学

演
習

86
1

２
）

薬
物

の
安

定
性

（
反

応
速

度
、

複
合

反
応

な
ど

）
や

安
定

性
に

影
響

を
及

ぼ
す

因
子

（
pH

、
温

度
な

ど
）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
（

C
1（

3）
【

①
反

応
速

度
】

1.
～

7.
参

照
）

製
剤

の
性

質
総

合
薬

学
演

習

86
2

　
３

）
薬

物
の

安
定

性
を

高
め

る
代

表
的

な
製

剤
的

手
法

を
列

挙
し
、

説
明

で
き

る
。

製
剤

の
性

質
総

合
薬

学
演

習

（
２

）
製

剤
設

計

【
①

代
表

的
な

製
剤

】

86
3

　
１

）
製

剤
化

の
概

要
と

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

と
D

D
S

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

86
4

　
２

）
経

口
投

与
す

る
製

剤
の

種
類

と
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で
き

る
。

製
剤

と
D

D
S

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

86
5

３
）

粘
膜

に
適

用
す

る
製

剤
（

点
眼

剤
、

吸
入

剤
な

ど
）

の
種

類
と

そ
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

と
D

D
S

総
合

薬
学

演
習

86
6

　
４

）
注

射
に

よ
り

投
与

す
る

製
剤

の
種

類
と

そ
の

特
性

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

86
7

　
５

）
皮

膚
に

適
用

す
る

製
剤

の
種

類
と

そ
の

特
性

に
つ

い
て

説
明
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

86
8

６
）

そ
の

他
の

製
剤

（
生

薬
関

連
製

剤
、

透
析

に
用

い
る

製
剤

な
ど

）
の

種
類

と
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

【
②

製
剤

化
と

製
剤

試
験

法
】

86
9

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品

添
加

物
の

種
類

・
用

途
・

性
質

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

77
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O
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目

87
0

２
）

製
剤

化
の

単
位

操
作

、
汎

用
さ

れ
る

製
剤

機
械

お
よ

び
代

表
的

な
製

剤
の

具
体

的
な

製
造

工
程

に
つ

い
て

説
明

で
き
る

。
製

剤
と

D
D

S
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

87
1

３
）

汎
用

さ
れ

る
容

器
、

包
装

の
種

類
や

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

と
D

D
S

実
習

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習

87
2

４
）

製
剤

に
関

連
す

る
試

験
法

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
実

習
Ⅴ

総
合

薬
学

演
習

【
③

生
物

学
的

同
等

性
】

87
3

１
）

製
剤

の
特

性
（

適
用

部
位

、
製

剤
か

ら
の

薬
物

の
放

出
性

な
ど

）
を

理
解

し
た

上
で

、
生

物
学

的
同

等
性

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
総

合
薬

学
演

習

（
３

）
D

D
S（

D
ru

g 
D

el
iv

er
y 

Sy
st

em
：

薬
物

送
達

シ
ス

テ
ム

）

【
①

D
D

S 
の

必
要

性
】

87
4

１
）

D
D

Sの
概

念
と

有
用

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
総

合
薬

学
演

習

87
5

２
）

代
表

的
な

D
D

S技
術

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。

（
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
に

つ
い

て
は
、

E
4(

1)
【

④
代

謝
】

4.
も

参
照
）

製
剤

と
D

D
S

総
合

薬
学

演
習

【
②

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ド
リ

リ
ー

ス
（

放
出

制
御

）
】

87
6

１
）

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ド
リ

リ
ー

ス
の

概
要

と
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
総

合
薬

学
演

習

87
7

２
）

投
与

部
位

ご
と

に
、

代
表

的
な

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ド
リ

リ
ー

ス
技

術
を

列
挙

し
、

そ
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

と
D

D
S

総
合

薬
学

演
習

87
8

３
）

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ド
リ

リ
ー

ス
技

術
を

適
用

し
た

代
表

的
な

医
薬

品
を

列
挙

で
き

る
。

製
剤

と
D

D
S

総
合

薬
学

演
習

【
③

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
（

標
的

指
向

化
）

】

87
9

１
）

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
の

概
要

と
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
総

合
薬

学
演

習

88
0

２
）

投
与

部
位

ご
と

に
、

代
表

的
な

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
技

術
を

列
挙

し
、

そ
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

と
D

D
S

総
合

薬
学

演
習

88
1

３
）

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
技

術
を

適
用

し
た

代
表

的
な

医
薬

品
を

列
挙

で
き

る
。

製
剤

と
D

D
S

総
合

薬
学

演
習

【
④

吸
収

改
善

】

88
2

１
）

吸
収

改
善

の
概

要
と

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

と
D

D
S

総
合

薬
学

演
習

88
3

２
）

投
与

部
位

ご
と

に
、

代
表

的
な

吸
収

改
善

技
術

を
列

挙
し

、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
総

合
薬

学
演

習

88
4

３
）

吸
収

改
善

技
術

を
適

用
し

た
代

表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
で

き
る

。
製

剤
と

D
D

S
総

合
薬

学
演

習

78
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目

F　
薬

学
臨

床

　
　

　
前

）
：

病
院

・
薬

局
で

の
実

務
実

習
履

修
前

に
修

得
す

べ
き

事
項

（
１

）
薬

学
臨

床
の

基
礎

【
①

早
期

臨
床

体
験

】
 ※

原
則

と
し

て
 2
年

次
修

了
ま

で
に

学
習

す
る

事
項

88
5

１
）

患
者

・
生

活
者

の
視

点
に

立
っ

て
、

様
々

な
薬

剤
師

の
業

務
を

見
聞

し
、

そ
の

体
験

か
ら

薬
剤

師
業

務
の

重
要

性
に
つ

い
て

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
学

入
門

Ⅰ
薬

学
入

門
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

88
6

２
）

地
域

の
保

健
・

福
祉

を
見

聞
し

た
具

体
的

体
験

に
基

づ
き

そ
の

重
要

性
や

課
題

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

学
入

門
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

88
7

３
）

一
次

救
命

処
置

（
心

肺
蘇

生
、

外
傷

対
応

等
）

を
説

明
し

、
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
を

用
い

て
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技
能

）
薬

学
入

門
Ⅱ

【
②

臨
床

に
お

け
る

心
構

え
】

〔
Ａ

（
１

）
、

（
２

）
参

照
〕

88
8

　
１

）
前

）
医

療
の

担
い

手
が

守
る

べ
き

倫
理

規
範

や
法

令
に

つ
い
て

討
議

す
る

。
（

態
度

）
事

前
学

習

88
9

２
）

前
）

患
者

・
生

活
者

中
心

の
医

療
の

視
点

か
ら

患
者

・
生

活
者

の
個

人
情

報
や

自
己

決
定

権
に

配
慮

す
べ

き
個

々
の
対

応
が

で
き

る
。

（
態

度
）

事
前

学
習

89
0

３
）

前
）

患
者

・
生

活
者

の
健

康
の

回
復

と
維

持
、

生
活

の
質

の
向

上
に

薬
剤

師
が

積
極

的
に

貢
献

す
る

こ
と

の
重

要
性
を

討
議

す
る

。
（

態
度

）
事

前
学

習

89
1

４
）

医
療

の
担

い
手

が
守

る
べ

き
倫

理
規

範
を

遵
守

し
、

ふ
さ

わ
し

い
態

度
で

行
動

す
る

。
（

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

89
2

　
５

）
患

者
・

生
活

者
の

基
本

的
権

利
、

自
己

決
定

権
に

つ
い

て
配
慮

す
る

。
（

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

89
3

６
）

薬
学

的
管

理
を

実
施

す
る

際
に

、
イ

ン
フ

ォ
ー

ム
ド

・
コ

ン
セ

ン
ト

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

89
4

　
７

）
職

務
上

知
り

得
た

情
報

に
つ

い
て

守
秘

義
務

を
遵

守
す

る
。
（

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

【
③

臨
床

実
習

の
基

礎
】

　
１

）
前

）
病

院
・

薬
局

に
お

け
る

薬
剤

師
業

務
全

体
の

流
れ

を
概

説
で

き
る

。
調

剤

地
域

薬
局

医
薬

品
管

理
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

89
6

　
２

）
前

）
病

院
・

薬
局

で
薬

剤
師

が
実

践
す

る
薬

学
的

管
理

の
重
要

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
調

剤
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

89
7

３
）

前
）

病
院

薬
剤

部
門

を
構

成
す

る
各

セ
ク

シ
ョ

ン
の

業
務

を
列

挙
し

、
そ

の
内

容
と

関
連

を
概

説
で

き
る

。
調

剤
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

89
8

４
）

前
）

病
院

に
所

属
す

る
医

療
ス

タ
ッ

フ
の

職
種

名
を

列
挙

し
、

そ
の

業
務

内
容

を
相

互
に

関
連

づ
け

て
説

明
で

き
る
。

調
剤

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

89
9

５
）

前
）

薬
剤

師
の

関
わ

る
社

会
保

障
制

度
（

医
療

、
福

祉
、

介
護

）
の

概
略

を
説

明
で

き
る

。
〔

Ｂ
（

３
）

①
参

照
〕

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

90
0

６
）

病
院

に
お

け
る

薬
剤

部
門

の
位

置
づ

け
と

業
務

の
流

れ
に

つ
い

て
他

部
門

と
関

連
付

け
て

説
明

で
き

る
。

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

90
1

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の

入
院

治
療

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

90
2

８
）

入
院

か
ら

退
院

に
至

る
ま

で
入

院
患

者
の

医
療

に
継

続
し

て
関

わ
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

90
3

９
）

急
性

期
医

療
（

救
急

医
療

・
集

中
治

療
・

外
傷

治
療

等
）

や
周

術
期

医
療

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

79
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目

90
4

　
10

）
周

産
期

医
療
や

小
児

医
療

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A
90

5
　

11
）

終
末

期
医

療
や

緩
和

ケ
ア

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

8

90
6

　
12

）
外

来
化

学
療
法

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

悪
性

腫
瘍

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A
90

7
　

13
）

保
険

評
価

要
件

を
薬

剤
師

業
務

と
関

連
付

け
て

概
説

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

90
8

　
14

）
薬

局
に

お
け
る

薬
剤

師
業

務
の

流
れ

を
相

互
に

関
連

付
け

て
説

明
で

き
る

。
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

90
9

15
）

来
局

者
の

調
剤

に
対

し
て

、
処

方
せ

ん
の

受
付

か
ら

薬
剤

の
交

付
に

至
る

ま
で

継
続

し
て

関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

（
2）

処
方

せ
ん

に
基

づ
く

調
剤

【
①

法
令

・
規

則
等

の
理

解
と

遵
守

】
〔

B
（

2）
、

（
3）

参
照

〕

91
0

1）
前

）
調

剤
業

務
に

関
わ

る
事

項
（

処
方

せ
ん

、
調

剤
録

、
疑

義
照

会
等

）
の

意
義

や
取

り
扱

い
を

法
的

根
拠

に
基

づ
い
て

説
明

で
き

る
。

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

91
1

2）
調

剤
業

務
に

関
わ

る
法

的
文

書
（

処
方

せ
ん

、
調

剤
録

等
）

の
適

切
な

記
載

と
保

存
・

管
理

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

91
2

　
3）

法
的

根
拠

に
基

づ
き

、
一

連
の

調
剤

業
務

を
適

正
に

実
施

す
る

。
（

技
能

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

91
3

　
4）

保
険

薬
局

と
し

て
必

要
な

条
件

や
設

備
等

を
具

体
的

に
関

連
付

け
て

説
明

で
き

る
。

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

【
②

処
方

せ
ん

と
疑

義
照

会
】

91
4

1）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

使
用

さ
れ

る
医

薬
品

に
つ

い
て

効
能

・
効

果
、

用
法

・
用

量
、

警
告

・
禁

忌
、

副
作

用
、

相
互
作

用
を

列
挙

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A

91
5

　
2）

前
）

処
方

オ
ー

ダ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

お
よ

び
電

子
カ

ル
テ

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

調
剤

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

91
6

　
3）

前
）

処
方

せ
ん

の
様

式
と

必
要

記
載

事
項

、
記

載
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
調

剤
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

91
7

　
4）

前
）

処
方

せ
ん

の
監

査
の

意
義

、
そ

の
必

要
性

と
注

意
点

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

調
剤

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

91
8

　
5）

前
）

処
方

せ
ん

を
監

査
し

、
不

適
切

な
処

方
せ

ん
に

つ
い

て
、

そ
の

理
由

が
説

明
で

き
る

。
調

剤
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

91
9

　
6）

前
）

処
方

せ
ん

等
に

基
づ

き
疑

義
照

会
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
地

域
薬

局
事

前
学

習

92
0

7）
処

方
せ

ん
の

記
載

事
項

（
医

薬
品

名
、

分
量

、
用

法
・

用
量

等
）

が
適

切
で

あ
る

か
確

認
で

き
る
。

（
知
識

・
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

92
1

8）
注

射
薬

処
方

せ
ん

の
記

載
事

項
（

医
薬

品
名

、
分

量
、

投
与

速
度

、
投

与
ル

ー
ト

等
）

が
適

切
で

あ
る

か
確

認
で

き
る
。

（
知

識
・

技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

92
2

　
9）

処
方

せ
ん

の
正

し
い

記
載

方
法

を
例

示
で

き
る

。
（

技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

80



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

92
3

　
10

）
薬

歴
、

診
療
録

、
患

者
の

状
態

か
ら

処
方

が
妥

当
で

あ
る

か
判

断
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

6

92
4

11
）

薬
歴

、
診

療
録

、
患

者
の

状
態

か
ら

判
断

し
て

適
切

に
疑

義
照

会
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

【
③

処
方

せ
ん

に
基

づ
く

医
薬

品
の

調
製

】

92
5

　
1）

前
）

薬
袋

、
薬

札
（

ラ
ベ

ル
）

に
記

載
す

べ
き

事
項

を
適

切
に

記
入

で
き

る
。

（
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

　
　

　
　

　
　

実
習

Ⅴ

92
6

　
2）

前
）

主
な

医
薬

品
の

成
分

（
一

般
名

）
、

商
標

名
、

剤
形

、
規

格
等

を
列

挙
で

き
る

。
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

92
7

　
3）

前
）

処
方

せ
ん

に
従

っ
て

、
計

数
・

計
量

調
剤

が
で

き
る

。
（

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習
　

　
　

　
　

　
実

習
Ⅴ

92
8

　
4）

前
）

後
発

医
薬

品
選

択
の

手
順

を
説

明
で

き
る

。
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習

92
9

5）
前

）
代

表
的

な
注

射
剤

・
散

剤
・

水
剤

等
の

配
合

変
化

の
あ

る
組

合
せ

と
そ

の
理

由
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

　
　

　
　

　
　

実
習

Ⅴ

93
0

　
6）

前
）

無
菌

操
作

の
原

理
を

説
明

し
、

基
本

的
な

無
菌

操
作

を
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

93
1

7）
前

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
な

ど
の

取
扱

い
に

お
け

る
ケ

ミ
カ

ル
ハ

ザ
ー

ド
回

避
の

基
本

的
手

技
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

93
2

　
8）

前
）

処
方

せ
ん

に
基

づ
き

調
剤

さ
れ

た
薬

剤
の

監
査

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

93
3

　
9）

主
な

医
薬

品
の

一
般

名
・

剤
形

・
規

格
か

ら
該

当
す

る
製

品
を

選
択

で
き

る
。

（
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

93
4

　
10

）
適

切
な

手
順
で

後
発

医
薬

品
を

選
択

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

93
5

　
11

）
処

方
せ

ん
に
従

っ
て

計
数

・
計

量
調

剤
が

で
き

る
。

（
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

93
6

12
）

錠
剤

の
粉

砕
、

お
よ

び
カ

プ
セ

ル
剤

の
開

封
の

可
否

を
判

断
し

、
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

93
7

　
13

）
一

回
量

(一
包

化
）

調
剤

の
必

要
性

を
判

断
し

、
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

93
8

　
14

）
注

射
処

方
せ
ん

に
従

っ
て

注
射

薬
調

剤
が

で
き

る
。

（
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

93
9

15
）

注
射

剤
・

散
剤

・
水

剤
等

の
配

合
変

化
に

関
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

回
避

方
法

を
列

挙
で

き
る

。
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

94
0

　
16

）
注

射
剤

（
高
カ

ロ
リ

ー
輸

液
等

）
の

無
菌

的
混

合
操

作
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

94
1

17
）

抗
悪

性
腫

瘍
薬

な
ど

の
取

扱
い

に
お

け
る

ケ
ミ

カ
ル

ハ
ザ

ー
ド

回
避

の
手

技
を

実
施

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

94
2

18
）

特
別

な
注

意
を

要
す

る
医

薬
品

（
劇

薬
・

毒
薬

・
麻

薬
・

向
精

神
薬

・
抗

悪
性

腫
瘍

薬
等

）
の

調
剤

と
適

切
な

取
扱

い
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

94
3

　
19

）
調

製
さ

れ
た
薬

剤
に

対
し

て
、

監
査

が
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

【
④

患
者

・
来

局
者

応
対

、
服

薬
指

導
、

患
者

教
育

】

81



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

94
4

  1
）

前
）

適
切

な
態

度
で

、
患

者
・

来
局

者
と

応
対

で
き

る
。

（
態
度

）
事

前
学

習

94
5

2）
前

）
妊

婦
・

授
乳

婦
、

小
児

、
高

齢
者

な
ど

へ
の

応
対

や
服

薬
指

導
に

お
い

て
、

配
慮

す
べ

き
事

項
を

具
体

的
に

列
挙
で

き
る

。

臨
床

推
論

演
習

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A

94
6

3）
前

）
患

者
・

来
局

者
か

ら
、

必
要

な
情

報
（

症
状

、
心

理
状

態
、

既
往

歴
、

生
活

習
慣

、
ア

レ
ル

ギ
ー

歴
、

薬
歴

、
副
作

用
歴

等
）

を
適

切
な

手
順

で
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

臨
床

推
論

演
習

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

94
7

4）
前

）
患

者
・

来
局

者
に

、
主

な
医

薬
品

の
効

能
・

効
果

、
用

法
・

用
量

、
警

告
・

禁
忌

、
副

作
用

、
相

互
作

用
、

保
管

方
法

等
に

つ
い

て
適

切
に

説
明

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
臨

床
推

論
演

習
事

前
学

習

94
8

　
5）

前
）

代
表

的
な

疾
患

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
生

活
指

導
項

目
を

列
挙

で
き

る
。

臨
床

推
論

演
習

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

D

94
9

6）
前

）
患

者
・

来
局

者
に

使
用

上
の

説
明

が
必

要
な

製
剤

（
眼

軟
膏

、
坐

剤
、

吸
入

剤
、

自
己

注
射

剤
等

）
の

取
扱

い
方
法

を
説

明
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

臨
床

推
論

演
習

事
前

学
習

95
0

　
7）

前
）

薬
歴

・
診

療
録

の
基

本
的

な
記

載
事

項
と

そ
の

意
義

・
重

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

調
剤

臨
床

推
論

演
習

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

95
1

　
8）

前
）

代
表

的
な

疾
患

の
症

例
に

つ
い

て
の

患
者

応
対

の
内

容
を

適
切

に
記

録
で

き
る

。
（

技
能

）
臨

床
推

論
演

習
地

域
薬

局
事

前
学

習

95
2

　
9）

患
者

・
来

局
者

に
合

わ
せ

て
適

切
な

応
対

が
で

き
る

。
（

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

95
3

10
）

患
者

・
来

局
者

か
ら

、
必

要
な

情
報

（
症

状
、

心
理

状
態

、
既

往
歴

、
生

活
習

慣
、

ア
レ

ル
ギ

ー
歴
、

薬
歴

、
副

作
用
歴

等
）

を
適

切
な

手
順

で
聞
き

取
る

こ
と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

95
4

11
）

医
師

の
治

療
方

針
を

理
解

し
た

上
で

、
患

者
へ

の
適

切
な

服
薬

指
導

を
実

施
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

95
5

12
）

患
者

・
来

局
者

の
病

状
や

背
景

に
配

慮
し

、
医

薬
品

を
安

全
か

つ
有

効
に

使
用

す
る

た
め

の
服

薬
指

導
や

患
者

教
育
が

で
き

る
。

（
知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

95
6

13
）

妊
婦

・
授

乳
婦

、
小

児
、

高
齢

者
等

特
別

な
配

慮
が

必
要

な
患

者
へ

の
服

薬
指

導
に

お
い

て
、

適
切

な
応

対
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A

95
7

　
14

）
お

薬
手

帳
、
健

康
手

帳
、

患
者

向
け

説
明

書
等

を
使

用
し

た
服

薬
指

導
が

で
き

る
。

（
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

95
8

15
）

収
集

し
た

患
者

情
報

を
薬

歴
や

診
療

録
に

適
切

に
記

録
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

【
⑤

医
薬

品
の

供
給

と
管

理
】

95
9

　
1）

前
）

医
薬

品
管

理
の

意
義

と
必

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
管

理
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

82



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

96
0

　
2）

前
）

医
薬

品
管

理
の

流
れ

を
概

説
で

き
る

。
医

薬
品

管
理

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

96
1

3）
前

）
劇

薬
、

毒
薬

、
麻

薬
、

向
精

神
薬

お
よ

び
覚

醒
剤

原
料

等
の

管
理

と
取

り
扱

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

医
薬

品
管

理
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

２

96
2

　
4）

前
）

特
定

生
物

由
来

製
品

の
管

理
と

取
り

扱
い

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
管

理
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

96
3

　
5）

前
）

代
表

的
な

放
射

性
医

薬
品

の
種

類
と

用
途

、
保

管
管

理
方

法
を

説
明

で
き

る
。

医
薬

品
管

理
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

96
4

　
6）

前
）

院
内

製
剤

の
意

義
、

調
製

上
の

手
続

き
、

品
質

管
理

な
ど

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

96
5

　
7）

前
）

薬
局

製
剤

・
漢

方
製

剤
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
漢

方
医

学
概

説
（

選
）

実
習

Ⅲ
(漢

方
・

生
薬

)
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

96
6

　
8）

前
）

医
薬

品
の

品
質

に
影

響
を

与
え

る
因

子
と

保
存

条
件

を
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

96
7

　
9）

医
薬

品
の

供
給

・
保

管
・

廃
棄

に
つ

い
て

適
切

に
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

96
8

　
10

）
医

薬
品

の
適
切

な
在

庫
管

理
を

実
施

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

96
9

　
11

）
医

薬
品

の
適
正

な
採

用
と

採
用

中
止

の
流

れ
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

97
0

12
）

劇
薬

・
毒

薬
・

麻
薬

・
向

精
神

薬
お

よ
び

覚
醒

剤
原

料
の

適
切

な
管

理
と

取
り

扱
い

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

医
薬

品
管

理
事

前
学

習
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

２

97
1

　
13

）
特

定
生

物
由
来

製
品

の
適

切
な

管
理

と
取

り
扱

い
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

法
規

（
選

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

【
⑥

安
全

管
理

】

97
2

　
1）

前
）

処
方

か
ら

服
薬

（
投

薬
）

ま
で

の
過

程
で

誤
り

を
生

じ
や

す
い

事
例

を
列

挙
で

き
る

。
調

剤
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

97
3

2）
前

）
特

に
リ

ス
ク

の
高

い
代

表
的

な
医

薬
品

（
抗

悪
性

腫
瘍

薬
、

糖
尿

病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
の

特
徴
と

注
意

点
を

列
挙

で
き

る
。

代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

97
4

3）
前

）
代

表
的

な
イ

ン
シ

デ
ン

ト
（

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

）
、

ア
ク

シ
デ

ン
ト

事
例

を
解

析
し

、
そ

の
原

因
、

リ
ス

ク
を

回
避

す
る

た
め

の
具

体
策

と
発

生
後

の
適

切
な

対
処

法
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

97
5

　
4）

前
）

感
染

予
防

の
基

本
的

考
え

方
と

そ
の

方
法

が
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

97
6

　
5）

前
）

衛
生

的
な

手
洗

い
、

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

プ
リ

コ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

事
前

学
習

97
7

　
6）

前
）

代
表

的
な

消
毒

薬
の

用
途

、
使

用
濃

度
お

よ
び

調
製

時
の

注
意

点
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

97
8

　
7）

前
）

医
薬

品
の

リ
ス

ク
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
プ

ラ
ン

を
概

説
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

97
9

8）
特

に
リ

ス
ク

の
高

い
代

表
的

な
医

薬
品

（
抗

悪
性

腫
瘍

薬
、

糖
尿

病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
の

安
全

管
理
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

98
0

　
9）

調
剤

ミ
ス

を
防

止
す

る
た

め
に

工
夫

さ
れ

て
い

る
事

項
を

具
体

的
に

説
明

で
き

る
。

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

83



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

98
1

10
）

施
設

内
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

（
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
）

、
ア

ク
シ

デ
ン

ト
の

事
例

を
も

と
に

、
リ

ス
ク

を
回

避
す

る
た

め
の

具
体

策
と

発
生

後
の

適
切

な
対

処
法

を
提

案
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

98
2

　
11

）
施

設
内

の
安
全

管
理

指
針

を
遵

守
す

る
。

（
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

98
3

　
12

）
施

設
内

で
衛
生

的
な

手
洗

い
、

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

プ
リ

コ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

。
（

技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

98
4

　
13

）
臨

床
検

体
・
感

染
性

廃
棄

物
を

適
切

に
取

り
扱

う
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

98
5

14
）

院
内

で
の

感
染

対
策

（
予

防
、

蔓
延

防
止

な
ど

）
に

つ
い

て
具

体
的

な
提

案
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

6

（
3）

薬
物

療
法

の
実

践

【
①

患
者

情
報

の
把

握
】

98
6

　
1）

前
）

基
本

的
な

医
療

用
語

、
略

語
の

意
味

を
説

明
で

き
る

。
臨

床
推

論
演

習
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A
 

Pc
ar

e2
02

0　
プ

ロ
グ

ラ
ム

C

98
7

2）
前

）
患

者
お

よ
び

種
々

の
情

報
源

（
診

療
録

、
薬

歴
・

指
導

記
録

、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

等
）

か
ら

、
薬
物

療
法

に
必

要
な

情
報

を
収

集
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

〔
E

3（
2）

①
参

照
〕

臨
床

推
論

演
習

地
域

薬
局

事
前

学
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

D
 

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A
Pc

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ

ム
C

98
8

3）
前

）
身

体
所

見
の

観
察

・
測

定
（

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
）

の
目

的
と

得
ら

れ
た

所
見

の
薬

学
的

管
理

へ
の

活
用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

臨
床

推
論

演
習

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

C

98
9

　
4）

前
）

基
本

的
な

身
体

所
見

を
観

察
・

測
定

し
、

評
価

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
臨

床
推

論
演

習
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

C

99
0

　
5）

基
本

的
な

医
療

用
語

、
略

語
を

適
切

に
使

用
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

C

99
1

6）
患

者
・

来
局

者
お

よ
び

種
々

の
情

報
源

（
診

療
録

、
薬

歴
・

指
導

記
録

、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

等
）

か
ら

、
薬

物
療

法
に

必
要

な
情

報
を

収
集

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

C

99
2

　
7）

患
者

の
身

体
所

見
を

薬
学

的
管

理
に

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

6　
Pc

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ

ム
 C

【
②

医
薬

品
情

報
の

収
集

と
活

用
】

〔
E

3（
1）

参
照

〕

99
3

　
1）

前
）

薬
物

療
法

に
必

要
な

医
薬

品
情

報
を

収
集

・
整

理
・

加
工

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
臨

床
推

論
演

習
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

99
4

2）
施

設
内

に
お

い
て

使
用

で
き

る
医

薬
品

の
情

報
源

を
把

握
し

、
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

84



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

99
5

3）
薬

物
療

法
に

対
す

る
問

い
合

わ
せ

に
対

し
、

根
拠

に
基

づ
い

た
報

告
書

を
作

成
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

　 代
謝

系
・

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

中
枢

神
経

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅰ

（
選

）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

99
6

4）
医

療
ス

タ
ッ

フ
お

よ
び

患
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

医
薬

品
情

報
提

供
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

99
7

5）
安

全
で

有
効

な
薬

物
療

法
に

必
要

な
医

薬
品

情
報

の
評

価
、

加
工

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

99
8

6）
緊

急
安

全
性

情
報

、
安

全
性

速
報

、
不

良
品

回
収

、
製

造
中

止
な

ど
の

緊
急

情
報

を
施

設
内

で
適

切
に

取
扱

う
こ

と
が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

【
③

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
処

方
設

計
と

提
案

）
】

99
9

1）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

対
し

て
、

疾
患

の
重

症
度

等
に

応
じ

て
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
処

方
設

計
が

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

臨
床

推
論

演
習

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

D

10
00

2）
前

）
病

態
（

肝
・

腎
障

害
な

ど
）

や
生

理
的

特
性

（
妊

婦
・

授
乳

婦
、

小
児

、
高

齢
者

な
ど

）
等

を
考

慮
し

、
薬

剤
の
選

択
や

用
法

・
用

量
設

定
を

立
案

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

臨
床

推
論

演
習

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

PC
ar

e2
02

0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A

10
01

3）
前

）
患

者
の

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
の

評
価

方
法

、
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

が
良

く
な

い
原

因
と

そ
の

対
処

法
を

説
明

で
き

る
。

臨
床

推
論

演
習

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

10
02

　
4）

前
）

皮
下

注
射

、
筋

肉
内

注
射

、
静

脈
内

注
射

・
点

滴
等

の
基

本
的

な
手

技
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

85



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

10
03

　
5）

前
）

代
表

的
な

輸
液

の
種

類
と

適
応

を
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

10
04

　
6）

前
）

患
者

の
栄

養
状

態
や

体
液

量
、

電
解

質
の

過
不

足
な

ど
が

評
価

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

10
05

7）
代

表
的

な
疾

患
の

患
者

に
つ

い
て

、
診

断
名

、
病

態
、

科
学

的
根

拠
等

か
ら

薬
物

治
療

方
針

を
確

認
で

き
る

。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

6
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

D

10
06

　
8）

治
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

確
認

し
、

科
学

的
根

拠
に

基
づ

い
た

処
方

を
立

案
で

き
る

。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

6 
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

D

10
07

9）
患

者
の

状
態

（
疾

患
、

重
症

度
、

合
併

症
、

肝
・

腎
機

能
や

全
身

状
態

、
遺

伝
子

の
特

性
、

心
理

・
希

望
等

）
や

薬
剤

の
特

徴
（

作
用

機
序

や
製

剤
的

性
質

等
）

に
基

づ
き

、
適

切
な

処
方

を
提

案
で

き
る

。
（

知
識

・
態
度

）

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

6
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

A

10
08

10
）

処
方

設
計

の
提

案
に

際
し

、
薬

物
投

与
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
や

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
を

活
用

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

10
09

　
11

）
入

院
患

者
の
持

参
薬

に
つ

い
て

、
継

続
・

変
更

・
中

止
の

提
案

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

10
10

12
）

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
向

上
の

た
め

に
、

処
方

変
更

、
調

剤
や

用
法

の
工

夫
が

提
案

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習
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1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

10
11

13
）

処
方

提
案

に
際

し
て

、
医

薬
品

の
経

済
性

等
を

考
慮

し
て

、
適

切
な

後
発

医
薬

品
を

選
択

で
き

る
。

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

10
12

14
）

処
方

提
案

に
際

し
、

薬
剤

の
選

択
理

由
、

投
与

量
、

投
与

方
法

、
投

与
期

間
等

に
つ

い
て

、
医

師
や

看
護

師
等

に
判

り
や

す
く

説
明

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

実
習

Ⅴ
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

【
④

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
薬

物
療

法
に

お
け

る
効

果
と

副
作

用
の

評
価

）
】

10
13

1）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
医

薬
品

の
効

果
、

副
作

用
に

関
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

べ
き

症
状

と
検

査
所

見
等
を

具
体

的
に

説
明

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

臨
床

推
論

演
習

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

10
14

2）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

お
け

る
薬

物
療

法
の

評
価

に
必

要
な

患
者

情
報

収
集

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

臨
床

推
論

演
習

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

10
15

3）
前

）
代

表
的

な
疾

患
の

症
例

に
お

け
る

薬
物

治
療

上
の

問
題

点
を

列
挙

し
、

適
切

な
評

価
と

薬
学

的
管

理
の

立
案

を
行
い

、
SO

A
P形

式
等

で
記

録
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

臨
床

推
論

演
習

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

10
16

4）
医

薬
品

の
効

果
と

副
作

用
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

た
め

の
検

査
項

目
と

そ
の

実
施

を
提

案
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

6 
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14

10
17

5）
薬

物
血

中
濃

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

必
要

な
医

薬
品

が
処

方
さ

れ
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
血

中
濃

度
測

定
の

提
案

が
で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

実
習

Ⅴ
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

87



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

10
18

6）
薬

物
血

中
濃

度
の

推
移

か
ら

薬
物

療
法

の
効

果
お

よ
び

副
作

用
に

つ
い

て
予

測
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

実
習

Ⅴ
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
ar

e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

6

10
19

　
7）

臨
床

検
査

値
の

変
化

と
使

用
医

薬
品

の
関

連
性

を
説

明
で

き
る

。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

6

10
20

　
8）

薬
物

治
療

の
効

果
に

つ
い

て
、

患
者

の
症

状
や

検
査

所
見

な
ど

か
ら

評
価

で
き

る
。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

6

10
21

　
9）

副
作

用
の

発
現

に
つ

い
て

、
患

者
の

症
状

や
検

査
所

見
な

ど
か

ら
評

価
で

き
る

。

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

病
院

・
薬

局
実

務
実

習
PC

ar
e 
プ

ロ
グ

ラ
ム

14

10
22

10
）

薬
物

治
療

の
効

果
、

副
作

用
の

発
現

、
薬

物
血

中
濃

度
等

に
基

づ
き

、
医

師
に

対
し

、
薬

剤
の

種
類

、
投

与
量

、
投

与
方

法
、

投
与

期
間

等
の

変
更

を
提

案
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

末
梢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
生

殖
器

系
・

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

（
選

）

循
環

器
系
・

腎
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
消

化
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
中

枢
神

経
系

疾
患

の
薬

・
病

態
・

治
療

Ⅰ
（

選
）

中
枢

神
経

系
の

薬
・

病
態

・
治

療
Ⅱ

実
習

Ⅴ
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

10
23

11
）

報
告

に
必

要
な

要
素

（
5W

1H
）

に
留

意
し

て
、

収
集

し
た

患
者

情
報

を
正

確
に

記
載

で
き

る
。

（
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

10
24

12
）

患
者

の
薬

物
治

療
上

の
問

題
点

を
列

挙
し

、
適

切
な

評
価

と
薬

学
的

管
理

の
立

案
を

行
い

、

SO
A

P形
式

等
で

適
切
に

記
録

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

10
25

13
）

医
薬

品
・

医
療

機
器

等
安

全
性

情
報

報
告

用
紙

に
、

必
要

事
項

を
記

載
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

88



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

（
4）

チ
ー

ム
医

療
へ

の
参

画
 〔

A
（

4）
参

照
〕

【
①

医
療

機
関

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

10
26

　
1）

前
）

チ
ー

ム
医

療
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
と

重
要

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
調

剤
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

10
27

　
2）

前
）

多
様

な
医

療
チ

ー
ム

の
目

的
と

構
成

、
構

成
員

の
役

割
を

説
明

で
き

る
。

調
剤

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

10
28

3）
前

）
病

院
と

地
域

の
医

療
連

携
の

意
義

と
具

体
的

な
方

法
（

連
携

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
、

退
院

時
共

同
指

導
、

病
院
・
薬
局

連
携

、
関

連
施
設

と
の

連
携

等
）
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

10
29

4）
薬

物
療

法
上

の
問

題
点

を
解

決
す

る
た

め
に

、
他

の
薬

剤
師

お
よ

び
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

連
携

で
き
る

。
（

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

10
30

5）
医

師
・

看
護

師
等

の
他

職
種

と
患

者
の

状
態

（
病

状
、

検
査

値
、

ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
心

理
、

生
活

環
境

等
）

、
治

療
開

始
後

の
変

化
（

治
療

効
果

、
副

作
用

、
心

理
状

態
、

Q
O

L等
）

の
情

報
を

共
有

す
る
。

（
知

識
・

態
度

）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

10
31

6）
医

療
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

、
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

患
者

の
治

療
目

標
と

治
療

方
針

に
つ

い
て

討
議
（

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

患
者

回
診

へ
の

参
加

等
）

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

10
32

7）
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

連
携

・
協

力
し

て
、

患
者

の
最

善
の

治
療

・
ケ

ア
提

案
を

体
験

す
る

。
（

知
識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

10
33

8）
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

連
携

し
て

退
院

後
の

治
療

・
ケ

ア
の

計
画

を
検

討
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

10
34

9）
病

院
内

の
多

様
な

医
療

チ
ー

ム
（

IC
T、

N
ST

、
緩

和
ケ

ア
チ

ー
ム

、
褥

瘡
チ

ー
ム

等
）

の
活

動
に

薬
剤

師
の

立
場

で
参

加
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

【
②

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

10
35

1）
前

）
地

域
の

保
健

、
医

療
、

福
祉

に
関

わ
る

職
種

と
そ

の
連

携
体

制
（

地
域

包
括

ケ
ア

）
お

よ
び

そ
の

意
義

に
つ

い
て
説

明
で

き
る

。

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

10
36

2）
前

）
地

域
に

お
け

る
医

療
機

関
と

薬
局

薬
剤

師
の

連
携

の
重

要
性

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

10
37

  3
）

地
域

に
お

け
る

医
療

機
関

と
薬

局
薬

剤
師

の
連

携
を

体
験

す
る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

10
38

  4
）

地
域

医
療

を
担

う
職

種
間

で
地

域
住

民
に

関
す

る
情

報
共

有
を
体

験
す

る
。

（
技

能
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

（
5）

地
域

の
保

健
・

医
療

・
福

祉
へ

の
参

画
 〔

Ｂ
（

４
）

参
照

〕

【
①

在
宅

（
訪

問
）

医
療

・
介

護
へ

の
参

画
】

10
39

　
1）

前
）

在
宅

医
療

・
介

護
の

目
的

、
仕

組
み

、
支

援
の

内
容

を
具

体
的

に
説

明
で

き
る

。
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習

10
40

　
2）

前
）

在
宅

医
療

・
介

護
を

受
け

る
患

者
の

特
色

と
背

景
を

説
明

で
き

る
。

地
域

薬
局

総
合

薬
学

演
習

10
41

　
3）

前
）

在
宅

医
療

・
介

護
に

関
わ

る
薬

剤
師

の
役

割
と

そ
の

重
要

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習

10
42

4）
在

宅
医

療
・

介
護

に
関

す
る

薬
剤

師
の

管
理

業
務

（
訪

問
薬

剤
管

理
指

導
業

務
、

居
宅

療
養

管
理

指
導

業
務

）
を

体
験
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

10
43

5）
地

域
に

お
け

る
介

護
サ

ー
ビ

ス
や

介
護

支
援

専
門

員
等

の
活

動
と

薬
剤

師
と

の
関

わ
り

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

態
度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

89



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

10
44

6）
在

宅
患

者
の

病
状

（
症

状
、

疾
患

と
重

症
度

、
栄

養
状

態
等

）
と

そ
の

変
化

、
生

活
環

境
等

の
情

報
収

集
と

報
告

を
体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

【
②

地
域

保
健

（
公

衆
衛

生
、

学
校

薬
剤

師
、

啓
発

活
動

）
へ

の
参

画
】

10
45

1）
前

）
地

域
保

健
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
と

代
表

的
な

活
動

（
薬

物
乱

用
防

止
、

自
殺

防
止

、
感

染
予

防
、

ア
ン

チ
ド
ー

ピ
ン

グ
活

動
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

10
46

　
2）

前
）

公
衆

衛
生

に
求

め
ら

れ
る

具
体

的
な

感
染

防
止

対
策

を
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

10
47

　
3）

学
校

薬
剤

師
の

業
務

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

10
48

4）
地

域
住

民
の

衛
生

管
理

（
消

毒
、

食
中

毒
の

予
防

、
日

用
品

に
含

ま
れ

る
化

学
物

質
の

誤
嚥

誤
飲

の
予

防
等

）
に

お
け
る

薬
剤

師
活

動
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

【
③

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

実
践

】
〔

Ｅ
２

（
９

）
参

照
〕

10
49

1）
前

）
現

在
の

医
療

シ
ス

テ
ム

の
中

で
の

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

重
要

性
を

討
議

す
る

。
（

態
度

）
事

前
学

習

10
50

2）
前

）
代

表
的

な
症

候
（

頭
痛

・
腹

痛
・

発
熱

等
）

を
示

す
来

局
者

に
つ

い
て

、
適

切
な

情
報

収
集

と
疾

患
の

推
測

、
適

切
な

対
応

の
選

択
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度
）

総
合

薬
学

演
習

事
前

学
習

地
域

薬
局

PC
総

合
演

習
⑤

10
51

3）
前

）
代

表
的

な
症

候
に

対
す

る
薬

局
製

剤
（

漢
方

製
剤

含
む

）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
の

適
切

な
取

り
扱

い
と

説
明

が
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

事
前

学
習

地
域

薬
局

PC
総

合
演

習
⑤

10
52

  4
）

前
）

代
表

的
な

生
活

習
慣

の
改

善
に

対
す

る
ア

ド
バ

イ
ス

が
で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
代

謝
系

・
呼

吸
器

系
疾

患
の

薬
・

病
態

・
治

療
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習
PC

ar
e2

02
0 
プ

ロ
グ

ラ
ム

C

10
53

5）
薬

局
製

剤
（

漢
方

製
剤

含
む

）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
、

健
康

食
品

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

医
療

機
器

等
を

リ
ス

ク
に

応
じ

適
切

に
取

り
扱

い
、

管
理

で
き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

10
54

6）
来

局
者

か
ら

収
集

し
た

情
報

や
身

体
所

見
な

ど
に

基
づ

き
、

来
局

者
の

病
状

（
疾

患
、

重
症

度
等

）
や

体
調

を
推

測
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

10
55

7）
来

局
者

に
対

し
て

、
病

状
に

合
わ

せ
た

適
切

な
対

応
（

医
師

へ
の

受
診

勧
奨

、
救

急
対

応
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
お

よ
び

検
査

薬
な

ど
の

推
奨

、
生

活
指

導
等

）
を

選
択

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

10
56

8）
選

択
し

た
薬

局
製

剤
（

漢
方

製
剤

含
む

）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
、

健
康

食
品

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

医
療

機
器

等
の

使
用

方
法

や
注

意
点

な
ど

を
来

局
者

に
適

切
に

判
り

や
す

く
説

明
で

き
る

。
（
知
識

・
態
度
）

漢
方

医
学

概
説

（
選

）
漢

方
薬

物
治

療
病

院
・

薬
局

実
務

実
習

PC
総

合
演

習
⑤

10
57

  9
）

疾
病

の
予

防
お

よ
び

健
康

管
理

に
つ

い
て

の
ア

ド
バ

イ
ス

を
体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

【
④

災
害

時
医

療
と

薬
剤

師
】

10
58

　
1）

前
）

災
害

時
医

療
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
地

域
薬

局
総

合
薬

学
演

習
事

前
学

習

10
59

　
2）

災
害

時
に

お
け

る
地

域
の

医
薬

品
供

給
体

制
・

医
療

救
護

体
制

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

10
60

　
3）

災
害

時
に

お
け

る
病

院
・

薬
局

と
薬

剤
師

の
役

割
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

病
院

・
薬

局
実

務
実

習

90



1年
2年

3年
4年

5年
6年

平
成

25
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

SB
O

s）
該

　
当

　
科

　
目

G
　

薬
学

研
究

（
1）

薬
学

に
お

け
る

研
究

の
位

置
づ

け

10
61

1）
基

礎
か

ら
臨

床
に

至
る

研
究

の
目

的
と

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

課
題

研
究

10
62

2）
研

究
に

は
自

立
性

と
独

創
性

が
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
知

る
。

課
題

研
究

10
63

3）
現

象
を

客
観

的
に

捉
え

る
観

察
眼

を
も

ち
、

論
理

的
に

思
考

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

・
態

度
）

課
題

研
究

10
64

4）
新

た
な

課
題

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

創
造

的
精

神
を

養
う

。
（

態
度

）
課

題
研

究

（
2）

研
究

に
必

要
な

法
規

範
と

倫
理

10
65

1）
自

ら
が

実
施

す
る

研
究

に
係

る
法

令
、

指
針

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

課
題

研
究

10
66

2）
研

究
の

実
施

、
患

者
情

報
の

取
扱

い
等

に
お

い
て

配
慮

す
べ

き
事

項
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
課

題
研

究

10
67

3）
正

義
性

、
社

会
性

、
誠

実
性

に
配

慮
し

、
法

規
範

を
遵

守
し

て
研

究
に

取
り

組
む

。
（

態
度

）
A

-
(2

)-④
-3
再

掲
課

題
研

究

（
3）

研
究

の
実

践

10
68

1）
研

究
課

題
に

関
す

る
国

内
外

の
研

究
成

果
を

調
査

し
、

読
解

、
評

価
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

課
題

研
究

10
69

2）
課

題
達

成
の

た
め

に
解

決
す

べ
き

問
題

点
を

抽
出

し
、

研
究

計
画

を
立

案
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）
課

題
研

究

10
70

3）
研

究
計

画
に

沿
っ

て
、

意
欲

的
に

研
究

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

課
題

研
究

10
71

4）
研

究
の

各
プ

ロ
セ

ス
を

適
切

に
記

録
し

、
結

果
を

考
察

す
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
課

題
研

究

10
72

5）
研

究
成

果
の

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
い

、
適

切
な

質
疑

応
答

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
課

題
研

究

10
73

6）
研

究
成

果
を

報
告

書
や

論
文

と
し

て
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

課
題

研
究

91
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基礎資料3-1





1年
2年

3年
4年

5年
6年

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

15
0

A
10

8
12

8
14

1
15

5
15

4
16

1

B
11

5
12

7
13

4
14

0
14

6
15

4

留
年

に
よ
る
者

C
7

10
10

4
11

22

休
学

に
よ
る
者

D
0

2
0

0
2

2

E
0

0
0

0
0

0

F
10

8
11

5
12

4
13

6
13

3
13

0

F/
A

1.
00

0.
90

0.
88

0.
88

0.
86

0.
81

0.
06

0.
09

0.
07

0.
03

0.
09

0.
16

6）
（
ス
ト
レ
ー
ト
在
籍
者
数
）
/（
入
学
時
の
学
生
数
）
の
値
を
小
数
点
以
下
第

2位
ま
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
（
％
表
示
で
な
く
、

1.
00

の
よ
う
に
記
載
く
だ
さ
い
）

2）
当
該
学
年
が
入
学
し
た
時
点
で
の
実
入
学
者
数
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

3）
評

価
実
施
年
度
の

5月
1日

現
在
に
お
け
る
各
学
年
の
在
籍
学
生
数
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

4）
過
年
度
在
籍
者
数
を
「
留
年
に
よ
る
者
」
と
「
休
学
に
よ
る
者
」
に
分
け
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
休
学
と
留
年
が
重
複
す
る
学
生
は
留
年
者
に
算
入
し
て
く
だ
さ
い
。

5）
（
在
籍
学
生
数
）
－
｛
（
過
年
度
在
籍
者
数
）
＋
（
編
入
学
な
ど
に
よ
る
在
籍
者
数
）
｝
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ー
ト
在
籍
者
数
　

{B
-(C

+D
+E

)｝

7）
（
過
年
度
在
籍
者
数
）
/（
在
籍
学
生
数
）
の
値
を
小
数
点
以
下
第

2位
ま
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
（
％
表
示
で
な
く
、

1.
00

の
よ
う
に
記
載
く
だ
さ
い
）

過
年
度
在
籍
者
数

 4）

編
入
学
な
ど
に
よ
る
在
籍
者
数

ス
ト
レ
ー
ト
在
籍
者
数

 5）

過
年
度
在
籍
率

 7）

（
C

+D
）
/B

1）
各
学
年
が
入
学
し
た
年
度
の
入
学
者
選
抜
で
設
定
さ
れ
て
い
た
入
学
定
員
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
ト
レ
ー
ト
在
籍
率

 6）

在
籍
学
生
数

 3）

（
基
礎
資
料

3－
1）

　
20

19
年
度
に
お
け
る
学
年
別
在
籍
状
況

入
学
年
度
の
入
学
定
員

 1)

入
学
時
の
学
生
数

 2）

学
年
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基礎資料3-2





（基礎資料3－2） 　2019年度の直近5年間における6年制学科の学年別学籍異動状況

2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

在籍者数 1) 159 162 146 137 115

休学者数 2) 1 0 1 0 2

退学者数 2) 10 6 6 8 4

留年者数 2) 6 5 8 7 4

進級率 3) 0.89 0.93 0.90 0.89 0.91

在籍者数 1) 167 153 157 138 127

休学者数 2) 0 0 2 1 2

退学者数 2) 9 4 4 2 2

留年者数 2) 11 5 5 4 2

進級率 3) 0.88 0.94 0.93 0.95 0.95

在籍者数 1) 147 153 150 147 134

休学者数 2) 1 0 0 0 0

退学者数 2) 0 2 5 4 1

留年者数 2) 5 6 2 3 2

進級率 3) 0.96 0.95 0.95 0.95 0.98

在籍者数 1) 92 144 146 144 140

休学者数 2) 1 0 0 0 0

退学者数 2) 2 0 4 0 1

留年者数 2) 0 1 1 0 1

進級率 3) 0.97 0.99 0.97 1.00 0.99

在籍者数 1) 84 91 144 144 146

休学者数 2) 0 0 3 2 3

退学者数 2) 1 2 1 0 0

留年者数 2) 2 1 0 0 2

進級率 3) 0.96 0.97 0.97 0.99 0.97

5年次

1年次

2年次

3年次

4年次
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基礎資料3-3





（
基
礎
資
料

3－
3）

　
20

19
年
度
の
直
近

5年
間
に
お
け
る
学
士
課
程
修
了
（
卒
業
）
状
況
の

実
態

20
15

年
度

20
16

年
度

20
17

年
度

20
18

年
度

20
19

年
度

A
88

80
88

13
9

14
2

B
72

64
77

12
7

11
9

B
/A

0.
82

0.
80

0.
88

0.
91

0.
83

6年
C

66
60

73
12

2
11

3

7年
4

4
3

3
5

8年
0

0
0

0
1

9年
以
上

0
0

0
0

0

D
88

10
1

10
0

16
4

16
1

C
/D

0.
75

0.
59

0.
73

0.
74

0.
70

[注
]

卒
業
判
定
時
（
年
度
末
）
の

在
籍
学
生
数

 1)

学
士
課
程
修
了
（
卒
業
）
者
数
 

卒
業
率

 2)

3)
  「

編
入
学
者
を
除
い
た
卒
業
者
数
」
の
内
訳
を
卒
業
ま
で
に
要
し
た
期
間
別
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

4）
 そ

れ
ぞ
れ
の
年
度
の

6年
次
学
生
（

C
）
が
入
学
し
た
年
度
の
実
入
学
者
数
（
編
入
学
者
を
除
く
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

5）
 ス

ト
レ
ー
ト
卒
業
率

 ＝
 （

卒
業
ま
で
に
要
し
た
在
学
期
間
が

6年
間
の
学
生
数
）
／
（
入
学
時
の
学
生
数
）
の
値
（

C
/D

）
を
、
小
数
点
以
下

第
2位

ま
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

卒
業
ま
で
に
要
し
た

在
学
期
間
別
の

内
訳

 3)

入
学
時
の
学
生
数
（
実
入
学
者
数
）

 4)

ス
ト
レ
ー
ト
卒
業
率

 5
)

1）
 卒

業
者
数
は
、
当

該
年

度
の

卒
業

判
定

会
議

（
年

度
末

の
2月

）
に

お
け

る
卒

業
認

定
者

数
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

   
  9

月
卒
業
な
ど
の
卒
業
延
期
生
、
休
退
学
者
を
除
い
た
数
字
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

2）
 卒

業
率
＝
（
学
士
課
程
修

了
者
数
）

/（
6年

次
の
在
籍
者
数
）
の
値
（

B
/A

）
を
小
数
点
以
下
第

2位
ま
で
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
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基礎資料3-4





20
14

年
度

20
15

年
度

20
16

年
度

20
17

年
度

20
18

年
度

20
19

年
度

平
均
値

 5)

A
15

0
15

0
15

0
15

0
15

0
15

0

B
16

1
15

4
15

5
14

1
12

8
10

8
14

1.
17

B
/A

1.
07

1.
03

1.
03

0.
94

0.
85

0.
72

0.
94

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

C
+D

+E
0

1
2

0
0

0
0.

50

 2
年
次

C
0

0
0

0
0

0
0.

00

 3
年
次

D
0

0
0

0
0

0
0.

50

 4
年
次

E
0

1
2

0
0

0
0.

00

注
]

1）
 各

年
度
の
実
入
学
者
数
と
し
て
、
当
該

年
の

5月
1日

に
在
籍
し
て
い
た
新
入
生
数
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

2）
 各

年
度
の
実
入
学
者
数
を
そ
の
年
度
の

入
学
定
員
で
除
し
た
数
値
（
小
数
点
以
下
第
2
位
ま
で
）
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

3）
 そ

の
年
度
に
受
け
入
れ
た
編
入
学
者
（

転
学
部
、
転
学
科
な
ど
を
含
む
）
の
合
計
数
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

4）
 編

入
（
転
入
）
学
に
よ
る
入
学
者
の
受

け
入
れ
学
年
別
の
内
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

5）
 6
年
間

の
平
均
値
を
人
数
に
つ
い
て
は

整
数
で
、
充
足
率
に
つ
い
て
は
小
数
点
以
下
第
2
位
ま
で
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

編
入
学
者
数

 3)

編
入
学
し
た

学
年

別
の
内
数

 4)

（
基
礎
資
料

3－
4）

　
 直

近
6年

間
の
定
員

充
足
状
況
と
編
入
学
者
の
動
向

入
学
年
度

入
学
定
員

実
入
学
者

数
 1)

入
学
定
員
充
足
率

 2)

編
入
学
定
員
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基礎資料4





　　　（基礎資料4）　学生受入れ状況 (入学試験種類別)

学科名 入試の種類
2015年度入試

（2014年度実施）

2016年度入試

（2015年度実施）

2017年度入試

（2016年度実施）

2018年度入試

（2017年度実施）

2019年度入試

（2018年度実施）

2020年度入試

（2019年度実施）

募集定員数に対す
る入学者数の比率
（6年間の平均）

受験者数 295 355 256 261 224 247

合格者数 153 163 166 153 142 139

入学者数(A) 76 87 93 78 71 57

募集定員数(B) 68.00 68 68 68 68 68

A/B*100(%) 111.76 127.94 136.76 114.71 104.41 83.82

受験者数 111 85 75 77 72 60

合格者数 59 45 43 44 49 35

入学者数(A) 14 6 2 5 5 3

薬 募集定員数(B) 14 14 14 14 14 14

A/B*100(%) 100.00 42.86 14.29 35.71 35.71 21.43

受験者数 2 5 3 3 0 4

薬 合格者数 2 5 3 3 0 4

入学者数(A) 2 5 2 3 0 4

募集定員数(B) 14 14 14 14 14 14

A/B*100(%) 14.29 35.71 14.29 21.43 0.00 28.57

受験者数 42 30 22 22 13 22

学 学 合格者数 42 30 22 22 13 22

入学者数(A) 42 30 22 22 13 22

募集定員数(B) 27 27 27 27 27 27

A/B*100(%) 155.56 111.11 81.48 81.48 48.15 81.48

受験者数 95 81 72 51 52 73

科 合格者数 32 40 32 27 28 38

入学者数(A) 20 27 22 20 19 18

募集定員数(B) 27 27 27 27 27 27

部 A/B*100(%) 74.07 100.00 81.48 74.07 70.37 66.67

受験者数 545 556 428 414 361 406

合格者数 288 283 266 249 232 238

入学者数(A) 154 155 141 128 108 104

募集定員数(B) 150 150 150 150 150 150

A/B*100(%) 102.67 103.33 94.00 85.33 72.00 69.33

受験者数 1 6 0 0 0 3

合格者数 1 4 0 0 0 3

入学者数(A) 1 2 0 0 0 2

募集定員数(B) 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名

A/B*100(%) － － － － － －

[注]

　

一般入試

大学入試センター
入試

ＡＯ入試

指定校推薦

公募推薦入試

  7　薬科学科との一括入試の場合は、欄外に「（備考）○年次に・・・・・を基に学科を決定する。なお、薬学科の定員は△△△名」と注を記入してください。

学　科　計 0.91

編（転）入試験

　1　入学者数は、実施した入試により5月1日に新入学者となっている学生数を記入してください。

　2　実施している全種類の入試が網羅されるように「入試の種類」の名称を記入し、適宜欄を設けて記入してください。なお、該当しない入試方法の欄は削除してください。

　3　入試の種類ごとに「募集定員数(B)に対する入学者数(A)」の割合［A/B*100(%)］を算出してください。

　4　「留学生入試」に交換留学生は含めないでください。

　5　各入学（募集）定員が若干名の場合は「若干名」と記入してください。

　6　6年制が複数学科で構成されている場合は、「学部合計」欄を設けて記入してください。
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基礎資料5





教授 准教授 専任講師 助教 合計 基準数 1）

21名 8名 8名 2名 39名 31名

教授 准教授 専任講師 助教 合計 必要数 2）

4名 3名 1名 0名 8名 6名

助手 1） 兼担教員 2）

9名 0名

  

TA SA その他 1） 合計

0名 8名 5名 13名  

事務職員
 1)

技能職員 2） その他
 3） 合計

4(2)名 0名 0名 4(2)名

表2．薬学科（6年制）の教育研究に携わっている表1．以外の薬学部教員

（基礎資料5）教員・職員の数

表1．大学設置基準（別表第1）の対象となる薬学科（6年制）の専任教員

　上記における臨床実務経験を有する者の内数

1）大学設置基準第13条別表第1のイ（表１）及び備考4に基づく数／別表2は含まない

2）上記基準数の6分の1（大学設置基準第13条別表第1のイ備考10）に相当する数

2） 薬用植物園や実験動物の管理、電気施設など保守管理に携わる職員

3） 司書、保健・看護職員など

1）学校教育法第92条⑨による教員として大学設置基準第10条2の教育業務及び研究に
携わる常勤者

2）4年制学科を併設する薬学部で、薬学科の専門教育を担当する4年制学科の専任教員

表3．演習、実習、実験などの補助に当たる教員以外の者

1）実習などの補助を担当する臨時、契約職員など（無給は除く）

表4．薬学部専任の職員

  1） 薬学部の業務を専門に行う職員（非常勤を含む。ただし非常勤者数は（　）に内数で記

入。複数学部の兼任は含まないこと。)
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基礎資料6





教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率

70代 0名 0名 0名 0名 0名 0％
60代 12名 1名 0名 0名 13名 33.3％
50代 5名 2名 1名 0名 8名 20.5％
40代 4名 4名 4名 0名 12名 30.8％
30代 0名 1名 3名 2名 6名 15.4％
20代 0名 0名 0名 0名 0名 0％
合計 21名 8名 8名 2名 39名 100.0 ％

教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率

男性 19名 7名 8名 2名 36名 92.3％
女性 2名 1名 0名 0名 3名 7.7％

（基礎資料6）　専任教員（基礎資料7の表1）の年齢構成

専任教員の定年年齢：（　　65　　歳）

（参考資料）　専任教員（基礎資料7の表1）の男女構成
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基礎資料7





学科 
1)

職名 
2) 氏 名 年齢 性別 学位称号

現職就任
年 月 日 授業時間 

4) 年間で平均した

週当り授業時間 
5)

実感する化学 6.00 0.20

生命体の基本単位しての細胞 9.00 0.30

生活環境と健康 18.00 0.60

社会・集団と健康 6.00 0.20

英語Ⅳ 4.50 0.15

健康と環境特講 18.00 0.60

実習Ⅳ ◎ 22.50 0.75

実践薬学演習 1.50 0.05

総合薬学演習 4.50 0.15

事前学習 ◎ 14.97 0.50

病院・薬局実務実習 ◎ 10.70 0.36

薬学英語演習 10.46 0.35

公衆衛生学特論 院 15.00 0.50

細胞分子構㐀学特論 院 13.50 0.45

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学総論 15.00 0.50

薬学英語Ⅱ 4.50 0.15

186.88 6.23

医薬品の化学構㐀式と性質 3.00 0.10

有機化学Ⅱ 9.00 0.30

化学系薬学特講 6.00 0.20

生体分子の構㐀と化学的性質 11.96 0.40

薬学の基礎となる化学Ａ 20.93 0.70

薬剤師を取り巻く法規 1.49 0.05

医薬品管理 10.46 0.35

セルフメデイケーション（２） 10.50 0.35

基礎薬学演習 3.00 0.10

総合薬学演習 6.00 0.20

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 11.25 0.38

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

生体分子の構㐀と化学的性質 11.96 0.40

薬学演習 7.50 0.25

事前学習 ◎ 14.97 0.50

有機化学Ⅰ 9.00 0.30

薬学と社会特講 3.00 0.10

実習Ⅱ ◎ 33.75 1.13

196.98 6.57

博士論文応用演習I 院 14.96 0.50

博士論文応用演習II 院 14.96 0.50

病態制御学論情報演習 院 15.00 0.50

実習Ⅳ ◎ 22.50 0.75

医薬品をつくる特講 4.50 0.15

循環器・腎疾患の薬・病態・治療 9.00 0.30

消化器系疾患の薬・病態・治療 9.00 0.30

血液・㐀血器系疾患の薬・病態・治療 9.00 0.30

実践薬学演習 3.00 0.10

生体機能の調節II 9.00 0.30

総合薬学演習 3.00 0.10

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 27.00 0.90

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 15.00 0.50

事前学習 ◎ 14.97 0.50

194.10 6.47

薬学入門Ⅰ 33.00 1.10

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

基礎分析化学A 9.00 0.30

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

薬局方収載の試験法 9.00 0.30

応用分析科学 4.50 0.15

生命倫理 18.00 0.60

実習Ⅰ ◎ 22.50 0.75

実習Ⅱ ◎ 33.75 1.13

基礎薬学演習 6.00 0.20

実践薬学演習 3.00 0.10

総合薬学演習 3.00 0.10

事前学習 ◎ 14.97 0.50

病院・薬局実務実習 ◎ 36.00 1.20

（基礎資料７） 教員の教育担当状況 

表１．薬学科（６年制）専任教員（基礎資料５の表１）が担当する授業科目と担当時間

授業担当科目 
3)

薬学科 教授

授業担当時間の合計

薬学科 教授

授業担当時間の合計

授業担当時間の合計

薬学科 教授

薬学科 教授

(休職中の１名を除く)
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実務実習後学習 3.00 0.10

薬学英語演習 10.46 0.35

物理系薬学特講 3.00 0.10

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

薬学総論 1.59 0.05

キャリアデザインⅠ 15.00 0.50

生体分子解析学特論 院 9.00 0.30

313.52 10.45

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

薬学総論 1.50 0.05

血液・㐀血器系疾患の薬・病態・治療 4.50 0.15

悪性腫瘍の薬・病態・治療 15.00 0.50

調剤 1.49 0.05

臨床推論演習 76.16 2.54

病院・薬局実務実習 ◎ 72.00 2.40

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

総合薬学演習 1.50 0.05

事前学習 ◎ 95.78 3.19

臨床薬剤学特論 院 12.00 0.40

高度医療薬学研修Ⅰ 院 9.00 0.30

医療情報データベース特論 院 7.50 0.25

高度医療薬学研修Ⅱ 院 6.00 0.20

369.14 12.30

薬学英語Ⅰ 11.93 0.40

薬学英語演習 10.46 0.35

英語Ⅳ 4.50 0.15

消化器系疾患の薬・病態・治療 9.00 0.30

循環器系・腎疾患の薬・病態・治療 9.00 0.30

血液系疾患の薬・病態・治療 4.50 0.15

生体機能の調節II 4.50 0.15

実習Ⅳ ◎ 22.50 0.75

実践薬学演習 3.00 0.10

総合薬学演習 3.00 0.10

事前学習 ◎ 14.97 0.50

病院・薬局実務実習 ◎ 36.00 1.20

実務実習後学習 1.50 0.05

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

薬学総論 15.00 0.50

セルフメディケーション（１） 3.00 0.10

セルフメディケーション（２） 9.00 0.30

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

203.11 6.77

漢方医学概説 19.46 0.65

漢方薬物治療 19.46 0.65

薬になる動植鉱物 9.00 0.30

薬学入門Ⅰ 33.00 1.10

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

キャリアデザインⅠ 15.00 0.50

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

実習Ⅲ ◎ 22.50 0.75

生命倫理 18.00 0.60

基礎薬学演習 3.00 0.10

総合薬学演習 3.00 0.10

事前学習 ◎ 14.97 0.50

病院・薬局実務実習 ◎ 24.00 0.80

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

化学系薬学特講 1.50 0.05

薬学総論 1.50 0.05

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

漢方薬理学特論 院 22.50 0.75

297.60 9.92

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

医薬品をつくる特講 3.00 0.10

製剤とDDS 10.46 0.35

実践薬学演習 3.00 0.10

総合薬学演習 4.50 0.15

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 54.00 1.80

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 9.00 0.30

事前学習 ◎ 47.89 1.60

薬学と社会特講 3.00 0.10

薬剤設計学特論 院 13.50 0.45

215.06 7.17

授業担当時間の合計

授業担当時間の合計

薬学科 准教授

授業担当時間の合計

薬学科
教授

（実務）

授業担当時間の合計

薬学科 教授

授業担当時間の合計

薬学科 教授
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生体エネルギー代謝 7.50 0.25

疾病の予防 4.49 0.15

生命倫理 18.00 0.60

情報処理基礎 22.50 0.75

セルフメディケーション（１） 3.00 0.10

セルフメディケーション（２） 10.50 0.35

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

キャリアデザインⅠ 15.00 0.50

基礎薬学演習 1.50 0.03

実践薬学演習 1.50 0.05

総合薬学演習 1.50 0.05

実習Ⅲ ◎ 22.50 0.75

病院・薬局実務実習 ◎ 27.00 0.90

薬学英語演習 10.46 0.35

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

生物系薬学特講 3.00 0.10

事前学習 ◎ 14.97 0.50

薬学総論 4.50 0.15

実務実習後学習 1.50 0.05

218.17 7.25

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

臨床推論演習 62.31 2.08

薬物の臓器への到達と消失 2.99 0.10

生体機能の調節I 18.00 0.60

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

生命倫理 18.00 0.60

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 30.00 1.00

実務実習後学習 13.50 0.45

薬学英語演習 10.46 0.35

事前学習 ◎ 95.78 3.19

335.80 11.19

基礎分析化学A 9.00 0.30

基礎分析化学B 6.00 0.20

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

機器分析学 9.00 0.30

分析技術の臨床応用 9.00 0.30

臨床検査 15.00 0.50

応用分析科学 4.50 0.15

医薬品管理 1.50 0.05

実習Ⅰ ◎ 22.50 0.75

実習Ⅱ ◎ 33.75 1.13

基礎薬学演習 1.50 0.05

総合薬学演習 3.00 0.10

事前学習 ◎ 14.97 0.50

病院・薬局実務実習 ◎ 27.00 0.90

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

物理系薬学特講 3.00 0.10

薬学総論 4.50 0.15

セルフメディケーション（２） 9.00 0.30

226.43 7.55

薬学と社会特講 1.50 0.05

医薬品の安定供給と社会保障制度 10.50 0.35

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

臨床推論演習 69.23 2.31

調剤 1.50 0.05

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

総合薬学演習 1.50 0.05

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 45.00 1.50

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 9.00 0.30

事前学習 ◎ 95.78 3.19

330.72 11.02

免疫・炎症・アレルギー疾患の薬物治療 13.50 0.45

実習Ⅲ ◎ 22.50 0.75

生物系薬学特講 1.50 0.05

臨床免疫病態学特論 院 22.50 0.75
病態制御学論情報演習（外国語、IT含む） 院 7.50 0.25

感染症の薬物治療 13.50 0.45

免疫と疾患 13.50 0.45

免疫のしくみ 11.93 0.40

実践薬学演習 3.00 0.10

基礎薬学演習 1.50 0.05

総合薬学演習 3.00 0.10

授業担当時間の合計

薬学科 講師

授業担当時間の合計

薬学科 准教授

授業担当時間の合計

薬学科
准教授
（実務）

授業担当時間の合計

薬学科 教授

薬学科 教授
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生命倫理 9.00 0.30
ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 27.00 0.90

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 9.00 0.30

事前学習 ◎ 14.97 0.50

197.11 6.57

生体のなりたち 4.49 0.15

実感する化学 6.00 0.20

化学物質の生体への影響 10.46 0.35

社会・集団と健康 6.00 0.20

生命体の基本単位としての細胞 6.00 0.20

基礎薬学演習 1.50 0.05

事前学習 ◎ 14.97 0.50

薬学総論 4.50 0.15

健康と環境特講 3.00 0.10

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 27.00 0.90

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

実習Ⅳ ◎ 22.50 0.75

129.63 4.32

社会と薬学特講 3.00 0.10

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

臨床推論演習 62.30 2.08

臨床薬剤学特論 院 10.50 0.35

調剤 5.97 0.20

生体機能の調節Ⅰ 18.00 0.60

高度医療薬学研修Ⅱ 院 4.50 0.15

薬剤師を取り巻く法規 4.49 0.15

総合薬学演習 1.50 0.05

生命倫理 18.00 0.60

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

実務実習後学習 13.50 0.45

薬学英語演習 10.46 0.35

病院・薬局実務実習 ◎ 21.00 0.70

事前学習 ◎ 95.78 3.19

323.75 10.79

薬学と社会特講 6.00 0.20

薬学入門Ⅰ 33.00 1.10

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

臨床推論演習 62.31 2.08

薬剤師を取り巻く法規 7.47 0.25

医薬品管理 7.47 0.25

総合薬学演習 3.00 0.10

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

生命倫理 18.00 0.60

病院・薬局実務実習 ◎ 10.72 0.36

実務実習後学習 0.29 0.01

薬学英語学習 10.46 0.35

事前学習 ◎ 14.97 0.50

地域薬局 1.50 0.05

キャリアデザインⅠ 15.00 0.50

271.19 9.04

薬学の基礎としての数学Ａ 9.00 0.30

実習Ⅱ ◎ 33.75 1.13

製剤の性質 9.00 0.30

医薬品をつくる特講 3.00 0.10

物質の状態 18.00 0.60

物理系薬学特講 4.50 0.15

実践薬学演習 1.50 0.05

基礎薬学演習 1.50 0.05

総合薬学演習 3.00 0.10

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 10.72 0.36

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 11.91 0.40

事前学習 ◎ 14.97 0.50

144.06 4.80

化学物質の生体への影響 10.46 0.35

実習Ⅳ ◎ 22.50 0.75

薬学入門Ⅰ 33.00 1.10

生体のなりたち 5.98 0.20

食品衛生 14.95 0.50

生命体の基本単位としての細胞 1.50 0.05

健康と環境特論 4.50 0.15

授業担当時間の合計

薬学科 講師

授業担当時間の合計

授業担当時間の合計

薬学科
准教授
（実務）

授業担当時間の合計

薬学科
教授

（実務）

授業担当時間の合計

薬学科 講師
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疾病の予防 16.44 0.55

セルフメディケーション（１） 1.50 0.05

セルフメディケーション（２） 10.50 0.35

実践薬学演習 3.00 0.10

総合薬学演習 4.50 0.15

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 14.29 0.48

実務実習後学習 0.38 0.01

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 8.47 0.28

事前学習 ◎ 14.97 0.50

キャリアデザインⅠ 12.00 0.40

238.15 7.94

実習Ⅳ ◎ 22.50 0.75

食品衛生 5.98 0.20

健康と環境特講 1.50 0.05

実感する化学 6.00 0.20

セルフメディケーション（１） 4.50 0.15

セルフメディケーション（２） 9.00 0.30

実践薬学演習 1.50 0.05

情報処理基礎 22.50 0.75

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 24.00 0.80

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 3.00 0.10

事前学習 ◎ 14.97 0.50

138.66 4.62

薬になる動植鉱物 9.00 0.30

統計解析と臨床研究 4.49 0.15

病原体としての微生物 5.99 0.20

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

基礎薬学演習 4.50 0.15

薬学総論 3.00 0.10

薬学英語演習 10.46 0.35

実習Ⅲ ◎ 22.50 0.75

事前学習 ◎ 14.97 0.50

実務実習後学習 1.50 0.05

病院・薬局実務実習 ◎ 12.00 0.40

129.66 4.32

薬剤設計学特論 院 9.00 0.30

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

薬物の臓器への到達と消失 9.00 0.30

医薬品をつくる特講 1.50 0.05

医薬品製剤安定性特論 院 10.50 0.35

製剤とＤＤＳ 7.50 0.25

薬物動態解析 15.00 0.50

英語Ⅳ 4.50 0.15

薬学英語Ⅱ 4.50 0.15

セルフメディケーション（１） 3.00 0.10

セルフメディケーション（２） 9.00 0.30

実践薬学演習 1.50 0.05

総合薬学演習 3.00 0.10

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 36.00 1.20

実務実習後学習 ◎ 4.50 0.15

薬学英語演習 10.50 0.35

薬学総論 10.50 0.35

事前学習 ◎ 47.89 1.60

製剤とＤＤＳ（集中） 7.50 0.25

249.64 8.32

人体の成り立ちと機能ⅠA 18.00 0.60

生体機能の調節Ⅰ 18.00 0.60

薬の効くメカニズム 18.00 0.60

末梢神経系に作用する薬 18.00 0.60

代謝性・呼吸器疾患の薬・病態・治療 9.00 0.30

臨床推論演習 62.31 2.08

医薬品をつくる特講 18.00 0.60

実践薬学演習 9.00 0.30

総合薬学演習 3.00 0.10

生命倫理 18.00 0.60

病院・薬局実務実習 ◎ 27.00 0.90

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 15.00 0.50

事前学習 ◎ 95.78 3.19

薬学科 教授

授業担当時間の合計

授業担当時間の合計

薬学科 講師

授業担当時間の合計

薬学科 講師

授業担当時間の合計

薬学科 教授

薬学科 教授
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ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

実習Ⅳ ◎ 22.50 0.75

374.80 12.49

基礎有機化学 I 15.00 0.50

基礎有機化学 II 9.00 0.30

ターゲット分子の合成 10.48 0.35

生体分子の構㐀と化学的性質 4.49 0.15

医薬品の化学構㐀と性質 13.46 0.45

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

実習Ⅱ ◎ 33.75 1.13

総合薬学演習 3.00 0.10

病院・薬局実務実習 ◎ 10.72 0.36

化学系薬学特講 4.50 0.15

実務実習後演習 0.29 0.01

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 2.39 0.08

事前学習 ◎ 14.97 0.50

（集中）生体分子の構㐀と化学的性質 4.49 0.15

生理活性素材学特論 院 12.00 0.40

生体分子解析学特論 院 1.50 0.05

161.72 5.39

機器分析学 9.00 0.30

薬局方収載の試験法 9.00 0.30

分析技術の臨床応用 4.50 0.15

臨床検査 3.00 0.10

応用分析化学 4.50 0.15

物理系薬学特講 1.50 0.05

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 1.50 0.05

実習Ⅰ ◎ 22.50 0.75

実習Ⅱ ◎ 33.75 1.13

事前学習 ◎ 14.97 0.50

病院・薬局実務実習 ◎ 18.00 0.60

実務実習後学習 1.50 0.05

生体分子解析学特論 院 12.00 0.40

157.43 5.25

薬学入門Ⅰ 33.00 1.10

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

薬学概論 3.00 0.10

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

生命倫理 36.00 1.20

薬物の臓器への到達と消失 5.98 0.20

悪性腫瘍の薬・病態・治療 3.00 0.10

病原微生物と感染症 2.99 0.10

調剤 4.48 0.15

臨床推論演習 62.31 2.08

事前学習 ◎ 95.78 3.19

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

医薬品をつくる特講 1.50 0.05

総合薬学演習 3.00 0.10

薬学総論 9.00 0.30

キャリアデザインⅠ 15.00 0.50

病院・薬局実務実習 ◎ 60.00 2.00

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

薬学英語演習 10.46 0.35

実務実習後学習 9.00 0.30

476.75 15.89

薬物の基礎としての数学B 8.00 0.27

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

薬物の臓器への到達と消失 2.99 0.10

製剤とDDS 2.99 0.10

薬物動態解析 5.98 0.20

英語Ⅳ 4.50 0.15

薬学英語Ⅱ 4.50 0.15

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

セルフメディケーション（１） 3.00 0.10

総合薬学演習 1.50 0.05

病院・薬局実務実習 ◎ 18.00 0.60

実務実習後学習 0.75 0.03

薬学英語演習 10.46 0.35

製剤とDDS(集中講義) 2.99 0.10

薬学総論 3.00 0.10

事前学習 14.97 0.50

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

168.38 5.61

実習Ⅱ ◎ 33.75 1.13

医薬品の化学構㐀と性質 4.50 0.15

 

授業担当時間の合計

授業担当時間の合計

薬学科 教授

授業担当時間の合計

薬学科 教授

授業担当時間の合計

薬学科 助教

授業担当時間の合計

薬学科
教授
(実務)
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生体分子の構㐀と化学的性質 4.50 0.15

化学の基礎 9.00 0.30

情報処理基礎 22.50 0.75

病院・薬局実務実習 ◎ 18.00 0.60

薬学英語演習 10.50 0.35

基礎薬学演習 3.00 0.10

薬学総論 1.50 0.05

事前学習 14.97 0.50

122.22 4.07

物質のエネルギー 18.00 0.60

物質の構㐀と相互作用 15.00 0.50

化学反応㏿度 18.00 0.60

基礎薬学演習 4.50 0.15

物理系薬学特講 4.50 0.15

物理へのファースト・ステップ 12.00 0.40

総合薬学演習 3.00 0.10

薬学総論 1.50 0.05

病院・薬局実務実習 ◎ 6.00 0.20

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学入門Ⅰ 33.00 1.10

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

実習Ⅱ ◎ 33.75 1.13

バーチャルスクリーニング解析学特論 院 22.50 0.75

放射線統合解析学特論 院 10.50 0.35

医療情報データベース特論 院 18.00 0.60

キャリアデザインⅠ 12.00 0.40

事前学習 ◎ 14.97 0.50

266.22 8.87

生命倫理 39.00 1.30

調剤 3.00 0.10

薬剤師を取り巻く法規 3.00 0.10

地域薬局 8.98 0.30

臨床推論演習 69.23 2.31

事前学習 ◎ 95.78 3.19

実務実習後学習 9.00 0.30

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

薬学総論 9.00 0.30

薬学入門Ⅰ 33.00 1.10

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

病院・薬局実務実習 ◎ 40.50 1.35

359.24 11.97

有機化学Ⅰ 9.00 0.30

基礎有機化学Ⅱ 9.00 0.30

実習Ⅱ ◎ 33.75 1.13

基礎有機化学Ⅰ 3.00 0.10

有機化学Ⅱ 9.00 0.30

化学系薬学特論 6.00 0.20

英語Ⅳ 4.50 0.15

薬学英語Ⅱ 4.50 0.15

ターゲット分子の合成 8.99 0.30

総合薬学演習 3.00 0.10

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 10.72 0.36

実務実習後学習 0.29 0.01

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 2.39 0.08

事前学習 ◎ 14.97 0.50

生理活性素材学特論 院 10.50 0.35

151.32 5.04

病原微生物と感染症 13.48 0.45

統計解析と臨床研究 7.49 0.25

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

臨床推論演習 62.31 2.08

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

高度医療薬学研修Ⅱ 1.50 0.05

総合薬学演習 3.00 0.10

病院・薬局実務実習 ◎ 10.72 0.36

実務実習後学習 0.29 0.01

薬学英語演習 10.46 0.35

事前学習 ◎ 14.97 0.50

キャリアデザインⅠ 15.00 0.50

220.22 7.34

薬物の宝庫としての天然物 18.00 0.60

物質の基本概念 7.50 0.25

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

生命倫理 18.00 0.60

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

物質の構㐀と相互作用 3.00 0.10

授業担当時間の合計

薬学科 教授

授業担当時間の合計

薬学科 助教

授業担当時間の合計

薬学科 教授

授業担当時間の合計

薬学科
講師
(実務)

授業担当時間の合計

薬学科 教授

(実務)
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天然物化学 19.46 0.65

英語Ⅳ 4.50 0.15

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

基礎薬学演習 3.00 0.10

キャリアデザインⅠ 15.00 0.50

薬学の基礎となる化学Ｂ 12.00 0.40

薬学総論 2.40 0.08

実務実習後学習 0.30 0.01

実習Ⅱ ◎ 33.75 1.13

病院・薬局実務実習 ◎ 15.00 0.50

事前学習 ◎ 14.97 0.50

245.63 8.19

生命情報を担う遺伝子 7.48 0.25

ゲノム情報と創薬 9.00 0.30

バイオ・細胞医薬品 5.96 0.20

実習Ⅲ ◎ 22.50 0.75

薬学入門Ⅰ 33.00 1.10

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

キャリアデザインⅠ 12.00 0.40

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

生命倫理 18.00 0.60

実践薬学演習 1.50 0.05

総合薬学演習 3.00 0.10

薬学英語演習 10.46 0.35

生物系薬学特講 2.00 0.07

事前学習 ◎ 14.97 0.50

病院・薬局実務実習 ◎ 15.00 0.50

実務実習後学習 0.50 0.02

薬学総論 3.00 0.10

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

生体のなりたち 6.00 0.20

セルフメディケーション（２） 9.00 0.30

生物学概論 0.00 0.00

252.12 8.40

生命情報を担う遺伝子 7.48 0.25

ゲノム情報と創薬 9.00 0.30

バイオ・細胞医薬品 5.96 0.20

実習Ⅲ ◎ 22.50 0.75

生体のなりたち 8.00 0.27

生体機能の調節Ⅰ 18.00 0.60

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

生物学概論 0.00 0.00

実践薬学演習 3.00 0.10

総合薬学演習 6.00 0.20

基礎薬学演習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

生物系薬学特講 2.00 0.07

事前学習 ◎ 14.97 0.50

病院・薬局実務実習 ◎ 48.00 1.60

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学総論 3.00 0.10

薬効解析科学特論 院 4.00 0.13

細胞分子構㐀学特論 院 4.00 0.13

210.62 7.02

生体エネルギー代謝 10.50 0.35

生体調節分子 6.00 0.20

医薬品管理 1.50 0.05

実習Ⅳ ◎ 22.50 0.75

物質の構㐀と放射線 16.43 0.55

分析技術の臨床応用 4.50 0.15

生命体の基本としての細胞 1.50 0.05

物理系薬学特講 1.50 0.05

生物系薬学特講 4.50 0.15

基礎薬学演習 1.50 0.05

実践薬学演習 1.50 0.05

総合薬学演習 3.00 0.10

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

事前学習 ◎ 14.97 0.50

病院・薬局実務実習 ◎ 10.70 0.36

実務実習後学習 1.00 0.03

薬学英語演習 10.46 0.35

放射線統合解析学特論 院 12.00 0.40

細胞分子構㐀学特論 院 6.00 0.20

141.31 4.71

生命活動を担うアミノ酸・タンパク質代謝系 18.00 0.60

生体調節分子 12.00 0.40

代謝系・呼吸器系疾患の薬・病態・治療 9.00 0.30

薬学科 講師

授業担当時間の合計

授業担当時間の合計

薬学科 教授

授業担当時間の合計

薬学科 講師

授業担当時間の合計

薬学科 准教授
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生殖器系・内分泌系疾患の薬・病態・治療 7.47 0.25

英語Ⅳ 4.50 0.15

実習Ⅲ ◎ 22.50 0.75

博士論文応用演習Ⅰ 院 18.00 0.60

博士論文応用演習Ⅱ 院 18.00 0.60

実践薬学演習 1.50 0.05

基礎薬学演習 1.50 0.05

総合薬学演習 1.50 0.05

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

病院・薬局実務実習 ◎ 9.00 0.30

実務実習後学習 1.50 0.05

薬学英語演習 10.46 0.35

薬学総論 4.50 0.15

事前学習 ◎ 14.97 0.50

165.65 5.52

薬学入門Ⅰ 33.00 1.10

薬学入門Ⅱ 37.50 1.25

キャリアデザインⅠ 15.00 0.50

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

生命倫理 18.00 0.60

臨床推論演習 62.31 2.08

患者の視点に立った行動 9.00 0.30

英語Ⅳ 4.50 0.15

実習Ⅴ ◎ 43.50 1.45

社会・集団と健康 6.00 0.20

事前学習 ◎ 95.78 3.19

薬学英語演習 10.46 0.35

病院・薬局実務実習 ◎ 10.72 0.36

実務実習後学習 13.50 0.45

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

薬学総論 6.00 0.20

公衆衛生学特論 院 7.50 0.25

414.02 13.80

中枢神経系疾患の薬・病態・治療Ｉ 20.93 0.70

中枢神経系疾患の薬・病態・治療II 20.93 0.70

生体機能の調節Ｉ 18.00 0.60

生体機能の調節II 4.50 0.15

人体の成り立ちと機能II 20.93 0.70

生殖器系・内分泌系疾患の薬・病態・治療 7.47 0.25

コミュニケーション交流学習 30.00 1.00

実習Ⅳ ◎ 22.50 0.75

ファーマシューティカルケア総合演習 11.25 0.38

生命倫理 18.00 0.60

臨床推論演習 62.31 2.08

事前学習 ◎ 95.78 3.19

実務実習後学習 4.50 0.15

病院・薬局実務実習 ◎ 27.00 0.90

薬学英語演習 10.46 0.35

基礎薬学演習 1.50 0.05

実践薬学演習 3.00 0.10

総合薬学演習 3.00 0.10

薬学総論 13.50 0.45

395.55 13.19

薬学科 教授

授業担当時間の合計

（以下に同じ様式で記入欄を追加し、基礎資料７（専任教員の教育担当状況 例示）に従って記入してくだい）

1）薬学科（６年制）専任教員のみが対象ですが、２学科制薬学部で４年制学科の兼担教員となっている場合は（兼担学科名）を付記してください。
なお、薬学系の大学院の授業を担当している場合、その科目も記載ください。

2）臨床における実務経験を有する専任教員には、職名に（実務）と付記してください。

3)「授業担当科目」には、「卒業研究」の指導を除く全ての授業担当科目（兼担学科・兼任学科の科目、大学院の授業科目も含む）を記入し、実習科目は科目名の右欄に◎を、
大学院科目は「院」の字を記入してください。

4)「授業時間」には、当該教員がその科目で行う延べ授業時間を時間数を、以下に従ってご記入ください。
※講義科目は時間割から計算される実際の時間数（１コマ90分の授業15回担当すれば、90×15÷60＝22.5時間）を記入します。
※複数教員で分担している場合は授業回数を分担回数とし、履修者が多いため同一科目を反復開講している場合は授業時間数に反復回数を乗じます。
※実習科目では、同一科目を複数教員（例えば、教授１名と助教、助手２名）が担当していても、常時共同で指導している場合は分担担当としません。

5)「年間で平均した週当り授業時間」には、総授業時間を「30」（授業が実施される1年間の基準週数）で除した値を記入してください。
開講する週数が30週ではない大学でも、大学間の比較ができるよう「30」で除してください。

授業担当時間の合計

薬学科 准教授

授業担当時間の合計

薬学科
准教授
（実務）
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基礎資料8





6年生の在籍学生数 154 名

5年生の在籍学生数 146 名

4年生の在籍学生数 140 名

2019年5月1日現在

6年生 5年生 4年生

配属学生数 配属学生数 配属学生数

1 医薬品化学研究室 3 13 6 8 27 106.0
2 活性分子物理化学研究室 2 9 10 7 26 124.0
3 生体機能解析学研究室 2 9 6 7 22 97.0
4 衛生薬学研究室 2 3 6 6 15 111.0
5 病態生理・ゲノム機能学研究室 3（*） 7 5 6 18 106.0
6 生化学研究室 3（*） 6 6 7 19 132.0
7 分子免疫学研究室 2 8 8 7 23 124.0
8 免疫生物学研究室 2 7 7 7 21 118.0
9 薬品分析化学研究室 2 7 8 7 22 106.0

10 臨床分析化学研究室 2 7 6 8 21 106.0
11 医療薬剤学研究室 3 10 9 9 28 118.0
12 漢方薬物解析学研究室 4（*） 11 8 10 29 106.0
13 製剤物理化学研究室 3 10 9 6 25 111.0
14 実践医療薬学研究室 5 0 5 7 12 70.0
15 放射薬品化学研究室 2 9 8 7 24 111.0
16 薬剤情報解析学研究室 3 9 10 10 29 97.0
17 薬剤設計学研究室 2（*） 5 6 0 11 106.0
18 薬物治療学研究室 2 9 7 8 24 118.0
19 薬物動態学研究室 3（*） 5 8 6 19 106.0
20 薬理学研究室 3 10 8 7 25 118.0

53 154 146 140 440

[注]
　2　指導教員数には担当する教員（助手を含む）の数を記入してください。

　4　隣接する複数の講座などで共有して使用する実験室などは、基礎資料11-２に記載してください。

　※　指導教員数に、非常勤助手1名を含んでいます。

卒業研究を実施す
る研究室の面積

（m2）

合　計

　1　卒業研究を実施している学年にあわせ、欄を増減して作成してください。

　3　講座制をとっていない大学は、配属講座名を適宜変更して作成してください。

（基礎資料8）　卒業研究の学生配属状況および研究室の広さ

配属講座など 指導教員数 合計
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基礎資料9





 1

（基礎資料９）　専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 福山大学 講座名 免疫生物学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

・図解、映像の作製

・確認テストの実施

・練習問題

・授業評価

２　作成した教科書、教材、参考書

2018年2月

2016年12月

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

・FD研修会の企画・実施 2017年12月

2015年8月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年10月 BPB Reports　2巻・５号

共著 2018年8月
Biol. Pharm. Bull. 41巻・8
号

共著 2016年7月
Exp. Cell Res.　345巻・３
号

共著 2015年11月
Biosci. Biotechnol.
Biochem.  21巻 ・３号

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会　第140年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

薬学共用試験センター　CBT委員

日本生化学会評議員

日本生化学会各種授賞選考委員

2017年４月～現在

（演題名）リソソーム膜タンパク質（LAMP-1）のリソソーム標的シグナル
（GYQTI）のG→N変異体のリソソーム移行量は減少する

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　 　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

氏名　赤﨑　健司

（論文）The major lysosomal membrane proteins LAMP-1
and LAMP-2 participate in differentiation of C2C12
myoblasts

（論文）b-Taxilin participates in differentiation of C2C12
myoblasts into myotubes.

（論文）Involvement of microRNA214 and transcriptional
regulation in reductions in mevalonate pyrophosphate
decarboxylase mRNA levels in stroke-prone spontaneously
hypertensive rat livers.

「画像不正と疑われないための画像処理」の企
画実施した。

確認テスト、図解等は学内のWEBシステム（セ
レッソ）を利用して学生に配信、採点した。

授業内容を学生が理解しやすいように、教科書
にない図解や映像を作成して理解を促進した。

セレッソを利用した「ハラスメントチェック」
の企画実施した。

講義終了後確認テストを行い、次の授業で解説
を行い質疑応答をした。

前後期４科目の授業評価をうけ、授業の改善を
行った。

（論文）Targeting of Wild-Type and Mutated Forms of
Lysosome-Associated Membrane Protein-1 (LAMP-1) to
Late Endosomes/Lysosomes Depends on Affinities of Their
Cytoplasmic Tail Peptides with a Medium Subunit of Adaptor
Protein Complex-3 (AP-3)

廃棄物処理法、環境基本法に関連する項目の執
筆した。

・薬系免疫学（第３版）

・予防薬学としての衛生薬学（第３版）

予防接種に関連する項目の執筆した。

2011年４月～現在

2011年10月～現在

2016年10月～現在

(休職中の１名を除く)
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                                    2

大学名　福山大学 講座名 生体機能解析学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫 2019年１月11,18日

２　作成した教科書、教材、参考書

　・わかりやすい薬事関係法規・制度　第４版 2018年3月31日

　・新編　医薬化学 2018年3月10日

　・ソロモンの新有機化学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 2015年2月26日

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

該当なし。

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会の企画・実施 2016年11月24日

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年5月
日本薬学会、
Chem.Pharm.Bull.67 (5),501-
504

共著 2018年6月
日本薬学会、
Chem.Pharm.Bull.66 (6),620-
623

　 共著 2017年8月
日本薬学会、
Chem.Pharm.Bull.65 (8),598-
602

共著 2016年7月
日本薬学会、
Chem.Pharm.Bull.64 (7),676-
686

共著 2016年2月
日本薬学会、
Chem.Pharm.Bull.64 (2),142-
149

発表年・月 学会名

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

「第10章　麻薬等の取締法」の部分を執筆し
た。（廣川書店）

翻訳協力者した。（廣川書店）

（演題名）

日本化学会代表正会員

（論文）  Chiral Recognition of Dikeopiperazine
Cyclo(Pro-Gly) and Propranolol using (-)-
Epigallocatechin- 3-O-Gallate

２．学会発表（評価対象年度のみ）

「第５章　自律神経系に作用する医薬品」
の部分を執筆した。（廣川書店）

薬学部教職員を対象とレギュラトリーサイエン
スに関するFDを行った。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　石津　隆　

１．著書・論文等の名称

（論文）  Molecular capture using the precipitate of
creaming-down by (-)-epigallocatechin-3-O-gallate

（論文） Chiral Recognition of Pharmaceuticals having
a Xanthine Skeleton by (-)-Epigallocatechin-3-O-
gallatein Water

（論文）  Conformational Change and Epimerization of
Diketopiperazines Containing Proline Residue in
Water

（論文） Mechanism of Creaming Down Based on
Chemical Characterization of a Complex of Caffeine
and Tea Catechins

レギュラトリーサイエンスの必要性と意義を理
解させるために適切なテーマによるＳＧＤを
行った。

教育実践上の主な業績 概　　　要

日本薬学会代議員

2008年4月～2015年3月

2011年4月～現在
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大学名　福山大学 講座名 薬物治療学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫 〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

〜現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会への参加 〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年2月 Neuroscience Letters

共著 2019年1月
European Journal of
Pharmacology

　 共著 2018年1月 Phytotherapy Research

共著 2017年10月 Carbohydrate Polymers

共著 2017年2月
Journal of Neuroscience
Research

発表年・月 学会名

2020年3月 薬学会年会

2020年3月 薬学会年会

2020年3月 薬理学会年会

2020年3月 薬理学会年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬学会薬理系薬学部会世話人

日本神経化学会評議員

日本薬理学会学術評議員

（論文）Bradykinin and interleukin-1b synergistically
increase the expression of cyclooxygenase-2 through
the RNA-bunding protein HuR in rat dorsal root
ganglion cells

（演題名）サテライトグリア細胞におけるCOX-2発現の転写後調節につい
て

年に５回以上、FDに参加した。

（論文）Curcuma sp.-derived dehydrocurdione
induces heme oxygenase-1 through a Michael
reaction between its a,b-unsaturated carbonyl and
Keap1

（論文）Shogaol but not gingerol has a
neuroprotective effect on hemorrhagic brain injury:
Contribution of the a,b-unsaturated carbonyl to heme
oxygenase-1 expression

１．著書・論文等の名称

教育および研究活動の業績一覧

氏名　井上　敦子

教育実践上の主な業績 概　　　要

　・講義資料の作成 教科書を使用し、補充する点をプリントにして
配布している。学習度合いを確認できる小問題
を作成してプリントとして配布した。

「生体機能の調節」「循環器」「消化器」「血
液・造血器」に関して、病態と治療薬について
授業を行っている。授業評価5点満点中4以上を
目指して分かりやすい話し方を心がけ、目標を
到達した。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）サテライトグリア細胞におけるCOX-2発現誘導持続機構につい
て

～現在

～現在

～現在

（演題名）出血性脳障害に対する三塩化ガドリニウムの保護機構

（論文）Claudin domain containing 1 contributing to
endothelial cell adhesion decreases in presence of
cerebellar hemorrhage

（論文）Fabrication and characterization of water-
dispersed chitosan nanofiber/poly(ethylene glycol)
diacrylate/calcium phosphate-based porous
composites

（演題名）脳出血性後のミクログリア分極および形態形成に対するガドリ
ニウムの効果
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大学名　福山大学 講座名 臨床分析化学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・アクティブラーニングの実践 2016年度～現在

　・学生による授業評価アンケートの実施 2016年度～現在

２　作成した教科書、教材、参考書

　・講義プリント作成 2016年度～現在

2016年度～現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2016年
8月27,28日

2018年
9月1,2日

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・薬学部FD研修会で講演 2016年3月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

　 共著 2019年5月
Biological and
Pharmaceutical Bulletin,
Vol.42, No.5, 845-849

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2019年8月
第4回日本薬学教育学会大
会

2019年8月
第4回日本薬学教育学会大
会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

薬学共用試験センター　CBT委員

日本分析化学会中国四国支部幹事

第78回分析化学討論会実行委員会

基礎分析化学A・Bの講義プリントを作成した。

容量分析法・機器分析の実習内容のテキストを
作成した。

2016年度～現在 薬学教育者ワークショップ、タスクフォースとして8回参加

１．著書・論文等の名称

教育実践上の主な業績

2016年度〜2018年度

氏名　井上　裕文

2013年4月～現在

2015年4月～現在

日本薬学会　全国学生ワークショップ　実行委員（第6回〜第8回）

教育および研究活動の業績一覧

2017年度〜2018年度

（演題名）エルネオパNF 1号及び2号輸液中に混注されたオクトレオチド
の安定性に関する検討）

　・第3回日本薬学教育学会大会

実習における評価　-ルーブリック評価の利用に
ついて-を講演し、実践例を紹介した。

（論文）Determination of Short-Chain Fatty Acids in
Mouse Feces by High-Performance Liquid
Chromatography Using 2-Nitrophenylhydrazine as a
Labeling Reagent

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）福山大学薬学部におけるコミュニケーション交流学習の取り組
み（6）―交流学習を終えた一学生の学びと自己成長―

（演題名）コーチング技法を使用して学生同士の生活習慣改善を試みた講
義・演習の実施と評価およびその改善に向けた調査（その１）

　・実習Ⅰ・Ⅱ（分析化学系）実習書

福山大学薬学部におけるコミュニケーション交
流学習の取り組み-役立ち感・自己肯定感を育
み、ホスピタリティを涵養するために-
を発表した。

福山大学薬学部におけるコミュニケーション交
流学習の取り組み（5）―情緒不安定性、誠実
性、調和性と自己評価の関係―
を発表した。

概　　　要

薬学入門Ⅰ・Ⅱ、コミュニケーション交流学
習、基礎薬学演習、応用分析化学でSGDなどによ
るアクティブラーニングを実践した。

授業評価アンケート結果を考慮し、配布プリン
トや講義の進行度などを改善した。

　・第1回日本薬学教育学会大会

日本薬学会　若手薬学教育者のためのアドバンスドワークショップ実行委員（第3回〜第4回）

2017年8月～2018年5月
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大学名　福山大学 講座名
薬剤情報解析学研
究室

職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫 2019年6月

２　作成した教科書、教材、参考書

該当なし

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・福山市薬剤師会シリーズ研修会 2019年7～8月

　・福山市薬剤師会シリーズ研修会 2017年7～8月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

　 共著 2017年3月
情報処理学会第79回全国大
会論文集（79）385-386

共著 2016年8月
日本教育情報学会年会年会
論文集（32）322-323

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会

2019年11月 日本医療薬学会

2019年11月 日本医療薬学会

2019年11月 日本医療薬学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

中国中央病院倫理委員会外部委員（毎月１回）

中国中央病院IRB（治験審査委員会）外部委員（毎月１回）

日本医薬品安全性学会評議員

日本病院薬剤師会雑誌論文審査員

（演題名）メサラジン錠の先発医薬品から後発医薬品への切り替えによる
治療効果の減弱－溶出挙動からの考察－

（論文）視線による処方監査能力の点数化の検討

（論文）薬学部における視線を利用した熟達度評価の
試み

（演題名）ラベプラゾール腸溶錠の先発医薬品から後発医薬品への切り替
えによる治療効果の減弱－溶出挙動からの考察－

（演題名）PMDAの医薬品副作用データベースを利用した副作用解析－分子
標的薬及び免疫チェックポイント阻害薬による間質性肺炎について－

PBLによる症例検討演習。評価は、患者情報の把
握、医薬品情報の把握、薬物療法の問題点の評
価と問題解決・個別最適化および薬物療法の効
果と副作用モニタリングの中項目について、
ルーブリック評価により評価した。

「分子標的抗がん剤」について3回講演した。

「分かりやすい分子標的薬と免疫療法によるが
ん治療」について3回講演した。

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）メサラジン腸溶錠（アサコール）を後発医薬品に変更した症例
の検討

教育実践上の主な業績 概　　　要

教育および研究活動の業績一覧

氏名　江藤　精二

2015年4月～現在

2010年4月～現在

2017年4月～現在

2010年4月～現在
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大学名　福山大学 講座名 薬物治療学 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫 〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

　・講義資料の作成 〜現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2014年8月30日

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会講演 2018年9月14日

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年2月 Neuroscience Letters

共著 2019年1月
European Journal of
Pharmacology

　 共著 2018年1月 Phytotherapy Research

共著 2017年10月 Carbohydrate Polymers

共著 2017年2月
Journal of Neuroscience
Research

発表年・月 学会名

2020年3月 薬学会年会

2020年3月 薬学会年会

2020年3月 薬理学会年会

2020年3月 薬理学会年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬学会薬理系薬学部会若手世話人

日本医薬品安全性学会社員

日本薬理学会学術評議員

福山市医師会看護専門学校非常勤講師

（論文）Fabrication and characterization of water-
dispersed chitosan nanofiber/ poly(ethylene glycol)
diacrylate/calcium phosphate-based porous
composites

　・次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム
　　2014

第５回 福山大学教育改革シンポジウム（FD・SD
研修）「言語教育を考える」にて講演した。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　大西 正俊

（論文）Claudin domain containing 1 contributing to
endothelial cell adhesion decreases in presence of
cerebellar hemorrhage

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）サテライトグリア細胞におけるCOX-2発現誘導持続機構につい
て

（演題名）サテライトグリア細胞におけるCOX-2発現の転写後調節につい
て

（演題名）脳出血性後のミクログリア分極および形態形成に対するガドリ
ニウムの効果

（演題名）出血性脳障害に対する三塩化ガドリニウムの保護機構

１．著書・論文等の名称

（論文）Bradykinin and interleukin-1b synergistically
increase the expression of cyclooxygenase-2 through
the RNA-bunding protein HuR in rat dorsal root
ganglion cells

（論文）Shogaol but not gingerol has a
neuroprotective effect on hemorrhagic brain injury:
Contribution of the a, b-unsaturated carbonyl to heme
oxygenase-1 expression

（論文）Curcuma sp.-derived dehydrocurdione
induces heme oxygenase-1 through a Michael
reaction between its a, b-unsaturated carbonyl and
Keap1

教育実践上の主な業績 概　　　要

次世代を担う創薬・医療薬理シンポジウム2014
教育セミナー「6年制薬学生の研究とキャリアパ
ス」を発表した。

学生主体のアクディブラーニングが可能な領域
には積極的に取り入れた。

パワーポイント資料を作成した。

2013年8月～現在

2014年10月～現在

2015年4月～現在

2013年9月～現在
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大学名　福山大学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫 〜現在

　・授業評価 2018年度

２　作成した教科書、教材、参考書

　・医療薬学 Ⅳ.薬理･病態･薬物治療⑷ 2017年6月

2016年10月

2016年2月

2016年1月

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2017年9月

2018年9月

2019年8月

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会への参加 〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年5月
Biol. Pharm. Bull., Vol.42,
No.5

　 共著 2019年3月
Scientific Reports,
doi:10.1038/s41598-019-
40278-2

共著 2016年3月
Biol. Pharm. Bull., Vol.39,
No.3

共著 2019年12月
Hormone Frontier in
Gynecology, vol.26, No.4

共著 2017年11月
漢方と最新治療（第26巻第
4号）

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140回年会

2019年11月
第58回日本薬学会中国四国
支部学術大会

2019年8月 第36回和漢医薬学会

2019年8月
第4回日本薬学教育学会大
会

講義は図表を多用したPowerPointで行い、小テ
ストや質問など通した双方向授業を実施した。
配布プリントは重要な箇所やまとめを学生自身
が記入できるように工夫した。
ヒューマニズムやコミュニケーション系の講
義・演習では、気づきの学習による学生の行動
変容を促し、モチベーションが高まるように工
夫した。
実習（漢方生薬実習）は、興味を持って学生が
能動的に取り組むようなプログラムを実践し
た。

授業評価：4.75（総ての評価項目における3科目
平均）であった。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　・第3回日本薬学教育学会大会 福山大学薬学部におけるコミュニケーション交
流学習の取り組み⑷・⑸を発表した。

　・第4回日本薬学教育学会大会 福山大学薬学部におけるコミュニケーション交
流学習の取り組み⑹を発表した。

１．著書・論文等の名称

教育および研究活動の業績一覧

講座名　漢方薬物解析学 氏名　　岡村　信幸

教育実践上の主な業績 概　　　要

　・第2回日本薬学教育学会大会 福山大学薬学部におけるコミュニケーション交
流学習の取り組み⑶を発表した。

年に５回以上、FDに参加した。

副作用（p.86～90）を執筆した。（東京化学同
人）

（演題名）福山大学薬学部におけるコミュニケーション交流学習の取り組
み（6）

副作用（p.367～370）を執筆した。（東京化学
同人）

（論文）Determination of short-chain fatty acids in mouse
feces by high-performance liquid chromatography using 2-
nitrophenylhydrazine as a labeling reagent.

（論文）Daiokanzoto (Da-Huang-Gan-Cao-Tang) is an
effective laxative in gut microbiota associated with
constipation.

（論文）Rhein 8-O-β-D-Glucopyranoside Elicited the
Purgative Action of Daiokanzoto

（著書）腸内細菌叢とのクロストークを介する
　　　　漢方薬の有用性

（著書）大黄と腸内細菌叢とのクロストーク

（演題名）食餌による腸内細菌叢の違いでDSS誘発性大腸炎の病態は変化
する

（演題名）食餌の違いによる腸内細菌叢の変化は潰瘍性大腸炎の発症に影
響を及ぼす

（演題名）食餌の違いはセンノシドAの腸内代謝に影響を及ぼす

　・病態からみた漢方薬物ガイドライン第3版 単著として執筆した。（京都廣川書店）

　・現代医療における漢方薬改訂第2版 人参剤（p.60～63）を執筆した。（南江堂）

　・化学系薬学 Ⅲ.自然が生み出す薬物

125



                                    8

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

和漢医薬学会評議員

日本生薬学会関西支部委員

日本薬学会代議員

日本生薬学会代議員

2001年9月～2017年8月

2006年4月～現在に至る

2013年4月～現在に至る

2016年4月～現在に至る
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大学名 福山大学 講座名 薬剤設計学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・授業評価 2018年度前期

2018年度後期

2017年度後期

２　作成した教科書、教材、参考書

2018年4月30日

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・薬剤学教科担当教員会議 2015年5月〜現在 会議へ出席した。（5回、年1回）

　・医薬品情報学教科担当教員会議 2015年6月〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

　 単著 2016年10月
Journal of Pharmaceutical
Sciences vol.105 No.10

発表年・月 学会名

2020年3月
日本薬学会第140年会(京
都）

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

在宅支援薬剤師専門研修（輸液の調製）の講師(3回）

福山市薬剤師会シリーズ講義の講師「薬剤学」（3回）

無菌調剤技術に関する講義及び実技実習

「DDS」：満足度4.5、学習の成果4.0であった。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　片山　博和

2.8「製剤の安定性と安定化」、4.5「直腸に投
与する製剤、膣に投与する製剤および皮膚など
に適用する製剤」の部分を執筆した。（廣川書
店）

　・最新薬剤学（第11版）

「製剤とDDS」：満足度4.3、学習の成果4.0で
あった。

「製剤とDDS」：満足度3.4、学習の成果3.6で
あった。

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）肺からの薬物吸収（１８）
　　　　—摘出肺還流法による低分子薬物の経肺吸収についてー

（論文）Effects of Carnitine on Valproic Acid
Pharmacokinetics in Rats.

会議へ出席した。（5回、年1回）

2015年3月～2018年3月

2016/9月

2018年9月22日
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大学名　福山大学 講座名 生化学研究室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫

２　作成した教科書、教材、参考書

2015年3月

2015年5月

2017年3月

2018年3月

2019年6月

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・ＦＤ研修会への参加 〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年6月 ふくろう出版

共著 2018年3月 ふくろう出版

共著 2017年10月
J.Neurosci.Res. 95:2051-
2058

共著 2017年5月 J.Food Sci. 82:1224-1230

共著 2017年4月
Biochem.Biophys.Res.Com
mun. 486:476-480

発表年・月 学会名

2019年9月 第92回日本生化学会大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬学会会員

日本生化学会会員

学生が授業内容を理解しやすくするために、な
るべく学生にとってなじみのありそうな話題を
周辺情報として織り交ぜながら講義をするよう
に心がけた。また、講義では教科書の他に配布
プリントを作成したり、毎回確認テストを行っ
たりしながら、学生の理解度に応じた講義内容
になるように心がけた。

〜現在

　　該当なし

大学や学部主催のFD活動に積極的に参加し、そ
の成果を授業改善、学生指導に活かすなど、教
育改善に取り組んだ。

１．著書・論文等の名称

　・生命活動と生化学への展開　生体反応の
　　理解に対するコンピテンスをめざして
　　（第２版）

第２章 2-2 脂質、第５章 脂質代謝の部分を執筆した。

　・改訂版　薬剤師が実践するフィジカルアセス
    メント〜健康サポートに必要な知識と技能〜

第２章 1. 3)脈拍、3. 6)血糖値、7)グリコヘモ
グロビン(HbA1c)の部分を執筆した。

　・改訂版　健康寿命の延伸支援に役立つ基礎知
　　識生活習慣を改善する栄養指導・
    運動指導のために

第３章 糖尿病、第４章 脂質異常症、第５章 高
血圧、第６章 大血管障害合併症、第10章 生活
習慣病を防ぐ食習慣の部分を執筆した。

　・健康寿命の延伸支援に役立つ基礎知識
　  生活習慣を改善する栄養指導・
    運動指導のために

第３章 糖尿病、第４章 脂質異常症、第５章 高
血圧、第６章 大血管障害合併症、第10章 生活
習慣病を防ぐ食習慣の部分を執筆した。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　上敷領　淳

教育実践上の主な業績 概　　　要

　・薬剤師が実践するフィジカルアセスメント
　　　　　〜健康サポートに必要な知識と技能〜

第２章 1. 3)脈拍、3. 6)血糖値、7)グリコヘモ
グロビン(HbA1c)の部分を執筆した。

（論文）Claudin domain containing 1 contributing to
endothelial cell adhesion decreases in presence of
cerebellar hemorrhage.

（著書）改訂版　薬剤師が実践するフィジカルアセス
メント〜健康サポートに必要な知識と技能〜

（著書）改訂版　健康寿命の延伸支援に役立つ基礎知
識　生活習慣を改善する栄養指導・運動指導のために

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）プロゲステロンによるマウス乳癌FM3A細胞からのmTOR系を介す
るリポタンパク質リパーゼの分泌

（論文）N-terminal domain of the cholesterol
transporter Niemann-Pick C1-like 1(NPC1L1) is
essential for α-tocopherol transport.

（論文）Effects of Catechins and Their Related
Compounds on Cellular Accumulation and Efflux
Transport of Mitoxantrone in Caco-2 Cell Monolayers.

2010年4月～現在

2015年4月～現在
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大学名　福山大学 講座名 医療薬剤学 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2019年7月19日

2018年4月1日

2017年〜現在

2017年〜現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　・ACM SIGUCCS 2019 Annual conferenceにて発表 2019年11月5日

４　その他教育活動上特記すべき事項

2018年4月〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年1月
Hypertension Research
vol.37 no.1

共著 2018年5月
広島県薬剤師会誌
vol.43 no.3

　 共著 2017年5月 Lab Invest.vol.97,no.5

共著 2016年7月 炎症と免疫vol.24,No.4

共著 2016年5月
J Trace Elem Med
Biol.vol.35

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2019年11月
ACM SIGUCCS 2019 Annual
conference

2019年10月
第39回広島県薬剤師会学術
大会

2019年8月
第4回日本薬学教育学会大
会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

Spandidos publications molecular medicine reports editorial board

一般財団法人博慈会老人病研究所客員研究員

日本薬理学会評議員

学校薬剤師

広島県薬剤師会モバイルDI事業協力者

授業評価アンケート結果質問1〜7の平均4.76

質問8〜14の平均4.13であった。

実務実習事前訪問じ実習説明マニュアルを作成
した。

実務実習薬局・病院連携ツールを作成した。

大学アセスメントの作成に関し、全学生の成績
から資質修得度を集計するエクセルマクロを作
成した。

　・大学アセスメントの作成

高血圧PBLシナリオおよびチューターマニュアル
を作成した。

（総説）低酸素と生活習慣病

（論文）Development of a novel aortic dissection
mouse model and evaluation of drug efficacy using in
vivo assays and database analyses

（論文）Iron suppresses erythropoietin expression via
oxidative stress-dependent hypoxia-inducible factor-2
alpha inactivation.

（論文）Iron-induced skeletal muscle atrophy involves
an Akt-forkhead box O3-E3 ubiquitin ligase-dependent
pathway.

（事例報告）心不全患者にピオグリタゾンを投与

　・授業評価

教育および研究活動の業績一覧

氏名　木平　孝高

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２　作成した教科書、教材、参考書

SIGUCCS 2019にて大学アセスメントに関して発
表した。

Automating a part of the assessment of a
university using excel

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）福山大学薬学部におけるコミュニケーション交流学習の取り組
み（6）

（演題名）改訂実務実習モデル・コアカリキュラムに準拠した実務実習～
平成30年度先行導入での成果～

（演題名）Automating a part of the assessment of a university
using excel

（演題名）YC-1により誘導されたCHAC1の尿細管上皮細胞における役割

（演題名）エルネオパNF 1号及び2号輸液中に混注されたオクトレオチド
の安定性に関する検討

2017年〜現在
薬学実務実習指導薬剤師のためのアドバンストワークショップ、タスクフォースとして
3回参加

2017年〜現在 薬学教育者ワークショップ、タスクフォースとして5回参加

2019年～現在

2015年～現在

2015年～現在

2018年〜現在

2016年〜現在
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大学名　　福山大学 講座名 薬品分析化学 職名　　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・教育内容の工夫 2015年〜現在

　・教育方法の工夫 〜現在

2014年〜現在

2017年〜現在

　・学生による授業評価の活用 2019年前期実施分

２　作成した教科書、教材、参考書

2020年3月（出版予
定）

2018年3月

2015年3月

　・薬学領域の機器分析学（第2版） 2013年4月

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・教務委員（大学） 2019年現在

　・教務委員（薬学部） 2019年現在

　・IR委員（薬学部） 2019年現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年1月
Biological & Pharmaceutical
Bulletin

共著 2018年
薬学教育（online journalで
冊子体は年1回発行、第2
巻、2018）

共著 2016年
Biomedical
Chromatography, 27(6)

　 共著 2016年 医療薬学（第42巻第２号）

　・フィジカルアセスメント
　　　　　　～薬剤師に必要な知識と技能～

全体の編集者の一人、第1章の２および３、第2
章の3-5)、第3章の2を執筆した。（ふくろう出
版）

（論文）Determination of paroxetine in serum treated
with simple pretreatment by pre-column high-
performance liquid chromatography using 4-(5,6-
dimethoxy-2-phthalimidinyl)-2-methoxyphenylsulfonyl
chloride as a fluorescent labeling reagent.

（論文）一般市民を対象とした健康フェスティバルに
おける慢性閉塞性肺疾患に関する肺年齢測定を伴うヘ
ルスアセスメントおよび意識調査

第6章分析技術の臨床応用の6-2から6-8部分を執
筆した。（廣川書店）

学部代表として、全学的な教務上の案件に関
わった。

学部内教務委員主任として、学部内の教務上の
案件に関わった。

学部内IR委員主任として、教育上の方略作成に
有用なデータを提出した。

１．著書・論文等の名称

パワーポイント資料を配布し、板書を極力減ら
した。
効果的と思われる場合は、DVD教材を使用した。
ICT学習支援サービスであるCerezoに演習問題を
アップロードし、自己学習を促した。

ほぼ全ての項目で4点（5点満点）前後の評価を
得た。
内容理解に関する評価が低めなので、対策を模
索中ある。

　・アップデート薬学機器分析学 臨床分析総論部分を分担執筆、酵素を用いる分
析法部分を執筆した。（廣川書店）

　・（改訂版）薬剤師が実践するフィジカルアセ
　　スメント～健康サポートに必要な知識と
　　技能～

全体の編集者の一人、第1章の２および３、第2
章の3-5)、第3章の2を執筆した。（ふくろう出
版）

（論文）薬学部での教学IRの試みⅠ-福山大学薬学部
での取り組み-

（論文）Determination of short-chain fatty acids in
mouse feces by high-performance liquid
chromatography using 2-nitrophenylhydrazine as a
labeling reagent

概　　　要

病態モデルシミュレーターを実習に取り入れ、
正常と異常の違いを識別できるようにした。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　小嶋 英二朗

教育実践上の主な業績
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発表年・月 学会名

2019年9月 第38回日本社会薬学会

2019年8月
第4回日本薬学教育学会大
会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）福山大学薬学部におけるコミュニケーション交流学習の取り組
み（6）―交流学習を終えた一学生の学びと自己成長―

（演題名）地域薬局における血糖値スパイクのスクリーニングとその有用
性に関する検討

広島びんごフィジカルアセスメント研究会（地域薬剤師との連携活動、年3～5回の活動
で、世話人の一人）

日本医薬品安全性学会社員

2012年～現在

2015年～現在
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大学名　福山大学 講座名 薬剤情報解析学 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫 　

2015年～現在

２　作成した教科書、教材、参考書

2015年～現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会への参加 2015年～現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

　（論文） 　 　 　

発表年・月 学会名

2019年11月 第29回日本医療薬学会年会

2019年11月 第29回日本医療薬学会年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

大学および薬学部のFD研修会に年間５回以上参
加し、得られた知識を講義や実習に生かすよう
心がけた。

　　該当なし

　・授業評価の実施

担当する社会保障制度に関する講義は、制度改
定が頻繁に行われるため、毎年講義資料を更新
した。

第28回日本医療薬学会年会　実行委員

第1回日本医薬品安全性学会学術大会　実行委員

日本医薬品安全性学会　評議員

薬学教育者ワークショップ、タスクフォースとして5回参加

　・確認テストの実施

毎年、授業評価を実施し、学生が分かりやす
い、興味深い講義になるよう心がけた。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　五郎丸　剛

教育実践上の主な業績 概　　　要

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）ラベプラゾール腸溶錠の先発品から後発品への切り替えによる
治療効果減弱－溶出挙動からの考察－

（演題名）メサラジン錠の先発医薬品から後発医薬品への切り替えによる
治療効果の減弱－溶出挙動からの考察－

１．著書・論文等の名称

毎回講義の最後に確認テストを実施し、学生の
理解を深める工夫をした。

　・講義資料の作成

2015年7月

2018年11月

2015年～現在

2015年～現在
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大学名　福山大学 講座名 分子免疫学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

〜現在

2015年度

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

2019年3月13日

　・科研費獲得研修会 2018年9月19日

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019 FEBS Open Bio. (in press)

共著 2019
International Journal of
Molecular Sciences (in press)

共著 2018
Front. Microbiol. 第22巻
第8号

　 共著 2018
J Cell Commun Signal. 第
12巻

共著 2017 J Immunol. 第199巻

発表年・月 学会名

2019年12月
第42回日本分子生物学会年
会

2019年11月
第58回日本薬学会中国四国
支部学術大会

2019年11月
第58回日本薬学会中国四国
支部学術大会

2019年11月
第58回日本薬学会中国四国
支部学術大会

　・全学教育科目に係る授業アンケートにおける
    エクセレント・ティーチャーズに選抜

前職の北海道大学の全学科目における授業アン
ケートで5点満点中4.81点（125人中第5位）。ま
た、全教員778人の中でも第5位であった。

（演題名）新規α4インテグリンスプライシングバリアントを用いた自己
免疫疾患治療戦略

（演題名）α4インテグリンスプライシングバリアントの結合分子の探索
と機能解析

（論文）A Novel α9 Integrin Ligand,
XCL1/lymphotactin, is Involved in the Development of
Murine Models of Autoimmune Diseases.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）細胞外基質ネフロネクチンはセレノプロテインPと相互作用す
る

（演題名）セレノプロテインPとの相互作用による細胞外基質ネフロネク
チンのグルタチオンペルオキシダーゼ誘導の検討

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績

　　・講義の工夫 授業を寝させない、飽きさせないために、講義
内のイベントを多く作る。小テスト20分、講義
40分、復習10分、確認テスト20分位を目処に授
業内容を分割した。
講義への参加：小テストと確認テスト、講義の
最中に学生に質問し、一人ずつ解答させること
で、講義への参加を促した。
全ての回の講義資料は、パワーポイントを使用
した講義を行い、フルカラーで印刷し、印刷が
見にくい時のために、webで資料を再確認できる
ようにした。

「科研費セミナー"科研費獲得の方法とコツ"の
有益な情報共有」について説明した。

１．著書・論文等の名称

（論文）Role of Nephronectin in Pathophysiology of
Silicosis

（論文）Lactobacillus helveticus SBT2171 attenuates
experimental autoimmune encephalomyelitis in mice.

（論文）The role of α9β1 integrin and its ligands in
the development of autoimmune diseases.

（論文）Antibodies against nephronectin ameliorate
anti-type II collagen-induced arthritis in mice.

　　該当なし

　・大学院FD「福山大学ブランディング推進
    のための研究プロジェクト」

[細胞接着分子を標的とした自己免疫疾患の新規
治療法の確立」について説明した。

氏名　今　重之

概　　　要
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Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

福山市薬剤師会シリーズ研修会の講師（全3回）

福山大学薬学部卒後教育研修会講師

福山市内の小中学校の飲酒・喫煙防止教育

2019年5月～2019年6月

2017年10月

2016年～現在
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大学名 福山大学 講座名 免疫生物学 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫 2015年度～現在

　・授業評価 2015年度～現在

２　作成した教科書、教材、参考書

　・講義資料 2015年度～現在

　・実習IV(衛生系)実習書 2015年度～現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会への参加 〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2018年8月
Biol. Pharm. Bull.
Vol.41(8)

共著 2018年3月
Studies in Higher
Education
第4号

　 共著 2018年1月
Exp. Cell Res.
Vol.362(2)

共著 2016年7月
Exp. Cell Res.
Vol.345(2)

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　坂根　洋

概　　　要

講義時に学生に配布する講義資料において、講
義内容を学生が理解しやすいように、教科書に
ない図解も使用することで理解の促進に努め
た。また、講義資料は、学生自身に重要なキー
ワードを記入させるよう工夫しており、何が重
要な知識なのかを学生が理解できるよう努め
た。理解が難しい専門用語について、できるだ
けわかりやすい単語に置き換え、理解しやすく
するように努めた。講義終了時には確認テスト
を配布し、学生が学習の到達度を確認できるよ
う努めた。

（論文）Differential Interactions of LAMP-1’s
Lysosome-targeting Signals Containing Various
COOH-terminal Amino Acid Residues with a Medium
Subunit of Adaptor Protein Complex-2

（論文）g-Taxilin temporally regulates centrosome
disjunction in a Nek2A-dependent manner.

（論文）b-Taxilin participates in differentiation of C2C12
myoblasts into myotubes.

授業評価アンケートにおいて、学生から確認テ
ストがあるので復習しやすい、穴埋め式の講義
資料なのでポイントがわかりやすいなどのコメ
ントがあり、講義で工夫している点については
良い評価を受けた。

　　該当なし

（演題名）リソソーム膜タンパク質(LAMP-1)のリソソーム標的シグナル
(GYQTI)のG→N変異体のリソソーム移行量は減少する

小中学校における喫煙・飲酒防止教育講師（2018年度：福山市立手城小学校、2016年
度：福山市立金江小学校、2015年度：福山市立多治米小学校でそれぞれ講演）

教育実践上の主な業績

２．学会発表（評価対象年度のみ）

講義で用いる資料やパワーポイントを作成し
た。

実習IV(衛生系)で使用する実習書を作成した。

年に５回以上、FDに参加した。

１．著書・論文等の名称

（論文）The Major Lysosomal Membrane Proteins
LAMP-1 and LAMP-2 Participate in Differentiation of
C2C12 Myoblasts

2015年4月～現在

135



                                    18

大学名　福山大学 講座名 医療薬剤学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2015年度～現在

　・授業評価 2015年度～現在

　・保険薬局との共同研究 2016年度～現在

　・アセスメントポリシーの作成 2016年度～現在

2019年度

２　作成した教科書、教材、参考書

2019年度

2019年度

2018年度

2018年度

2017年度

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2019年7月13日

2018年4月11日

2018年2月22日

2015年1月27日

４　その他教育活動上特記すべき事項

2016年2月21日

2015年12月27日

2015年7月4、5日

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年11月
Proceeding 2019 ACM
SIGUCCS Annual
Conference

共著 2017年11月
広島県病院薬剤師会雑誌
（52巻4号）

　 共著 2017年10月 東京化学同人

「実務実習後学習」において、pccOSCE、プレゼ
ンテーション、レポート評価を導入し、資質の
修得度測定を導入した。「病院・薬局実務実
習」において、レポート評価を導入した。

　・実務実習準備教育の総合的な評価の指標

　・病院・薬局実務実習用疾患学習記録

　・病院・薬局実務実習用概略評価表

１．著書・論文等の名称

　・指導薬剤師資質向上のためのタスクフォース
    スキルアップ研修 in 関東

学習成果基盤型教育に基づいたカリキュラムプ
ランニングのタスクフォースとして参加

　・2015年近畿地区タスクフォーススキル
    アップ研修会

学習成果基盤型教育に基づいたカリキュラムプ
ランニングのタスクフォースとして参加

　・タスクフォーススキルアップ研修会（福岡） 学習成果基盤型教育に基づいたカリキュラムプ
ランニングのタスクフォースとして参加

　・改訂モデル・コアカリキュラム実務実習
    研修会（広島市）

改訂実務実習モデル・コアカリキュラム対応の
平成30年度先行導入について～ルーブリック評
価と疾患学習記録の導入～

Ⅰ臨床薬学の基礎および処方箋に基づく調剤
9.1　「患者・来局者から情報を収集し、服
薬指導を実践する。」を分担執筆した。

　・全国薬学教育者アドバンストワークショップ
   （東京都）

学習成果基盤型教育に基づいたカリキュラムプ
ランニング

　・広島県病院薬剤師会東支部学術講演会
   （福山市）

改訂モデルコアカリキュラムについて～ルーブ
リック評価を中心に～

改訂実務実習モデル・コアカリキュラムに準拠
した実務実習に向けての準備と実践
～「継続的な薬物治療への関与」「疾患学習記
録の活用」「実習項目の分担」～

氏名　佐藤　英治

教育実践上の主な業績 概　　　要

実務実習で使用する疾患学習記録の様式を作
成した。

実務実習で使用する概略評価表の様式を作成
した。

　・アクティブラーニングの実施 「生体機能の調節Ⅰ」「生命倫理」「臨床推
論」「事前学習」「実務実習後学習」「ファー
ファシューティカル総合演習」においてアク
ティブラーニングを実施した。

教育および研究活動の業績一覧

　・臨床推論演習シナリオ・
              チューターマニュアル

症例検討PBLのシナリオとチューターマニュアル
を作成した。

実務実習準備教育で使用する総合的な評価の
指標を作成した。

学修成果と学科教育プログラムを評価する方法
（アセスメントポリシー）の作成に参画した。

授業評価アンケート結果を学生へフィードバッ
クし、報告書を作成した。

（株）ファーマシィと連携し、医療現場の課題
解決に取り組む授業（課題研究）を実施した。

　・資質の評価を実施

　・スタンダード薬学シリーズⅡ　7「臨床薬学」

　・医療薬学フォーラム2019　第27回クリニカル
    ファーマシーシンポジウム（広島市）

（論文）広島県における地域連携ネットワークに関す
るアンケート調査

（著書）スタンダード薬学シリーズⅡ　7　臨床薬学
Ⅰ.　臨床薬学の基礎および処方せんに基づく調剤

（論文）Automating a Part of the Assessment of a
University using Excel
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単著 2015年3月 薬学雑誌（135巻3号）

発表年・月 学会名

2019年・7月
医療薬学フォーラム2019
第27回クリニカルファーマ
シーシンポジウム

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

文部科学省薬学実務実習に関する連絡会議協力者

（演題名）改訂実務実習モデル・コアカリキュラムに準拠した実務実習に
向けての準備と実践～「継続的な薬物治療への関与」「疾患学習記録の活
用」「実習項目の分担」～

国立病院機構福山医療センター受託研究審査委員会委員

公益社団法人広島県薬剤師会理事

一般社団法人広島県病院薬剤師会理事

（論文）卒業時の資質レベルに6年間を通じてどうい
う順次性をもって到達するか？

２．学会発表（評価対象年度のみ）

〜現在
薬学実務実習指導薬剤師のためのアドバンストワークショップ、タスクフォースとして
3回参加

〜現在 薬学教育者ワークショップ、タスクフォースとして3回参加

2006年4月～現在

2012年4月～現在

2014年4月～現在

2016年4月～現在
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大学名　福山大学 講座名 実践医療薬学研究室 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫

２　作成した教科書、教材、参考書

　・講義資料の作成

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2018年11月11日

2019年10月2、5日

４　その他教育活動上特記すべき事項

2018年10月21日

2019年1月27日

Ⅱ　研究活動

１．著書・論文等の名称
単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年8月20日 生物試料分析化学会

　（著書）巻頭言　実務実習委員会の活動について 単著 2018年5月
都薬雑誌　40(5),2-
3(2018)

（著書）糖尿病治療薬の薬理学 3回シリーズ 共著 2016年4月、6月
The Medical & Test
Journal2016.4.21,6.1,6.2
1

 （著書）新版　健康食品の基礎知識 共著 2015年 （株）じほう

発表年・月 学会名

2019年8月
第4回　日本薬学教育学会
大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

　・福山大学公開講座　講演 福山大学公開講座で2回講演した。

　・シンポジウム講演 第57回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院薬
剤師会 中国四国支部学術大会　シンポジウム講
演した。

2019年6月14、21、
28日、7月5、12日

教育および研究活動の業績一覧

氏名　猿橋　裕子

教育実践上の主な業績 概　　　要

学生が、法規を身近に感じ、理解するために、
臨床の現場でどの様に法規が関係してくるか具
体的に示し学ぶ意欲を高めた。
前回の復習を行い知識の定着を図った。

1回ごとの講義のポイントをまとめ、該当する国
試問題の解説を付けた資料を作成し毎回の講義
で配布した。

2019年6月14、21、
28日、7月5、12日

（論文）薬局来局患者における健康食品の摂取と生活
習慣の関係

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）福山大学薬学部におけるコミュニケーション交流学習の取り組
み（6）―交流学習を終えた一学生の学びと自己成長―

浅草薬剤師会理事

　・実務実習指導薬剤師に対する講演

　・実務実習指導薬剤師の教育活動

関東地区調整機構・東京都薬剤師会・中国四国地区調整機構により開催された　薬学教
育者ワークショップ,タスクフォースとして25回参加

改訂コアカリに対応した薬局実務実習実施のた
めの講演を実施し実務実習指導薬剤師薬約300名
に対し情報の共有を２回行った

実務実習指導薬剤師の教育活動を行った。

2009年～現在

2015年4月～2019年6月

2015年4月～現在

2016年4月～2019年3月

東京都薬剤師会実務実習委員会委員長

林糖尿病クリニック治験審査委員会委員
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大学名 福山大学 講座名 製剤物理化学 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

〜現在

〜現在

〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

　　該当なし

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会への参加 〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

単著 2018年12月
福山大学薬学部研究年報,
第36号, 1-13頁

共著 2018年7月 特願2018-156145

共著 2018年6月

Institute for Integrated
Radiation and Nuclear
Science, Kyoto University,
pp9, 64, 69

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会 

2020年3月 日本薬学会第140年会 

2019年11月
第58回日本薬学会・日本薬剤
師会・日本病院薬剤師会中国
四国支部学術大会

2019年9月
第16回日本中性子捕捉療法学
会  

2019年9月
第16回日本中性子捕捉療法学
会 

2019年9月
10th young researcher’s
Boron Neutron Capture
Therapy

2019年9月
10th young researcher’s
Boron Neutron Capture
Therapy

2019年6月
京都大学複合原子力科学研
究所専門研究会 

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

味の素株式会社 研究コンサルティング

広島県東部美容学校　非常勤講師

（演題名）生体適合性イオン液体を用いた新規調製法によるBPA製剤の開
発

（演題名）新規薬剤PEG化ホウ素化合物(BAMP)のBNCT応用に向けた治
療効果の評価

年に５回以上、FDに参加した。

（演題名）In vivo Evaluation of Novel Boron containing compound A-1 for
BNCT

（演題名）BNCT応用を目指した新規薬剤PEG化ホウ素化合物の開発

（演題名）ホウ素中性子捕捉療法をがん標準治療とするための薬剤開発

教育および研究活動の業績一覧

氏名　白川 真

１．著書・論文等の名称

（総説）ホウ素中性子捕捉療法のためのホウ素薬剤開
発の現状とDDSを用いた新規ホウ素薬剤に関する研究

（特許）PEG化ホウ素クラスター化合物およびPEG化ホ
ウ素クラスター化合物を含む抗腫瘍剤、およびPEG化
ホウ素クラスター化合物を含む増感剤

（著書）KURRI PROGRESS REPORT 2017

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　・綿密な講義計画と準備

　・復習問題の実施、中間テストの実施

　・授業評価アンケートのフィードバックの徹底

教育実践上の主な業績 概　　　要

講義開始時に前回の講義内容の復習問題を解か
せることで、講義内容の理解を深めさせる工夫
をした。

フィードバックを徹底することで、当該学生お
よび次年度学生の学習到達度を向上させる努力
をした。

講義計画を周知することで、講義全体を通した
ストーリー展開が把握できるように工夫した。

（演題名）Development of novel boron cluster conjugated PEG derivative
for BNCT

（演題名）Difference in BPA uptake between glioma stem cells and their
cancerous cells

（演題名）ホウ素修飾リポソームのBNCT応用に向けた評価試験

2015年3月～2019年3月

2018年4月～2019年3月
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大学名　福山大学 講座名 衛生薬学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

〜現在

〜現在

〜現在

〜現在

〜現在

〜現在

  ・セミナーの開催 〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

2016年3月

2016年2月

〜現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2015年～現在
（1回/年）

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会への参加

2014年～現在

2014年～現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年4月 ふくろう出版

共著 2018年3月 ふくろう出版

　 共著 2018年2月
Jpn. J. Soc.Pharm.,Vol37,
No2

共著 2017年5月 J Food Sci., Vol.82. Nr.5

　・予防薬学としての衛生薬学―健康と環境―第４版 共著/衛生薬学系の授業で使用している教科書を
執筆した。（廣川書店）

　・スタンダード薬学シリーズⅡ　５
                           衛生薬学―健康と環境
―

共著/衛生薬学系の授業で参考としている書籍を
執筆した。（東京化学同人）

　・講義プリントの配布 教科書の補足と授業の理解度を高めるため、
授業内容に沿ったプリントを作成し毎回配付
した。

  ・授業の復習を促す工夫 授業の冒頭で前回の授業内容の問題を出し、修
得度のセルフチェックを指示した。

  ・自主的な学習の姿勢を促す工夫 授業で学習した内容について、解説と解答を付
けた問題の作成を学生の宿題とした。

研究室所属学生を対象に、医療や卒業研究に係
わるテーマを取り上げ、SGD形式で実施した。

　　・オフィスアワーの設定 オフィスアワーの時間帯を公表し、学生からの
質問を受け付けた。

  ・地域と連携した授業の実施 地域で取り組まれている健康対策について学習
するため、地域のイベント等に参加する授業を
設けた（３ヶ所/年）。

  ・視覚資料の活用 学習内容の理解を促すために、Power Pointを使
用して、図や表を掲示した。

氏名　杉原　成美

教育実践上の主な業績 概　　　要

  ・授業評価 前期・後期に各2科目、学生の授業評価を受け、
授業を改善するための参考にしています。授業
評価の結果について学生にフィードバックを
行った（年2回）。

教育および研究活動の業績一覧

（論文）A Survey on the Current Status of Supporting
Home Medication Use by Caregivers and of the
Cooperation with Pharmacists.

（論文）Effects of catechins and their related
compounds on cellular accumulation and efflux
transport of mitoxantrone in Caco-2 cell monolayers.

　・学生が主催するコンケン大学生との
    共同セミナー開催の指導

薬剤師の役割や医療システムの違いについて紹
介する学生主催のセミナーの開催を支援した。

１．著書・論文等の名称

（著書）健康寿命の延伸支援に役立つ基礎知識～生活
習慣を改善する栄養指導・運動指導のために～

（著書）薬剤師が実践するフィジカルアセスメント～
健康サポートに必要な知識と技能～　改訂版

　・海外の薬学教育に関する講演会の開催 タイ等の海外の薬学部の教育システムについて
学習する研修会を、薬剤師会や企業と共同で開
催した。

本学あるいは薬学部で開催されるFD研修会に参
加し、研鑽に努めた。

　・コンケン大学（タイ国立大学）の
    実務実習への協力

近隣の病院や薬局と連携してコンケン大学生の
受け入れを行った。

140



                                    23

共著 2016年2月
Japan J Pharm Health Care
Sci,.,Vol42, No2

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2019年9月 日本社会薬学会第38年会

2019年9月 日本社会薬学会第38年会

2019年7月
第27回クリニカルファーマ
シイシンポジウム医療
フォーラム2019

2019年7月
第27回クリニカルファーマ
シイシンポジウム医療
フォーラム2019

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

広島びんごフィジカルアセスメント研究会　代表

日本薬剤師研修センター認定研修会の開催（年１～2回）

健康サポートフェアの開催（年1～２回）

（演題名）地域薬局によるロコモティブシンドローム予防に対する健康支
援の取り組み

（演題名）地域薬局における血糖値スパイクのスクリーニングとその有用
性に関する検討

（演題名）握力測定による潜在的ロコモティブシンドロームリスクのスク
リーニングに関する検討

（演題名）Barthel Indexと終末期がん患者の死亡率との関連性に関する
検討

ふくやま健康・食育市民会議　委員長

（論文）Attitude Survey for Chronic Obstructive
Pulmonary Disease with the Lung Age Measurement
in the Health Festival for Cotozens.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）サラゾスルファピリジンのCaco-2細胞内への蓄積量に及ぼすス
サビノリの影響

2012年9月～現在

健康ふくやま21フェスティバル　実行委員長2012年9月～現在

2016年4月～現在

2016年9月～現在

2016年9月～現在
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大学名 福山大学 講座名 衛生薬学 職名 講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2015年～現在

2015年～現在

２　作成した教科書、教材、参考書

2015年～現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

　 共著 2018年10月
Neurochem. Int., 119, 140-
150.

共著 2017年5月
J. Food Sci., 82(5), 1224-
1230

共著 2016年8月 医療薬学, 48(8), 569-575

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2019年9月 日本社会薬学会第38年会

2019年7月
第27回クリニカルファーマ
シィシンポジウム医療フォー
ラム2019

2019年7月
第27回クリニカルファーマ
シィシンポジウム医療フォー
ラム2019

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬学会正会員

日本生化学会正会員

（演題名）握力測定による潜在的ロコモティブシンドロームリスクのスク
リーニングに関する検討

（演題名）Barthel Index と終末期がん患者の死亡率との関連性に関する
検討

（演題名）地域薬局における血糖値スパイクのスクリーニングとその有用
性に関する検討

（演題名）サラゾスルファピリジンのCaco-2細胞内への蓄積量に及ぼすスサビノ
リの影響

１．著書・論文等の名称

（論文）レスキュー薬の管理方法の違いが及ぼすオピ
オイドの服用状況への影響

（論文）Effects of catechins and their related
compounds on cellular accumulation and efflux
transport of mitoxantrone in Caco-2 cell monolayers.

（論文）Analysis of lipid raft molecules in living brain
slices.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

  ・地域の健康に関するイベントでの
                     フィールドワークの実践

福山市ならびに近隣地域での健康に関するイベ
ントにブースを出し、血圧、血糖値や肺年齢の
測定を行い、疾病発症の予防に関する啓発活動
を行なった。また当該活動を授業に組み込み、
学生がフィールドワークとして参加するアク
ティブラーニングを実践した。

  ・授業評価 福山大学での学生による授業評価では、授業内
容に関する項目の平均点として毎年4.3点以上
（5点満点）と高い評価を受けた。

　・学生実習の実習書改訂 水道水質に関する項目の測定や食品添加物の定
量など主に衛生薬学系の実習項目を担当した。
また今後疾病の予防とセルフメディケーション
の必要性が高まる観点から、2015年より自己血
糖測定の項目を導入した。内容としては、コカ
コーラとコカコーラゼロを学生に実際に摂取さ
せ、摂取前後の血糖値変動の測定ならびに食品
添加物としての甘味料の特性を理解させるもの
である。

教育および研究活動の業績一覧

氏名 瀬尾　誠

教育実践上の主な業績 概　　　要

年に５回以上、FDに参加した。　・FD研修会への参加

日本免疫毒性学会正会員

ふくやま健康・食育市民会　喫煙・飲酒防止教育　講師

1999年9月～現在

2000年12月～現在

2005年4月～現在

2015年11月～現在
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大学名　福山大学 講座名 漢方薬物解析学 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

〜現在

2018年

２　作成した教科書、教材、参考書

　　該当なし

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　・第４回日本薬学教育学会大会
2019年8月24日、

25日

４　その他教育活動上特記すべき事項

〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年12月
Hormone Frontier in
Gynecology, vol.26, No.4

共著 2019年5月
Biol. Pharm. Bull., 42, 845-
849

単著 2019年4月
Precision Medicine, vol.2,
No.4

共著 2019年2月
Scientific Reports,
doi:10.1038/s41598-019-
40278-2

　 共著 2016年6月
Biol. Pharm. Bull., 39, 378-
383

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2019年8月
第36回和漢医薬学会学術大
会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

福山市医師会福山漢方談話会 世話人

福山大学漢方研究会 世話人

福山市青年薬剤師会 理事

日本薬学会会員

（論文）腸内細菌叢とのクロストークを介する漢方薬の有
用性

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）食餌の違いはセンノシドAの腸内代謝に影響を及ぼす

（演題名）食餌による腸内細菌叢の違いでDSS誘発性大腸炎の病態は変化
する

１．著書・論文等の名称

（論文）Daiokanzoto (Da-Huang-Gan-Cao-Tang) is
an effective laxative in gut microbiota associated with
constipation.

（論文）Determination of short-chain fatty acids in
mouse feces by high-performance liquid
chromatography using 2-nitrophenylhydrazine as a
labeling reagent.

（論文）Rhein 8-O-β-D-glucopyranoside elicited the
purgative action of daiokanzoto (da-huang-gan-cao-
tang), despite dysbiosis by ampicillin.

講義の進捗や身近なトピックスを取り入れるな
ど工夫して、学生の学修成果を高める努力をし
た。

「薬になる動植鉱物」の評価は4.75であった。

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　髙山　健人

教育実践上の主な業績 概　　　要

「福山大学薬学部におけるコミュニケーション
交流学習の取り組み（6）―交流学習を終えた一
学生の学びと自己成長―」を発表した。

　・講義の工夫

　・授業評価

（論文）緩下薬の下剤活性は食餌による腸内細菌叢の変化
に左右される

2011年4月～現在

2009年4月～2019年3月

2017年4月～2019年3月

2010年10月～現在

　・FD研修会への参加 年に５回以上、FDに参加した。
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大学名 福山大学 講座名 薬理学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2019年6月

２　作成した教科書、教材、参考書

2017年8月

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2019年8月

４　その他教育活動上特記すべき事項

2019年9月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年1月 Front Physiol., 28;9:1973

共著 2017年8月 出版社：南江堂

単著 2016年4月 R. Soc. open sci. 3: 160002

発表年・月 学会名

2019年11月 日本薬学会中国四国支部学術大会

2019年8月 温熱生理研究会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬理学会学術評議委員

福山市薬剤師会理事

薬学共用試験センターOSCE実施委員

学生による授業評価を行い、教育内容・教育手
法を更新し改善に努めた。

１．著書・論文等の名称

（論文）Decreases in body temperature and body
mass constitute pre-hibernation remodelling in the
Syrian golden hamster, a facultative mammalian
hibernator.

（著書）コンパス　薬理学

（論文）Molecular Basis of White Adipose Tissue
Remodeling That Precedes and Coincides With
Hibernation in the Syrian Hamster, a Food-Storing
Hibernator.

日本薬学会教育委員会委員

　・コンパス　薬理学

　・第4回日本薬学教育学会大会で発表
薬学共用試験OSCEの実施状況に関する発表をし
た。

　・日本薬学会第５回若手薬学教育者のための
　　アドバンストワークショップ開催

日本薬学会第５回若手薬学教育者のためのアド
バンストワークショップを実行委員長として企
画・開催した。

「自律神経系に作用する薬」、「骨・関節・カ
ルシウム代謝疾患の薬」、「代謝系疾患の薬」
の部分を執筆した。（南江堂）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　田村　豊

教育実践上の主な業績 概　　　要

　・講義の工夫

2015年4月〜現在
薬学実務実習指導薬剤師のためのアドバンストワークショップ、タスクフォースとして
3回参加

2003年4月〜現在 薬学教育者ワークショップ、タスクフォースとして2回参加

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）シリアンハムスターの脳内で産生される硫化水素の体温に及ぼ
す影響

（演題名）虚血再灌流誘発神経細胞死に対するタンパク質SUMO化修飾の役
割

2014年4月～現在

2012年6月～現在

2007年4月～現在

2005年4月～現在
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大学名　福山大学 講座名 薬物動態学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日
１　教育内容・方法の工夫 　

〜現在

2018年度

　２　作成した教科書、教材、参考書

2015年12月

2017年3月

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年9月受理
International Journal of
Pharmaceutics

共著 2017年3月 廣川書店

共著 2016年2月 医療薬学（第42巻第２号）

　 共著 2015年3月 ふくろう出版

発表年・月 学会名

2019年11月
第58回日本薬学会・日本薬
剤師会・日本病院薬剤師会
中国四国支部学術大会

2019年3月 日本薬学会第140年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬剤学会評議員

　・ＮＥＷパワーブック物理薬剤学・製剤学第3版 第6章製剤の品質と評価の部分を執筆した。
（廣川書店）

１．著書・論文等の名称

（著書）ＮＥＷパワーブック物理薬剤学・製剤学第3
版

（論文）Synthesis and evaluation of styrene-maleic
acid copolymer conjugated amphotericin B

教育実践上の主な業績 概　　　要

　・ＮＥＷパワーブック生物薬剤学第3版 第8章薬物治療管理(TDM)の部分を執筆した。
（廣川書店）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　田中　哲郎

平成30年度授業評価 の「満足度」「学習の成
果」については，分担している5科目では，それ
ぞれ3.39～3.97ならびに3.40～3.95であった。

授業改善に日常的に取り組むとともに，全学，
学部ならびに研究科のFDに参加し，教育，研
究，学生指導等の改善に活かした。アクティブ
ラーニングに積極的に取り組む努力を行い，実
習や課題研究指導はもちろんのこと，授業科目
についても，授業中に学生の発言，発表，意見
交流を促した。

　・講義の工夫

　 ・ 授業評価

（演題名）コレステロール修飾スチレンマレイン酸コポリマーを用いたア
ムホテリシンBミセル製剤の評価

（著書）フィジカルアセスメント～薬剤師に必要な知
識と技能～

（論文）一般市民を対象とした健康フェスティバルに
おける慢性閉塞性肺疾患に関する肺年齢測定を伴うヘ
ルスアセスメントおよび意識調査

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）受容体介在性エンドサイトーシスを利用したドキソルビシンの
pH応答型プロドラッグの合成と評価

2018年4月～現在

年に５回以上、FDに参加した。　・FD研修会への参加
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大学名　　福山大学 講座名 医薬品化学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

  ・講義の工夫 〜現在

  ・課題問題の作成 〜現在

  ・授業評価 〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

　・新編　医薬品化学 2018年3月10日

　・基礎有機化学問題集　第2版 2017年1月30日

　・ソロモンの新有機化学Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ 2015年2月26日

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年11月
Tetrahedron Letters, 60,
151278-151281

共著 2019年3月 Molecules, 24, 1366-1376

　 共著 2018年2月
Eur. J. Org. Chem., 2018, 673-
678

共著 2017年8月 Eur. J. Med. Chem., 136, 1-13

共著 2016年10月
Eur. J. Med. Chem., 121, 561-
577

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2019年11月
第37回メディシナルケミスト
リーシンポジウム

2019年11月
第58回日本薬学会・日本病院
薬剤師会中国四国支部学術大
会

翻訳協力者した。（廣川書店）

（演題名）Rosettacinの全合成研究

（演題名）ベンズイミダゾール-4,7-キノンの合成と構造活性相関研究

（演題名）5-HT2Cアゴニスト活性を有するbenzofuro[3,2-c]pyridine類の創生

（演題名）Calothrixin類およびその誘導体の合成研究

（演題名）サイクロカルボニレーション反応を用いた生理活性多置換カル
バゾールアルカロイド類の不斉全合成研究

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　町支　臣成

教育実践上の主な業績 概　　　要

学生が講義内容を理解しやすいように、教科書
に沿った資料作成を心がけた。

講義終了後、講義内容の理解度を確かめるため
に課題を配布し、特に理解度の低いカ所は、次
回の講義で解説し理解を深められるように工夫
した。

講義担当科目は、授業評価を受け、授業の改善
に努めた。

感染症治療薬の項目を執筆した。（廣川書店）

１．著書・論文等の名称

（論文）First asymmetric enantioselective total
synthesis of phenanthridine alkaloid, (S)-(+)-
asiaticumine and its enantiomer

（論文）Effects of Carbazole Derivatives on Neurite
Outgrowth and Hydrogen Peroxide-Induced
Cytotoxicity in Neuro2a Cells

（論文）Total Synthesis of Two 8-Oxoprotoberberine
Alkaloids: Alangiumkaloids A and B

（論文）Concise Synthesis and Antiproliferative Activity
Evaluation of Ellipticine Quinone and its Analogs

（論文）Synthesis of Carbazole-1,4-quinons and
Evaluation of Thier Antiproliferative Activity against
HCT-116 and HL-60 Cells

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）抗HIV活性を有するtrigonoine Bの全合成研究

第4章の項目を執筆した。（廣川書店）

（演題名）Calothrixin類およびその誘導体の合成研究

年に５回以上、FDに参加した。　・FD研修会への参加
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2019年11月
第58回日本薬学会・日本病院
薬剤師会中国四国支部学術大
会

2019年11月
第58回日本薬学会・日本病院
薬剤師会中国四国支部学術大
会

2019年11月
第58回日本薬学会・日本病院
薬剤師会中国四国支部学術大
会

2019年10月
第45回反応と合成の進歩シン
ポジウム、岡山

2019年9月
27th International Society of
Heterocyclic Chemistry
Congress, Kyoto

2019年9月 第61回天然有機化合物討論会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

JST研究支援最適展開支援プログラム（A-STEP）専門委員

大学設置・学校法人審議会大学設置分科会専門委員

備後地域備後地場産振興センター評議員

（演題名）エナミノジケトンと置換ヒドラジンとの反応によるピラゾール
誘導体の合成とその構造解析

（演題名）Pyrrolo[2,3-c]carbazoleアルカロイドdictyodendrin Cの全合成研究

（演題名）Synthesis of 4-Aroyl-5-arylpyrazoles and 4-Aroyl-3-
arylpyrazoles via the Reaction of Enaminodiketones with Substituted
Hydradines

福山市薬剤師会シリーズ研修会の講師（全2回）

（演題名）Ellipticine quinoneと類縁体の合成と抗腫瘍活性評価

2018年11月～2018年12月

2019年10月

（演題名）抗HIV活性を有するtrigonoine Bの全合成研究

（演題名）サイクロカルボニレーション反応を用いた新規カルバゾール骨
格構築法の開発とclausamine類合成への応用

2015年4月～現在

2016年4月～2017年3月

2013年4月～2016年3月

第14回有機化学系教科担当教員会議実行委員長（薬学教育協議会）
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大学名　福山大学 講座名 臨床分析化学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

    ・ 確認テストを実施 〜現在

  ・プリントを配布 〜現在

  ・授業評価アンケートを実施 〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

該当なし

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項

〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

　 共著 2019年5月
Biological and
Pharmaceutical Bulletin,
Vol.42, No.5, 845-849

発表年・月 学会名

2019年8月 第4回日本薬学教育学会大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本私立薬科大学協会 通常総会で議決権を有する者

薬学教育協議会 社員代表者

薬学共用試験センター 会員代表

薬学教育評価機構

全国薬科大学長・薬学部長会議 会員

１．著書・論文等の名称

毎回、前回授業の確認テストを実施した。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）福山大学薬学部におけるコミュニケーション交流学習の取り組
み（6）―交流学習を終えた一学生の学びと自己成長―

社員代表者

授業が分かりやすいように記入式プリントを配
布した。

授業評価アンケートで、教育内容・方法を点検
し改善に努めた。

　　　　該当なし

年に５回以上、FDに参加した。　・FD研修会への参加

教育および研究活動の業績一覧

氏名　鶴田　泰人

教育実践上の主な業績 概　　　要

（論文）Determination of Short-Chain Fatty Acids in
Mouse Feces by High-Performance Liquid
Chromatography Using 2-Nitrophenylhydrazine as a
Labeling Reagent
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大学名　福山大学 講座名 実践医療薬学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

　　該当なし

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

2017年6月21日

2018年5月～6月

2016年10月～11月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年11月 医療薬学（投稿中）

発表年・月 学会名

2019年10月
第38回広島県薬剤師会学術
大会

2019年9月
第13回日本薬局学会学術総
会

2019年8月 第４回日本薬学教育学会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

教育および研究活動の業績一覧

１．著書・論文等の名称

（論文）電子薬歴を活用した薬学生における薬学的管
理能力の定量的な評価

２．学会発表（評価対象年度のみ）

氏名　長崎　信浩

教育実践上の主な業績 概　　　要

  ・講義の工夫

 

  ・授業評価

臨床を意識した薬学教育の実践：
1)医療者育成における個別教育の意義を認識
し、実践した。
2)他教員の講義内容を把握し、連動した臨床講
義を導入した。
3)学生個々の理解度に即し、対話重視の授業を
実践した。
4)臨床現場を意識し、臨床的専門用語の多用と
その解説を実践した。
5)臨床現場の実態について、事例を提示しなが
ら興味深く解説した。
学生とのコミュニケーション重視：
1)基礎薬学受講中の低学年学生にも積極的に声
かけをし、薬学修学のモチベーションの向上を
図った。
2)学生個々の資質に配慮しながらOSCE対策を
行った。

悪性腫瘍の薬・病態・治療：4.05
病原微生物と感染症：4.49
薬物の臓器への到達と消失：4.48、であった。

　・福山薬剤師会シリーズ研修会

「教育振興助成金活用教育研究報告会」
「医療人としての心構え」を修得するための教
育手法開発とその検証、について講演した。

福山薬剤師会シリーズ研修会で講演した。

福山薬剤師会シリーズ研修会で講演した。　・福山薬剤師会シリーズ研修会

　・平成29年度第1回FD/SD研修

福山薬剤師会復職支援研修会講師（5回）

高校生進路ガイダンス講師（5回）

～現在

2015年〜2018年

2015年〜2017年

2016年4月～現在

2013年5月～現在

2011年6月～現在

（演題名）福山大学薬学部におけるコミュニケーション交流学習の取り組
み（6）
―交流学習を終えた一学生の学びと自己成長―

（演題名）2025年に向けて薬局薬剤師が取り組むべき業務とは　－調剤報
酬の変遷を踏まえた提案－

（演題名）改訂薬学教育モデル・コアカリキュラム実務実習で使用する
ルーブリック評価表の試用

日本医療薬学会、日本環境感染学会、日本緩和医療学会、日本緩和医療薬学会、日本糖
尿病学会、日本TDM学会、日本医薬品安全性学会、日本薬学教育学会

JA尾道総合病院倫理委員会委員

NPO法人広島感染症ネットワーク理事

日本緩和医療薬学会評議員
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大学名　福山大学 講座名 薬物動態学 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

　　該当なし

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会への参加

　・学内委員

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2017年4月
Biochem. Biophys. Res.
Commun.(Vol.486)

共著 2016年6月 Pharmacol. Rep.(Vol.68)

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2019年10月
第58回日本薬学会・日本薬
剤師会・日本病院薬剤師会
中国四国支部学術大会

2019年8月
第4回日本薬学教育学会大
会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

（演題名）チョウセンアサガオ・エンドファイトBipolaris属が産生する
ophiobolin Aの新規活性

１．著書・論文等の名称

教育および研究活動の業績一覧

氏名　中村　徹也

教育実践上の主な業績 概　　　要

学内委員としては、卒後教育委員、実験動物・
動物舎委員として教育活動に貢献した。

大学FD活動に積極的に参加した。

講義では内容を解りやすいようにまとめた講義
プリントを配布し、スライド等を用いて視覚的
に理解を深めるように工夫した。研究室配属学
生には、論文検索の意識付けを行うことで、学
会発表や質疑応答の向上を促した。

　・講義の工夫

（論文）Prazosin-stimulated release of hepatic
triacylglyceride lipase from primary cultured rat
hepatocytes is involved in the regulation of cAMP-
dependent protein kinase through activation of the
Ca(2+)/calmodulin-dependent protein kinase-II

（論文）N-terminal domain of the cholesterol
transporter Niemann-Pick C1-like 1 (NPC1L1) is
essential for α-tocopherol transport

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）福山大学におけるコミュニケーション交流学習の取り組み(6)
－交流学習を終えた－学生の学びと自己成長－

（演題名）コレステロール修飾スチレンマレイン酸コポリマーを用いたア
ムホテリシンBミセル製剤の評価

（演題名）コレステロール修飾スチレンマレイン酸コポリマーを用いたア
ムホテリシンBミセル製剤の評価

（演題名）受容体介在性エンドサイトーシスを利用したドキソルビシンの
pH応答型プロドラッグの合成と評価

日本薬学会会員、日本生化学会会員、日本薬剤学会会員、日本DDS学会会員～現在

2017年4月～現在

2017年4月～現在

2018年9月～現在

日本アンチ・ドーピング機構(JADA)認定スポーツファーマシスト

日本災害医学会　災害薬事プロバイダー

日本ゲノム編集学会会員
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大学名 福山大学 講座名 医薬品化学 職名　助教

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・学生への対応 〜現在

　・講義後の対応 〜現在

　２　作成した教科書、教材、参考書

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項

〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2018年2月
Eur. J. Org. Chem., 2018,
673-678 (2018).

共著 2017年2月
Eur. J. Med. Chem., 136, 1-
13

　 共著 2016年12月 Heterocycles, 93, 84-100

共著 2016年8月
Eur. J. Med. Chem., 121,
561-577

共著 2015年5月
Bioorg. Med. Chem. Lett.,
25, 2749-2752

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年3月 日本薬学会第140年会

2019年11月
第37回メディシナルケミスト
リーシンポジウム

2019年11月
第58回日本薬学会・日本病院
薬剤師会中国四国支部学術大
会

１．著書・論文等の名称

（論文）Antiproliferative activity of O4-
benzo[c]phenanthridine alkaloids against HCT-116
and HL-60 tumor cells

（論文）Synthesis of Carbazole-1,4-quinons and
Evaluation of Thier Antiproliferative Activity against
HCT-116 and HL-60 Cells

（論文）Total Synthesis of Carbazole-1,4-quinone
Alkaloid Koeniginequinones A and B based on a One-
Pot Cyclocarbonylation Procedure from 2-Alkenyl-3-
iodoindole

（論文）Concise Synthesis and Antiproliferative
Activity Evaluation of Ellipticine Quinone and its
Analogs

（演題名）Rosettacinの全合成研究

（演題名）ベンズイミダゾール-4,7-キノンの合成と構造活性相関研究

（演題名）抗HIV活性を有するtrigonoine Bの全合成研究

（演題名）サイクロカルボニレーション反応を用いた生理活性多置換カル
バゾールアルカロイド類の不斉全合成研究

（演題名）Calothrixin類およびその誘導体の合成研究

（演題名）5-HT2Cアゴニスト活性を有するbenzofuro[3,2-c]pyridine類の創生

（演題名）Calothrixin類およびその誘導体の合成研究

（論文）Total Synthesis of Two 8-Oxoprotoberberine
Alkaloids: Alangiumkaloids A and B

２．学会発表（評価対象年度のみ）

講義の後、理解しにくいところがあれば教員室
を尋ねるように話しており、常時対応した。

　　　　該当なし

　　　　該当なし

氏名　　　西山　卓志

教育実践上の主な業績 概　　　要

年に５回以上、FDに参加した。　・FD研修会への参加

講義において、わかりやすい解説を心がけ、ま
た学 生には復習の必要性を説明した。

教育および研究活動の業績一覧
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2019年11月
第58回日本薬学会・日本病院
薬剤師会中国四国支部学術大
会

2019年11月
第58回日本薬学会・日本病院
薬剤師会中国四国支部学術大
会

2019年11月
第58回日本薬学会・日本病院
薬剤師会中国四国支部学術大
会

2019年10月
第45回反応と合成の進歩シン
ポジウム、岡山

2019年9月
27th International Society of
Heterocyclic Chemistry
Congress, Kyoto

2019年9月
第61回天然有機化合物討論
会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬学会会員

有機化学協会会員

（演題名）抗HIV活性を有するtrigonoine Bの全合成研究

（演題名）サイクロカルボニレーション反応を用いた新規カルバゾール骨
格構築法の開発とclausamine類合成への応用

（演題名）エナミノジケトンと置換ヒドラジンとの反応によるピラゾール
誘導体の合成とその構造解析

（演題名）Pyrrolo[2,3-c]carbazoleアルカロイドdictyodendrin Cの全合成研究

2019年1月～現在

2011年4月～現在

2015年4月～現在

（演題名）Synthesis of 4-Aroyl-5-arylpyrazoles and 4-Aroyl-3-
arylpyrazoles via the Reaction of Enaminodiketones with Substituted
Hydradines

（演題名）Ellipticine quinoneと類縁体の合成と抗腫瘍活性評価

広島県東部美容専門学校　非常勤講師(保健)
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大学名 福山大学 講座名 活性分子物理化学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2015年4月〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

2015年4月〜現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2018年8月

４　その他教育活動上特記すべき事項

2018年8月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年4月
Natural Product Resarch, 1-
3(2019).

共著 2019年3月

Journal of Natural
Medicines,73, 431-
438(2019).

　 共著 2019年1月

European Journal of
Pharmacology,842,33–39
(2018)

共著 2018年5月
Phytother Res., 32, 892-
897(2018).

共著 2018年3月

福山大学 大学教育セン
ター 大学教育論叢 第 4
号

発表年・月 学会名

2019年9月 日本生薬学会第66回年会

2019年8月
第4回日本薬学教育学会大
会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

　・練習問題プリント、出席確認シートを作成 講義プリントは、講義を聞きながら書き込むよ
うにした。また、練習問題プリントは学修直後
に例題を解く事によって、理解が進むように準
備した。さらに、出席確認シートは、学生番号
をマークシートで記入し、解答内容がLMS/ポー
トフォリオシステムに登録できるようにした。

　・第4回日本薬学教育学会大会　発表 「コーチング技法を使用して学生同士の生活習
慣改善を試みた講義・演習の実施と評価および
その改善に向けた調査」について発表した。

　・第4回薬学教育者のためのアドバンスト
    ワークショップ 参加

「卒業時における教育の質保証」というテーマ
で全国から集まった薬学教育者と討議を行っ
た。

氏名　秦　季之

教育実践上の主な業績 概　　　要

　・講義の工夫 学習者が講義を聞きながら書き込むプリントを
作成し使用した。また、出席確認では問題を解
答させ、解説を聞きながら自分で修正したもの
をLMS/ポートフォリオシステムに登録し、復習
できるようにした。

教育および研究活動の業績一覧

（論文）High ophiobolin A production in endophytic
fungus　Bipolaris sp. associated with Datura  metel

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）コーチング技法を使用して学生同士の生活習慣改善を試みた講
義・演習の実施と評価およびその改善に向けた調査（その１）

（演題名）Datura metel  由来オフィオボリンＡ産生糸状菌

2017年〜現在 薬学教育者ワークショップ、タスクフォースとして3回参加

１．著書・論文等の名称

（論文）Differential Interactions of LAMP-’s
Lysosome-targeting Signals Containing Various
COOH-terminal Amino Acid Residues with a Medium
Subunit of Adaptor Protein Complex-2

（論文）Curcuma sp.-derived dehydrocurdione
induces heme oxygenase-1 through a Michael
reaction between its α,β-unsaturated carbonyl and
Keap1

（論文）Shogaol but not gingerol has a
neuroprotective effect on hemorrhagic brain injury:
Contribution of the α,β-unsaturated carbonyl to heme
oxygenase-1 expression

（論文）Endophyte composition and Cinchona
alkaloid production abilities of Cinchona ledgeriana
cultivated in Japan

2018年8月 第4回薬学実務実習指導薬剤師のためのアドバンストワークショップin島根　タスクフォース
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大学名　福山大学 講座名 実践医療薬学 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫 2017年度～現在

２　作成した教科書、教材、参考書

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2017年9月13日

2018年6月20日

2019年3月14日

2019年1月

2019年1月24日

2018年10月

2018年4月12日

2018年度

2016年度～現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

（論文）

発表年・月 学会名

2018年11月
第12回日本薬局学会学術総
会

2018年9月
第3回日本薬学教育学会大
会

2017年9月
第2回日本薬学教育学会大
会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

薬学教育者ワークショップ、タスクフォースとして3回参加2017年度～現在

実務実習での改訂内容と対策について講演し
た。(講師・薬学部FD)

改訂コアカリキュラムに準拠した薬局実習につ
いて発表した。

　・改訂モデル・コアカリキュラム説明会

　・改訂モデル・コアカリキュラム
    先行導入説明会

　・改訂モデル・コアカリキュラム対応
    アドバンストWS

広島県薬研修会で講演した。(福山)

健康管理の啓発に関する講演を行った。
(10/17三原、10/20福山)

タスクフォースとして3回参加した。

アクティブラーニング再考について発表した。

４　その他教育活動上特記すべき事項

広島県薬研修会で講演した。
(1/29福山、1/31広島)

　・福山大学教育振興助成金研究報告会

高校生を対象とした大学講義の出前講義を行っ
た。

１．著書・論文等の名称

　・第4回福山大学教育改革シンポジウム

　・福山市薬剤師会シリーズ研修会 薬剤師生涯教育研修会で2回講演した。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）電子薬歴ソフトを導入した実務実習直前演習

（演題名）実務実習における疾患学修記録の先行導入

（演題名）薬局間連携による実務実習での代表的な疾患学修手法の構築

　　　該当なし

教育および研究活動の業績一覧

氏名　広瀬 雅一

教育実践上の主な業績

　・福山大学市民公開講座

　・改訂実務実習ガイドラインに関するFD

　・山口県立新南陽高等学校セミナー

概　　　要

保険薬局で使用されている電子薬歴ソフトを学
生教育に導入したり、事前学習のシナリオを毎
年改編するなど、常に医療現場の状況を反映さ
せた授業や演習を展開するよう努めた。
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大学名 福山大学 講座名 医薬品化学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫 〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

　・薬系有機化学 2018年2月 chapter5,6を執筆した。（南江堂）

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　　　　　該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

（著書）薬系有機化学 共著 2018年2月 南江堂

　 共著 2018年1月
Dalton Transactions
2018,47, 1841-1848

共著 2016年
Heterocycles, 92, 120-132
(2016)

共著 2016年

 Journal of
Chromatography B, 1031,
195-201(2016).

発表年・月 学会名

2019年3月 日本薬学会139年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬学会会員

教育および研究活動の業績一覧

氏名　藤岡　晴人

教育実践上の主な業績 概　　　要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

福山歯科衛生士学校非常勤講師（化学担当）2015～現在

年に５回以上、FDに参加した。　・FD研修会への参加

化学反応の説明にパワーポイントを活用し、理
解しやすいように工夫した。授業は復習しなが
ら進めるように努めた。

（論文）A novel thiol-affinity micropipette tip method
using zinc(II)–cyclen-attached agarose beads for
enrichment of cysteine-containing molecules.

（論文）ANTIOXIDANT EFFECTS OF THE
HYDROXYL GROUPS IN THE SIMPLE PHENOLIC
CARBAZOLES

（論文）A simple method for determining the
ligandaffinity toward a zinc-enzyme model by using a
TAMRA/TAMRA interaction

（演題名）Mafcheenamine A 及びEの全合成研究

〜現在
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大学名　福山大学 講座名 薬剤情報解析学 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

　・講義の工夫 〜現在

２　作成した教科書、教材、参考書

2019年3月26日

2018年6月25日 感染症を執筆した。（東京化学同人）

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2019年7月13日

４　その他教育活動上特記すべき事項

〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年5月
Journal of Pharmaceutical
Health Care and Sciences

共著 2019年5月
MOLECULAR AND
CLINICAL ONCOLOGY

共著 2019年4月
日本病院薬剤会雑誌、
55(4): 423-427,

単著 2019年2月 調剤と情報　じほう

　 共著 2018年12月 医療薬学、44(12),631-638

発表年・月 学会名

2019年11月3日 第29回日本医療薬学会

2019年7月18日 広島県病院薬剤師会呉支部研修会

2019年7月14日 医療薬学フォーラム

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本ＴＤＭ学会　評議員、編集委員、優秀論文選考委員　

日本医薬品安全性学会・理事・評議員　広島県医薬品安全性研究会　会長

AMR臨床リファレンスセンター　感染症教育コンソーシアム　コアメンバー

  ・医療薬学フォーラム

専門薬剤師と感染症を執筆した。（東京化学同
人）

　・知っておきたい臨床検査値 日本薬学会編

（論文）Reduction in the rate of postoperative
delirium by switching from famotidine to omeprazole in
Japanese hepatectomized recipients

（論文）Study on the infusion‑site adverse events
and vascular distribution of epirubicin in chemotherapy
with epirubicin and fosaprepitant

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）慢性腎不全患者へのバラシクロビル投与により意識障害をきた
した1例

　　・チーム医療および保健・医療・福祉への参画、
      感染症、スタンダードシリーズⅡ　第7巻
      臨床薬学Ⅲ

１．著書・論文等の名称

（論文）エベロリムス誘発性口内炎に対するデキサメ
タゾン軟膏の有用性に関する検討

（論文）リネゾリドによる血小板減少予防に血中濃度
モニタリングが有効であると考えられた2症例

年に５回以上、FDに参加した。　・FD研修会への参加

（演題名）薬物動態を考慮した薬物療法支援、医薬品安全性学のススメ—
臨床現場で活躍する薬剤師がめざすこれから

（演題名）「急性期病院における薬剤部での医療マネージメント　--アセ
トアミノフェンによる肝障害の正体は?-- 」

（論文）副作用の早期発見—Practical Guide、抗てん
かん薬

教育および研究活動の業績一覧

氏名　　　前田　賴伸

教育実践上の主な業績 概　　　要

講義では内容を解りやすいようにまとめた講義
プリントを配布し、スライド等を用いて視覚的
に理解を深めるように工夫した。確認テストで
理解度をチェックした。

大学教員の臨床研修に対する取り組みと今後の
課題について発表した。

厚生労働省　厚生科学審議会感染症部会　薬剤耐性(AMR)に関する小委員会委員

2012年4月～現在

2018年4月～現在

2018年4月～現在

2012年4月～現在

2006年7月～現在

日本医療薬学会(代議員、医療薬学編集委員、学術貢献賞・奨励賞等選考委員)
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大学名 福山大学 講座名 活性分子物理化学 職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2018年～現在

2014年～現在

2019年度

2018年度

２　作成した教科書、教材、参考書

2014年～現在

2017年～現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2018年9月

2017年9月

2016年9月

４　その他教育活動上特記すべき事項

2019年3月

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年 in press
Natural Product Research,
(2019)

共著 2019年4月
Journal of Natural
Medicines, 73(2), 431–438.

　 共著 2018年7月
European Journal of
Pharmacology, 842

共著 2018年5月
Phytotherapy Research,
32(5), 892–897

教育および研究活動の業績一覧

「福山大学薬学部におけるコミュニケーション
交流学習の取り組み（4）－外向性、開放性と自
己評価の関係－」を発表した。
「福山大学薬学部におけるコミュニケーション
交流学習の取り組み（5）－情緒不安性、誠実
性、調和性と自己評価の関係－」）を発表し
た。

　・指導学生の学長賞受賞 「課題研究Ⅰ、Ⅱ」指導学生（6年生）が成果を
認められ学長賞を受賞した。

１．著書・論文等の名称

一般教養科目「物質の基本概念」の授業プリン
トを作成した。（プリントを用いて進行）

　・第1回日本薬学教育学会大会
　　　　　　　　-薬学教育の原点-（京都）

「福山大学薬学部におけるコミュニケーション
交流学習の取り組み～役立ち感・自己肯定感を
育み、ホスピタリティを涵養するために～」を
発表した。

「福山大学薬学部におけるコミュニケーション
交流学習の取り組み（２）－役立ち感・自己肯
定感に対する一年後の追跡調査を通じて－」を
発表した。
「福山大学薬学部におけるコミュニケーション
交流学習の取り組み（３）－幼児、高齢者との
関わりにおける自己評価の推移－」を発表し
た。

　・第2回日本薬学教育学会大会
　　　　　-教育のアウトカムを測る-（名古屋）

　・第3回日本薬学教育学会大会
　　　　　　-教育で未来を創る-（東京）

　・講義資料作成 薬学部2年生科目「天然物科目」3年生科目「薬
物の宝庫としての天然物」の授業プリントを作
成した。（プリントを用いて進行）

授業評価アンケートにおいて前後期平均の満足
度（4.29）学習の成果（4.10）であった。

薬学部3年生科目「薬物の宝庫としての天然物」
においてアロマオイルを用いた香りに関するア
クティブラーニングを試みた。

氏名　前原　昭次

教育実践上の主な業績 概　　　要

　・アクティブラーニングの実施

薬学部3年生科目「薬物の宝庫としての天然物」
において演習を中心としたアクティブラーニン
グを試みた。

　・授業評価 授業評価アンケートにおいて前期平均の満足度
（4.41）学習の成果（4.2）であった。

（論文）High ophiobolin A production in endophytic
fungus Bipolaris sp. associated with Datura metel

（論文）Endophyte composition and Cinchona
alkaloid production abilities of Cinchona ledgeriana
cultivated in Japan

（論文）Shogaol but not gingerol has a
neuroprotective effect on hemorrhagic brain injury:
Contribution of the α β-unsaturated carbonyl to heme
oxygenase-1 expression

（論文）Curcuma sp.-derived dehydrocurdione
induces heme oxygenase-1 through a Michael
reaction between its α, β-unsaturated carbonyl and
Keap1
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共著 2016年4月
Journal of Natural
Medicines, 70(2), 271–275.

発表年・月 学会名

2020年3月
日本薬学会第140年会（京
都）

2020年3月
日本薬学会第140年会（京
都）

2020年3月
日本薬学会第140年会（京
都）

2020年3月
日本薬学会第140年会（京
都）

2019年9月
日本生薬学会第66回年会
（東京）

2019年10月
7th JASTIP SYMPOSIUM
（Tangerang, Indonesia)

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2018年11月

日本薬学会会員

日本生薬学会会員

日本微生物生態学会会員

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）Datura metel由来オフィオボリンＡ産生糸状菌

（演題名）Bioconversion of artemisinin by endophytic fungi
associated Artemisia plant grown in Indonesia and Japan

インドネシア研究者Ahmad Fathoni（インドネシア生物学研究所）への技術指導（2週
間）

（論文）Composition of the endophytic filamentous
fungi associated with Cinchona ledgeriana seeds and
production of Cinchona alkaloids

（演題名）チョウセンアサガオ・エンドファイトBipolaris 属が産生する
ophiobolin Aの新規活性

（演題名）ジギタリス・エンドファイト糸状菌の共培養における産生物に
関する研究

（演題名）インドネシアと日本におけるArtemisia属植物のエンドファイ
ト構成とartemisinin変換

（演題名）分子モデリングによる天然物由来化合物とKeap1の複合体構造
の予測

〜現在

〜現在

〜現在
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大学名　福山大学 講座名
病態生理・ゲノム
機能学

職名　講師

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2009年～現在

２　作成した教科書、教材、参考書

2009年～現在

2017年4月

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2016年～2018年

４　その他教育活動上特記すべき事項

2016年1月
2017年1月
2019年1月

2018年1月

2018年2月

2015年～現在

2009年～現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年9月
Clin. Exp. Pharmacol.
Physiol., [Online First]

共著 2018年4月
Biochem. Biophys. Res.
Commun., vol.498, No.4

共著 2017年5月 J. Biochem., vol.161, No.5

共著 2017年4月 廣川書店

　 共著 2017年2月
J. Neurosci. Res., vol.95,
No.10

教育および研究活動の業績一覧

（論文）The retinoic acid receptor-related orphan
receptor α positively regulates tight junction protein
claudin domain-containing 1 mRNA expression in
human brain endothelial cells

（論文）Levels of tight junction protein CLDND1 are
regulated by microRNA-124 in the cerebellum of
stroke-prone spontaneously hypertensive rats

（論文）Stroke-prone spontaneously hypertensive
rats have reduced hydroxysteroid 17-β
dehydrogenase 7 levels for low cholesterol
biosynthesis

１．著書・論文等の名称

（著書）遺伝子工学 ー基礎から医療までー

研究指導担当の学生3名の業績が認められ、第54
回、第55回、第57回日本薬学会中国四国支部学
術大会において学生発表奨励賞を受賞した。

共用試験CBTのモニター員を務めた。

高梁高等学校で出張講義を行った。

地域連携型のフィールドワーク授業「セルフメ
ディケーションⅡ」の一環として、地域保健イ
ベントの事業所と協定書を交わし、学生の地域
保健活動への参加を促した。

大学が実施するFD研修に、積極的に参加した。

　・高校出張講義

　・共用試験CBTモニター

　・指導学生学会発表賞受賞

　・地域連携型のフィールドワーク授業の実施

　・FD研修会参加

氏名　松岡　浩史

教育実践上の主な業績 概　　　要

日本薬学教育学会にて、本学のヒューマニズム
教育法について、2016年度に1演題の特別企画発
表をした。さらに2017年度に2演題、2018年度に
2演題の一般発表をした。

　・遺伝子工学－基礎から医療まで－

　・講義資料の作成 上記の担当科目については、講義プリント、ス
ライド、演習問題等を毎年更新し作成した。

遺伝子に関する授業のために、「遺伝子工学－
基礎から医療まで－（廣川書店）」を共著で出
版し、テキストとして用いた。

　・日本薬学教育学会

　・講義の工夫 講義では習得すべき内容をまとめた講義プリン
トを配布し、スライド等を用いて視覚的に理解
できるように工夫した。また、学修支援のため
にウェブベースでの確認テストを実施して学習
者の理解度を調査し、理解不足がみられた項目
について重点的に補足説明するように努めた。
また、講義中に質問しづらい学習者のために、
ウェブ掲示板での質問を受付けた。

（論文）Claudin domain containing 1 contributing to
endotherial cell adhesion decreases in presence of
cerebellar hemorrhage
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発表年・月 学会名

2019年12月 日本分子生物学会

2019年11月 日本薬学会中国四国支部

2019年11月 日本薬学会中国四国支部

2019年11月 日本薬学会中国四国支部

2019年11月
高血圧関連疾患モデル学会
/日本循環薬理学会 合同大
会

2019年8月 川崎医科大学学術集会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬学会会員※（2017年度中国四国支部大会　生物化学1-1・座長など）

府中市生涯学習課 府中学びフェスタ・共催（健康度チェックなど）

鹿児島県離島振興協議会 アイランドキャンパス事業

福山市保健所 喫煙・飲酒等防止教育・講師

福山市医師会看護専門学校・講師

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）RORα核内受容体はマクロファージにおけるコレステロールエ
ステル水解酵素の発現増加を介して脂質ドロップレットを縮小させる

（演題名）脳出血に関わる細胞接着分子クローディンD1の転写因子の解析

（演題名）MZF1による細胞接着分子CLDN25の転写調節機構

（演題名）RORα核内受容体によるNCEH1の転写活性化はマクロファージ泡
沫化の抑制に寄与する

（演題名）脳由来24S-ヒドロキシコレステロールの代謝に関与する
CYP39A1のRORα核内受容体による発現調節機構

（演題名）初期応答転写因子1はメバロン酸二リン酸脱炭酸酵素の転写を
抑制しSHRSPにおける血清コレステロールを低下させる

2013年4月～現在

2013年10月～現在

2016年10月

2017年1月

2018年9月～現在

160



                                    43

大学名　福山大学 講座名
病態生理・ゲノム
機能学

職名 教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2014年4月～現在

２　作成した教科書、教材、参考書

2014年4月～現在

2017年4月

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等 2019年9月

４　その他教育活動上特記すべき事項

2014年4月1日～現
在

2019年8月

2018年

2019年

2017年～現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年10月

Clinical and Experimental
Pharmacology and
Physiology
doi.org/10.1111/1440-
1681.13188

共著 2018年4月
Biochem. Biophys. Res.
Commun., vol.498, No.4

共著 2017年4月 廣川書店

　 共著 2017年2月
J. Neurosci. Res., vol.95,
No.10

共著 2016年2月
Biol. Pharm. Bull.
Vol.39

発表年・月 学会名

2019年12月 日本分子生物学会

（論文）High Expression levels of NADPH Oxidase
3 in the Cerebrum of Ten-week-old Stroke-Prone
Spontaneously Hypertensive Rats.

教育および研究活動の業績一覧

　・講義資料の作成

各講義室に導入された視聴覚設備を利用して、
講義プリントを写しながら、学生に、より解り
易く講義した。また、配布したプリントに重要
ポイントを記入させ、学生に理解させた。さら
に、既に導入されているコンピュータシステム
（学習支援システム）の問題（ＣＢＴ問題、国
家試験問題）を学生に解かせ、理解度を確認さ
せた。ＳＧＤを　取り入れた授業も行った。

研究指導担当の学生６名の業績が認められ、第
53回～57回日本薬学会中国四国支部学術大会に
おいて学生発表奨励賞を受賞した。

　・指導学生学会発表賞受賞

　・指導学生学会賞受賞

　・出張講義

研究指導した他大学の学生が日本キチン・キト
サン学会でポスター賞を受賞した。

岡山県立井原高校で学部ガイダンスを行った。
如水館高等学校で学部ガイダンスを行った。

　・地域活動 認知症カフェに定期的に学生と参加した。

上記の担当科目については、講義プリント、ス
ライド、演習問題等を毎年更新し作成した。

　・遺伝子工学－基礎から医療まで－ 遺伝子に関する授業のために、「遺伝子工学－
基礎から医療まで－（廣川書店）」を共著で出
版し、テキストとして用いた。

　・講義の工夫

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）RORα核内受容体はマクロファージにおけるコレステロールエ
ステル水解酵素の発現増加を介して脂質ドロップレットを縮小させる

（論文）Levels of tight junction protein CLDND1 are
regulated by microRNA-124 in the cerebellum of
stroke-prone spontaneously hypertensive rats

（論文）Stroke-prone Spontaneously Hypertensive
Rats Have Reduced Hydroxysteroid 17-β
Dehydrogenase 7 Levels for Low Cholesterol
Biosynthesis

氏名　道原　明宏

教育実践上の主な業績 概　　　要

日本社会薬学会において、一般人を対象に学園
祭で行った遺伝子に関する教育啓発活動につい
て発表した。

１．著書・論文等の名称

（著書）遺伝子工学 ー基礎から医療までー

（論文）Claudin domain containing 1 contributing to
endotherial cell adhesion decreases in presence of
cerebellar hemorrhage
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2019年11月 日本薬学会中国四国支部

2019年11月 日本薬学会中国四国支部

2019年11月 日本薬学会中国四国支部

2019年11月
高血圧関連疾患モデル学会
/日本循環薬理学会 合同大
会

2019年8月 川崎医科大学学術集会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

福山市薬剤師会シリーズ研修会　（計３回：講演）

高血圧関連等疾患モデル学会評議員

穴吹専門学校（調理製菓 or ビューティ）非常勤講師

（演題名）MZF1による細胞接着分子CLDN25の転写調節機構

（演題名）RORα核内受容体によるNCEH1の転写活性化はマクロファージ泡
沫化の抑制に寄与する

（演題名）脳由来24S-ヒドロキシコレステロールの代謝に関与する
CYP39A1のRORα核内受容体による発現調節機構

（演題名）初期応答転写因子1はメバロン酸二リン酸脱炭酸酵素の転写を
抑制しSHRSPにおける血清コレステロールを低下させる

2016年

2012年4月～現在

2016年10月

2015年～2018年

2007年4月～現在

（演題名）脳出血に関わる細胞接着分子クローディンD1の転写因子の解析

鹿児島県離島振興協議会 アイランドキャンパス事業、中学生対象に疾病予防に対する
啓発活動

薬学教育者ワークショップ、タスクフォースとして4回参加
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大学名 福山大学 講座名 放射薬品化学 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2019年7月

2019年7月

２　作成した教科書、教材、参考書

2017年3月13日

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会への参加 〜現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

（著書）生命活動と生化学への展開　第2版 共著 2017年3月 京都廣川書店

発表年・月 学会名

2020年・3月 日本薬学会第140年会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

学生が授業内容を理解しやすくするために、重
要事項をまとめて板書し、それを学生がノート
に書き写すことによって理解を深めていくよう
に工夫した。

2019年度の学生授業評価において、講義の満足
度の項目で「満足」、「ほぼ満足」を合わせ
87.9%、知識の深まりの項目で「大いに深まって
いる」、「やや深まっている」をあわせ85.9%で
あった。いづれの項目も前年よりも高値であっ
た。

　・生命活動と生化学への展開　第2版

年に５回以上、FDに参加した。

（演題名）カフェイン吸収へのカフェインとカテキン類複合体による影響の検討

氏名　本屋敷　敏雄

教育実践上の主な業績 概　　　要

教育および研究活動の業績一覧

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

　・講義の工夫

  ・授業評価

第2章 生命活動を担う栄養素の機能（2-1 糖
質、2-6 水と無機質）、第4章 糖質代謝、第8章
器官と代謝の部分を執筆した。（京都廣川書
店）

日本放射線安全管理学会第15回学術大会　実行委員会委員2015年9月〜2016年12月
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大学名　福山大学 講座名 生化学研究室 職名　教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2014年～現在

2014年～現在

２　作成した教科書、教材、参考書

2017年3月13日

2017年1月30日

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

該当なし

４　その他教育活動上特記すべき事項

　・FD研修会を企画・参加 2018年1月25日

2017年11月29日

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

　 共著 2019年（印刷中） 医学と生物学

共著 2017年3月 京都廣川書店

共著 2017年2月
Biochem.Biophys.Res.
Commun.vol.486 No.2

共著 2017年1月 廣川書店

共著 2016年3月
Pharmacol.Rep. Vol.68
No.3

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2019年11月
第58回日本薬学会中国四国
支部学術大会

2019年9月 第78回日本癌学会学術総会

2019年9月 第92回日本生化学会大会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬学会会員並びに代議員

（演題名）マウス乳癌FM3A細胞におけるメトホルミンによるチミジル酸合
成酵素の変動

（論文）Prazosin-stimulated release of hepatic
triacylglyceride lipase from primary cultured rat
hepatocytes is involved in the regulation of cAMP-
dependent protein kinase  through activation of the
Ca2+/calmodulin-dependent protein kinase-Ⅱ

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）メトホルミンによる肝性リパーゼ分泌の解析／他１題

（演題名）マウス乳癌FM3A細胞におけるエストラジオールによるmTORを介
するリポタンパク質リパーゼ分泌の解析

（演題名）プロゲステロンによるマウス乳癌FM3A細胞におけるmTOR系を介
するリポタンパク質リパーゼの分泌

日本生化学会会員、日本癌学会会員、日本癌治療学会会員、日本静脈経腸栄養会会員、
日本肝臓学会会員、千葉医学会会員

（論文）N-terminal domein of the cholesterol
transportor　Niemann-Pick C1-like(NPC１L1) is
essetial for α-tocopherol transport

（著書）改訂　生命活動と生化学への展開-第２版-

（著書）改訂　薬学領域の生化学-第２版2刷-

　・授業評価

　・FD研修会にて発表

　・生命活動と生化学への展開(第2版改訂)

　・教育内容・方法の工夫 これまでの本学での授業に用いたパワーポイン
トなどの資料などに基づいて教科書などを作成
し、これらの資料部分などを纏めて映写するな
どポイントを押さえた授業を行った。

p1-4,18-41,73-100,109-124の部分を執筆した。
(京都廣川書店)

p147-166の部分を執筆した。(廣川書店)

教育実践上の主な業績 概　　　要

専門科目において「学生による授業アンケー
ト」を受け、授業内容の改善に努めた。

　・薬学領域の生化学（第2版改訂2刷）

氏名　森田 哲生

大学院薬学研究科のFD研修会企画に参画した。

全学大学院対象のFD研修会で発表した。

１．著書・論文等の名称

（論文）β－ヒドロキシ－β－メチル酪酸、アルギニ
ン、グルタミン配合飲料の脂質代謝に対する効果　ー
リポタンパク質リパーゼの変動ー

教育および研究活動の業績一覧

2014年4月～現在

2014年4月～現在
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大学名　福山大学 講座名 実践医療薬学 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

2018年～現在

2019年度

2018年度

２　作成した教科書、教材、参考書

2015年1月30日

2018年10月〜
2018年11月

2019年10月〜
2019年11月

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2019年6月26日

2019年7月3日
2018年6月20日
2017年6月21日

2019年2月7日

2018年8月7日、
8月21日、9月25日

2018年8月4日

４　その他教育活動上特記すべき事項

2018年10月11日〜
2019年2月26日

2017年10月30日

2016年6月21日

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年2月
日本感性工学会論文誌（第
18巻第1号)

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概　　　要

「薬学入門Ⅰ＆Ⅱ」でのSGDによる学習や授業成
果のプレゼンテーション発表、「コミュニケー
ション交流学習」での幼児／高齢者との一対一
の交流学習（8回）、「患者の視点に立った行
動」および「ファーマシューティカルケア演習
＃17」でのコーチングの基本を使用した生活習
慣改善の支援の実体験等、実務経験のある教員
が、医療者として必要なコミュニケーション技
法を習得するアクティブラーニングを実施し
た。

　・授業評価（前期） 質問1～7の平均点（教員の授業評価に関する7項
目）：4.19、質問14の点（学修成果）：3.63で
あった。

「学生との双方向のコミュニケーションと自主
的な研究活動を促す教育指導について」につい
て演習を実施した。

１．著書・論文等の名称

（論文）Effects of Pictograms on Patients' Information
Acquisition and Preferences in Package Inserts of
Over-the-counter Drugs

　・第9回川崎医科大学学術集会 研究成果をポスター発表した。（於 川崎医科大
学）

　・KMSメディカル・アーク2019 with MTO 研究成果をポスター発表した。（於 川崎医科大
学附属病院）

　・福山大学研究成果発表会発表 「一般用医薬品添付文書の
　　理解度改善を目指し開発したピクトグラム
の効果」ポスター発表した。

　・一般財団法人生涯学習開発財団
    認定コーチ資格

　・第４回のFD・SD研修会演者

　・2018年度 FD研修会演者

「実務実習に活用できる薬学基礎教育につい
て」について講演した。

喫煙・飲酒等防止に関する講演を3回行った。
（於 福山市立東朋中学校）

　・福山市薬剤師会シリーズ研修会 「生活習慣改善への支援に役立つコミュニケー
ション」について３回講演した。（於 福山大学
宮地茂記念館）

　・講義資料の作成

　・福山市保健所健康推進課ふくやま健康
    フクイク21喫煙・飲酒等防止教育講師

コーチングの指導に必要なコーチ資格を取得し
た。

　・授業評価（通年）

　・「実用薬学英語」 11章のReading及びComprehension Questionsを
執筆した。（東京化学同人）

（株）コーチ・エィの著作物利用許諾に基づき
Ａ４版１枚を作成し、授業資料として配布し
た。

（株）コーチ・エィの許可を得て、DCD マニュ
アル 「コーチング・カンバセーション」から
「コーチングフロー」をもとにＡ４版１枚を作
成し、授業資料として配布した。

質問1～7の平均点（教員の授業評価に関する7項
目）：4.15、質問14の点（学修成果）：3.51で
あった。

氏名　山 下  純

　・アクティブラーニングの実施
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　 共著 2018年5月
医薬品情報学（第20巻第1
号）

発表年・月 学会名

2019年・8月
第4回日本薬学教育学会大
会（大阪）

2019年・8月
第4回日本薬学教育学会大
会（大阪）

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本公衆衛生学会会員

日本医薬品情報学会会員

日本薬学会会員

2010年6月～現在

2013年6月～現在

2015年2月～現在

（論文）OTC医薬品添付文書におけるピクトグラム表
示の試み

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）福山大学薬学部におけるコミュニケーション交流学習の取り組
み（6）―交流学習を終えた一学生の学びと自己成長―（S-012）

（演題名）コーチング技法を使用して学生同士の生活習慣改善を試みた講
義・演習の実施と評価およびその改善に向けた調査（その１）（P-042）
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大学名　福山大学 講座名 薬理学 職名　准教授

Ⅰ　教育活動

年　月　日

１　教育内容・方法の工夫

  ・PBL教育の導入 2015年度～現在

  ・ICT教育の導入 2015年度～現在

  ・能動的学習の促進 2015年度～現在

  ・授業評価 2015年度～現在

２　作成した教科書、教材、参考書

2015年度～現在

2015年度～現在

３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４　その他教育活動上特記すべき事項

～現在

Ⅱ　研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2019年11月
第58回日本薬学会・日本薬
剤師会・日本病院薬剤師会
中国四国支部学術大会

2019年8月 温熱生理研究会2019

2019年8月
第4回日本薬学教育学会大
会

2019年7月 第2回冬眠研究会

Ⅲ　学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本薬理学会学術評議委員

概　　　要

　・FD研修会参加 年に５回以上、FDに参加した。

　・復習問題

学習者の能動的な学習（アクティブラーニン
グ）を促すために、PBL形式での授業（生体機能
の調節Ⅰ、臨床推論）を実施した。

授業（人体の成り立ちと機能II、生体機能の調
節II、生殖器内分泌系疾患の薬・病態・治療、
中枢神経系疾患の薬・病態・治療I、中枢神経系
疾患の薬・病態・治療II）では電子黒板形式を
用い、学生の深い理解を促した。講義書き込み
スライドは授業後に振り返られるようにCerezo
にて公開した。

1-2年次の科目では、授業ポイントがつかめるよ
うに、授業後の復習問題をCerezoより提供し
た。

3-4年次の科目では、学生による試験問題作成を
利用した学習方法を実践し、学習者の学習意欲
増進、学習効果の向上を図った。

　　　該当なし

授業（人体の成り立ちと機能II、生体機能の調
節II）の授業復習問題を作成した。

学習効果を検証し学生にフィードバックすべく
授業評価アンケートを実施したところ、いずれ
も高い評価が得られた。

授業（人体の成り立ちと機能II、生体機能の調
節II、生殖器内分泌系疾患の薬・病態・治療、
中枢神経系疾患の薬・病態・治療I、中枢神経系
疾患の薬・病態・治療II）のプリントを作成し
た。

　・授業プリント

〜現在 薬学教育者ワークショップ、タスクフォースとして8回参加

〜現在
薬学実務実習指導薬剤師のためのアドバンストワークショップ、タスクフォースとして
3回参加

2016年〜現在

（演題名）虚血再灌流誘発神経細胞死に対するタンパク質SUMO化修飾の役
割　―血液脳関門の機能維持の観点から―

（演題名）低体温誘導脳保護効果におけるSUMO化修飾を介した血液脳関門
の機能維持

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

（演題名）シリアンハムスターの体温制御における脳内産生硫化水素の役
割

（演題名）シリアンハムスターの脳内で産生される硫化水素の体温に及ぼ
す影響

（演題名）福山大学薬学部におけるコミュニケーション交流学習の取り組
み（6）―交流学習を終えた一学生の学びと自己成長―

（論文）

教育および研究活動の業績一覧

氏名　渡邊　正知

教育実践上の主な業績
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                                    50

[注]　１　対象期限：2019年12月末まで（直近５年間の教育活動、研究活動等。論文は左記期限後の発表予定を含む。）

　　　４　「Ⅱ 研究活動」は、直近５年間の代表的な著書・論文等、５つを記入してください。

　　　５　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、就任年月日順に記入してください。　　

　　　※　「Ⅲ 学会および社会における主な活動」は、若手教員の場合には加入学会名の記載も可。　　

　　　３　「Ⅰ 教育活動」は、各項目ごとに年月日順に記入してください（年度ごとに代表的なもの２件まで）。

　　　　　各教員ごとに記載してください。学内の対象期限を決めて上に記入してください。

　　　２　基本的に同様の内容であれば、大学独自の様式で作成した業績一覧を提出することができます。
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（基礎資料10）　　学生の健康管理

表1．　評価対象年度の定期健康診断受診率

学年 在学者数 受診者数

1年 119 111
2年 127 123
3年 135 132
4年 140 139
5年 144 73
6年 154 145

表2．　評価対象年度の5年生の実務実習前の抗体検査の実施状況

※1 「医療関係者のためのワクチンガイドライン（日本環境感染学会）」の

　「基準を満たす抗体価陽性」の学生数

※2 B型肝炎は実習施設からの指示により実施

 

99.29

受診率（％）

93.28
96.85
97.78

50.69
94.16

検査対象抗体
抗体価が十分高かった学
生数 ※1

抗体価が不十分なため

ワクチン接種をした学生数
１)

　風疹 117 1
　麻疹 101 2
　水痘 124 3
　ムンプス 85 7
　B型肝炎 ※2 0 0

[注]　1) 4年次12月末までに、ワクチン接種した学生数（確認できた人数）を記入

　　　   してください。
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座席数 室数 収容人員合計 備   考

講義室A（1021、1022、1023） 182 3 546 固定席、無線LAN接続可

講義室B（31101、31201、31301） 144 3 432 3室は共に前列60席は可変席、無線LAN接続可

講義室C（34201、34202） 176 2 352 固定席、無線LAN接続可

研修室1・2　（34215、34217） 48 2 96 可変席、無線LAN接続可

学習支援室（34316、34317） 36 2 72 可変席、無線LAN接続可

大学院講義室（1214） 30 1 30 可変席

プレナリーセッション室（SGD演習室
含む）

48（8） 2（12） 96（96） 可変席、無線LAN接続可

マルチメディア室1・2（34302、
34305）* 85 2 170 机固定、椅子は移動可、PC170台、無線LAN接続可、教員用コン

トロールルーム附設、CBTにも使用

総合演習室（34416） 80 1 80 可変席、無線LAN接続可

医療薬学演習室（34515、34516） 80 2 160 可変席、無線LAN接続可

医薬品情報室（34415） 38 1 38 机固定、椅子は移動可、無線LAN接続可

TDM演習室（34509） 36 1 36 机固定、椅子は移動可、無線LAN接続可

OSCE演習室（34517～34522） 12 6 72 可変席、無線LAN接続可

模擬病室（34417～34522） 12 6 72 可変席、無線LAN接続可

課題研究演習室（34301） 30 1 30 可変席、無線LAN接続可

学生実習室（31102、31103、31202、
31204、31302、31304） 80 6 480 化学系、分析系、物理系、生物系実習で使用、無線LAN接続可

調剤実習室（34404、34405） 30 2 60 事前学習で使用

製剤実習室（34411） 30 1 30 事前学習で使用

クリーンルーム（34504、34505） 25 2 50 事前学習で使用

自己学習室（31105） 60 1 60 机固定、椅子は移動可、無線LAN接続可

国家試験対策演習室（3106） 48 1 48 机固定、椅子は移動可、無線LAN接続可

ホール（31号館2階開放スペース） 32 1 32 可変席、無線LAN接続可

自己学習室（34312～34315） 36 4 144 机固定、椅子は移動可、無線LAN接続可

ロビーラウンジ（34101） 20 1 20 机固定、椅子は移動可、無線LAN接続可

福山大学薬学
部附属薬用植

物園

　　　 2)　講義室・演習室には収容人数による適当な区分を、例示を参考に設けて、同じ区分での座席数の範囲を示してください。

 　　　　　また、固定席か可変席か、その他特記すべき施設なども、例示を参考にして備考欄に記入してください。

   　　　　コンピューター演習室の座席数は学生が使用する端末数としてください（教卓にあるものなどを除く）。

　　　 3） 学生が自習などの目的で自由に利用できる開放スペースがあれば記載してください。

[注]　 1)　総合大学では薬学部の教育で使用している講義室、演習室、実習室などを対象にしてください。

（基礎資料11-1）薬学科の教育に使用する施設の状況

施設

実習室

1）設置場所（薬学部キャンパス内か別キャンパスか）
　　薬学部キャンパス内
2）施設の構成と規模

　　3,300m2、ビニールハウス（1棟）

3）栽培している植物種の数

　　78科　172種
4）その他の特記事項

講義室・
演習室（これ
らすべてが講
義時間外は学
生の自習に利
用できる）

自習室等
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施
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収

容
人

員
 3)

室
数

 4)
備

   
考

研
究
実
験
室
（
大
）

84
 m

2
18

 人
19

19
の
研
究
室

研
究
実
験
室
（
中
）

 7
0 

m
2

12
 人

1
1つ

の
研
究
室

研
究
実
験
室
（
小
）

22
 m

2
6 
人

27
20

の
研

究
室

で
利

用

教
員
室

22
 m

2
1.

16
 人

32
講

師
以

上
に
割

り
当

て
て
あ
る
。
講

師
の
場

合
は
、
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）
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4
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同
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、

N
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R
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例
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、
大
ま
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な
用
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区
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を
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含
ま
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る
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施
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示
の
よ
う
に
列
記
し
て
く
だ
さ
い
。
（
面

積
な
ど
は
不
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で
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）
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 例

示
以
外
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験
施
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（
例
え
ば
、
培
養
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ど
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ば
追
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く
だ
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い
。

（
基
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卒
業
研
究
な
ど
に
使
用
す
る
施
設

表
1．
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究

室
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1）
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研

究
室
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卒
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究

室
は
、
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料
11
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ま
い
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2）
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「
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。
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い
。

電
子

ジ
ャ

ー
ナ

ル
の

種
類

（
種

類
）

3)

（
基

礎
資

料
13

）
図

書
、

資
料

の
所

蔵
数

お
よ

び
受
け
入
れ
状
況

図
書

館
の

名
称

図
書

の
冊

数
定

期
刊

行
物

の
種

類
視

聴
覚

資
料

の
所

蔵
数

（
点

数
）

 2
)

過
去

3年
間

の
図

書
受

け
入

れ
状

況

備
   

   
 考

[注
]　

雑
誌

等
で

す
で

に
製

本
済

み
の

も
の

は
図

書
の

冊
数

に
加

え
て

も
結

構
で

す
。

1）
開

架
図

書
の

冊
数

（
内

）
は

、
図

書
の

全
冊

数
の

う
ち

何
冊

か
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。

2）
視

聴
覚

資
料

に
は

、
マ

イ
ク

ロ
フ

ィ
ル

ム
、

マ
イ

ク
ロ

フ
ィ

ッ
シ

ュ
、

カ
セ

ッ
ト

テ
ー

プ
、

ビ
デ

オ
テ

ー
プ

、
C

D
・

LD
・

D
V

D
、

ス
ラ

イ
ド

、
映

画
フ

ィ
ル

ム
、

　
 C

D
－

R
O

M
等

を
含

め
、

所
蔵

数
に

つ
い

て
は

、
タ

イ
ト

ル
数

を
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。
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